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「

長願避跡東駆 費錮目魔田由 V
m。3

本年度の口壼では地下 3mま でを口査

の対象とし、旧石―
から鎌倉時代に

かけての遺構・週晦を検出した。

縄文時代では遭溝・遺●は検出できな

かったが、厚い水成層の日で古土壌の可

能性が高い晴色帯が見つかつた。

古墳時代中期では、 2基の土壇―
と2時期の自然減路を検出した。土壇状

遺静は、盛土の中に無祀に係わる土器や

玉鋼が大量に埋められていた。これらは

須恵轟出現直後の土麟器の様相を示す良

好な一括資料である。

このほか、弥生時代の溝や古墳時代後

期の土手をもつ滅騰、平安時代の流路な

ども見つかつた。

また、後期旧石器時代から縄文時代中

期にかけて堆積した土凛を分析し、縄文

海遺用の前後における河内平野のようす

を考察する。
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古墳時代の土器
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本書は、1998年度に行った大阪市長吉東部地区土地区画整理事業に伴う発掘調査の成果

を収録した『長原遺跡東部地区発掘調査報告』Ⅳである。

調査地の平野区長吉六反地区は大阪市の南東部に位置する。近年の宅地化とともに水田は

失われつつあるが、市内では比較的緑豊かな場所である。しかし、六反地区の歴史は水害と

の戦いの歴史であった。1995年 から始まった発掘調査では各時代の遺跡とともに、地上の

景色からは想像もつかない大規模な洪水の跡があちこちで見つかっている。これらは旧石器

時代から現代にいたるまで、人間が水害に抗いながら、あるいは共存しながら運しく暮らし

てきたことを示していよう。調査で得られる資料は歴史の一部分であるが、それらを増やし

てゆくことによって、やがて大きな事実が見えてくるであろう。これからも、できるだけ最

新の成果を迅速に公表するため努力してゆく所存である。

最後に、発掘調査の開始から報告書刊行にいたるまで、数々のご協力を賜った関係各位の

皆様に心より深謝の意を表する次第である。

2001年 3月

財団法人 大阪市文化財協会

理事長 脇 田   修
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一、本書は財団法人大阪市文化財協会が1998年度に実施した、大阪市建設局長吉東部土地区画整理事務所による平野

区長吉六反 4丁 目の土地区画整理事業に伴う発掘調査(NG98-19。 20次、NGは長原遺跡を示す)の報告書である。
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1.本書における地層名は、NG98-19。 20次調査とも共通の地層番号を付けた。共通の番号を表記するばあい、一例

をあげると「第7a層」というように「第」を冠したうえでアルフアベットを小文字で表現している。ただし、図中で

は「第」。「層」を省略している。「長原遺跡の標準層序」との対比は[趙哲済2001]に基づいて行い、表記は本文中で

は「長原7A層」として、「長原」を冠したうえでアルファベットを大文字で表現している。図表中では「長原」の略号

である「NG」 を冠して「NG7A層」とした。

本書における遺構名の表記は、建物にはSB、 柱穴・ビットにはSP、 土墳にはSK、 溝にはSD、 自然流路にはNR、

そのほかにはSXの略号を冠した。遺構番号は、「長原遺跡の標準層序」に対応する層序番号を冠し、そのあとに両

調査地を通した遺構番号を続けて表記した。一例をあげると、長原4層 に対応する溝SD01は「SD401」 としている。

本書における遺物番号は、すべて通し番号を1から順に付した。石器遺物については、当協会が弥生時代以前の石

器遺物に対して個別に与えている石器登録番号を別表 1に併記した。

本書で用いた座標値は国土平面直角座標 (第Ⅵ系)に基づくもので、大阪市 1級基準点を既知点とした基準点測量に

よって得た。水準点は、大阪市土木局管理の「南-49(大阪市立長吉南小学校内)」 をもとに長吉東部土地区画整理

事務所が設置したものを利用し、ToP.値 (東京湾平均海面値)を用いた。なお、本文中では「TP」 と略称した。

本書で用いた地層の土色および土器の色調は[小山正忠・竹原秀雄1967]に従った。

本書で用いた土器編年と器種名については、弥生土器は[佐原真1968]に 、古墳時代の須恵器は[田辺昭三1981]に 、

古墳時代の土師器は[米田敏幸1991]に、飛`鳥
。奈良時代の土器は[奈良国立文化財研究所1976・ 1978][古代の土

器研究会1992]に 、平安時代の土器は[佐藤隆1992]に 、平安時代後期以降の瓦器は[鈴木秀典1982]に 従つた。

7.本書の地層断面図 。柱状図で用いた岩相の基本パターンは[趙哲済1995]の それに準じて表現している。

8.註は各節末に、引用 。参考文献と索引は巻末に掲載した。
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第 I章 長原遺跡東北地区の発掘調査

第 1節 経緯 と調査地の位置

1)発掘調査にいたる経緯

八尾市との市境に接する大阪市平野区長吉出戸・六反地区は、全域が「長原遺跡」に含まれる。長原

遺跡は総面積350万ぽを越す旧石器時代から近世にいたる大複合遺跡であるため、報告書において、

8つの地区を設定している(図 1)。 今回報告する調査地が所在する長吉六反4丁目は、そのうちの東

北地区にあたる。

|

長原遺跡の地区割と周辺の遺跡

卜観鰤 卜凱剛 卜凱剛
一
１

図 1
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図2 長吉東部区画整理事業施行予定地と既往の調査
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第 1節 経緯と調査地の位置

大阪市による長吉東部地区土地区画整理事業は、長原遺跡東北地区のほぼ全域が対象である。その

ため、埋蔵文化財の取扱いについて、大阪市建設局長吉東部地区土地区画整理事務所 (以下、区画整

理事務所と略称する)、 大阪市教育委員会文化財保護課 (以下、文化財保護課と略称する)、 財団法人

大阪市文化財協会の3者により、1995年 9月 に事前協議を行い、「長吉東部地区埋蔵文化財に関する

協定書」を締結した。発掘調査を実施するにあたっては、事業における埋蔵文化財の取扱い全搬を協

定書に定めた上で、各年度における具体的内容は年度ごとの契約書で定めることとした。

初年度である1995年度の調査(NG95-57次 )は、都市計画道路長吉 1号線予定地の北端部 (図 2)

を対象にして行つた。この調査では、飛`鳥時代および平安時代の掘立柱建物や古墳時代後期の氾濫性

の堆積層・柵 (しがらみ)と された土手状遺構が出土した。その成果は翌1996年度に整理作業を実施

表 1 長原遺跡東北地区におけるおもな調査
調査 お も な 内 容 文 献

城山mh2 弥生前期～中期周溝墓状遺構、古墳 大阪文化財センター1980

城山mh3 弥生中期遺物、古墳大溝、奈良遺物 大阪文化財センター1980

城山B・ C区 弥生中期方形周溝墓、古墳、飛鳥自然流路 大阪文化財センター1986

城山DoE・ F区 弥生中・後期集落、古墳中期水田・土壌、飛鳥～平安溝、中世水田 大阪文化財センター1986

城山G区 弥生土墳群、飛鳥～中世水田 大阪文化財センター1986

NGl 弥生中期溝 。土披墓、古墳中期溝、飛鳥大溝 大阪市文化財協会1978

NG12 飛鳥杭列・流路・土器溜まり、平安土壌 大阪市文化財協会1979a

NG16 弥生～古墳中期遺物、弥生溝、古墳前・中期溝・井戸 大阪市文化財協会1979b

NG17 縄文晩期・弥生 。古墳後期遺物 大阪市文化財協会1979c

NG80-1 TP+7.2mで奈良溝、TP+6.9mで砂層(NG8層 ) 大阪市文化財協会1980a

NG80-2 弥生・古墳遺物 大阪市文化財協会1980b
NG23 弥生中期遺物、古墳 大阪市文化財協会 1980c

NG25 縄文晩期・弥生中期遺物 大阪市丈化財協会1980c

NG83-1 弥生中期住居、古墳中期住居 大阪市文化財協会1983a
NG83-5 TP+8.Omで砂層 大阪市文化財協会1983b

NG83-22 TP+7.6mで奈良包含層 大阪市文化財協会1983c

NG83-43 TP+7.8mで砂層 大阪市文化財協会1983d

NG83-54 TP+8.lmで砂層(NG5層 か) 大阪市文化財協会1983e
NG83-65 弥生中期遺物、古墳中期土壌状遺構 大阪市文化財協会1983f

NG84-4 古墳中期溝・土墳、飛鳥水田 大阪市文化財協会1984a
NG84-18 TP+8.2mで泥質土層 大阪市文化財協会1984b
NG84-49 TP+7.7mで砂層 大阪市文化財協会1984c

NG84-86 弥生後期～古墳中期遺物、庄内期井戸・建物、古墳中期土墳 大阪市文化財協会1984d
NG85-17 縄文晩期遺物 大阪市文化財協会1985

NG88-6 TP+7.8mで砂層 (飛鳥初頭の須恵器が出土)、 飛`鳥包含層、奈良溝 大阪市文化財協会1988
NG95-57 TP+8.2mで砂層 (古墳後期中葉の須恵器が出土)、 古墳後期柵、平安集落 大阪市文化財協会1998
NG95-77 TP+8.Omで砂層 (古墳後期前葉の須恵器が出土)、 古墳後期柵 大阪市文化財協会1995
NG96-9 弥生後期末～古墳初頭水田、TP+8.2mで砂層、飛鳥・平安集落 大阪市文化財協会1999a

NG96-40 TP+7.5～ 8.2mで砂層、飛鳥～平安溝 大阪市文化財協会1999a

NG96-66 弥生中期～庄内期遺物、TP+7.8mで砂層、古墳後期～奈良集落 大阪市文化財協会1999a
NG96-79 旧石器遺物、TP+7.5mで砂層、飛鳥・平安井戸・溝 大阪市文化財協会1996
NG97-12 旧石器遺物集中部、縄文遺物、古墳中期木製品、飛鳥竃屋・掘立柱建物 大阪市文化財協会2000
NG97-13 古墳自然流路、平安溝 大阪市文化財協会2000
NG97-41 平安時代溝・自然流路、古墳時代水田、弥生中期溝、弥生前期自然流路 大阪市文化財協会1997

NG97-43 弥生後期溝、古墳時代自然流路、飛鳥溝・土壌 大阪市文化財協会2000
NG97-52 旧石器遺物、縄文遺物、古墳中期木製品、古墳後期土手状遺構、飛′鳥遺構 大阪市文化財協会2000
NG97-56 縄文後期踏込み跡、平安時代土手状遺構 大阪市文化財協会2000
NG98-‐ 19 古墳中期土壇状遺構・土師器 。須恵器・玉類・製塩土器 本書収録

NG98-20 古墳中～後期流路、古墳中期土壇状遺構・竪穴式住居、古代～中世耕面 本書収録

NG99-19 1999年度東部地区区画整理事業関係調査 大阪市文化財協会1999b
NG99-41 1999年 度東部地区区画整理事業関係調査 大阪市文化財協会1999c
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図 3 1998年度調査地の配置

し、1997年度に『長原遺跡東部地区発掘調査報告』I[大阪市文化財協会1998]と して刊行している。

1996年度の調査(NG96-9次 )は、前年度の調査地の南側に位置する長さ42m部分 (図 2)を対象

に行った。調査では、平安時代から鎌倉時代の遺構群、飛`鳥時代の掘立柱建物、弥生時代後期から古

墳時代初頭の水田などを検出した。また、この年度には大正川の西側に沿う都市計画道路長吉 3号線

予定地も調査の対象となり、文化財保護課と区画整理事務所の立会のもと、 5月 に2個所の試掘調査

を行った。この結果、1995年度の調査で検出した古墳時代後期の厚い洪水堆積層と同様の地層を確

認した。古墳時代以前の遺構面はその下に存在することから、現地表下 4mま でを調査の対象とすべ

きとの結論となった。この協議の結果をうけて、長吉 2号線との交差′点の北佃1にあたる部分で2個所

(NG96-40066次)の調査を行つた。調査では、古墳時代後期から飛鳥時代の掘立柱建物、平安時代

の遺構群を検出した。その成果は翌1997年度に整理作業を実施した上で、1998年度に『長原遺跡東部

地区発掘調査報告』Ⅱ[大阪市文化財協会1999a]と して刊行している。

1997年度の調査は、都市計画道路長吉 2号線予定地で3個所(NG97-12・ 13・ 52次 )、 同長吉 3

号線予定地で1個所(NG97-43次 )、 同敷津長吉線予定地で1個所(NG97-56次 )の合計 5個所で行っ

た(図 2)。 このうちNG97-52次調査では、現地表下 8mの深さまで平面的な調査を行うことができ

た。調査では旧石器時代の石器製作跡、弥生時代中期初頭の水田、古墳時代の土手状遺構、飛′鳥時代

および平安時代の遺構群が見つかつている。中でもNG97-12次調査で見つかつた旧石器時代の石器

製作跡では、約50点のナイフ形石器や削器とともに14,000点に及ぶ剥片などが出土しており、後期

旧石器時代の石器製作技法に係わる重要な資料として注目されている。その成果は翌1998年度に整

理作業を実施した上で、1999年度に『長原遺跡東部地区発掘調査報告』Ⅲ[大阪市文化財協会2000]と

して刊行している。

1998年度の調査は、長吉六反 4丁 目地内で都市計画道路敷津長吉線予定地の東端にあたる2個所

(NG98-19020次 )で行つた(図 2・ 3)。 NG98-19次調査は、東西約12m、 南北約14mの調査区
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を設定し、1998年 7月 1日 ～同年10月 6日 にかけて実施した。シートパイルを打設し、土留支保工

を行いながら現地表下8mまでの調査を予定していたが、約4m掘下げたところで古墳時代中期の遺

物を大量に含む遺構が見つかったため、それ以下については地層の堆積状況を探るためのトレンチ調

査に止めた。NG98-20次調査地はNG98-19次調査地の東方に位置する。調査は、東西約28m、 南

北約15mの調査区を設定し、1998年 7月 3日 ～1999年 1月 22日 にかけて実施した。調査深度が現地

表下約 8mに及ぶと予想されたため、シートパイルを打設し、2段の土留支保工を行いながら調査を

進めた。本書で報告するのは、これら2個所の発掘調査の成果である。なお、整理作業は1999年度

に行った。調査面積 。担当者などについては表 2に記した。

2)遺跡の立地と調査地の位置

長原遺跡は大阪市平野区に位置し、旧石器時代から現代にいたる複合遺跡である。立地は瓜破台地

と呼ばれる現大和川以北の河内台地の先端部にあたり、それに接する沖積平野にまたがる場所である

(図 4)。 瓜破台地を形成する低位段丘構成層は、西縁では急な傾斜で沖積層の下に潜り込むが、東縁

は北東に向って緩やかに沖積層の下へ埋没している。したがって、遺跡の西 。西南 。中央などの各地

区(図 1)では低位段丘面の埋没深度は比較的浅くなっている。一方、長原遺跡の北側に拡がる沖積平

野には幾筋もの河川と自然堤防が見られる。これらの自然堤防上には、竹渕・亀井 ‐跡部 。太子堂な

どの遺跡が立地し、さらにその北側には久宝寺遺跡・渋川廃寺、東側には木の本・八尾南遺跡が展開

しているも瓜破台地の東縁ではほぼ南北に延びる自然堤防は旧東除川によって形成されたもので、近

□
動

沖積段丘     谷地形 三角洲性低地
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第 I章 長原遺跡東北地区の発掘調査

世以降に下る。また、長原遺跡の西側の台地上には瓜破遺跡が、その北側に喜連東遺跡が立地してい

る。

区画整理事業施行予定地域は長原遺跡東北地区内にあり(図 1)、 地形的には沖積平野内にあたる。

本年度調査 したNG98-19・ 20次調査地は地区の東部にあたり、1995年度以来行われてきた東北地

区の調査では未知の場所である。                          (松 本 )

表2 1998年度実施発掘調査の期間など

計画道路名 調査次数 調 査 地 番 東西×南北 面積 調 査 期 間 担当者

敷津長吉線
NG98-19 平野区長吉六反 4丁 目6 12m× 14m 168m2 1998年 7月 1日 ～1998年 10月 6日 小倉徹也

NG98-20 平野区長吉六反4丁目6 28m× 15m 420m2 1998年 7月 3日 ～1999年 1月 22日 松本百合子

調査面積合計 588nぽ
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第 2節 発掘調査の経過 と概要

1)NG98-19次調査

調査地は平野区長吉六反4丁目の東西方向に延びる計画道路内に位置する。道路本来の幅は32.5m

であるが、現在使用中の道路を除き、さらに工事車両の通行と作業空間を確保するために、調査区は

東西12m、 南北14mに設定した。調査に係わる全作業期間は表 2の とおりであるが、実際に調査を

行った期間は1998年 7月 22日 ～同年9月 18日である。それ以外は、シートパイルによる土留支保工

などの準備工と、埋戻しおよび撤1又作業の期間である。

調査は 7月 22日 から重機掘削を開始し、同時に水準点の移動を行った。掘削は現地表下1.2mの現

代耕作土までとした。 7月 28日 に調査区内の遺構検出を開始し、 7月 31日 には 1段目の切梁を架設

した。 8月 5日 には平安時代までの調査を終了し、8月 6日 から再び重機で古墳時代中期から飛鳥時

代にかけて堆積した厚さ1.5mの水成層を掘削した。8月 27日 からは現地表下4mにある古墳時代中

期の遺構を調査した。ここで大量の土師器を伴う土壇状遺構が見つかったために、調査の重点を古墳

時代の遺構と遺物の検出に置くことになった。遺

物が集中する部分の土壌は持ち帰り、水洗してさ

らに遺物の捕集を行った。

調査期間などの事情により、平面的な調査は現

地表下4.5mの弥生時代の地層まで行った。その

後、一部分を縄文時代中期の地層まで掘削し、断

面の観察のみを行って 9月 18日 に調査を終了し

た。 したがって当初予定 していた 2段 目の切梁

は、調査が設置深度に達しなかったため、架設し

なかった。

2)NG98-20次調査

調査地はNG98-19次調査地の約50m東方にあたり、同じ計画道路内に位置する。道路本来の幅は

32.5mで あるが、現在使用中の道路を除き、さらに工事用車両の通行と作業空間を確保するために、

調査区は東西28m、 南北15mに設定した。調査に係わる全作業期間は表 2の とおりであるが、実際

に調査を行った期間は1998年 8月 24日 ～同年11月 27日 である。それ以外は、シートパイルによる土

留支保工などの準備工と、埋戻しおよび撤収作業の期間である。

調査は8月 24日 から重機掘削を開始し、同時に水準点の移動を行った。重機による掘削は現地表下

2.Omの平安時代の作土層までとした。8月 28日 から遺構検出を開始し、9月 8日 から1段 目の切梁

を架設した。 9月 14日 には奈良時代から平安時代の調査を終了し、 9月 18日 には調査区の西端部分

の古墳時代後期と予想される暗色帯の調査を行った。 9月 21日 には台風 7・ 8号が接近したために、

写真 l NG98-19次調査風景
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調査地周辺の整備を行い、翌日の暴風雨に備えた。 9月 25日 か

ら再び重機掘削を開始し、古墳時代中期から飛鳥時代にかけて

堆積した厚さ1.2mの水成層を除去した。10月 9日 までには古

墳時代の流路の調査を終え、それと併行して10月 27日 まで調査

区東端で見つかった古墳時代中期の土壇状遺構を調査した。土

壇状遺構の下位層からは竪穴式住居と弥生時代の溝が見つかっ

たが、10月 20日 より西端から重機掘削をはじめていたため、東

端の遺構検出部分を残しながらの掘削となった。重機掘削は

いったん現地表下5.5mま で行い、縄文時代後期の暗色帯を調査

したのち、10月 29日 には2段目の切梁架設工事に入り、H月 4

日から再び重機掘削を開始し、縄文時代中期から後期にかけて

堆積した厚さ1.2mの洪水堆積層を掘削した。ただし、ここから

は面積を2/3に減じて調査を行った。H月 19日 に縄文時代中

期の暗色帯を調査したのち、さらに調査面積を半分に減らして、最後の重機掘削を行った。11月 24

日に現地表下7.5mで縄文時代前期と考えられる地層を確認し、そこから低位段丘構成層の上部まで

調査を行った。H月 27日 には沖積層最下部の生痕化石中から、サヌカイト製剥片を1点検出して調

査を終了した。 (松本)

写真 2 NG98-20次 調査風景
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第Ⅱ章 長原遺跡東北地区における層序

長原遺跡東北地区では、発掘調査の増加に伴って沖積地特有の地層のようすが明らかになってきた。

また、長原遺跡内のほかの地区には存在しなかった古墳時代から平安時代にかけての地層や、縄文海

進に係わる地層も発見されている。こうした成果をもとに「長原遺跡東北地区の基本層序」[大阪市文

化財協会1999a]が提唱され、河内平野の南部にあたる沖積地の地層の特質が示された。

本年度の調査地は東北地区の東部にあたり、ここでも厚い沖積層が確認できた。各層の特徴は第Ⅲ

章各節の「地層と遺物」に記してあるが、本書の記述の際の説明と地層の対比は、遺跡東南地区の台地

部分を模式地とした「長原遺跡の標準層序」に準じて行った。従来のままでは対比しきれない地層は、

必要に応じて追加・修正を行い、それによって改訂された「長原遺跡の標準層序2001」 [大阪市文化財

協会2001]を表3と して転載した。新たに追加されたのは、長原7BO・ 12D・ 17～ 20層で、再整理さ

れたのは長原7B。 9だ 。12C・ 12/13漸移帯層などである。

ここでは、今回の調査に関連する長原 0～ 14層までを取上げ、東北地区で観察できる層相を中心と

して概略を説明する。なお、詳細は表 3お よび[趙哲済2001]を 参照されたい。

1)沖積層上部層

長原 0層 :現代の盛土層および攪舌L層である。

長原 1層 :現代の作土層である。

長原 2層 :お もに砂混リシルトで構成される作土層である。さらに細分が可能であり、各層で耕作

に係わる小溝が検出されている。伊万里系の染付磁器など、国産陶磁器を含む。

長原 3層 :シルト～細粒砂で構成される作土層である。さらに細分が可能であり、各層で耕作に係

わる小溝や島畠溝が検出されている。瓦器(C― Ⅳ～V期 )。 瓦質土器・陶磁器などを含む。

長原4A層 :お もに中粒砂で構成される、斜行葉理の顕著な水成層である。下位層上面の人工河川

を埋積している。土師器・瓦器(C― Ⅲ～Ⅳ期)を含む。

長原4B層 :お もに粘土質シルト～細粒砂で構成される作土層である。長原4Bi～面層に細分される

が、数枚の水成層を挟む場所ではさらに細分が可能である。一部地域では集落地内での堆積状況も見

られ、井戸 。掘立柱建物などが検出されている。土師器・黒色土器 。瓦器(C一 I～ Ⅲ期)を含む。

長原4C層 :お もに砂混リシルトで構成される作土層である。長原4Ci・ 五層に細分されるが、数枚

の水成層を挟む場所ではさらに細分が可能である。各層で溝や水田が検出されている。土師器・須恵

器・黒色土器 (平安時代 I～ Ⅲ期)を含む。

長原5A層 :遺跡の南 。東南地区では砂礫を主体とした氾濫性の堆積層である。東北地区では奈良

時代後半から平安時代初頭の土師器・須恵器を含む地層がこれにあたる。
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第Ⅱ章 長原遺跡の標準層序

長原6A層 :遺跡の南部地域では作土層の長原6Ai層 と水成層の長原6A五層に細分される。東北地区

では、飛鳥時代から奈良時代前半の土師器・須恵器を含む作土層がこれにあたる。

長原6B層 :遺跡の南部地域では作土層の長原6Bi層 と水成層の長原6B五層に細分される。東北地区

では明確な水成層はなく、長原6A層 と同様、飛鳥時代の遺物を含む作土層がこれにあたる。

長原7A層 :遺跡の南部地域では、作土層と粘土層の長原7Ai・ 五層に細分される。東北地区では氾

濫性の河成堆積層がこれにあたり、土師器・TK209型式の須恵器を含む。

長原7BO層 :東北地区を模式地とする。砂礫～粘土質シルトで構成される氾濫性の河成堆積層であ

る。下位層に由来する多時期にわたる遺物を含むが、最新の遺物はTK10型式の須恵器である。

長原7Bi層 :遺跡の南部地域では、砂礫で構成される古土壌および作土層からなる。土師器・TK

23～ MT15型式の須恵器・埴輪を含む。東北地区では古土壌と、その下位にある氾濫性の河成堆積層

がこれにあたる。

長原7Bii層 :極細粒砂～粘土質シルトで構成される、氾濫性の河成堆積層である。東北地区では下

位に植物遺体を多く含むシルト～粘土質シルトが堆積している。なお、長原7Bi。 五層堆積期に長原

古墳群が造営されている。

長原7B面層 :お もに粘土質シルトで構成される古土壌および作土層である。遺跡の南部地域では

古土壌の下限に層理面はなく、下位層へ漸移している。弥生時代後期から古墳時代中期の遺物を含む。

東北地区では北に向ってさらに細分が可能となる。

長原8A層 :遺跡の南部地域では氾濫性の河成堆積層である。東北地区では極細～粗粒砂混り粘土

となり、一部暗色化している。

長原8B層 :上部は水漬かりの砂質シルトであり、下部はシルト質中粒砂で構成される古土壌であ

る。遺跡の東南地区において畿内第Ⅲ oⅣ様式の弥生土器を伴う方形周溝墓が検出されている。

長原8C層 :東北地区を模式地とする。長原8Ci・ 五
′
・五層に細分され、畿内第Ⅱ様式の弥生土器を

含む。長原8Ci層 は氾濫性の河成堆積層である。長原8Cii′ 層は長原8Cii層 を耕起した作土層であり、

導水路を伴う長原遺跡最古の水田が検出されている。長原8Cii層は水漬かりのシルト質粘土層である。

長原9A層 :お もに砂質シルトで構成される古土壌で、一部は水漬かりの水成層となる。局所的に

数枚の水成層を挟み、細分が可能である。長原式土器・畿内第 I様式の弥生土器を含む。

長原9B層 :遺跡の南 。南東地区を模式地として長原9Bi～ v層 に細分される。基本的には砂礫～シ

ルト質粘土で構成される氾濫性の河成堆積層である。東北地区では厚く堆積する。

長原9C層 :遺跡の南・南東地区を模式地として、長原9Ci～面層に細分される。基本的には、砂礫

～シルト質粘土で構成される氾濫性の河成堆積層と、一部水漬かりの古土壌からなる。長原9Ci層の

上面では、縄文時代晩期の滋賀里Ⅳ式土器が見つかつている。

長原10層 :砂礫～細粒砂で構成される氾濫性の河成堆積層である。東北地区からは縄文時代後期前

半の北白川Ⅱ～Ⅲ式土器が見つかっている。

長原H層 :砂礫～粘土質シルトで構成される氾濫性の河成堆積層である。

長原12A層 :東北地区を模式地として広域に分布する。長原12Ai・ 五層に細分されるが、長原12A
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i層は数枚の水成層を挟むため、さらに細分が可能である。縄文時代中期末の北白川C式上器・里木

Ⅱ式土器を含む。

長原12B層 :東北地区を模式地とする。長原12Bi～ 市層に細分される。長原12Bi層は細粒砂質シ

ルト～粘土で構成される。一部古土壌、一部水漬かりの暗色帯からなる。局所的には水成層を挟むた

め、さらに細分が可能である。長原12Bii層 は粗粒砂～シルト質粘土で構成される氾濫性の河成堆積

層である。東南地区では下位の長原13層を下方浸食する。本層と下位の長原12B面層にまたがって、

縄文時代中期前半の船元Ⅱ式土器が見つかっている。長原12B面層はシルト～粘土で構成される、一

部古土壌、一部氾濫性の河成堆積層である。長原12B市層は上半分がシルト質細粒砂、下半部がシル

トであり、平行ラミナが発達する。分布深度が低い地域では、シルト～粘土からなる水漬かりの堆積

状況を見せる。東南地区では古川辺谷と呼ぶ台地上の浅い谷を下方浸食して埋積している。

2)沖積層中部層

長原12C層 :東北地区を模式地とする。長原12Ci～面層に細分される。長原12Ci層 はおもに粗粒

砂で構成され、小型の甲殻類のものと見られる巣孔の化石による擾乱が著しい。植物遺体が密に含ま

れるところもある。長原12C五層はおもにシルトで構成される。本層および下位層にかけては、直径

が 4 cm前後の甲殻類のものと見られる巣孔の化石による擾舌Lが著しい。長原12Ci五層は上半部が水漬

かりのシルトで構成される。下半部は大型植物遺体を含む砂質シルト～砂層で、下底にはガラス質火

山灰層 (横大路火山灰、Ah火山灰)が挟まれる。

長原12D層 :東北地区を模式地とする。長原12Di・ 五層に細分される。長原12Di層 は細粒砂質シル

トで構成され、上位層からの生痕化石により、擾乱が著しい。長原12D五層は砂混りの砂層で、連続

性の低いシルトの薄層を数枚挟む。本層も上位層からの擾乱を受ける。

3)沖積層下部層

長原13A層 :長原13Ai・ 五層に細分される。長原13Ai層 は細粒砂質シルトで構成される。長原13

Aii層は阪手火山灰と考えられる火山灰層で構成される。後期旧石器時代後半の石器遺物を含む。

4)低位段丘構成層

長原13B層 :砂礫質粘土からなる長原13Bi層 と、ガラス質火山灰層 (平安神宮火山灰、AT火山灰)

からなる長原13B五層に細分される。後期旧石器時代の石器遺物を含む。

長原13C層 :粘土質シルトで構成され、一部古土壌、一部水漬かりの堆積を見せる。

長原14層 :上部がシルト質砂ないし砂質粘土で、下部が砂礫ないし砂質シルトで構成される。本層

の下底付近からは、後期旧石器時代前半に属する石器遺物が出土している。
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表3 長原遺跡の標準層序 2001

層 序 勝脚
岩 相 駆

０
自然現象

自然遺物ほか おもな遺構 。遺物 時 代

|

,中

積

層

難

波

累

層

最

上

部

層

NGO層 × 現代盛土

(4ЮO)

(8∞ )

(13∞ )

(141Xl)

(lalo)

(17CXl)

(2m)

(23∞ )

(3tX10)

近代・現代

近世

室町

録倉

平安

奈良

飛島

古墳後期

古墳中期

古墳前期

弥生後期

弥生中期

弥生前期

縄文晩期

縄文後期

卜

「
澪I(CaK・ 1494"

lSi(CaK‐14941)

1 

縄文中期

CblCaK‐ 149411

縄文前期

縄文早期

NGl層 × 現代作土

NG2層 合細礫灰褐～責褐色シル ト質砂

膨 :
↓小溝群・畝間         青花・唐津・瀬戸美漫・備前など

NG3層 含細礫淡責褐～灰色粘土質シル ト ↓ボ需群・畝間・島畠      轟尋ltЪ爛 嚇

NG4A層

暗灰掲色

礫質砂～

シル ト

含細礫賞灰色中粒砂

瓦器

黒色土器

陶磁器

須恵器

土師器

▽掘立柱建物

瓦器 (C‐ 皿～Ⅳ期)

NG4Btt  i 褐灰色砂質シルト ↓小溝群・畝間        瓦器 (C‐ 1～ 皿期)

合細礫責灰色中粒砂

灰色砂質シルト ↓小溝群・畝間        瓦器 (C‐ I～ Ⅱ期)

NG4Ctt  i 明責褐色砂質シル ト
平安 I～ Ⅲ期←水田面

にぶい費褐色シルト質砂

NG5A層 iRコぎ2・
■8?こち 灰色砂礫、シ

ルト質細粒砂薄層を狭在 平城官 V～Ⅵ

NG5B層 青灰色lt8粒～極細粒砂

NG6Att  i

ll up.

li tw.

暗青灰色砂・粘土質シルト 平城官Ⅲ

暗緑灰色中粒～lll粒砂

粘土質シルト薄層と極厠粒砂薄層の互層 8v.10

NG6Btt  i 含砂・礫黒褐色～暗灰色シルト質粘土 飛鳥Ⅲ～Ⅳ

灰色粘土・シルト・細礫質粗粒砂
‐乾痕

飛鳥皿

NG7Att  i 〓華華華≒暉極̈一準」̈一一

合砂灰色粘土

合砂黒褐色シルト質粘土 8v.15 1面豆羅建物                       183

上
　
部
　
層

NG7B層  o 明賞褐色砂礫～暗オリープ灰色粘土質シルト

黒43色砂・礫質粘土・黒色シルト 1募ばth奎 ____一 一響 y翌_iW響■聖 :
褐色極粗粒砂・粘土質シルト互層 上三二IJ「im澪         輪Ⅱ期    TK216
暗褐色粘土質シルト ↓方形周溝喜・竪穴住居      布留式・庄内式・畿内第V様式

NG8A層 j健 青灰～黄灰色砂・礫～粘土
NG8B層 暗褐色砂質シルト 畿内第皿～Ⅳ様式・凸基式石儀

NG8Ctt  i

NG9A層

NG9Btt  i

にぶい賞褐色極粗粒砂～中粒砂 木葉形石厳

珠 田面 ―溝 化 Ю 足

諄

―石器製制 砲 内第■様式…石斧

l静農

灰色シル ト質粘土

責褐色シルト質粘土

黒褐色砂・シルト質粘土 畿内第 I様式 。長原式・石厳

灰オリープ～黒褐色砂礫

畿内 I様式・堅杵

長原式・石斧の柄・弓

土偶

石棒

▽石器製作tL
▽土器縮墓

暗灰責色シルト質粘土,植物片多含 ヽ

一一一一一一一一̈一一一一一一一

灰オリープ色シルト質粘土

暗灰オリープ色シルト質粘土,植物片多合 アイ理主
灰オリープ色シル ト・砂

NG9Ctt  i

11l up.

講

黒褐～IS灰色含シルト質粘土

灰色シル ト質粘土～砂環

華 オリープ黒～灰色シルト・粗粒砂質粘土

韓亀

暗灰色シルト～帖土質粗粒砂 ダ知殉枕 BB7')                         純文

NG10層 緑灰～オリープ灰色礫質砂・シル ト ― 地震 北白川上層Ⅱ～Ⅲ式

里木Ⅱ式・北白川C式・石鏃

NGH層 灰色シルト質枯土

NG12Att i 腐植質黒褐色環質粘土～シルト

オリープ黒色シル ト質砂、礫混り

ｉ

一
．

一
面

一
‐ｖ

層 暗褐色細粒砂質シルト

|←

地震 ?    
… …

唯積あり)

に五…
跡 …=ヽ

ま 暗賞灰色シル ト～灰色礫混り砂 (火山灰の 2次

黒灰色シルト～オリープ黒色シルト質粘土 sv. l0

8ヽ≡ 費灰色砂凛～灰色シルト質粘土

中
　
部
　
層

NG12Ctt i 黒褐色～オリープ黒色シルト～粘土

均哺洋

甲般類の巣穴の化石

に層 (Ah)

「

一大礫
                押型文土器

黒褐色～灰色粗泣砂

黒褐色シルト質粘土、植物片多合 8v.10
~l l「 ~V

灰色中～粗泣砂、環混り

" ||
オリープ黒色シルト 」_Ul血
灰色砂、一部シルト質 ‖!に ‖U
責灰色ガラス質火山灰

1悴
大路火山万

NG12Dtt i オリープ黒色極細粒砂賀シルト 導
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都 灰色凛滉り砂、シル ト薄層を挟む

一

(lsaxl)

ll文章創期

後期旧石器

下
部
層

NG13Att i 灰色細粒シルト

▽石器製作址          削器・ナイフ形石器・剥片・石核灰貴～灰白色細粒シルト (火山灰質) ―暗色帯

低
位
段
丘
構
成
層

最
上
部

NG13B層 贅褐～灰責色シルト質粘土 lJ片・石核

費灰色粗粒シルト質火山灰 ―平安神宮火 L J灰層 (AT)

NG13C層 暗灰賞～暗褐色シル ト質粘土

上

部

NG14層  up.

lw.

灰白～緑灰色シルト質砂～砂質粘土 莉片

l:Ⅲ 灰色砂礫～砂質シル ト ▽石器製作tL       掻器・ナイフ形石器・細部田整剥片石器

下
部

NG15層 叩
一
‐ｗ．

臨

Ъ。‐1

貴灰色～緑灰色粘土～砂礫

中期旧石器

シル ト・砂礫

中
位
段
丘
構
成
層

NG16A層 暗灰～灰青色シル ト・礫混り砂互層

…̈吾彦火山灰苺
,マ ンゾウとオオッノジカの足跡化石
}層準 (Aso‐ 4)NG16Btt i 暗褐色泥炭質粘土 :沼沢地性層

播長益樫否
質砂質粘土～シルト:河成～ ‐北花田火山5て層層準 (KTz)

識1撃 灰色砂礫 :河成層
NG17A層 オリープ灰色砂質粘土 :古土壌 ov,l0 蜀
NG17Btt i

通性層
ブ灰色砂混り粘土買シルト:沼沢

緑灰色粗粒砂質シルト:河成～沼沢地性層 ¨ナウマンゾ 自由 (ラ メラ片)

iじ キヽ 緑灰色極粗粒砂～細礫 :河成層

NG18層 緑灰色砂質シルト～緑灰色砂凛 |

NG19層

(下限未鮮)
稀

暗縁灰色砂質粘土～緑灰色砂礫 乃多′′孝′獨

骨優:砂
混り粘土質シルト、下部で粗粒

''多

■■
'″

″え

― :上面検出遺構  ::下面検出遺櫓 ▽ :地層内検出遺構 Cb:炭  si:土壌

[趙哲済 1995]を 改変
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第Ⅲ章 調査の結果

第 1節 NG98-19次 調査

1)地層と遺物

i)層序

本調査区における現地表面はTP+10。5m前後である。現地表面から深さ1,3mま では現代の客土で

あり、それより下位に現代の作土以下の地層が良好に遺存していた(図 5。 6、 図版 1)。 ここでは層

序の概略を記し、「長原遺跡の標準層序2001」 [大阪市文化財協会2001]と の対比を行う。層序番号は

次節のNG98-20次調査と共通である。各層の厚さなど、詳細は表4を参照されたい。なお、層位ご

とに調査できなかった地層は、表 4の遺物の行をまとめて記載している。また、調査深度の都合によ

り第9bv層以下の地層は部分的なトレンチ内での観察である。

表4 NG98-19次調査地の層序
層序 長原標準層序 層相 闘 遺網 遺物 自然現象 特徴

第 0層 NG0 現代客土 作 土

第 1層 NGl 暗灰黄色 125Y4/21砂質シルト 2～ 15 作土

第 2 ai層

NG2

暗オリープ灰色 125Y4/1)極 粗粒砂質シルト 5～ 15
伊万里焼・京焼
信楽焼・土師器

作土

第 2ai層 暗緑灰色 175G Y4/1)シ ル ト質中粒砂 7～ 17 作土

第 2b層 暗オリープ灰色 6GY3/1)含細礫シルト質細粒砂 6～ 20
伊万里焼・瓦器
土師器・ 須恵器・ 黒色土器

作 土

第 3 ai層
NG3

暗緑灰色 05G Y4/1)含極細粒砂シルト質細～中粒砂 ≦13 作土

第 3ai層 暗オリープ灰色 僣G Y4/1)含極細粒砂砂質シル ト
4～ 17

▲踏込み
土師器・瓦質土器・瓦器

作土

第 3a壺 層 NG4A 灰オリープ色 6Y4/21中 ～粗粒砂 水成

第 3bi層

NG4Bi・ ii

灰色 (10Y4/1)細 粒砂質シルト～中粒砂 6～ 23 作土

第 3bi層 灰色 6Y5/1)細粒砂質シルト～細粒砂 ≦ Z ▲踏込み 作土

第 3ci層 灰色 175Y4/1)含細粒砂シル ト ≦14 土師器・瓦器 作土

第 3di層 暗オリープ灰色 6G Y4/1)含細礫細粒砂質シル ト ≦17 ▲踏込み 作土

第 3di層 灰色 (10Y4/1)含 シル ト中粒砂 ≦15
土師器・須恵器

作土

第 3e層 暗オリープ灰色 125G Y3/1)シ ル ト質細粒砂 ≦15 作土

第 4a層

NG 4 Bili

オリープ灰色 6G Y5/1)極細～細粒砂 ≦31

黒色土器B・ て字口縁皿

水成

第 4bi層 灰オリープ色 05Y4/21細 粒砂 ≦32 作土

第 4bi層 灰色 (10Y4/1)粗 粒砂 ≦22 水成

第 4ci層 灰色 (10Y4/1)含 シル ト粗粒砂 ≦21

土師器・須恵器・瓦器
黒色土器 B・ 製塩土器

作土

第 4ci層 灰色 175Y4/1)中 ～極粗粒砂 ≦15 水成

第4ci層
NG4C

オリープ黒色 (10Y3/1)極 細粒砂質シル ト ≦20 ▲踏込み 作土

第 4c市層 暗オリープ灰色 125G Y4/1)中 ～極粗粒砂 ≦ 5

土師器・須恵器・黒色土器
水成

第 5a層 NG5A 灰色 (10Y4/1)極 細粒砂質シルト ≦20 ▲踏込み 作土

第 6bi層 NG7A 灰色 (10Y4/1)シ ル ト～極細粒砂 25～ 57 水成

第 6Ы・趙層 NG7B0 灰色 (10Y4/1)極 細粒砂～シルト 6～ 32 植物遺体 水成

第 7 ai層
NG 7Bi

灰色 (10Y4/1)シ ル ト～極細粒砂 3～ 17 水成

第 7ai層 オリープ黒色 (Ю Y3/1)極細粒砂 4～ 16 水成

第 7a苗 層 NG 7Bli オリープ黒色 (10Y3/1)極 細粒砂～シル ト 2～ 13 水成
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表4 NG98-19次調査地の層序 (続き)

層序 長原標準層序 層相 闘 遺構 遺物 自然現象 特徴

第 7a市層

NG7B‖

灰色 (10Y4/1)シ ル ト 2～ 10 水成

第7 av層 灰色 (10Y4/1)シ ル ト 3～ 17 水成

第 7a宙層
オリープ黒色 6Y3/1)含 植物遺体シルト～極細粒
砂

6～ 22 木製品
植物遺体
昆虫化石

水成

第7a前層 黄灰色 125Y4/1)シルト～極細粒砂 8～ 25 植物遺体 水成

第 7a価層 オリープ黒色 (10Y3/1)シ ル ト ≦
一

木製品
植物遺体
昆虫化石・炭化物

水成

第 7a破層 暗オリープ灰色 (25G Y3/1)シ ルト～極細粒砂 4～ 9 水成

第7 ax層 オリープ黒色 (10Y3/1)シ ルト～極細粒砂 4～ 16 木製品 炭化物 水成

第 7a対層 オリープ黒色 (10Y3/1)シ ル ト～極細粒砂 2～ 9 水成

第7a如層 オリープ黒色 6Y3/1)極 細粒砂 ≦
一
▲踏込み 土師器・木製品 植物遺体 水成

第7a血層 オリープ黒色 6Y3/1)シ ルト～極細粒砂 ≦
一

弥生土器・土師器
木製品

植物遺体

高師小僧
二枚員化石

水成

第7a血層 オリープ黒色 (10Y3/1)シ ルト～細粒砂質シルト 4～ 14
炭化物
高師小僧

水成

第7aw層 オリープ黒色 6Y3/1)シ ルト～細粒砂 ≦
一

水成

第 7 bi層

NG7B面

オリープ黒色 6Y3/1)シ ルト質細粒砂
第 7 axiv・ xv層の偽礫を含む

4～ 19 ▲踏込み

土師器 (5世紀前半)
須恵器・製塩土器
弥生土器・縄文土器
木製品・炭化米

擾乱・種子
巻き貝化石

周溝状
窪地埋
土

第 7bi層 オリープ黒色 6Y3/1)含 細礫シルト質細粒砂 ≦19

土師器 (5世紀前半)

須恵器・製塩土器

土錘・玉・土製品

弥生土器・骨・歯

炭化米

植物遺体

昆虫化石・種子

SX701
盛土

第 7b市層 黒色 15Y2/1)中 ～細粒砂質シルト ≦10
土師器・製塩土器

弥生土器
炭化物 Ｘ７０

鮭
第 7 bv層 黒色 6Y2/1)細 粒砂質シルト ≦15

▲SX701
仕壇状遺構)

弥生土器・土師器
製塩土器・木製品

種子・暗色帯

第8a層 NG8A オリープ黒色 GY3/1)含 細粒砂砂質シルト ≦
一

弥生V様式

第8b層 NG8B オリープ黒色 175Y3/1)細粒砂質シルト ≦12 ▼SK801

第 9 ai層 NG9A

S

NG 9 Biv

オリープ黒色 175Y3/1)含中粒砂細粒砂質シルト ≦18 長原式土器・弥生土器 暗色帯

第 9 ai層 暗オリープ灰色 125YG Y3/1)細 粒砂質シルト ≦
一

擾乱 水成

第 9ai層 黒色 175Y´/1)粗粒砂質シルト 15-30 暗色帯

第 9a市層 オリープ黒色 (10Y3/1)細 粒砂質シルト ≦20 水成

第 9 bi層 暗オリープ灰色 125GY4/1)中 ～粗粒砂 ≦32 ▲踏込み 擾乱 水成

第 9 bi層 黄灰色 125Y5/1)細～中粒砂 ≦14 長原式土器 暗色帯

第9bv層

NG9Bv

緑灰色 (10G Y5/1)細粒砂 ≦
一

炭化化物
植物遺体

水成

オリープ灰色 (10Y5/21極 細～粗粒砂 ≦
一

水成

灰オリープ色 175Y5/21細粒砂～中礫 ≦40 水成

灰オリープ色 175Y4/21粗粒砂～中礫 ≦
一

水成

灰オリープ色 6Y5/21粗粒砂～細礫 ≦18 水成

灰色 6Y5/1)粗粒砂～細礫 ≦26 水成

灰色 6Y4/1)細 ～極細粒砂 ≦
一

炭化物
植物遺体

水成

黒褐色 125Y3/1)極細粒砂 2～ 5 暗色帯 水成

第9b宙層 黒褐色 125Y3/1)極細～細粒砂 5～ 12
炭化物
植物遺体

水成

第 9b前層 オリープ黒色 6Y3/21極 細粒砂～シルト 5～ 10 暗色帯 水成

第 9b価層 黒色 6Yつ/1)シ ルト 5～ 10
体

物

遺

化

物

炭

植
水成

第9b破層 暗オリープ灰色 6GY4/1)細～極細粒砂 l～ 8 水成

第9 ci～苗層 NG9C 黒色 6Y,/1)粘土質シルト～極細粒砂 17～ 3Cl 暗色帯

第 10a層
NG10

暗オリープ灰色 125GY4/1)シ ルト 50～ 55 水成

第 10b層 灰色 (10Y4/1)細粒砂 8～ 10 水成

第 Ha・ b層 NGll 灰色 175Y4/1)シルト～極細粒砂 a・ b 5～ 15 水成

第 12a層 NG12A 黒色 15Y,/1)シ ル ト 2Cl≦ 暗色帯

▲ :上面検出遺構  ▽ :下面検出遺構
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第 1節 NG98-19次 調査

沖積層上部層

第 0層は現代の盛土層である。

第 1層は厚さ約15cmの、近 。現代の作土層である。調査区の全面に分布し、長原 1層 に相当する。

第 2層は総厚約35cmの、粗粒砂混り砂質シルトからなる近世の作土層である。調査区の全面に分布

し、 a・ b層に大別できる。18世紀以降の伊万里焼・京焼 。信楽焼を含み、長原 2層 に相当する。

第2ai層 :暗オリーブ灰色極粗粒砂質シルト層である。下面で耕作に係わる小溝を検出した。

第2a五層 :暗緑灰色シルト質中粒砂層である。層中および下面で耕作に係わる小溝を検出した。

第2b層 :暗オリーブ灰色砂礫混リシルト質細粒砂層である。下底部に水成の細粒砂を多く含む。

第 3層は総厚30～ 60cmで、中世の作土層と水成層の互層で構成される。作土層は耕起が不充分で

粗粒砂の偽礫が多く認められることから、洪水と耕作が短い期間に繰返されていたことがわかる。調

査区の全面に分布し、a～ e層に大別できる。鎌倉時代から室町時代の瓦器・瓦質土器を含むことか

ら、第3ai・ 五層は長原 3層 に、第3ai五層は長原4A層 に、第3bi～ e層は長原4Bi・ 五層に相当する。

第3ai層 :暗緑灰色極細粒砂混リシルト質細粒砂からなる作土層である。下部に水成層に由来す

る中粒砂を含む。

第3aii層 :暗オリーブ灰色極細粒砂混り砂質シルトからなる作土層である。

第3ai五層 :灰オリーブ色中～粗粒砂からなる水成層である。

第3bi層 :灰色細粒砂質シルトからなる作土層である。下部に水成層に由来する中粒砂を含む。

第3bii層 :灰色細粒砂質シルトからなる作土層である。上面で踏込みを検出した。下部に水成層

に由来する細粒砂を多く含む。

第3ci層 :灰色細粒砂混リシルトからなる作土層である。土師器・瓦器を含む。

第3di層 :暗オリーブ灰色砂礫混り細粒砂質シルトからなる作土層である。上面で踏込みを検出

した。

第3dii層 :灰色シルト混り中粒砂からなる作土層である。部分的に下部に水成の粗粒砂を含む。

第3e層 :暗オリーブ灰色シルト質細粒砂からなる作土層である。第4a層の細粒砂を耕起してい

る。土師器・瓦器を含む。

第 4層は総厚20～ 40cmの 、作土層と水成層の互層で構成される。上部では耕起が不充分な所も認

められる。調査区の全面に分布し、a～ c層に大別できる。平安時代の土師器・黒色土器を含むこと

から、第4a～ cii層は長原4B面層に、第4ci五 。iv層は長原4C層 に相当する。

第4a層 :オ リーブ灰色極細～細粒砂からなる水成層である。厚さは約30cmで第304層の水成

層の中ではもっとも厚いが、残っているのは大畦畔SR301・ 302の基底部だけである。ラミナは

水平方向に見られ、堆積は広範囲に及んでいたと考えられる。

第4bi層 :灰オリーブ色細粒砂からなる作土層である。

第4bii層 :灰色粗粒砂からなる水成層である。

第4ci層 :灰色シルト混り粗粒砂からなる作土層である。下部は粗粒砂を多く含む。

第4c五層 :灰色中～極粗粒砂からなる水成層である。
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図 5 NG98-19次 調査東壁地層断面図
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図6 NG98-19次調査南壁地層断面図

第4c面層 :オ リーブ黒色極細粒砂質シル トからなる作土層である。上・下面で踏込みを検出した。

第4c市層 :暗オリーブ灰色中～極粗粒砂からなる水成層である。第5a層上面の踏込み内に残る。

第 5層は厚さ約10cmの作土層である。調査区の北東部に分布するが下面は漸移的であり、第6bi層

と区別することが困難である。奈良時代から平安時代の土師器・須恵器・黒色土器をわずかに含み、

長原5A層段階の地層に相当する。

第5a層 :灰色極細粒砂質シルトからなる作土層である。上面で顕著な踏込みを検出した。わずか

に生物擾乱が認められる。下位の第 6層 との境界は明らかでない。やや暗色化する。

第6b層は総厚約50cmの水成層である。シルト～細粒砂の細かな堆積物で構成される。ラミナが水

平方向に見られ、穏やかな流水で堆積 している。長原7A層に相当する。本調査区ではNG98-20次

調査地に見られるような第6a層 に相当する地層はない。

第6bi層 :灰色シルト～極細粒砂からなる水成層である。
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第Ⅲ章 調査の結果

第6bii・ hi層 :灰色極細粒砂～シルトからなる水成層である。下底部に黄灰色細粒砂と植物遺体

のラミナを含む。

第7a層は総厚70～ 100cmの 水成層である。シルト～極細粒砂の細かな堆積物で構成され、植物遺体

を大量に含む部分がある。ラミナが水平方向に見られ、穏やかな流水で堆積したようすがわかる。古

墳時代中期以降の地層と考えられ、長原7Bi層 に対応する。

第7ai層 :灰色シルト～極細粒砂からなる水成層である。

第7ali層 :オ リーブ黒色極細粒砂からなる水成層である。中部にシルトの薄層が狭在する。

第7aiH層 :オ リーブ黒色極細粒砂～シルトからなる水成層である。

第7aiv層 :灰色シルトからなる水成層である。やや暗色に見える。

第7av層 :灰色シルトからなる水成層である。やや暗色に見える、炭化物のラミナを含む。

第7a宙層 :灰色 。オリープ黒色シルト～極細粒砂からなる水成層である。炭化した植物遺体の薄

いラミナが無数に集積しており、黒色に見える。種子・木製品 。自然木・昆虫化石を含む。

第7a宙 i層 :黄灰色シルト～極細粒砂からなる水成層である。中部に植物遺体の薄いラミナを挟

む。上面は踏込みにより凸凹している。

第7a宙 H層 :オ リーブ黒色シルトからなる水成層である。上面に自然木が集中する部分がある(写

真 3)。 中～下底部に炭化物と植物遺体のラミナを多く含む。昆虫化石を含む。

第7aix層 :暗オリーブ灰色シルト～極細粒砂からなる水成層である。

第7ax層 :オ リーブ黒色シルト～極細粒砂からなる水成層である。上面と上部に炭化物のラミナ

を含む。中部に極細粒砂の薄層を挟む。

第7a対層 :オ リーブ黒色シルト～極細粒砂からなる水成層である。

第7a対 i層 :オ リーブ黒色極細粒砂からなる水成層である。上部と下部に2枚の植物遺体のラミ

ナを含む。上面で踏込み状の凹凸を検出した。板状の木製品1が出土している。

第7a対 H層 :オ リーブ黒色シルト～極細粒砂からなる水成層である。植物遺体のラミナを含む。

このほか高師小僧・二枚貝化石を含む。

第7a対 v層 :オ リーブ黒色シルト～細粒砂質シル

く含む。上面で踏込み状の凹凸を検出した。

卜からなる水成層である。第物xv層の偽礫を多

下底部に炭化物のラミナを含む。

第7axv層 :オ リーブ黒色シルト～細粒砂から

なる水成層である。第7bii層上面の踏込み内

に残る。

第7b層 は総厚30cm以下の粗粒砂混り砂質シルト

を主体とする暗色帯である。土壇状遺構SX701と

周溝状の窪地に関連する地層である。第7bii層 は

長原7Bii層 に、第7bv層 は長原7B面層に相当する。

第7bii層 :オ リーブ黒色シルト質細粒砂層で 写真 3 第7a宙h層上面出土の自然木
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第1節  NG98-19次調査

ある。土壇状遺構SX701の東側を取囲む周溝状遺構内に堆積する。上。下面ともに踏込みや擾乱によっ

て凹凸が著しい。層中には第7a対 voxv層の偽礫を多く含む。 5世紀前半の土師器・須恵器・製塩土

器および長原式土器を含む。

第7bi五層 :オ リープ黒色細礫混リシルト質細粒砂層で、オリープ灰色シルトの偽礫を含む。土壇

状遺構SX701の盛土の上層部分で、炭化物を含んで黒色化している。層厚は5～ 15cmで、5世紀

前半の土製品・製塩土器・玉類・炭化米・灰および縄文土器・弥生土器を含む。

第7biv層 :黒色中～細粒砂質シルト層である。土壇状遺構SX701の盛土の下層部分で、炭化物を

含んで黒色化している。層厚は5～ 15cmで、5世紀前半の土師器・須恵器および弥生土器を含む。

第7bv層 :黒色細粒砂質シルトからなる暗色帯である。土壇状遺構SX701の基底となった地層

である。弥生土器・土師器を含む。

第8層は総厚約20cmの、砂質シルトを主体とする暗色帯である。 a・ b層に大別できる。弥生土器

を含むことから長原 8層 に相当する。

第8a層 :オ リープ黒色細粒砂混り砂質シルト層である。やや暗色化し、弥生土器3・ 4を含む。

第8b層 :オ リープ黒色細粒砂質シルトからなる暗色帯である。

第 9層は総厚140～ 160cmで、暗色帯と水成層で構成される。a～ c層に大別できる。堆積状況と

出土遺物から、第9ai～ bii層は長原9A～ B市層に、第9bv～破層は長原9Bv層 に、第9ci～面層は長原

9C層に相当すると考えられる。なお、第9bi層以下は部分的なトレンチ内の観察である(写真 4)。

第9ai層 :オ リープ黒色中粒砂混り細粒砂質シルトからなる暗色帯である。長原式土器・弥生土

器を含む。

第9aii層 :暗オリープ灰色細粒砂質シルト層である。調査区の北西部に分布する。

第9ai五・市層 :黒～オリープ黒色細～粗粒砂質シルト層である。やや暗色化する。

第9bi層 :暗オリープ灰色中～粗粒砂からなる水成層である。生物擾乱が認められる。

第9bii層 :黄灰色細～中粒砂からなる暗色帯である。長原式土器2を含む。

第9bv層 :緑灰色・灰色極細粒砂～中礫からなる水成層で

ある。氾濫性の堆積層で、斜行葉理が顕著に見える。ラミ

ナの方向から流水は南西から北東方向とわかる。上部に炭

化物のラミナを、下底部に多くの植物遺体を含む。

第9b宙層 :黒褐色極細～細粒砂からなる水成層である。炭

化物・植物遺体を含み、暗色化する。

第9b宙 i層 :オ リープ黒色極細粒砂～シルトからなる水成層

である。暗色に見える。

第9b宙五層 :黒色シルトからなる水成層である。炭化物・

植物遺体のラミナを多く含み、暗色に見える。

第9bix層 :暗オリープ灰色細～極細粒砂からなる水成層で

ある。平面では霜降り状に見える。 写真4 第9bi層以下の地層
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図 7 第7a対 i層出土遺物

第9ci～面層 :黒色粘土質シルト～極細粒砂からなる暗色帯である。上部

はより暗色化が進み、粘土質が強い。下面は植物根と考えられる生痕の

影響で凸凹している。

第10層は総厚60cmの水成層である。細粒砂～シルトで構成される。ラミナ

は水平方向に見られ、穏やかな流水で堆積したようすがわかる。 aob層 に

―

『

〕

0    5cm

-
l:4

図 8 第9bii層出土遺物

大別できる。長原10層に相当する。

第10a層 :暗オリーブ灰色シルトの水成層である。上・下層に大別できる。上半部は暗色化する。

第10b層 :灰色細粒砂からなる水成層である。

第11層は厚さ20cmの灰色シルト～極細粒砂からなる水成層である。炭化物・植物遺体のラミナを

含む。長原11層に相当する。

沖積層中部層

第12層は厚さ20cm以上の黒色シルトからなる暗色帯である。長原12A層に相当する。

ii)各層出土の遺物

各層から縄文時代晩期から江戸時代にいたる各時代の遺物が出土している。しかし、土壇状遺構

SX701に 関係する地層以外は、ほとんどが水成層や作土層であるため遺物の包含量は非常に少ない。

わずかに出土した土器もすべて小さな破片であった。

第7a対 i層出土遺物 (図 7・ 15)

1は建築部材と考えられる細長い板状の木製品である。表裏面とも平らに加工されている。長辺の

片側には、深さ2.4cmの「コ」字形と「L」字形の剖込がある。短辺の一方は直角に加工されているが、

もう一方は斜めに欠損している。

第9bii層出土遺物 (図 8)

2は長原式土器鉢の回縁部である。器壁の厚さは0。 4～ 0。 6cmで、内 。外面は平滑にナデ調整する。

突帯は口縁のごく先端に貼付けられ、幅は0。 7cm、 高さは0。 6cmである。刻目は先端の鋭利な工具で斜

めに浅く施文され、間隔は1。 lcm前後である。胎土は灰黄褐色で、 1.lm大の角閃石を含む生駒西麓産

である。縄文時代晩期から弥生時代前期に属する。
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2)弥生時代の遺構 と遺物

i)土墳

SK901(図 9・ 10)

調査区の北西で検出した、長さ3.9m、 幅0。 4m、 深さ0。 lmの土墳である。検出面は第9ai層上面で

ある。南北に細長い形状で、横断面は浅いU字形である。埋土は2層に分かれるが、いずれもシルト

～細粒砂である。土墳内から遺物は出土しなかったが、上位の第8b層から弥生土器壺3・ 甕4が出土

している。3は広口壺の口縁部、4はタタキのある甕の体部である。両方とも胎土は粗く色調は黄灰白

色である。

第9ai層の上面は、西側が微高地となっており、東に向って緩やかに低くなる。SK901の南方およ

び東方など、数個所に踏込みが密集した部分が認められた。

×-154,715

Y-3■ 9351

0                     2m

l :50

―

  A A′
 TP+6.4m

い
１

＼

0          10cm

l:4

図9 第9ai層上面検出遺構と第8b層出土遺物

0                      1m

l :20

1:黒色細粒砂質シル ト
2:オ リープ黒色シル ト質細粒砂
3:オ リープ黒色シル ト混り細粒砂

図10 SK901平 ・断面図
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ｒ
Ｌ
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第Ⅲ章 調査の結果

3)古墳時代の遺構 と遺物

i)土壇状遺構

SX701(図 11～ 20、 原色図版 1・ 2、 図版 2～ 4)

調査区の西部で第7a層の水成層を除去したところ現れた土壇状遺構である。検出面は第7bv層上面

である。遺構の西側および南側が調査区外であるため全体の規模は不明だが、確認できた部分は東西

約4.5m、 南北H.5mであつた。現状での平面形は南北に長い方形であるが、北端部分は周囲からの

突出度が弱いために輪郭が不明瞭である。それに対し東領1は突出度が強く、輪郭も明瞭で直線的であ
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|

0                          5m

l :100

図1l SX701と 周溝状の窪地
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第 1節 NG98-19次調査

る。上面は平坦であるが、北部は0。 lmほ ど低い。柱穴などの遺構は確認できなかった。

盛土は暗色帯の第7bv層 を基底にして、南側で厚さ0.4m、 北側で厚さ0。2mである(図 12)。 上・下

層に分けられるが、両方とも層相はシルトや細粒砂を含むシルトで、細かな炭粒を含んで黒色化して

いた。この層相は炭粒を含むこと以外は下位層の第8a～ 9aiv層 の特徴と一致している。盛土の上層で

ある第7bi五層には、土壇状の高まりの肩部や斜面に沿って淡緑色シルトの偽礫が分布していた。偽礫

中にはラミナ構造があるため、別の場所で水成層として堆積していたものが運ばれてきたものとわか

る。ただし、もとの堆積場所は調査区内で確認できなかった。

SX701の東側には幅5.5～ 8.Om、 深さ約0.2mの浅い周溝状の窪地が拡がっている。下面は第9aiv

層まで及んでおり、凸凹している(図 13)。 埋土の第7bii層は主としてシルト～細粒砂からなる。上半

は上位にある第7a対 i～ xv層の偽礫を含み、堆積構造が観察できないほど擾乱されていた。第7a対 i層

の上面には踏込みが見られた。以上の状況から、周溝状の窪地はSX701の盛土を採取した場所と考え

られる。また、第7a層 によって埋積される過程で人や動物が活動していたことがわかる。

土壇状遺構SX701が築かれた場所は、第9a層の段階にはすでに微高地であったが(図 9)、 古墳時代

の第7bv層段階でも周囲より約0。3m高 くなっていた(図 14)。 SX701は その地形を利用して造られて

いる。すなわち、微高地の縁辺部に厚く盛土を施して周囲より明確に突出させ、さらにシルトの偽礫

を含む盛土で上面を平坦に成形している。SX701が完成した時点では、東側に周溝状の窪地があり、

さらに東方に平らな地面が拡がっていた。その後は、間もなくして周溝状の窪地が極細粒砂で埋り、

やがてシルト～粘土で全面が埋りはじめたもようである。水成層は低い所だけでなく、同時にSX701

の上部も薄く覆っている。全面が埋る過程では何度か地表が安定した時期があり、人や動物が出入り

した痕跡も認められた(図 15)。 第7ai層が堆積するころにはほとんど表面は平らになり、高まりの痕

x1154,715 x1154,715

ＣＮ

Ｉ

い
１

0 1 5 1 1飾

1 :200

図14 第7bv層上面検出状況

9       1     。       1    19m
l :200

図15 第7a対 i層上面検出状況
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図16 SX701盛 土中の遺物出土状況
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第 1節  NG98-19次 調査

跡は地表からは見えなくなっていたようである。

遺物はほとんどが盛土の中から出土した(図 16、 原色図版 1、 図版 3・ 4)。 東斜面の幅3m、 長さ

10mの範囲に帯状に分布しており、特に中央部に集中していた。ほかにも周溝状の窪地や第7axi層

といった上位の水成層からも土器の破片が見つかっているが、盛土中の遺物と比べて出土量は少ない

(図版 2)。 また、このうちのいくつかは盛土中の上器と接合することから、もともと盛土中に含まれ

ていたものがのちの擾乱によって移動したものとわかる。盛土は上 。下層ともに遺物を含んでいるが、

上層に含まれる遺物の方が多い。ただし、これも上 。下層に含まれる土器が相互に接合することから、

2層の盛土は一連の作業として積み上げられたことがわかる。図16では上層の盛土である第7bi五層

中で見つかった遺物について具体的な検出状況を示した。図17～ 20は土師器の器種ごとの破片の出

土位置をドットで示したものである。ただし、周溝状の窪地に示した lmグ リッド内のドットは破片

の有無を表したものであり、実際の出土位置ではない。

遺物はほとんどが土師器である。中には完形に近いものや、破片であっても完形に復元できるもの

もあるが、いずれもどこかが欠けていたり叩いたような痕跡がある。また、明らかに打欠いたとわか

る破片もあることから、いくつかの土器は故意に壊されて盛土の中に埋められたとわかる。ただし、

器種ごとに出土位置が偏るなどの規則性はなく、並べて埋められていた痕跡も見い出せなかった。さ

らに、部分的な小さな破片も数多く含まれていることから、不要な土器片もあわせて捨てられている

と考えられる。中央部では炭や灰とともに、通常の煮炊きとは異なる二次的な熱を受けた土器が密集

していたが、周辺の土に焼けた痕跡はなかった。以下、遺物ごとの出土状況を見てゆく。

玉類は、土製勾玉が 1点、滑石製勾玉が 2点、滑石製臼玉が破片も含めて24点出土した(図 16)。

滑石製勾玉7と 臼玉8～ 29は、遺物がもっとも集中する中央部で見つかった。これらは紐で綴られてい

たようすはなく、すべてばらばらで炭や灰に混って埋っていた。土製勾玉5と滑石製勾玉6はそれより

南方に離れた場所で単独で見つかった(写真 5。 6)。

製塩土器は中央部と北部で見つかった(図 16)。 2 cm大以下の小さな破片が少量だけ散在しており、

最初から破片の状態で埋められたようである。

発・壺類は破片の量がもっとも多い。分布も広範囲に及んでいるが(図 17～ 19)、 周溝状の窪地内

写真 5 土製勾玉 5の出土状況 写真6 滑石製勾玉 6の出土状況

-29-



図17 SX701盛土中の遺物出土位置(甕 )

に流出したもの以外は、埋土内に

おいて個体ごとにかたまる傾向が

ある。調査区内で小さな破片も含

めて個体数を判別できたものは、

須恵器甕 1点、土師器甕約40点、

壺約10′点、小型丸底土器約15点、

中型の壺約10点、弥生土器甕約 5

点である。

土師器甕のうち、完形に復元で

きたものは53・ 60である。甕54・

58・ 59、 二重回縁壺70071につ

いては全体の1/2以上の破片が

残っているが、直接に接合しなく

ても同じ個体とわかる破片が多数

認められることから、これらも完

形に近い姿に復元できると考えら

れる。ほかの甕 。壺ははじめから

破片の状態で捨てられたか、ある

いは盛土中に混入していた古墳時

代中期以前の遺物であると考えら

れる。甕56の破片が集中している

場所の東側では、焦げて黒く固

まった米粒や炭化米 (写真 7)が出

土したが、これらはもと56の中に

あったものが周囲にこぼれ出たも

のであろう。

唯一の須恵器である甕65は、中

央部の平坦面から出土 した (図

17)。 見つかつたのは口縁部の 1

/8と体部のごく一部である。完

形には復元できないが、明らかに

上層の盛土中に含まれており、ほ

かの土師器と共伴関係にある。

小型丸底土器および中型の壺の

うち完形に復元できたものは75～

ＣＮ

ｌ

淵
ＧＮ

ｌ

％
〆

ロデ

|

0               3m

図18 SX701盛土中の遺物出土位置(二重口縁壺)
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78082である。中型の壺は直口壺

83が図面上で復元できたほかは、

日縁部の一部が残るのみである。

ミニチュア壺193は 、中央部の遺

物が集中する場所で逆位に出土し

た。

高杯はもっとも多くの個体数が

確認できた。破片の量は甕につい

で多いが、分布は個体ごとにまと

まっていない(図 20)。 個体数が判

別できたものは、杯部が椀形のも

の約35点、杯部が平底で底部と口

縁部を明瞭に区別する稜をもつも

の約20点、平底で稜をもたないも

の約10点、その他が 3点である。

このほか脚部のみが約45点出土し

ている。脚部は杯部の破片と接合

しないものも多いことから、高杯

は全体で70個体以上あったと推定

できる。完形に復元できたものも

95。 97・ 105・ 106・ 114・ 115・

123・ 124・ 130・ 141と 、 ほか(Э

器種よりも多い。123・ 132は 4.0

mの範囲に散在していた。また、

図20に言己した1080125。 132・

141や、 96・ 101 ・ 104。 105。

107・ 111 ・ 113・ 116・ 118・

142・ 148はイ固々 の破片が非常に細

片化しており、かつ広範囲に分散

していた。134・ 145は 口縁部がす

べて打欠かれており、底部だけの

破片が出土している。

木製品220は SX701の直上から

出土している(図 H)。

図19 SX701盛土中の遺物出土位置 (壺 )

ＧＮ

ｌ

ＧＮ

ｌ

図20 SX701盛土中の遺物出土位置 (高杯 )
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図21 SX701出土遺物(1)

出土遺物

玉類 (図 21、 図版22)

5は土師質の土製勾玉である。胎土には砂粒を含まず、黒褐～暗赤灰色を呈する。重さはH.7g、

全長4.5cmで ある。直径 1。 3cmほ どの粘土棒を扁平に押潰したあと、下端を「し」字状に曲げている。こ

の時、粘土棒の水分が少なかったために、腹部にはシワが、背部にはヒビ割れが生じている。下端部

には曲げた時についた指先の爪痕が残る。孔は細い串状の工具で焼成前に開けられている。

6・ 7は滑石製勾玉である。6は重さ6.3gで暗オリーブ灰色を呈する。左図上端の背部には粗割り段

階の面が残る。また、腹部の全面と背部の下端には粗仕上げを行った横方向の研磨痕が残つている。

それ以外の面は滑らかに磨かれている。孔はまっすぐに両面穿孔されており、上方に向けて紐ずれの

痕跡がある。7は 6と 同様の暗オリーブ灰色の滑石を用いているが、重さ0。3gで さらに小さく、扁平

である。腹部の全面に粗仕上げ時の横方向の研磨痕が残る。それ以外の面は滑らかに磨かれている。

8～ 29は滑石製臼玉である。図化したもののほかにも2個体分の破片が出土している。すべて緑が

かつた灰～黒色を呈し、重さは0。 lgに満たない。直径は3.0～ 4.51111n、 厚さは1.2～ 3.OIIlmで、7Lの直径

は1.0～ 1.8nlmで ある。8～ 16・ 18～ 21・ 27～ 29は側面を粗 く縦方向に研磨しており、8～ 16・ 18～ 21

には中央にそろばん玉状の鈍い稜線をつくる。27～ 29は側面の研磨が 1方向であるため稜線はつく

らない。17・ 22～ 26は側面の研磨痕をていねいに磨いて消している。そのため稜線は鈍 くなり、縦

断面は樽形となる。

須恵器 (図 23、 巻頭原色図版、図版18)

65は唯一出土した須恵器である。見つかつたのは甕の口縁部と体部の破片で、復元口径は33.8cmで

ある。日径から推定すると器高が50cmを越す大型甕であったと考えられる。体部の上端に口頸部をの

せ、内 。外面に粘土を足して接合している。日縁端部は回転ナデ調整で丸くおさめ、外面の 2 cm下がつ

ぜ
汽
牌

騨
「
川
グ
仁
Ｗ

‐一
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図22 SX701出土遺物(2)
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第Ш章 調査の結果

た所に高さ4 nlmの 突帯を貼付ける。突帯は先端が丸く、下側に明瞭な段をつくる。口頸部は内・外面

にナデ調整を加える。頸部の内・外面は粘土の接合痕を消すために強くナデ調整を加える。体部は肩

が張った器形で、外面はていねいなナデ調整を行う。内面には刻目のない丸い当て具痕が残る。焼成

はやや不良で、灰白色を呈する。断面の所々に気泡を含み、器壁は薄く層状にはがれやすくなってい

る。体部の厚さは1.Ocm前後である。大庭寺遺跡TG232号窯 [大阪府教育委員会 。大阪府埋蔵文化財

協会1995]出土の大型甕に類似し、初期須恵器に相当する。

土師器 (図 22～ 28、 原色図版 2、 図版15～ 22・ 24)

30～ 35は庄内式系の甕である(図 22、 図版 17)。 30は 回縁部が外反し、端部に面をもつ。31は 口縁

端部が薄く、口縁部の内面と体部外面はハケによって調整する。32は 口縁部が外反し、端部がやや受

け口状である。体部外面の調整はタタキである。33～ 35は 口縁端部を少しつまみ上げ、面をつくる。

36～ 57は 口縁端部が月巴厚する、もしくは端部に面をもつ甕である(図 22、 図版15・ 17)。 36は 口縁端

部が内側に肥厚し、断面三角形につくる。37は 回縁端部が内側に肥厚する。体部内面は頸部付近まで

ヘラケズリを加える。38は 回縁部が内湾し、端部を肥厚させて上部に面をもつ。体部は外面にハケ、

内面の肩部以下はヘラケズリによって調整する。39は体部外面にハケによる調整を加え、内面はナデ

調整する。40は 口縁部が内湾し、端部を肥厚させる。体部外面はタタキを施す。内面はユビオサエを

行ったのち、肩部以下をヘラケズリで調整する。外面の肩部以下に煤が付着する。41は回縁部が直線

的に開き、端部を肥厚させる。体部外面はハケによる調整を行い、内面はユビオサエののち肩部以下

にヘラケズリを加える。外面の全面に煤が付着する。42・ 43・ 44は 口縁端部に面をもつ。体部外面

はハケによって調整し、内面は頸部以下をナデ調整する。45は 口縁部が直線的に伸び、端部に水平な

面をもつ。体部内面はユビオサエを行ったのち頸部のみヘラケズリを加える。46は 口縁部が直線的に

広がり、端部に面をもつ。体部は頸部以下にヘラケズリを加え、器壁を 2 nlln以下に薄くする。47・ 48

は口縁部が内湾し、端部に面をもつ。49は 口縁上部が強いナデ調整によってくびれ、端部に面をもつ。

体部外面はハケによる調整、内面はユビオサエを加える。50。 51は 口縁端部が内側に肥厚し、内面に

ハケによる調整を行う。52は 口縁端部を内側に肥厚させる。体部外面はハケによる調整、内面は肩部

以下にヘラケズリを加える。53は ほぼ完形である。日縁端部は内側に垂下するほど肥厚する。体部は

写真7 盛土出土の炭化米 甕56の内面底部の炭化米
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図23 SX701出土遺物 (3)

底部がやや尖つた球形である。外面の全面にハケによる調整を行い、内面はユビオサエを加えたあと

肩部以下にヘラケズリを行う。外面の全面に煤が付着する。54は口縁部が直線的に伸び、端部を薄く

したのち内側に丸めている。内面はハケによって調整する。体部は球形で外面をハケによって調整し、

内面はユビオサエを加えたあと肩部以下にヘラケズリを行う。内面の底部付近に焦げ痕が残る。55は

体部上半の破片である。外面はハケによって調整し、内面はユビオサエを行ったあと肩部以下にヘラ

ケズリを加える。56は体部下半の破片である。体部は長胴ぎみで、底部は平らである。外面は下部が

「し」字状になるタテハケで調整し、内面は縦方向のヘラケズリを行う。内面の底部付近に米粒が焦げ

付いている(写真 8)。

57は大型の甕の肩部である(図 22)。 器壁が1.Ocm前後と厚く、復元すると体部の最大径が45cmを超

える。外面の調整はハケを行い、内面はまばらな縦方向のユビナデ調整を施す。

58～ 61は口縁端部が肥厚しない甕である(図 23、 図版15017)。 58は長胴形のもので、体部外面の

全面にハケによる調整を行い、内面は肩部にヘラケズリを加えたあと下半部にハケによる調整を行う。

外面の下半部に煤が付着する。59は口縁部が短く、体部が球形のものである。体部外面はハケによっ

て調整し、内面は肩部以下をハケによって調整したあと頸部以下にヘラケズリを加える。外面の全面

に煤が付着する。60は長胴形のものである。体部外面はハケによって調整し、内面はハケによって調

整したあと中位にヘラケズリを行う。外面の下半部に煤が付着する。61は全面にナデ調整を行う。口

頸部の内面には焼成前についた爪痕が残る。

Ю
〓
‥
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図24 SX701出土遺物(4)

62は台付鉢である (図 23、 図版 18)。 口縁部と台部を欠損する。畿内第V様式系のものである。

63・ 64は甕の底部である (図 23、 図版 18)。 外面はタタキを施 し、底部は凹んでいる。内面はハケ

による調整とナデ調整を行う。畿内第V様式系のものである。

66は広口壺 (図 24、 図版17)である。頸部は強く外反し、端部に面をもつ。体部外面の調整はタタ

キ、内面はハケを行う。口頸部には粘土の継目が残る。

67～ 73は二重回縁壺である(図 24、 図版15。 17・ 18)。 67は頸部が直立する。外面全体と内面の口

頸部に艶が出るほど密なヘラミガキを施す。庄内式系のものである。68～ 73は強く外反する頸部に擬

口縁をつくり、口縁部を貼付けている。屈曲部には突帯状の稜が巡る。68は口縁端部が肥厚し、断面

三角形となる。70は口縁端部が肥厚しない。体部は倒卵形で外面の調整はハケ、内面はナデを行う。

71は体部がやや長月同化する。外面は粘土紐の継目が顕著で、強いハケで調整するが凸凹している。内

「゙ヽ
ドハＮＭ雨洲洲いい出呻↓ψ）
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図25 SX701出土遺物(5)

面は底部のナデ調整のあと、上半部をハケによって調整する。72は 口縁端部が面をなし、内面をハケ

によって調整する。体部外面の調整はハケ、内面は肩部以下にヘラケズリを加える。73は 口縁端部が

少し肥厚する。体部外面はハケによって調整し、内面は頸部以下にヘラケズリを加える。

74は二重回縁をもつ大型鉢である(図 24、 図版 18)。 外反する頸部に直立する国縁部を付ける。屈

曲部には突帯状の稜が巡る。体部外面の調整はハケ、内面は頸部以下にヘラケズリを加える。

75～ 82は小型丸底土器である(図 25、 図版16)。 体部上端の内側に口頸部を貼付けており、日頸部

の下端が突出するものが多い。75は口頸部が開き、体部が扁球形である。体部外面の下半はヘラケズ

リを、内面はユビオサエを行う。外面の全体に煤が付着し、内面の下半部に焦げ痕がある。76は体部

外面にヘラケズリを行ったあとナデ調整する。内面はユビナデ・ユビオサエを施す。頸部に3条のヘ

ラ記号がある。77は内・外面とも下半部にヘラケズリを加える。78は口縁部が屈曲し、体部を扁球形

に作る。遺存部分に注水子Lはないが、須恵器建を模したものと考えられる。体部外面にヘラケズリを加

え、内面は上半部と下半部の継目が顕著に残る。79は外面にハケによる調整を行い、内面はヘラケズ

リを行う。80は口縁の内・外面と体部の外面をハケによって調整し、体部の内 。外面の下半部にヘラ

ケズリを加える。82は口縁部にハケで調整したあとナデ調整を行う。体部は球形で、外面にヘラケズ

リを行い、内面を強いユビナデで調整している。81も 82と 同様のものである。

83～ 92は中型の壺である(図 25、 図版16・ 18)。 83・ 84・ 91は体部上端の内側に口頸部を貼付けて
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第Ⅲ章 調査の結果

おり、日頸部の下端が下方に突出する。85～ 90・ 92は体部上端に擬口縁をつくり、その上面に口頸

部を貼付けるものである。83は口頸部が長く伸びる直口壺である。体部は下半部を椀形につくつたの

ち、粘土紐を積み上げて上半部を成形する。84は 口縁端部の内面に凹線をなす。85・ 86・ 90は 口頸

部に縦方向のヘラミガキを行うものである。85は大くまばらに、86は内・外面に細く密に行う。90

は口頸部の外面に縦方向のヘラミガキを行つたのち、頸部に横方向のヘラミガキを行う。体部外面の

調整はハケ、内面はヘラケズリを行う。

93094は鉢である(図 25、 図版16)。 体部上端の内側に口頸部を貼付けており、日頸部の下端が下

方に突出する。日縁部はナデ調整によつて強く外反し、体部の最大径よりも大きく開く。体部は浅い

半球形である。焼成はやや不良でにぶい橙色を呈する。

95～ 122は杯部が椀形の高杯である(図 26、 図版19・ 20・ 24)。 95～ 104・ 108～ 113は杯部の回縁

が外反し、端部は面をなす。杯部外面は1～ 3段の放射状ハケによつて調整し、内面は1～ 3段のハ

ケを行ったあとナデ調整する。脚部外面はヘラミガキのあとナデ調整する。内面は柱状部をヘラケズ

リするものとしないものがある。端部の面はヘラ切りのままか、ナデを加えるものがある。96の 口縁

部には打欠き状の欠損がある。108～ 113はハケによる調整が粗い。105～ 107は 口縁部が外反せず、

端部に面をなすものである。114は杯部が半球形に近いものである。杯部は端部が外方に小さく折れ

曲がる。脚部は裾部が明瞭に屈曲し、外面をていねいにナデ調整する。内面は柱状部に2段のヘラケ

ズリを加える。裾端部は面をなし、接地部をつまみ出す。115は杯部がラッパ形に開くものである。

日縁端部の内面に面をなす。内・外面ともナデ調整するが、粘土紐の継目が顕著に残る。脚部は外面

にヘラミガキを行ったのち裾部にかけてナデ調整する。内面は柱状部に3段のヘラケズリを行う。裾

端部はナデ調整し、つまみ上げている。116～ 118は杯部の口縁が外反し、端部をつまみ上げるもの

である。116は杯部外面の底部にヘラケズリを行い、脚部外面はヘラミガキをしたあと下半部にヘラ

ケズリを加える。119～ 122は高杯の杯 。脚接合部である。95～ 113・ 116～ 118・ 122は脚上部に粘土

塊を充填したのち杯部を形成しており、脚内面に刺突痕がある。114・ 115。 119～ 121は刺突痕がない。

123～ 127は杯部が平底で、底部と口縁部が明瞭に区分できる高杯である(図 27、 図版21・ 24)。 口

縁部は外反し、端部に面をなす。胎土は精良で明るい橙色である。杯部は内・外面ともハケによつて

調整したあとナデ調整を行い、最後に特徴的なヘラミガキを密に行う。ヘラミガキは似通っているが、

施された順序や場所がそれぞれ異なっている。脚部は大きく開き、外面にヘラミガキを行い、裾部を

ナデ調整する。内面は1ないし2段のヘラケズリを加え、裾部をハケによつて調整する。123・ 125

は杯・脚接合部の外面に1条のヘラミガキを行う。製作方法は、脚上部を粘土板で塞いで杯部を成形

している。杯部は底部の端に擬口縁をつくってから、大きく立上がる口縁部を貼付けている。そのた

め、底部と口縁部を接合した部分は強く屈曲し、外面に明瞭な突帯状の稜が巡る。128・ 129の製作

方法は123～ 127と 同じだが、ヘラミガキがない(図 27)。 130は大きさ、形ともに123と 酷似している

が、全体的に仕上げが雑でハケによる調整やヘラミガキが行われていない。脚内面に刺突痕もなく、

胎土も粗い(図 27、 図版21・ 24)。 131・ 132は杯部が深く、端部が外反するものである(図 27、 図版

20021・ 24)。 132に は内 。外面に粗いヘラミガキを施す。133～ 135。 145は杯部の底部のみの破片
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である(図 27、 図版20)。 これらは口縁部を故意に内・外面から打欠いており、底部だけが円板状に

残つている。136～ 139は 口縁部が直線的に伸びるものである(図 27、 図版20)。 底部と口縁部の屈曲

部に稜はない。140は杯部がラッパ形に開くものである(図 27)。 粘土の継目が顕著に残る。141～ 144

は口縁部がやや外反し、端部に面がないものである(図 27、 図版21・ 24)。 底部と口縁部の屈曲部に

稜が巡る

`141は
脚裾部が明瞭に屈曲し、柱状部の中ほどに破壊を目的とした刺突痕がある。149は

口縁部が 2段に大きく開き、屈曲部に稜をなすものである(図 27、 図版21)。 脚部は大きく開き、 2

段の円形スカシ孔をもつ。全体の 1/2の破片があり、出土状況もほかの土師器と同様であることか

ら、下位層を盛土とした際の混入品とは考えにくい。146～ 148は杯部の破片である(図 27)。

150～ 179は高杯の脚部などである(図 28、 図版22・ 24)6150～ 160は裾部が明瞭に屈曲するもので

ある。150は杯部の屈曲部に稜がなく、底部外面にヘラケズリを加える。151は杯・脚接合部にヘラ

ミガキを行う。1510152は脚内面に刺突痕がなく、152はていねいに粘土をなでつけている。161～

172・ 177・ 178は裾部が緩やかに開くものである。外面はタテハケのあとヘラミガキを行い、裾端部

をナデ調整する。内面は柱状部にヘラケズリを加えたあと、裾部を1～ 2段のハケで調整する。178は

杯・脚接合部の外面をヘラミガキによって調整する。173～ 176は裾内面をハケによって調整しない。

176は外面にヘラケズリを行う。179は杯・脚接合部に充填した粘土塊である。刺突痕が残る。
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図29 SX701出土遺物(9)

製塩土器 (図 29、 図版 23)

すべて0.5～ 2.Ocm大に細片化している。180～ 190は器壁の厚さが1た 2 1nllの 円筒状でである。丸底

のものと考えられる。187・ 188は 口縁端部を丸くつくるが、ほかのものは薄くつくる。外面調整は

180～ 185がユビオサエないしユビナデ、186が縦方向の貝殻によるナデ、187～ 190は横方向のタタ

キである。内面調整は180～ 182・ 187～ 190がユビナデ、183～ 186が貝殻によるナデである。焼成時

の変形が著しいため口径を復元するのは困難であるが、おおむね4～ 7 cmである。色調は灰白～褐灰

色で、胎土は精良である。191は 口径が大きい椀形の丸底のものである。器壁は 3111mと やや厚い。外

面に貝殻によるナデを行う。色調はにぶい橙色で、胎土に細かな砂粒を含む。焼成はやや不良である。

192は器壁が薄い円筒状のものであるが、底が平らで粘土の継目が顕著に残る。色調は黒色で、二次
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図30 SX701出土遺物(10)

的に被熱した痕跡が認められる。194～ 196・ 198は脚台式の台部である。すべ

て手づくね成形で、ユビオサエ痕が顕著である。

研磨痕がある土師器片 (図 29、 図版23)

199～206は破断面に研磨痕がある土師器片である。199～ 201・ 203～ 205

は、甕の体部片である。破断面の 1～ 3面を研磨している。202は鉢の口縁部

片である。 1面を研磨している。206は高杯の杯底部片である。 3面を研磨し

ている。研磨の方向はすべて長軸方向で、中ほどが凹レンズ状に窪んでいる。

複数の破断面が研磨されているものが多いことから、もともと小さくなってい

た破片を手に持って、何かにこすりつけたものとわかる。

ミニチュア土器 (図 29、 図版23)

193は 土師器ミニチュア壺である。口縁部を欠いているほかに欠損はない。

内・外面ともていねいにユビナデを行い、底は平らである。色調は黒～褐灰色

で、胎土に砂粒は含まない。197は ミニチュア器台である。ユビナデ・ユビオ

サエで調整する。色調は黒～灰褐色で、胎土に砂粒は含まない。193・ 197は焼

成、胎土、調整ともに共通している。

土製品 (図 29、 図版23)

211は土師質の管状土錘である。長軸方向に直径 411mの孔がある。色調は灰

色で、胎土に細かな砂粒を含む。207～ 210はすべて土師質の不明土製品であ

る。207は平面が三角形で、図29に おいて上部とした薄く幅の広い面に接合痕

がある。色調はにぶい橙色で、胎土に0.5nlln大 の砂粒を含む。208～210は直径

5111mの 棒状のものである。色調は灰白色で、 l llml大 の砂粒を多く含む。

弥生土器 (図 30、 図版23)

212～ 215は壺・甕類の底部である。213は 内・外面にヘラミガキを行う。

214・ 215は外面にタテハケ、内面にヨコハケを行う。底部外面は凹んでいる。

すべて褐灰～灰黄色を呈し、1～ 2 nlm大の砂粒を多く含む。2160217は 甕の口

頸部である。口縁部は小さく外反し、端部を丸くおさめる。体部外面は弱い斜

め方向のハケで調整する。胎土は生駒西麓産で灰黄褐色を呈し、 l Hlm大の角閃

石を含む。これらは弥生時代前期から中期のものであり、下位層を盛土とした

際の混入品である。
図31 SX701直上
出土遺物
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長原式土器 (図 30、 図版23)

218は深鉢の口縁部である。突帯は口縁部の先端よりも上位にかぶさるように貼付けられている。

幅 7 rrlm、 高さ6 nlnlで、刻目の間隔は 9 nl■lである。体部の厚さは 5111mである。219は深鉢の体部と突帯

部分である。突帯は幅1 llmII、 高さ6 nlnlで、刻日の間隔は12Hlmで ある。2180219と も胎土は生駒西麓

産で灰褐色を呈し、 l nlln大の角閃石を多く含んでいる。焼成は良好である。縄文時代晩期から弥生時

代前期のものであり、下位層を盛土とした際の混入品である。

木製品 (図 31)

220は柱状の木製品である。表皮や節を鋭利な工具で平らに除去し、全体を面取り状に加工してい

る。現状は縦に裂けているが、本来は芯が通った直径12cmほ どの柱材であったと考えられる。

4)小結

NG98-19次調査では、古墳時代中期の土器や玉類を大量に包含する土壇状遺構SX701を検出した。

土器が土手などの斜面からまとまって見つかる例は、流路や環濠のような大溝で多数報告されている

が、これらは不要なものを居住区側の斜面に投棄したのであり、今回のように土壇状の高まりを造る

時に盛土の中に埋められたものとは出土状況が異なっている。SX701の遺物には、小さな土器片に混っ

て滑石製の玉類や故意に欠損させた完形に近い土器が含まれていることから、単に不要なものを捨て

たのではないようである。

土壇状遺構SX701か ら見つかつた遺物は、盛土を行った時点での一括性が非常に高い資料である。

これらは初期須恵器に相当する須恵器甕65や模倣魅78の出土により、古墳時代中期の中でも5世紀前

半の早い時期に位置づけられると考えられる。土師器は明らかに下位層からの混入品とわかる30～ 35・

62～ 64・ 66。 67な どを除き、ほとんどが布留式期Ⅳ[米田敏幸1991]の時期に納まるものである。た

だし、高杯149は庄内式期の特徴をそなえており、出土状況からみても古い要素を残したものが同時

に存在していたと考えるべきであろう。 (松本)
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第 2節 NG98-20次 調査

1)地層と遺物

i)層序

本調査区における現地表面はTP+10.5m前後である。現地表面から深さ1.2mま では現代の客土で

あり、それより下位に現代の作土以下の地層が良好に遺存していた(図 32～ 35、 図版 5～ 8)。 ここ

では層序の概略を記し、「長原遺跡の標準層序2001」 [大阪市文化財協会2001]と の対比を行う。各層

の厚さなど、詳細は表5を参照されたい。なお、第10biv層以下の地層については花粉・珪藻分析を

行っている。分析結果は第Ⅳ章を参照されたい。

沖積層上部層

第 0層は現代の盛土層である。

第1層は層厚約10cmの、近 。現代の作土層である。調査区の全面に分布し、長原 1層 に相当する。

第 2層は総厚約40cmの、粗粒砂混り砂質シルトで構成される近世の作土層である。調査区の全面に

分布し、 a・ b層に大別できる。伊万里焼 。京焼・瀬戸焼を含むことから長原 2層 に相当する。

第2ai層 :暗灰黄色粗粒砂混り砂質シルトからなる作土層である。下面でSK201を 検出した。

第2a五層 :暗灰黄色粗粒砂混り砂質シルトからなる作土層である。層中に無数の極細粒砂の薄層

を挟むが、耕作ごとの小溝の重なりであるため細分しなかった。

第2b層 :黄褐色中粒砂混り砂質シルトからなる作土層である。調査区の西部では、下底部に細粒

砂のラミナを含む。

第 3層は総厚約50ёmで、室町時代から鎌倉時代の作土層と水成層の互層で構成される。作土層は耕

起が不充分で粗粒砂の偽礫を多く含むことから、洪水と耕作が短い期間に繰返されていたことがわか

る。調査区の全面に分布し、 a～ e層に大別できる。第3ai・ 五層は長原 3層に、第3ai五層は長原4A

層に、第3b～ e層は長原4Bi・ h層 に相当する。

第3ai層 :暗オリーブ灰色粗粒砂混り砂質シルトからなる作土層である。土師器・瓦器 。中世の

陶器を含む。

第3aii層 :灰黄褐色粗粒砂混り砂質シルトからなる作土層である。下底部に中粒砂のラミナおよ

び偽礫を含む。

第3ai五層 :オ リーブ褐色粗粒砂からなる水成層である。調査区東部に分布する。

第3bi層 :灰黄褐色粗粒砂質シルトからなる作土層である。中粒砂の偽礫を多く含む。

第3bii層 :黄褐色中粒砂からなる水成層である。

第3ci層 :暗灰黄色中粒砂混り砂質シルトからなる作土層である。偽礫は見られず、比較的よく

耕起されている。上面で踏込みを検出した。土師器・瓦器を含む。

第3cii層 :暗灰黄色中粒砂からなる水成層である。第3di層上面の踏込みの中に残る。

第3di層 :黄灰色粗粒砂混り砂質シルトからなる作土層である。上面で踏込みを検出した。
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表 5 NG98-20次調査地の層序

層序 長原標準層序 層相 朧 遣構 遺物 自然現象 特徴

第0層 NG0 現代客土第1層 lCXl 盛土

第 1層 NGl オリープ黒色 (10Y3/1)含 粗粒砂砂質シルト 20 作土

第2 ai層

NG2

暗灰黄色 125Y4/21含粗粒砂砂質シルト 25 ▼SK201 作土

第 2 aЁ 層 暗灰黄色 125Y4/21含粗粒砂砂質シルト ≦40 作土

第 2b層 黄褐色 125Y5/3)含中粒砂砂質シルト 30～ 45 瀬戸焼・京焼・伊万里焼 作・水

第3 ai層
NG3

暗オリープ灰色 6GY4/1)含粗粒砂砂質シルト 10～30 土師器・瓦器・陶器 作土

第3a苗 層 灰黄褐色 (10Y R4/21含 粗粒砂砂質シルト ≦

"
作土

第3ai層 NG4A オリープ褐色 125Y4/3)粗 粒砂 ≦
一

水成

第3 bi層

NG4Bi・ 五

灰黄褐色 (10Y R4/21含粗粒砂砂質シルト ≦
一

作王

第3b饉 層 黄褐色 125Y5/31中粒砂 ≦
一

水成

第3 ci層 暗灰黄色 125Y4/21含中粒砂砂質シルト ≦
一
▲踏込み 土師器・瓦器 作土

第3c壼 層 暗灰黄色 125Y4/21中粒砂 ≦
一

水成

第3 di層 黄灰色 05Y5/1)含粗粒砂砂質シルト ≦
一
▲踏込み ←地震 作土

第3 di層 暗灰黄色 125Y4/21含 小礫粗粒砂 ≦
一

水成

第 3e層 灰色 (10Y4/1)含 細粒砂シルト質粘土 ≦30
▲SD301
▲踏込み

土師器(平安Ⅳ期)・ 瓦器 作土

第 4a層

NG4 Bili

オリープ灰色 6G Y5/1)中 粒砂 ≦25
▲SR301
・302

水成

第4 bi層 暗オリープ灰色6G Y4/1)含粗粒砂砂質シルト ≦2Cl
▲踏込み
▲SD401

黒色土器B(平安Ⅲ期)・ 土師器
て字口縁皿

作土

第4 bi層 オリープ灰色 6GY5/1)粗粒砂 ≦10 水成

第4 ci層 灰色 175Y6/1)含粗粒砂砂質シルト ≦
一
▲踏込み 土師器・黒色土器A(平安Ⅱ期) 作土

第4 cu層 灰色 (10Y4/1)粗粒砂 ≦
一

水成

第4ci層
NG4C

灰色 (ЮY4/1)含粗粒砂シルト質粘土 ≦20 ▲踏込み 作土

第4c市層 暗オリープ灰色 6G Y4/1)粗 粒砂 ≦
一

水成

第 5a層 NG5A 暗オリープ灰色 6GY3/1)シ ルト質粘土 ▲踏込み
土師器・須恵器(平城皿～平安 I期 )
製塩土器

桃核 作土

第 5b層 NG5B 暗オリープ灰色 6G Y4/1)粘土 水成

第6a層 NG6A・ B 暗オリープ灰色 6G Y3/1)含 中粒砂砂質粘土 土師器・須恵器(飛鳥Ⅱ～平城皿期) 桃核 作土

第6 bi層 NG7A 暗緑灰色 価G Y3/1)シ ルト・シルト質粘土・粘土 30～ω 須恵器(TK209) 水成

第6 bi層
NG7B0

オリープ黒色 (10Y3/1)シ ルト質粘土 10～ 2Kl 炭化物ラミナ 水成

第6bi層 オリープ黒色 05Y3/21粘 土質シルト ≦15 炭化物ラミナ 水成

第 6c層

NG 7Bi

黒色 175Yノ 1)含中粒砂シル ト
▲SD701
土手

暗色帯

第7 ai層 オリープ黄色 6Y6/41細～粗粒砂 ≦1" 水成

第 7 ai層 灰白色 6Y7/21・ オリープ黒色 6Y3/21中 ～粗粒砂 ≦120 土師器・須恵器(TK47)
植物遺体
噴砂

水成

第7ai層

NG7B‖

暗オリープ灰色 125G Y3/1)シ ル ト～細粒砂 ≦25 ▲NR702 水成

第7a市層 オリープ黒色 (10Y2/1)シ ルト質粘土 ≦
一

水成

第7 av層 オリープ黒色 (10Y3/1)シ ルト質粘土 ≦
一

水成

第7aЧ 層 灰色 (10Y4/1)粘 土・暗オリープ灰色 6GY3/21粘土 炭化物ラミナ 水成

第7a前層 暗オリープ灰色 6G Y3/1)極 細粒砂～粘土 水成

第7a価層 灰色 (10Y4/1)シ ルト質粘土 5～ 15 水成

第7a破層 灰色 (ЮY4/1)粘土質シルト 5～ 15 炭化物ラミナ 水成

第7 ax層 オリープ黒色 (10Y3/1)シ ル ト質粘土～細粒砂 η～40 須恵器(TK216)
生痕

植物遺体
水成

第7a対層 オリープ黒色 (10Y3/1)砂質シルト～中粒砂 ≦

"
須恵器(TK216)・ 木製品 生痕 水成

第7a温層 オリープ黒色 (75Y3/21シ ル ト～粗粒砂 ≦10 生痕 水成

第7a逓層 灰色 (10Y4/1)砂 質シル ト～粗粒砂 ≦25 須恵器(TK216)
生痕
植物遺体

水成

第7a力層 灰オリープ色 (5Y5/21砂 質シルト ≦
一

水成

第7aⅣ層 灰色 (10Y4/1)極 細粒砂 ≦
一
▲NR701 水成

第7bi層

NG7B」

オリープ黒色 (10Y3/1)含 中粒砂粘土 ≦15 ▲踏込み 土師器 作土

第 7 bi層 オリープ黒色05Y3/1)含粗粒砂砂質シルト ≦20 ▲踏込み 土師器(5世紀前半)・ 製塩土器
周溝状窪

地埋土・

作土

第7bi層

NG 7Bi五

黒色 175Yノ 1)含粗粒砂シルト質粘土 ≦25 土師器(5世紀前半)・ 製塩土器
SX702
盛土

第7b市層 黒色 6Y2/1)含 粗粒砂シルト質粘土 ≦25 上面に炭層
土師器(5世紀前半)。 製塩土器
自玉

SX702
盛土

第7 bv層 NG 7 Blii オリープ黒色 6Y3/1)含 細粒砂砂質シルト ≦ 5
▲土壇状遺構
←SB701 弥生土器

・土師器 暗色帯
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層序 長原標準層序 層相 聞 遺構 遺物 自然現象 特徴

第 8a層 NG8A 灰色 6Y4/1)含 粗粒砂粘土 ≦25
弥生土器・製塩土器
サヌカイト

第 8b層 NG8B オリープ黒色 (10Y3/1)粘土質シルト 5

第 8c層 NG8C 灰色 6Y5/1)粗 粒砂・暗緑灰色 偽G Y3/1)粘土 ≦
一 水成

第 9 ai層 NG9A

7

NG 9 Biv

黒色 (10Y R3/1)中 粒砂～粘土質シル ト ≦30
▲SD901
902・ 903

長原式土器・弥生土器
サヌカイト

生痕

暗色帯

第 9 ai層 オリープ黒色 175Y3/1)粘土 ≦10 水成

第 9a苗 層 黒褐色 125Y3/1)粘土質シル ト く
一 暗色帯 水成

第 9a市層 灰色6Y2/1)粘 土質シルト ≦
一 植物遺体 水成

第 9 av層 オリープ黒色 6Y3/1)粘 土質シルト ≦
一 暗色帯 水成

第 9a宙層 灰色 175Y4/1)シル ト質粘土 ≦25 水成

第 9a前層 オリープ黒色 (5Y3/21粘 土質シル ト ≦10 生痕 水成

第 9 bi層 黒色 125GY2/1)含 粗粒砂シル ト ≦20 暗色帯

第 9 bi層 灰オリープ色 6Y6/21粗粒砂～細礫 ≦95 植物遺体 水成

第 9bi層

NG9B v

灰色 (10Y4/1)中 粒砂 ≦
一 水成

第 9b市層 黒褐色 125Y3/21粘土～シル ト ≦15 暗色帯 水成

第 9 bv層 賞灰色 125Y4/1)中～粗粒砂 ≦70 植物遺体 水成

第 9b宙層 灰色 (10Y4/1)細 粒砂 ≦ 5 水成

第 9b前層 オリープ黒色 15Y3/1)シ ル ト～粘土質シル ト ≦
一 炭化物ラミナ 水成

第9b価層 黒色 175Y,/1)粘土 ≦
一 水成

第 9b破層 暗オリープ灰色 125G Y4/1)極 細粒砂 ≦ 5 水成

第 9 ci層 NG9Ci 黒色 6Yン1)シ ルト質粘土 木根痕・暗色帯

第 9c五 層 NG9C‖ 黒色 175Y2/1)シルト質粘土 ≦
一 水成

第 9c面 層

NG9C‖

黒色 125Yノ 1)シ ル ト質粘土 ≦
一 乾痕・暗色帯

第 9c市層 黒色 6Y,/1)シ ルト ≦
一 水成

第 9 cv層 黒色 125Yノ 1)粘土質シル ト ≦ 5 乾痕・暗色帯

第 9c宙層
NG 9 Civ

オリープ黒色 6Y3/1)極 細粒砂 ≦
一 断層 水成

第 9c前層 灰色 (10Y4/1)砂 質シル ト 断層・暗色帯 水成

第 10a層

NG10

暗オリープ灰色 125GY4/1)シ ル ト～中粒砂 水 成

第 1 0bi層 暗オリープ灰色 6G Y3/1)中～粗粒砂 30～ 50 水成

第 1 0bi層 暗オリープ灰色 6GY3/1)極細粒砂～シルト 炭化物ラミナ 水成

第10b趙 層 暗オリープ灰色 6G Y4/1)粗粒砂 水成

第 10b市 層 灰色 (10Y4/1)含 粗粒砂シル ト 生痕・炭化物ラミナ 水成

第 1 l ai層

NGll

灰色 (10Y5/1)粗 粒砂 ≦
一 水成

第 H aH層 灰色 (loY5/1) 粗粒砂 ≦
一 水成

第 1lb層 オリープ黒色 175Y3/1)粘土 ≦10 生痕・炭化物ラミナ 水成

第 Hc層 灰色 (10Y5/1)シ ル ト～極細粒砂 ≦
一 水成

第 1 2 ai層

NG12A

黒色 6Yノ1)シ ルト質粘土 木根痕・暗色帯

第 12a壼 層 灰色 175Y4/1)シ ル ト質粘土 5 水成

第12a趙 層 オリープ黒色 (10Y3/1)粘 土質シル ト 5 暗色帯 水成

第 12a市層 灰色 175Y4/1)粘土質シル ト 水成

第 12 bi層 NG 12Bi オリープ黒色 (75Y3/1)シ ルト質粘土 暗色帯 水成

第 1 2bi層

N G 12Bli

暗オリープ灰色 6G Y4/1)極細～中粒砂 水成

第12b苗 層 灰オリープ色 6G Y4/1)細～粗粒砂 水成

第12b市 層 灰色 6Y5/1)極細粒砂・シルト・粘土 水成

第 12bv層 灰色 175Y4/1)中粒砂 く
一 生痕 水成

第12b宙 層 NG12B市
上部

オリープ黒色 6Y3/1)極 細粒砂・シルト・粘土 ≦25 植物遺体・炭化物ラミナ 水成

第12b前層 褐灰色 (Ю Y R4/1)極細粒砂 ≦ 5 水成

第 12c層
NG12B市
下部

オリープ黒色 6Y3/21粘 土質シルト ≦10 炭化物 水成

第 12d層 黒色 125Yノ 1) 粘土 ≦ 2 炭化物 水成

第 12e層 黒色 125Yノ 1)含細粒砂粘土質シル ト く
一 炭化物・生痕 水成

第 12f層 NG 12Ci 黒褐色 (10Y R3/1)シ ル ト質細粒砂 ≦ 5 生痕

第 13a層 NG12C五
～13A

黒褐色 125Y3/1)粘土質シル ト ≦
一

サヌカイ ト・軽石
生痕・横大路火山灰

阪手火山灰

第 13b層 黒色 125Yノ 1)粘土・シル ト質細粒砂 生 痕

第 13c層 NG13B 暗灰黄色 125Y5/21シル ト質火山灰 ≦
一 平安神宮火山灰

第 14層 NG14 黄灰色 125Y5/1)粘土質シルト

△ :上面検出遺構 ▼ :下面検出遺構 ― :層中検出遺構
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第Ⅲ章 調査の結果

第3dii層 :暗灰黄色小礫混り粗粒砂からなる水成層である。調査区の西部に分布する。

第3e層 :灰色粗粒砂混り砂質シルトからなる作土層である。調査区の西部に分布する。上面で

SD301を検出した。土師器・瓦器221を含む。

第 4層は総厚30～ 60cmの 、オリーブ灰色粗粒砂～シルト質粘土を主体とする水成層と作土層の互

層で構成される。作土層は耕起が不充分で粗粒砂の偽礫を多く含むことから、洪水と耕作が短い期間

に繰返されていたことがわかる。調査区の全面に分布し、 a～ c層に大別できる。第4a～ c五層は長

原4B面層に、第4ci五 ・市層は平安時代の土師器 。黒色土器を含むことから長原4C層 に相当する。

第4a層 :オ リーブ灰色中粒砂からなる水成層である。厚さは約20cmで、第 3・ 4層の水成層の

中ではもっとも厚く、調査区のほぼ全面を覆う。ラミナが水平方向に見られ、砂粒の堆積は広範

囲に及び、水流は穏やかであったことがわかる。調査区の東部を流れるSD401を最終的に埋める

場所では灰色粘土～極細粒砂となる。上面に第4a層 を削つて盛り上げた南北方向のSR301・ 302

が造られ、間の低地部分は耕地となっている。

第4bi層 :暗オリーブ灰色粗粒砂混り砂質シルトからなる作土層である。粗粒砂の偽礫や生物擾

乱が顕著に見られる。上面でSD401と 踏込みを検出した。黒色土器B類・土師器を含む。

第4bii層 :オ リーブ灰色粗粒砂からなる水成層である。

第4ci層 :灰色粗粒砂混り砂質シルトからなる作土層である。粗粒砂の偽礫や生物擾乱が顕著に

見られる。上面で踏込みを検出した。黒色土器A類222・ 土師器を含む。

第4c五層 :灰色粗粒砂からなる水成層である。

第4c面層 :灰色粗粒砂混リシルト質粘土からなる作土層である。比較的よく耕起されている。上

面で踏込みを検出した。

第4c市層 :暗オリーブ灰色粗粒砂からなる水成層である。第5a層上面の踏込み内に残る。

第 5層は総厚10～ 15cmの、シルト質粘土を主体とする作土層と水成層である。全面に分布し、 a。

b層に大別できる。奈良時代から平安時代の遺物を含むことから、長原 5層段階の地層に相当する。

第5a層 :暗オリーブ灰色シルト質粘土からなる作土層である。上面で踏込みを検出した。奈良時

代後半から平安時代初頭の土師器223・ 224・ 229、 須恵器・製塩土器を含む。

第5b層 :暗オリーブ灰色粘土からなる水成層である。

第 6層は総厚50～ 140cmの、粘土～極細粒砂を主体とする水成層および砂質シルトの暗色帯である。

水成層は堆積物力滞田粒でラミナが水平方向に見られることから、広範囲に穏やかに堆積したことがわ

かる。調査区全面に分布し、a～ c層に大別できる。第6a層は長原 6層に、第6bi層は長原7A層に、

第6bii・ hi層は長原7BO層 に相当する。第6c層は暗色帯で、長原7Bi層の最上部に相当する。

第6a層 :暗オリーブ灰色中粒砂混り砂質粘土からなる作土層である。下面で踏込みを検出した。

奈良時代の土師器225～ 228・ 231・ 239、 須恵器230・ 232～ 236・ 241、 製塩土器243～ 247、 砥

石251を含む。

第6bi層 :暗緑灰色シルト～粘土からなる水成層である。土師器240・ TK209型式の須恵器242を

含む。SD701の上部にあたる窪みには、細粒砂が堆積している。
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図33 NG98-20次 調査南壁地層断面図(東半)
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図35 NG98-20次 調査西壁地層断面図

第6bii層 :オ リーブ黒色シルト質粘土からなる水成層である。炭化物のラミナを多く含む。

第6bi五層 :オ リーブ黒色粘土質シルトを主体とする水成層である。炭化物のラミナを少し含む。

第6c層 :黒色中粒砂混リシルトからなる古土壌である。上面でSD701と それに伴う土手および乾

痕を検出した。上面は東に向って低くなる傾向があるが、SD701の東岸は第7a層の噴砂によって

盛り上がっている。

第7a層は総厚80～ 180cmの水成層である。基本的に粒径の細かい砂粒が下位に、粗い砂粒が上位に

水平堆積しており、逆級化構造を示している。調査区中央のNR701・ 702にはいずれも粗い砂礫が堆

積しており、流水の激しさを示している。出土遺物から第7ai・ 五層は長原7Bi層 に、第7aiii～ xv層は
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第2節 NG98-20次調査

長原7B五層に相当する。

第7ai層 :オ リーブ黄色細～粗粒砂からなる水成層である。

第7aii層 :灰白色・オリーブ黒色中～粗粒砂からなる水成層である。斜行葉理が顕著で、植物遺

体を含む。おもにNR702を埋積する。土師器307～ 309、 TK47型式の須恵器305・ 306を含む。

第7ai五層 :暗オリーブ灰色シルト～細粒砂からなる水成層である。

第7aiv層 :オ リーブ黒色シルト質粘土からなる水成層である。

第7av層 :オ リーブ黒色シルト質粘土からなる水成層である。

第7a宙層 :灰色粘土からなる水成層である。調査区の西半部では炭化物の薄層が 2層に分かれて

間に暗オリーブ灰色粘土を挟むが、東半部では同化して 1層の暗色帯となる。

第7a宙 i層 :暗オリーブ灰色極細粒砂～粘土からなる水成層である。

第7a宙五層 :灰色シルト質粘土からなる水成層である。炭化物のラミナを含む。

第7a破層 :灰色粘土質シルトからなる水成層である。炭化物のラミナを含み、やや暗色に見える。

第7ax層 :オ リーブ黒色シルト質粘土～細粒砂の水成層である。植物遺体と炭化物のラミナを含

む。NR701を埋積する部分では生物擾乱によるラミナの歪みが見られる。

第7a対層 :オ リーブ黒色砂質シルト～中粒砂からなる互層からなる水成層である。NR701の上部

に堆積し、生物擾乱や踏込みによるラミナの歪みが顕著である。土師器・TK216型式の須恵器

3020杭状の本製品304を含む。

第7axii層 :オ リーブ黒色シルト～粗粒砂の互層からなる水成層である。生物擾乱によるラミナ

の歪みが顕著に見られる。

第7a対五層 :灰色砂質シルト～粗粒砂の互層からなる水成層である。生物擾乱によるラミナの歪

みが顕著に見られる。土師器297～ 300・ 須恵器303が出土している。

第7a対v層 :灰オリーブ色砂質シルトからなる水成層である。NR702の最下部に堆積する。

第7axv層 :灰色極細粒砂からなる水成層である。第7bi・ 五層上面の踏込み内に残る。

第7b層は総厚40cm以下の、粗粒砂混り・砂質シルトを主体とする暗色帯である。土壇状遺構SX702

および周辺の耕作地に関連する古墳時代中期の地層である。第7bi～ v層は長原7Bi五層に相当する。

第7bi層 :オ リーブ黒色中粒砂混り粘土からなる作土層である。調査区の西部で南東一北西方向

の畦畔を、また上 。下面で踏込みを検出した。古墳時代中期の土師器を含む。

第7bii層 :オ リーブ黒色粗粒砂混り砂質シルトからなる作土層である。土壇状遺構SX702を 囲

む周溝状の窪地に堆積する。上 。下面は凸凹し、第8c層の偽礫を含む。古墳時代中期の土師器を

含む。

第7bi五層 :黒色粗粒砂混リシルト質粘土を主体とする、SX702を構成する盛土の上層である。オ

リーブ灰色粘土の偽礫を含む。古墳時代中期の土師器・製塩土器を含む。

第7biv層 :黒色粗粒砂混リシルト質粘土を主体とする、SX702を構成する盛土の下層である。黒

色砂質粘土の偽礫を含む。古墳時代中期の土師器・製塩土器・臼玉を含む。上面に厚さ0.5cmほ

どの炭化物の薄層がある。
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第Ⅲ章 調査の結果

第7bv層 :オ リーブ黒色細粒砂混り砂質シルトからなる暗色帯である。第8a層 との境は漸移的で

不明瞭である。本層掘削中でSB701を 検出した。

第 8層 は総厚15～ 30cmの 暗色帯と水成層である。 a～ c層 に大別できる。弥生土器を含むことか

ら長原 8層 に相当する。

第8a層 :灰色粗粒砂混り粘土層である。弥生土器248・ 249、 サヌカイト252を 含む。

第8b層 :オ リーブ黒色粘土質シルトからなる水成層である。調査区の西半部に分布する。

第8c層 :調査区の東半部では灰色粗粒砂、西半部では暗緑灰色粘土からなる水成層である。

第 9層は総厚80～ 200cmの氾濫性の堆積層および暗色帯である。調査区の全面に分布し、 a～ c層

に大別できる。第9c層 の上面は、標高が西部より東部の方が約60cm低い。そのため東部では水成層

を挟んで暗色帯が 3層 に分かれて堆積している。出土遺物と堆積状況から、第9ai～ bix層 は長原9A

～B層 に、第9ci～ 宙i層は長原9C層 に相当する。

第9ai層 :黒色中粒砂～粘土質シルトからなる暗色帯である。東に向って標高が高く、厚くなる

傾向がある。上面でSD901～ 903を 検出した。長原式土器250、 弥生土器、サヌカイト253・ 254

を含む。西半部では植物根の生痕が顕著である。

第9ali層 :オ リーブ黒色粘土からなる水成層である。南西隅の窪地に堆積する。

第9ai五層 :黒褐色粘土質シルトからなる水成層である。南西隅の窪地に堆積する。やや暗色に見

える。

第9aiv層 :灰色粘土質シルトからなる水成層である。南西隅の窪地に堆積する。

第9av層 :オ リーブ黒色粘土質シルトからなる水成層である。南西隅の窪地に堆積する。暗色に

見える。

第9a宙層 :灰色シルト質粘土からなる水成層である。南西隅の窪地に堆積する。

第9avii層 :オ リーブ黒色粘土質シルトからなる水成層である。南西隅の窪地に堆積する。やや

暗色化している。生痕が認められる。

第9bi層 :黒色粗粒砂混リシルト層である。上部はシルト質が強い。

第9bii層 :灰 オリーブ色粗粒砂～細礫からなる厚い水成層である。下底部に植物遺体を多く含む。

第9biH層 :灰色中粒砂を主体とする水成層である。調査区の東部に分布し、ほぼ水平に堆積して

いる。本層と第9biv層 は堆積物が細粒である

ため、安定した流水で堆積しているが、第9b

五層をもたらした水流によって、調査区の中央

部では大きく上下にうねっている。

第9biv層 :黒褐色粘土～シルトの水成層であ

る。炭化物のラミナを多く含む。調査区の東

部に分布し、上面に踏込み状の凹凸がある。

第9bv層 :黄灰色中～粗粒砂からなる厚い水成

層で、斜行葉理が顕著である。下底部に植物 写真 9 第9ci層上面検出状況 (南西隅 )
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遺体を多く含む。ラミナの方向から、流水の方向は北東一南西とわかる。

第9b宙層 :灰色細粒砂からなる水成層である。ラミナはほぼ水平堆積し、本層から第9bi文層まで

は安定した流水のもとで堆積している。

第9b宙 i層 :オ リーブ黒色シルト～粘土質シルトからなる水成層である。炭化物ラミナを含む。

第9b宙五層 :黒色粘土からなる水成層である。

第9bix層 :暗オリーブ灰色極細粒砂からなる水成層である。平面では霜降り状に見える。

第9ci層 :黒色シルト質粘土からなる暗色帯である。上面には第9bv層 をもたらした水流による圧

痕が、南東一北西方向に蛇行する溝となって残る(写真 9)。 下面に植物根による生痕がある。古

土壌と考えられる。

第9cii層 :黒色シルト質粘土からなる水成層である。調査区の東部に分布する。

第9c面層 :黒色シルト質粘土からなる暗色帯である。調査区の西部では厚い。上面に乾痕が見ら

れる。下面に植物根による生痕が顕著に見られる。古土壌と考えられる。

第9c市層 :黒色シルトからなる水成層である。調査区の東部に分布する。

第9cv層 :黒色粘土質シルトからなる暗色帯である。上面に乾痕が見られ、古土壌と考えられる。

第9c宙層 :オ リーブ黒色極細粒砂からなる水成層である。やや暗色に見える。

第9c宙 i層 :灰色砂質シルトからなる水成層である。やや暗色に見える。下面に植物根による生

痕がある。調査区東部では地震による水平断層や、それに引きずられた深さ10～ 30cmの地割れ

が無数に見られる。水平断層は厚さ約 3111111の灰オリーブ色粘土の薄層となって残る。地割れは水

平断層によつて横方向に引つぱられているため、平面では鱗状のヒビ割れとして観察できる。

地層のずれた方向は、南東一北西である。

第10層は総厚40～ 100cmの氾濫性の堆積層である。全面に分布し、 a・ b層に大別できる。長原10

層に相当する。上半部には第9c層から延びる生痕化石が見られる。生痕内の埋土は灰色粘土である。

第10a層 :暗オリーブ灰色シルト～中粒砂からなる水成層である。ほぼ水平に堆積している。

第10bi層 :暗オリーブ灰色中～粗粒砂からなる水成層である。ほぼ水平に堆積している。

第10bii層 :暗オリーブ灰色極細粒砂～シルトからなる水成層である。炭化物のラミナを含む。

第10bi五層 :暗オリーブ灰色粗粒砂からなる水成層である。

第10biv層 :灰色粗粒砂混リシルトからなる水成層である。炭化物のラミナを含み、生物擾乱に

よるラミナの歪みが顕著に見られる。

第11層は総厚10～ 50cmの 氾濫性の堆積層である。調査区全面に分布し、a～ c層に大別できる。

長原11層に相当する。

第1lai層 :灰色細～粗粒砂からなる水成層である。調査区の北西部に厚く堆積する。ラミナの傾

斜から、水流の方向は北西―南東とわかる。

第Haii層 :灰色粗粒砂からなる水成層である。調査区の南西部に厚く堆積する。

第Hb層 :オ リーブ黒色粘土からなる水成層である。炭化物のラミナを含み、生物擾舌しによるラ

ミナの歪みが顕著に見られる。
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第Hc層 :灰色シルト～極細粒砂からなる水成層である。平面では霜降り状に見える。

沖積層中部層以下

第12層は総厚120～ 150cmの水成層および暗色帯である。調査区全面に分布し、 a～ f層 に大別で

きる。第12a層は長原12A層、第12b～ e層は長原12B層、第12f層は長原12Ci層 に相当する。擾乱の

ない部分はラミナが水平であることから、安定した水流で堆積したものとわかる。

第12ai層 :黒色シルト質粘土からなる暗色帯である。下面に植物根による生痕が見られる。

第12aii層 :灰色シルト質粘土からなる水成層である。

第12ai五層 :オ リーブ黒色粘土質シルトからなる水成層である。やや暗色化する。

第12aiv層 :灰色粘土質シルトからなる水成層である。

第12bi層 :オ リーブ黒色シルト質粘土からなる水成層である。やや暗色化する。調査区の中部や

西部では2層 に分かれ、間に灰色シルト質粘土からなる水成層を挟む。

第12bil層 :暗オリーブ灰色極細～中粒砂からなる水成層である。

第12bi五層 :灰オリーブ色細～粗粒砂からなる水成層である。

第12biv層 :灰色極細粒砂 。シルト・粘土の互層からなる水成層である。

第12bv層 :灰色中粒砂からなる水成層である。生物擾乱が認められる。

第12b宙層 :オ リーブ黒色極細粒砂・シルト・粘土の互層からなる水成層である。それぞれの厚

さは2 cm以下である。明瞭な炭化物のラミナを2～ 3枚含み、全体に微細な植物遺体を含む。

第12b宙 i層 :褐灰色極細粒砂からなる水成層である。

第12c層 :オ リニブ黒色細粒砂混り粘土質シルトからなる水成層である。 l IIlm大の炭粒を多く含

み、極細粒砂のラミナがわずかに認められる。上 。下面とも擾乱が著しい。暗色化している。

第12d層 :黒色粘土からなる水成層である。層厚は3 cm以下と薄く、切れぎれな状態で調査区の

西部に分布する。ほとんど炭化物のラミナで構成される。

第12e層 :黒色細粒砂混り粘土質シルトからなる水成層である。 l HIIn大の炭粒を含む。調査区の

西部に分布し、生痕による擾乱がある。第12c層 と同様に沼地状の堆積である。暗色化している。

第12f層 :黒褐色シルト質細粒砂層である。層厚約5cm以下で、調査区のほぼ全面に分布する。生

痕による擾乱が著しい。上 。下面は凸凹している。

第13層は総厚約10cmの暗色帯である。調査区の全面に分布し、 a～ c層に大別できる。第13a・ b

層は長原12Cii～ 13A層に、第13c層 は長原13B層 に相当する。

第13a層 :黒褐色粘土質シルト層である。生痕による擾舌Lが著しく、層中や下面に直径約 4 cm、

深さ15cm以下の細長い巣穴状の生痕化石が顕著に見られる。上面の標高はTP+2,65m前後であ

る。横大路火山灰のガラス・阪手火山灰層のガラスや角閃石を含むことから、後期旧石器時代か

ら縄文時代早期末にかけての地層と考えられる。サヌカイト剥片255、 軽石256・ 257を含む。

第13b層 :黒色粘土・シルト質細粒砂層である。第13a層に重複する生痕化石の埋土である。生

痕化石は直径約 3 cm、 深さ15cm以下で、先端が細かい。第13a層 との先後関係は、両者の生痕に

よる擾乱が著しいために不明である。
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各層出土遺物(1)

第13c層 :暗灰黄色シルト質火山灰層である。二次的に堆積した平安神宮火山灰のガラスを多量

に含む。調査区の全面に分布するが、上位の生痕化石によって破壊され、まだらに残る。

第14層 は黄灰色砂礫混り粘土質シルト層である。長原14層に相当し低位段丘構成層以下にあたる。

ii)各層出土の遺物

第3e層出土の遺物 (図 36)

221は瓦器椀である。口縁内面に浅い凹線が巡る。内面は口縁付近に細かいヘラミガキを行い、そ

れ以下に太く粗いヘラミガキを行う。外面はヘラケズリを加えたあと、上部に横方向のヘラミガキを、

下部に弧状のヘラミガキを施す。平安時代Ⅳ期古段階、C一 I期に属する。

第4ci層出土の遺物 (図 36、 図版25)

222は黒色土器A類の椀である。高台は高く細く、ていねいなヨコナデによって貝占付けられている。

口縁内面に浅い凹線が巡る。内面は底部に太く密なジグザグのヘラミガキを行ったあと、側面に太く

密な横方向ヘラミガキを施す。外面は粗い横方向ヘラミガキを施す。平安時代Ⅱ期に属する。

第5a層 出土の遺物 (図 36、 図版25)

223は土師器皿である。口縁はわずかに外反し、内面に面をもつ。224は土師器杯である。口縁内

面に凹線が巡る。229は土師器の把手部分である。体部との接合部から直線的に立上がる。体部の器

壁は厚さ0.5cmで ある。これらは奈良時代後半から平安時代初頭に相当する。
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第6a層 出土の遺物 (図 36・ 37、 図版25)

225・ 226は土師器高杯である。杯部は皿状で端部を内側に丸める。口縁内面に放射状暗文を施す。

227は土師器甕である。口縁部は肩部から強く外反するが、端部はほぼ直立して面をなす。胎土は粗

く、粘土紐の継目が外面に残る。228は土師器杯である。口縁端部は細く、内面に幅広の浅い凹線が

巡る。内面はナデ調整で、外面はユビオサエを行ったあと上半部にヨコナデ調整を行う。231は土師

器蓋のつまみ部分である。235は判読不明の墨書がある須恵器片である。2300232～ 234は須恵器杯

２５４

図37 各層出土遺物(2)

図38 第13a層 中遺物の出土位置
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蓋である。230は扁平な擬宝珠形のつまみが付 く。232は端部が丸く、内傾する。233は端部が尖 り、

内傾する。234は端部が尖り、小さく外反する。外面の中央寄りに「□甲」の墨書がある。236～ 238・

241は須恵器杯 Bである。236は高い高台が付き、ていねいな回転ナデ調整で仕上げられている。237

は断面が正方形の低い高台が付 く。238は細く高い高台が付 く。外底面に墨画がある。241は断面が

正方形の高台が付く。239は墨書がある土師器片である。これらは飛鳥Ⅱ～平城宮土器Ⅲに属する。

243～ 247は九底Ⅲ式の製塩土器である。色調は灰白色で、胎土には0.5～ 2.Onlm大の砂粒を多く含む。

器壁は0.7cm前 後で厚く、胎上のきめは粗 く軽い。すべて口縁部にヨコナデ調整を行い、体部はユビ

ナデ・ユビオサエによる調整で仕上げる。これら以外に、粗い布目痕が残る破片も出土している。

251は堆積岩製の砥石である。直方体の一端が残る。長側面の 3面を使用している。

第6bi層 出土の遺物 (図 36、 図版25)

240は土師器高杯である。杯部の内底面に菊花状暗文を施す。外底面はユビオサエによって調整し、

底部と口縁部を画する屈曲部には擬口縁がある。242は須恵器杯身である。立上がりは短く内傾し、

外底面に施した回転ヘラケズリは粗雑である。TK209型式に相当する。これらは飛鳥 Iに相当する。

第8a層 出土の遺物 (図 36・ 37、 図版25)

248は弥生土器甕である。日縁部は「く」字に屈曲し、端部に面をもつ。内・外面ともていねいなヨ

ヨナデ調整で仕上げる。249は 弥生土器甕の底部である。外面の調整は密な右上がりのタタキである。

内面の調整は横方向のハケである。底部外面は凹んでいる。これらは畿内第V様式に相当する。

252はサヌカイト製の横形剥片である。自然面を叩き、薄く割取られている。背面には底面状の広

い剥離面と、主要求l離面と同方向の先行剥離面が並ぶ。

第9ai層 出土の遺物 (図 36・ 37、 図版25)

250は長原式土器深鉢である。SX702下層の第9ai層 から出土した。色調は灰褐色で、焼成は良好で

ある。胎土は生駒西麓産で0.5nlm大の角閃石を含む。日縁端部と、そこから4.4cm下に突帯を貼付ける。

刻目は 5 mm前後の間隔で垂直に工具を当てている。縄文時代晩期から弥生時代前期のものである。

253はサヌカイト製の横形剥片である。打点・打面は打撃の際にはじけ飛んでいる。背面にも同時

と見られる同方向の剥離面が見られる。254はサヌカイト製の縦方向に割れた剥片である。最後の打

撃は図で上とした平らな自然面に加えられてお

り、そこから垂直に割れが生じている。下からも

同様な割れが生じていることから、クサビとして

使用されたことがわかる。

第13a層 出土の遺物 (図 37・ 38、 図版25)

255はサヌカイト製の横形剥片である。背面には

主要剥離面とほぼ同方向の小さな剥離面が複数認

められる。末端には石核の素材となった剥片のポ

ジテイブな剥離面が残る。風化の具合いから、旧

石器時代にさかのぼるものと考えられる。256・
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第2節  NG98-20次 調査

257は軽石である(図版25)。 これらはいずれも第13a層 の生痕中から見つかった(写真10)。

2)弥生時代の遺構 と遺物

i)溝

SD901・ 902(図 39、 図版9)

北東部に位置し、第9ai層上面で検出した平行する溝である。調査区の北東隅は第9ai層段階では周

囲より約0.3m高 い微高地であり、 2条の溝はその裾に沿って弧状に掘られている。底面の標高は両

方の溝とも北部が低い。SD901は幅0.5m、 深さ0.2mで横断面は浅いU字形である。埋土は上部に極

細粒砂を主体とする水成層が堆積し、下部にも粘土質シルトを主体とする水成層が堆積する。下底部

にはわずかに細粒砂のラミナが見られる。SD902は幅0.4m、 深さ0.2mで横断面はU字形である。埋

土は上部に細粒砂混リシルトが堆積し、下部に細粒砂混り粘土質シルトが堆積する。下底部にはわず

かに細粒砂のラミナが見られる。埋土から弥生土器の細片が出土した。

SD903(図 39、 図版9)

西部に位置し、第9ai層上面で検出した溝である。幅0.5m、 深さ0.2mで 、横断面は浅いU字形で

ある。埋土は上部が粗粒砂混り砂質シルトで、下部が粘土～シルトからなる水成層である。溝の北部

は古墳時代のNR702に よって失われている。

3)古墳時代中期の遺構と遺物

i)竪穴式住居

SB701(図 40、 図版10)

調査区の北東隅で第7bv層の掘削中に検出した方形の竪穴式住居である。周壁溝は全体の西半分し

か確認できなかったが、幅0.2m、 深さ0.lm、 西辺の長さは4.4mである。周壁溝より内側では、溝に

沿って柱穴SP701(写真11)・ 702を 、中央部で方形の浅い窪みを検出した。また、西辺の中央から直

角に東へ延びる小溝を検出した。SP701は上部の直径0.35m、 深さ0.4mで 、底部が 1段低い。埋土

は下底部が粘土で、中位がシルト質粘土の偽礫を

含む砂混り粘土、上位が砂混り粘土である。最上

部には拳大の石が乗っていた。sP702は トレンチ

の壁面で確認した。方形の浅い窪みは 1辺が 1.3

m、 深さ0.03m以下で、周壁溝と4辺の方向が一

致している。埋土は粗粒砂混りの砂質粘土で、砂

粒と炭粒を周囲より少し多めに含んでいる。東ヘ

延びる小溝は深さ0.03m以下、幅0.15mである。

埋土は方形の窪みと同様で、炭粒を含む砂質粘土

である。周壁溝の外側では、西側で直線的に並ん

だ小穴を検出した。小穴は直径、深さともに0.07 写真1l SP701の断面
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第2節 NG98-20次調査

m前後で、断面は三角形であった。埋土は灰オリーブ色粘土質シルトである。周壁溝と平行して、ほ

ぼ等間隔に並ぶことからSB701に伴う施設であると考えられる。周壁溝より内側からはわずかに土師

質の土器が出土しているが、器形や時期などが判別できるものはない。SB701以後に築かれた土壇状

遺構SX702と 第9a層 に含まれる遺物との関係から、古墳時代中期頃のものと考えられる。

日
劉

645 6.1614、 66i86

/

‐
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図41 SX702の平面図
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第Ⅲ章 調査の結果

ii)土壇状遺構

SX702(図 40～ 43、 図版11・ 12・ 26)

調査区の北東隅において、第7a層の水成層を除去したのちに現われた土壇状遺構である。検出面は

第7bv層の上面で、位置的にはSB701の真上にあたる。遺構の北側および東側が調査区外であるため、

正確な規模は不明だが、現状の規模は東南3.Om、 南北7.Omである。第7bi層の上面からは0。4m突出

している。上面は平坦で、直径0.2m、 深さ0。 lmの小穴が 1つ ある。

盛土の厚さは高まりの縁辺部で0.5m、 頂上部で0。 lmある。層相は主として中粒砂混リシルト質粘

土で、植物遺体や細かな炭化物を含んで暗色化している。これらの層相は下位の第8a～ 9a層 と一致

Y-37,875

ＧＮ

ｌ

0 ・    ・

296/・
・・F

図42 SX702の 遺物出土状況
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第2節 NG98-20次調査

することから、第8a～ 9a層 を削って盛土にしたと考えられる。盛土は炭の薄層を挟んで上 。下層に

分けられる。上層の第7bi五層は灰オリーブ色粘土の偽礫を含むシルト質粘土で、土師器・臼玉・桃核

を含む。下層の第7biv層は上層より暗色化しているが、遺物の量は少ない。上層と下層から出土した

土師器は互いに接合するため、これらの盛土は一連の作業として行われたことがわかる。SX702の西

側で検出した幅4.Om、 深さ0。 lmの周溝状の窪地は、盛土を採取した名残りと考えられる。埋土であ

る第7bii層 は第8a層の偽礫を含み、第7bi層段階の耕作によって著しく擾乱されている。

土壇状遺構SX702が築かれた調査地の東北部は弥生時代から既に微高地であったが、古墳時代の第

7bv層段階でも周囲より約0.2m高かった。SX702はその微高地を利用し、縁辺部に厚く土を盛り上げ

て周囲より明確に突出した土壇を形成したものである。SX702の周囲には作上である第7bi。 五層が分

布しているが、ともに最初に第7axv層によって埋積されることから、これらは同時に存在していた

ものとわかる。

遺物はほとんどが盛土中から出土した(図 42、 図版11)。 周辺の第7bi・ 面層からも少量の土師器が

出土しているが、いずれも盛土の中にあったものが耕作によって移動したと考えられる。よって、図

42には盛土中に含まれていた遺物の出土位置だけを示した。種類は土師器・製塩土器 。自玉・弥生土

器である。土師器はすべて小さな破片で完形に復元できるものはなく、全面に散在していた。観察な

どの詳細は別表 4・ 5を参照されたい。

土師器 (図 43、 図版26)

258～262は小型丸底土器である。258は口縁部がやや厚く、直線的に開く。口径は体部の最大径よ

り小さい。体部内面の調整は、下半部と頸部にヘラケズリ、外面はハケを行う。口縁内面もハケで調

整するが、大半がのちのナデ調整によって消えている。259は体部外面の調整は258と 同様であるが、

内面はすべてユビオサエ・ユビナデ調整を行う。260～262は口縁部のみの破片である。260は頸部以

下をタテハケで調整し、262は 口縁部内面をヨコハケによって調整する。

263は小型の鉢である。器壁は薄く、口縁部は外反する。外面下半部の調整は粗いハケを行う。

268～277は甕である。268～270は 口縁部の内面端部が肥厚せず、直線的に開くものである。外面

は全面をハケによって調整する。内面の調整は口縁部にハケを行い、体部の頸部以下にヘラケズリを

加える。271～277は、日縁部の内面端部が肥厚するものである。271は体部内面にヘラケズリを行い、

272は体部外面にハケを、内面にヘラケズリによる調整を行う。275は口縁部が全体的に厚い。278は

土師器壺である。日縁端部に面をもつ。

279～295は高杯の杯部および脚部である。279・ 280は杯部が椀形で、日縁部が外反して端部に面

をなす。内・外面とも密な放射状ハケを施す。脚部上端に粘土塊を充填して杯部を形成している。脚

内面には刺突痕が残る。281は口縁部は外反せず、端部が面をなす。282は杯部が半球形に近く、深

いものである。外面の調整はハケを施す。283は杯部外面の調整に3段以上の粗いハケを、内面には

弱いハケを行う。脚内面に刺突痕はない。284は 口縁部が外反し、285は 口縁部が直線的に開くもの

である。内面の調整はハケを行う。286～289は脚柱部である。286は柱状部が短く、中ほどに3方向

の円形スカシ孔がある。外面はヘラミガキ、内面はヘラケズリを行う。287は内面にヘラケズリを行
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う。脚部上端には比較的大きな粘土塊を充填している。刺突痕はない。288・ 289は外面をハケによつ

て調整したのち、ヘラミガキを行う。内面は上部に2段のヘラケズリを行う。290～293は脚裾部で

ある。外面はヘラミガキを行う。内面は脚柱部以上にヘラケズリを行い、裾部に1段ないし2段のハ

ケによる調整を行う。290・ 292・ 293には柱状部と裾部との間に3方向の円形スカシ7Lがある。また、

290・ 291・ 293の裾端部はヘラで切つたままであるが、292はナデ調整を加えている。294は裾部が

強く屈曲する脚部である。脚柱部外面の調整はハケののち、粗いヘラミガキを施す。内面は2段のヘ

ラケズリを行う。裾部はナデを行い、端部を丸くおさめている。
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第Ⅲ章 調査の結果

267は手づくね成形のミニチュア甕である。口縁部が強く外反し、器壁は薄い。

製塩土器 (図 43、 図版26)

265・ 266は製塩土器である。色調は明褐灰色で、焼成は良好である。器壁は約 2 1mlと 薄く、全面

をユビナデ・ユビオサエによる調整で仕上げている。

弥生土器 (図 43)

264は弥生土器甕である。口縁部を「く」字に屈曲させる。内・外面ともナデ調整で、内面には粘土

紐の継目が残る。色調は黒褐色で、胎土にはlnml大の角閃石を多く含む。畿内第Ⅱ様式に属する。下

位層からの混入品である。

玉類 (図 43、 図版26)

296は オリーブ灰色の滑石製臼玉である。表面が滑らかに磨かれ、全体に丸味を帯びている。

これらの遺物は264を除き、すべて 5世紀前半のものと考えられる。264は SX702西側の周溝状窪

地から出土しており、盛土を採取した際の擾乱で下位層から混入したものと考えられる。

iii)自 然流路

NR701(図 44～ 47、 原色図版 3、 図版13・ 27)

調査区の中央に位置し、第7axヤ層上面で検出した自然流路である。検出状況で幅5.0～ 8.Om、 深さ

測 洲

ＧＮ

ｌ 嘲
Ⅶ

,730

|

9            ,           19m
l :200

図45 NR701平面図
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図46 NR701出土遺物 (1)

1.Omであるが、西岸の一部はのちのNR702の流れによっ

て削られている。流れの方向は南東―北西で、下底部は

第9b層の厚い水成層を著しく浸食している。埋土は上 。

中・下層に大別できる。下層め第7a対v層は粗粒砂混り粘

土質シルトからなり、東側にのみ堆積している。中層の

第7ax～対五層は砂質シルト・中粒砂・粗粒砂が互層となっ

て堆積している。いずれも河成層であるが、踏込みや生

痕の擾乱によって著しく変形している。流路の東側や西

側はシルトを主体とする粒径の細かい水成層で埋積され

ている。上層の第7aix層は炭化物のラミナを含む粘土～

シルトで構成される。ラミナは水平方向に見られること

⑮ ―

⑮

o                  10cm    304

1:4

図47 NR701出土遺物(2)

から、第7ax層 と同様に滞水状態で堆積したものとわかる。以後、第7a宙層の暗色帯が形成されるま

で、滞水状態のまま粘土～極細粒砂の水成層が堆積 し、人間の出入 りはなかったもようである。

遺物は第7ax面層から土師器ミニチュア壺297、 高杯298・ 299、 甕300、 須恵器甕303、 弥生土器甕301

が、第7a対層から須恵器聰302、 杭状の木製品304が出土している。

297はほぼ完形の土師器ミニチュア壺である。焼成は良好で灰黄色を呈し、体部に黒斑がある。日

縁部は長く、ヨコナデ調整で端部を薄くつくる。体部は内・外面にナデ調整を行う。内面に粘土紐の
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第Ⅲ章 調査の結果

継目が残る。298は土師器高杯の杯部である。椀形で口縁部は外反し、端部に面をなす。内・外面に

調整のハケは認められない。299は土師器高杯の脚部である。柱状部の外面は縦方向のヘラミガキを

施し、内面は柱部に 1段の横方向のヘラケズリを行つたあと裾部にヨコナデ調整を行う。裾端部はヨ

コナデ調整で丸く仕上げる。300は土師器甕である。体部の頸部上面に口頸部を貼付ける。口縁端部

は肥厚し、内面に巻込んで断面三角形につくる。これらの土師器は5世紀前半から中頃に属する。

302は須恵器魅である。口縁部を欠いている。頸部は外面にヨコナデ調整したあと波状文を施す。

体部は外面にヨコナデ調整を行つたあと、最大径よりやや上位に櫛先刺突文を施す。底部は内面に直

径 8 1nll前後のオサエ痕がある。外面の調整は不定方向ナデで仕上げる。肩部の全面に緑灰色の自然釉

が掛かることから、焼成は正位置で行われたとわかる。303は須恵器甕である。体部は器高と体部最

大径がほぼ等しい倒卵形である。日縁部は大きく外反し、端部に面をもつ。外面の1.5cm下がつたと

ころに断面三角形の突帯が 1条巡る。頸部の外面の調整はタテハケのあとヨコナデを行う。体部は外

面の全面に平行タタキを行い、頸部にはナデを施している。もっとも器壁の薄い肩部の厚さは約 3 mm

である。内面は肩部以下に刻目のない丸い当て具痕が残る。肩部以上にはユビオサエのあとナデ調整

を行う。底部内面に粘土紐の継目が残る。これらの須恵器はTK216型式に属する。

301は弥生土器甕である。日縁部は外反し、端部は丸い。外面は体部から口頸部にかけて左上がり

Y-37,87‖

ＧＮ

ｌ

|

9            ,           19m
l :200

図48 NR702平面図
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図49 NR702出土遺物

の平行タタキを施す。内面は板ナデによる調整を行う。畿内第V様式に属する。

304は杭状の木製品である。下端を削って尖らせている。上部は焼けて炭化している。横断面は長

方形ないし楕円形である。

以上のような出土遺物の年代観から、NR701は 5世紀中頃を中心に形成されたと考えられる。

NR702(図 44。 48。 49、 原色図版 3、 図版13・ 27)

調査区の中央に位置し、第7a宙層上面で検出した自然流路である。下位のNR701と 一部重なって南

東―北西の方向に流れている。横断面は2段になっており、上段は幅7.0～ 9.Om、 下段は幅4.5mで、

全体の深さは1.6mである。最深部は第9b層 を浸食しているが、シルト質の第9bi五層は堅いために一

部が平坦なテラスとなって残っている。流路内を埋める第7a五層は斜行葉理が顕著な細粒砂～小礫か

らなる水成層で、小枝や葉などの植物遺体を多く含んでいる。第7ai～市層はNR702の東側や西側に

向かって堆積物の粒子が細かくなり、シルト～極細粒砂層となる。

遺物はすべて下段に堆積した細粒砂層中から出土した(写真12)。 305～310のほかは、少量の土師

器小片が出土している。

305は完形の須恵器杯蓋である。端部の内面に凹線が巡る。外面は回転ナデ調整のあと、天丼部の

約2/3に回転ヘラケズリを施す。天丼部と口縁部の境にある稜は明瞭である。天丼部にヘラ記号があ

る。306は須恵器杯身である。立上がりは薄く高く、端部の内面には凹線が巡る。底部外面に施され

た回転ヘラケズリは受け部の近くまで及んでいる。これらの須恵器はTK23型式に相当する。

307は土師器椀である。丸底で、口縁部は鉄鉢状に内傾する。外面は底部をユビオサエによって調

整し、口縁部をヨコナデ調整したあと、不定方向のヘラケズリや左方向のヘラケズリを行う。内面は

下半部に板状工具でのヨコナデ調整、底部にユビナデ調整を施したのちに口縁部に強いヨコナデ調整

を行う。308は土師器長頸壺の体部である。色調は橙色を呈し、胎土は精良である。体部の調整は外

面の底部に縦方向のヘラケズリ、中位に左方向のヘラケズリを行う。そのあと底部にまばらなヘラミ

ガキを行い、中位に横方向ヘラミガキ、肩部に放射状ヘラミガキの順で調整している。内面は、底部

は調整せず、中位に横方向のヘラケズリを行い、そのあと肩部に回転ナデ調整を行う。回転ナデ調整

‐―――
蒻

写真12 NR702の遺物出土状況



第Ⅲ章 調査の結果

によつて体部の頸部端を整えたのち、内側に口頸部を接合している。口頸部の調整は外面に斜方向の

大いヘラミガキを、内面に縦方向のヘラミガキを施す。309は完形の土師器甕である。外面の全面に

煤が付着している。口縁部は直線的に開き、端部は面をなす。内面の調整はヨコハケを行い、そのあ

と内。外面にヨコナデ調整を行う。体部は球形で外面の調整にタテハケを施す。内面は底部にユビオ

サエを施したのち、タテハケを加え、そのあと強い縦方向のユビナデ調整によつてハケメを消してい

る。310は土師器小型丸底土器である(図版27)。 口縁部は直線的に開き、端部を丸くおさめる。体部

の調整は外面にタテハケのあとヨコハケ、内面には上半部にユビオサエを施したのち、下半部に横方

向のヘラケズリを行う。流水によつて磨耗している。これらの土師器は310を 除いて、すべて5世紀

末頃に属するものと考えられる。

以上のような出土遺物の年代観から、NR702は 5世紀末頃を中心に形成されたと考えられる。

4)古墳時代後期の遺構

i)溝

SD701と 土手 (図 44・ 50、

調査区の西部に位置し、

潤

図版13)

第6c層上面で検出したSD701と それに伴う土手である。溝は幅4.Om、 深

洲 洲
ＧＮ

ｌ
¶
Ⅶ
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口
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l :200

図50 SD701と土手の平面図
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第2節 NG98-20次調査

さ0。9mで、下位のNR702の西岸に沿うように南―北に向って流れている。溝の西側には流れの方向

に沿って幅1.5m、 厚さ0.2mの盛土を施した土手があり、土手のさらに西側には盛土を採取した痕跡

が幅3.Om、 深さ0.2mの溝状の窪地となって残る。窪地内の埋土はオリーブ黒色中粒砂混リシルトで、

下面は凸凹しており第7ai層の偽礫を含んでいる。SD701の東側は西側と比べて第6c層上面の標高が

低いが土手は造られていない。溝の東岸が第6c層の上面へとなだらかに続き、境は不明瞭である。

SD701は横断面がU字状で、下底面が凸凹している。埋土は上 。中・下層に大別できる。下層は厚

さ約0。4mで、溝全体の半分を埋めており、さらに3層 に分けられる。 3層 とも中粒砂のラミナと広

葉樹の葉 。種子・小枝などの植物遺体を多く含む、暗色化した水成の粘土である。これらは擾乱が著

しく、ラミナが変形している。中層は層厚 5 cm以下の水成の細粒砂で、植物遺体は含まない。本層に

擾乱はない。上層は層厚10cmの粗粒砂を含む水成の粘土で、植物遺体を含んでいる。生痕による擾乱

でラミナが変形している。溝の西斜面には土手の盛土が崩れて中層と上層の上面に流入している。上

層の上面に盛土が流入したのち、全面を第6bii層の水成層が覆い、これ以後、第6a層が作土化される

まで一帯は滞水状態のままで厚い水成層が堆積している。

SD701お よび第6c層の年代は遺物が出土しなかったため不明である。しかし、下位のNR702か ら

出土したTK23型式の須恵器・土師器と上位の第6bi層から出土したTK209須恵器との関係から、そ

の年代は6世紀初頭から7世紀初頭の間に求められる。ここでは古墳時代後期の遺構としたが、今後、

周辺の調査で第6c層の時期を決定づける遺構・遺物が検出されることが期待される。

5)平安・鎌倉時代の遺構 と遺物

i)流路

SD401(図 51～ 53、 原色図版 3、 図版14・ 28)

北東部に位置しており、東南東一西北西の方向に流れる流路である。第4bi層上面で検出した。深

さは1.3mで、現状で幅7.Omま で確認できる。北岸は調査区外であるため不明であるが、幅は約8.0

mと推定できる。底面は比較的平らであるが、南岸の下部は流水によって垂直にえぐり取られている。

埋土は上 。中。下層に大別できる。上層は厚さ約25cmの水成の粘土層で、SD401の最後の窪みを静

かに埋めている。上面に踏込みが見られる。中層は厚さ約25cmの シルト～砂質シルトからなる河成層

である。上部は中粒砂のラミナを含み、下部には炭化物のラミナを含む。北側には周辺からの流入土

と見られる砂質シルトが垂れ込んでいる。下層は厚さ約90cmの粗粒砂を主体とする河成層である。ラ

ミナが著しく発達し、激しく水が流れていたことがわかる。

遺物は大半が下層内から出土した。土器は完形品が多く、ほとんど磨耗していない。ただし、黒色

土器椀321～323は中層からたがいに近接して出土した(写真13)。 322と 323は上下に重なっており、

溝の北岸から土砂とともにずり落ちたものと考えられる。

311～316は土師器のいわゆる「て」字口縁皿である。口径9.0～ 9。 8cm、 器高1.2～ 1.6cm、 器厚は0。 2

～0。 3cmである。色調はすべて灰白色で、胎土中に砂粒は含まない。調整はすべてナデであり、底部

外面にはユビオサエ痕が残る。317～320は土師器小皿である。日径8。 6～ 10。 lcm、 器高2.0～ 2.7cm、
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第Ⅲ章 調査の結果

器厚は0.3～ 0.6cmである。色調はにぶい橙色で、胎土中に0.5～ 1.Onml大の砂粒を含んでいる。すべて

口縁端部に 1段のヨコナデを行い、外底面はユビナデ・ユビオサエを行う。318・ 320は 口縁部に灯

芯が接していたための黒褐色の油煤痕が付着している。

321～326は黒色土器である。321～323は完形のB類椀で、表面が光沢のある漆黒色を呈している。

法量や調整手順はほとんど同じであるが、内底面のヘラミガキだけが異なっている。外面の調整はユ

ＧＮ

ｌ 洲 洲 ＼`＼、
嘲
Ⅶ

| |「  
員
ヽ

灰色 (10Y4/1)粘土

図51 SD401・ 301平面図

1 :50
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靡 含ご]中層 :
図52 SD401断面図

鰊 興

:灰色 (7.5Y4/1)シ ル ト～砂質シル ト

:灰色 (7.5Y4/1)シ ル ト～中粒砂
:灰オリープ色 (5Y5/3)粗粒砂・小礫 下層
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図53 SD401出土遺物

ビオサエのあと、口縁部に横方向のヘラミガキを行い、それ以下に3単位の弧状のヘラミガキを密に

施している。内面は口縁端部に浅い凹線が巡り、まず内底面にヘラミガキを施したあと側面に横方向

のヘラミガキを密に施している。内底面のヘラミガキは321が斜格子ヘラミガキ、322が全面を覆わ

ない幅2.4cmの密な平行ヘラミガキ、323が内底面の全面を覆う少し粗い平行ヘラミガキである。高台

はすべて断面が台形で低い。324は外面の上半部までが黒色のA類椀である。口縁端部の内面に浅い

凹線が巡り、内。外面に粗い横方向のヘラミガキを行う。高台は大く、外側に張出している。325は

0           5          10cm

l:2

邁
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内・外面とも上半部が黒色のA類椀である。日縁

端部は丸くおさめており、内面の調整は粗い斜方

向のヘラミガキのあと、まばらな横方向のヘラミ

ガキを施している。外面はヘラケズリののち弧状

のヘラミガキを3単位行い、日縁部付近に横方向

のヘラミガキを施す。326は A類鉢または片口であ

る。口縁端部は丸くおさめており、高台は細く高

い。内面の調整は底部に粗い平行ヘラミガキを施

したあと、側面に横方向のヘラミガキを行う。外

面は弧状のヘラミガキのあと口縁部付近に横方向のヘラミガキを行う。これらは平安時代Ⅲ期に属す

るものである。

327は板状の木製品である(図 53、 図版28)。 平面形は細長い台形で、側面に面取りを行う。 5個所

に釘を打ちつけたと見られる方形の小孔が見られる。全体の厚さは0。 4～ 1.Omで、小孔の大きさは一

辺が0.3cmである。328は木製横櫛である。峰はゆるい弧状で、高さは約3.0011、 歯はlmの間に12本

削り出されている。峰部の厚さは0.5cm、 歯先端の厚さは0.lcmで ある。

以上のような出土遺物の年代観から、SD401は 10世紀末から11世紀前半頃に機能していたと考え

られる。

ii)溝

SD301(図 51)

南西部に位置する南東一北西方向の溝である。幅2.5m、 深さ0.lmである。埋土は上部が暗灰黄色

砂質シルトで、粗粒砂を多く含んでいる。下部は灰色中～粗粒砂の水成層である。土師器 。瓦器の細

片を含む。

6)小結

縄文時代の状況については詳細は第Ⅳ章第 1節にゆずるが、縄文海進期の地層と生痕4LEを検出し、

古河内湾最南端の位置を押さえることができた。縄文海進以降は、淡水化と沖積作用による土砂の堆

積と、一時的な乾燥による暗色化を繰返しながら古河内平野が形成されていったことも確認できた。

第9c層や第12a層の暗色帯に遺構・遺物は見られなかったが、乾痕や植物痕の存在により生活面であっ

たことが想定できる。周辺の調査でもこれらの暗色帯が分布していることがわかっていることから、

将来的に同じ層準で遺構が見つかる可能性は高い。

縄文時代晩期から古墳時代中期にかけては、調査区内において大きな地形の変化はなく、生活面は

比較的安定していたようである。SB701は検出面は確認できなかつたが、上 。下位の地層との関係か

ら古墳時代前期の遺構の可能性もある。調査区の東北隅は微高地になっており、 1段高い水はけのよ

い場所を選んで造られたものと考えられる。古墳時代中期には広く耕作地が営まれ、土壇状遺構SX702

が造られ、人間の活動が盛んであったことがわかる。SX702は周囲の耕作地より明瞭に突出しており、

写真13 黒色土器321～323の出土状況
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第 2節 NG98-20次調査

上面を平坦に整形していることから作業場もしくは祭祀場所と考えられる。

古墳時代中期以降から飛鳥時代にかけては再び水成層が厚く堆積し、激しい沖積作用が起っていた

ことがわかる。中でもNR701 0 702は下位層を著しく浸食しながら大量の土砂を運んでおり、当時の

洪水の威力を物語っている。古墳時代後期に形成された第6c層は遺構を伴う明瞭な暗色帯であるが、

隣地のNG98-19次調査にはない。

飛′鳥時代以降は洪水による土砂の堆積と耕地化が繰返されており、現代にいたるまで農地として利

用されていたことがわかる。                             (松 本)
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第Ⅳ章 遺構と遺物の検討

第 1節 長原遺跡東北地区における花粉・珪藻分析

文化財調査コンサルタント株式会社 渡辺正巳
1)は じめに

長原遺跡は大阪市東南部に位置する。本報告は、遺跡周辺の古環境変遷を推定する目的で、財団法

人大阪市文化財協会 (以下、市文協と略称する)が川崎地質株式会社に委託して実施した報告書を、ま

とめなおしたものである。

2)試料について

図54に示す 2地′点で得られた試料を対象として分析を行った。NG98-20次調査地の試料は、市文

協により、採取・保管されていたものである。またNG97-52次調査地の試料は、市文協により採取・

保管されていた柱状の試料を、今回の分析にあたり分割したものである。

各地区での柱状図および試料採取層準を、図55の花粉ダイアグラム中に示す(註 1)。 柱状図右側の

数字が試料番号で、採取深度に示した。また、柱状図左側に発掘地′点の層序および推定堆積年代を示

した。
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第Ⅳ章 遺構と遺物の検討

3)分析方法および結果

花粉分析処理、珪藻分析処理は、[渡辺1995a o b]に 従い行つた。

顕微鏡観察は400倍、あるいは必要に応じ600倍、1000倍 を用いて行った。花粉分析では原則的に

木本花粉総数が200個体以上になるまで同定を行い、同時に検出される草本化石も同定した。また、

珪藻分析では、原則的に珪藻化石総数が200個体以上になるまで同定を行った。しかし、一部の試料

では花粉化石および珪藻化石の合有量が少なかったために、木本花粉化石総数あるいは、珪藻化石総

数で200を超えることができなかった。

花粉分析結果を図55の花粉ダイアグラムに、珪藻分析結果を図56の珪藻ダイアグラムおよび図57

の珪藻総合ダイアグラムに示す。

花粉ダイアグラムでは、同定した木本花粉総数を基数にした百分率を各々の木本花粉、草本花粉に

ついて算出し、スペクトルで表した。また右端に各分類ごとの相対量を示すグラフを付けた。珪藻ダ

イアグラムでは、同定総数を基数にした百分率を各々の種類について算出し、スペクトルで表した。

珪藻総合ダイアグラムのうち左端の「生息域別グラフ」は、同定したすべての種類を対象に、それぞれ

の要因(生息域)ごとに百分率で表したものである。その他の4つのグラフは、淡水種の珪藻について

それぞれの要因ごとに百分率で表したものである。

4)花粉分帯

花粉組成の特徴から以下のように地域花粉帯を設定した。以下に各花粉帯の特徴を示す。また、本

文中では花粉組成の変遷を明らかにするために、下位から上位に向けて記載し、試料NQ(ゴチック体

数字)も下位から上位に向って記した。

i)Ⅲ帯 (NG97-52:100～ 94)

コナラ亜属が卓越し、アカガシ亜属を伴う。

ii)Ⅱ 帯 (NG97-52:92～ 87、 NG98-20:59・ 61)

アカガシ亜属、コナラ亜属が卓越し、クマシデ属一アサダ属、ブナ属、ムクノキ属一エノキ属、ニ

レ属、ケヤキ属を伴う。

五i)I帯 (NG97-52:84～ 79、 NG98-20:60056～ 3)

アカガシ亜属が卓越する。アカガシ亜属の出現率の変化、および伴って出現する種類の出現率の変

化から、 g～ a亜帯に細分した。以下にそれぞれの亜帯での特徴を示す。

g亜帯 (NG97-52:84～ 79、 NG98-20:60・ 56～ 46)

アカガシ亜属は50～ 60%程度、コナラ亜属は10～ 15%程度。NG98-20地 区の60では草本花粉の

割合が相対的に高く、減少傾向にある。

f亜帯 (NG98-20:45～ 39)

アカガシ亜属は70%程度以上と高率になる。またコナラ亜属は数～10%程度とやや低率になる。

トチノキ属がこの間を中心に、数%で連続して出現する。草本花粉はほとんど出現しない。

e亜帯 (NG98-20:38・ 37)
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第Ⅳ章 遺構と遺物の検討

アカガシ亜属が50%程度に減少する一方、ほかのほとんどの種類が増加する。草本花粉の割合には

ほとんど変化がない。

d亜帯(NG98-20:36～ 30)

アカガシ亜属が再び高率になり、70～ 80%程度を占める。モミ属が数～12%と 増加傾向を示す。

草本花粉の割合にはほとんど変化がない。

c亜帯(NG98-20:25。 22)

花粉化石の合有量が少なく、上下の分析結果との整合性もない。

b亜帯(NG98-20:20～ 9)

アカガシ亜属が60～ 70%程度を占める。草本花粉、胞子の割合が非常に高く、特にヨモギ属が高

率を示す。

a亜帯(NG98-20:6・ 3)

木本花粉はb亜帯と同傾向を示す。草木花粉、胞子の割合が引き続き高いが、ヨモギ属が低率にな

る。

5)珪藻分帯

各地′点ごとに珪藻分析結果をもとに、地域珪藻帯を設定した。以下に各珪藻帯の特徴を示す。また

珪藻帯の変遷を明らかにするために、下位から上位に向けて記載する。

i)NG98-20次 調査地

98-Ⅳ帯 (試料NQ59～ 53)

汽水種のMefοs滋属、動 opalοこ施属、汽水種の動ヴontt Smi由ガが卓越するほか、海水種も検出され

る。

98-Ⅲ帯 (試料ヽ50～ 30)

淡水種がほとんどを占める。淡水種の中では、浮遊種の推 I“滋 varlar2Sが卓越するほか、底生種の

の翻溌肋属、Πm減
"a属
などが高率を示す。

98-Ⅱ帯 (試料m22～ 9)

淡水種がほとんどを占める。淡水種の中では、底生種のEu120由属、■muh由属、底生種のHaJllzscカゴa

amphfoxysな どが高率を示す。

98-I帯 (試料ヽ6・ 3)

淡水種がほとんどを占める。淡水種の中では、底生種のThaLsJ∝施 bramapι口如が卓越するほか、

底生種のCymbc″a lumfda、 浮遊種の確 I∝滋 varlansな どが高率を示す。

ii)NG97-52次調査地

97-Ⅲ帯 (試料No1 00～ 84)

海水種のNa■cura rmttaが 卓越するほか、海水種～汽水種でほとんどを占める。

97-Ⅱ帯 (試料M81)

汽水種のMefO鍛品 が卓越するほか、海水種～汽水種でほとんどを占める。
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第Ⅳ章 遺構と遺物の検討

97-I帯 (試料NQ79)

淡水・好塩種で汽水にも生育可能な動arasJ∝滋 brama"飽が卓越する。このほか、海水種、汽水

種が50%程度を占める。

6)既知の資料 との比較

河内平野(古河内湾)は北を北摂山地、東を生駒山地、西を上町台地、南をなだらかな泉北丘陵で囲

まれている。今回の調査地である長原遺跡は、河内平野の南端に位置している。

古河内湾内で、完新世の中半の試料を対象として花粉分析を実施し報告した例は、森の官遺跡 [り ||

崎地質株式会社1996]のほか、鬼虎川遺跡[株式会社古環境研究所1997]がある。このほか、発掘調査

に関連して多くの地点で分析が行われていると推定されるが、現在までほとんど公表されていない。

また、古河内湾のエリアからやや離れるが、本調査地南東7.5kmに位置する西大井遺跡でも同時期の

花粉分析結果が公表されている[り |1崎地質株式会社1995]。

古河内湾西岸の森の宮遺跡では、縄文時代前期から中期の間で一時的にコナラ亜属花粉の出現率が

卓越するが、その後、古墳時代頃までアカガシ亜属花粉が卓越する。同じく西岸の宰相山遺跡 [大阪

市文化財協会・川崎地質株式会社 (未公表 a)]では、アカガシ亜属花粉の出現率は早期末から増加す

るものの、縄文時代晩期頃までコナラ亜属花粉の出現率を越えることはない。南岸に位置する喜連東

遺跡では[大阪市文化財協会 。川崎地質株式会社 (未公表 b)]層準未確定の部分が多いものの、K一A

h火山灰層が認められている。K一Ah層準前後ではヨナラ亜属が卓越し、アカガシ亜属はコナラ亜属

の半分程度の出現率である。

一方、古河内湾東岸の鬼虎川遺跡では、縄文時代前期以降古墳時代頃までアカガシ亜属が卓越して

いる。また、アカガシ亜属は縄文時代後期から晩期でもっとも高率になり、特徴的な増減は認められ

ない。本調査地南東の西大井遺跡では、およそ5000年前頃から古墳時代頃までアカガシ亜属が卓越

している。

今回の分析層準は、およそ縄文時代早期から中期にかけてである。Ⅲ帯でのアカガシ亜属の増加は、

宰相山遺跡でPⅧ～Ⅵ帯(早期末)で認められたアカガシ属の増加と一致する。また、Ⅲ帯からⅡ帯ヘ

の変化はPⅥ帯からP Vttc亜帯への変化に対応する。しかし宰相山遺跡では、P Vttb亜帯以降も

コナラ亜属が卓越し今回の結果と様相が異なる。また喜連東遺跡でも、今回の結果や宰相山遺跡同様

にK― Ah層準ではコナラ亜属花粉が卓越する。また、今回の結果では縄文時代中期にアカガシ亜属

が高率になる。同様の傾向は西大井遺跡でも認められ、アカガシ亜属に伴いムクノキ属一エノキ属、

トチノキ属もわずかながら増加する傾向も同様に認められる。

7)花粉層序と火山灰層序の関係

NG98-20次調査地では I tt g亜帯中にK一 Ah火山灰層が認められる。一方、NG97-52次調査

地ではK一 Ah火山灰層は、Ⅲ帯中に認められている。

K― Ah火山灰層前後の花粉組成変遷については、大阪市天保山のTlボーリング[古谷正和1979]、
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第1節 長原遺跡東北地区における花粉。珪藻分析

大阪南部の大場遺跡 [り |1崎地質株式会社1994]で明確に認められている。ここではK― Ah火山灰層の

下位でコナラ亜属が卓越し、K一 Ah火山灰降下からしばらくして(上位で)卓越種がアカガシ亜属に

交代する。先の宰相山遺跡、喜連東遺跡での分析でも同様の傾向が得られている。つまり、K― Ah

火山灰層降灰以前にはコナラ亜属花粉が卓越したことが、広範な現象であったことがわかる。

したがつて、NG97-52次調査地での花粉層序と火山灰層序の関係が一般的傾向であり、NG98-
20次調査地での関係が特異であることがわかる。

NG98-20次調査地においてこのような現象が認められた原因として、NG98-20次調査地におい

て局所的にカシ類を主要素とする照葉樹林が分布したとも考えられる。しかし、該当層準には生物擾

乱が認められ、上位の層準からアカガシ亜属花粉が混入した可能性が高い。

8)古環境変遷

ここでは、花粉分析結果および珪藻分析結果より遺跡周辺の古環境を推定する。

i)Ⅲ帯期 (縄文時代早期から前期)

この時期からI tt g亜帯期下部にかけて珪藻化石で海水種の出現率が高く、海水域で堆積したこと

がわかる。NG97-52次調査地、NG98-20次調査地の試料はいずれも谷状地形内部で採取されてい

る。したがって縄文海進期には、両地点ともに古河内湾湾奥の小河川下流～河口域であったと推定さ

れる。つまり、両地域は古河内湾周辺のいわゆる「汽水域」であり、汽水・淡水が複雑に混り合う地域

であったことが容易に想像される。

花粉化石ではブナ属を伴いコナラ亜属が卓越し、生駒山地から金剛・葛城山地の山麓から山頂にか

けて、ミズナラを主要素としブナを伴う冷温帯林が分布していたと考えられる。一方でアカガシ亜属

も検出され、古河内湾の周辺や低地はカシ類を主要素とする照葉樹林に覆われていたと考えられる。

ii)Ⅱ 帯期 (縄文時代前期)

前時期同様に珪藻化石で海水種の出現率が高く、引き続きNG97-52次調査地は古河内湾湾奥の小

河川下流～河口域であったと推定される。またNG98-20次調査地でも汽水種の出現率が高い。さら

に、イネ科 (40ミ クロン未満)花粉が高率であることから、NG98-20次調査地一帯は古河内湾湾奥の

小河川下流～河口域のヨシ原であったと考えられる。

花粉化石ではアカガシ亜属、シイノキ属一マテバシイ属が、ブナ属、コナラ亜属と同程度の出現率

を示すようになる。照葉樹林にはシイ類が加わり、平地から山麓にかけて分布を拡大したと考えられ

る。一方、ミズナラを主要素とし、ブナを伴う冷温帯林は分布を縮小したと考えられる。

また、草本花粉の割合が高くなり、湾岸線がNG97-52次調査地に迫ったと考えられる。岸近くに

はヨシ原が拡がっていたと考えられる。

iii)I帯期併電文時代前期から中期 )

g亜帯期 (縄文時代前期から中期初頭 ?)

NG97752次調査地、NG98-20次調査地ともに海水種、汽水種の珪藻化石が減少し、淡水種が増

加していく。古河内湾内は急激に淡水化していったと考えられる。分析試料を採取した地点での海水

-85-



NG97-52
GL― m
0日
文中鶏

NG98-20
GL― m

蜻回］］］咆

麻
種
麻
和

淋Ш自］□

ｍ
種
“
和

ｐＨШ日一国

域

●
●

Ｒ

菫

鑢回自一国

塩分温度
ロエ匡コ 贖ネー,■

E==ヨ  摯水―不定
■■■■ 摯水―■■

E==コ  表水～不哺

塩分濃度        pH
ロエEコ 摯ネーll`        Ш  ■●
E==ヨ 蟄ネ‐不t        口  不t
■■■■ 摯ネ～崚颯        ■■■■ アルカリ住
E==コ 餞ネー不口        E==コ  不ロ

鍋Ш］口口

流水

Ш  エネ
E==コ 不定

―  =ネ

E==コ 不ロ

Ш  澤苺

日  不■

―
 t=

口  腋三

% 不輌

図57 NG97-52・ 98-20次調査地 珪藻総合ダイアグラム

あるいは汽水と考えられるもっとも高い水準は、NG97-52次調査地でTP+2.75m、 NG98-20次

調査地でTP+2.65mである。NG97-52次調査地、NG98-20次調査地ともにイネ科 (40ミ クロン未

満)花粉が高率であり、長原遺跡一帯はヨシ原で覆われていたと考えられる。

アカガシ亜属、シイノキ属―マテバシイ属がさらに高率になり、カシ類やシイ類を要素とする照葉

樹林がさらに分布を拡げる一方で、冷温帯林は山地上部に追いやられたと考えられる。

またⅢ帯期からI tt g亜帯期にかけて、気温の上昇が顕著であつたと考えられる。
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第 1節 長原遺跡東北地区における花粉・珪藻分析

f亜帯期 (縄文時代中期前半)

淡水 。底生種が増加傾向を示し、水深が徐々に浅くなっていったと考えられる。また、アルカリ種

が卓越し草本花粉も少ないことから、NG98-20次調査地周辺は開放的な水面を持つ沼沢湿地が拡がっ

たと考えられる。

アカガシ亜属、シイノキ属一マテバシイ属の出現率はさらに高くなる。つまり、カシ類やシイ類を

要素とする照葉樹林がさらに分布を拡げる一方で、冷温帯林は山地上部に追いやられたと考えられる。

また、ムクノキ属一エノキ属、 トチノキ属がやや増加し、山地縁辺での渓谷林あるいは河畔林の発達

が考えられる。

e亜帯期 (縄文時代中期前半 ?)

水域の環境は、 f亜帯期と大きな変化は考えられない。

コナラ亜属、スギ属、ヒノキ属の出現率がやや高くなることから、一時的に気温が低下した可能性

がある。山地部では、冷温帯林がやや分布を拡げ、スギ、ヒノキなどを要素とする温帯針葉樹林 (中

間温帯林)が顕著になってきた。

d亜帯期 (縄文時代中期)

水域の環境は、 f・ e亜帯期と大きな変化は考えられない。

再度アカガシ亜属が高率になり、照葉樹林が拡大したと考えられる。

c亜帯期 (縄文時代中期)

陸生珪藻が検出され、淡水・酸性種も高率になる。さらに、花粉化石の合有量が少なくなり、相対

的に草本花粉、胞子の割合が高くなる。 f亜帯期以降の水深の浅くなる傾向が続き、NG98-20次調

査地周辺には干陸した場所 (河原やそれに続く低地のような場所 ?)も多く認められるようになる。一

方で、沼沢湿地にはヨシ原も拡がっていたと考えられる。

b亜帯期 (縄文時代中期後半 ?)

引き続き陸生珪藻が検出され、淡水・酸性種も高率である。花粉化石の合有量はやや多くなるが、

草本花粉、胞子の割合は相対的に高い。NG98-20次調査地周辺には引き続き干陸した場所が認めら

れ、ヨモギ類などのキク科植物や、ススキなどが繁茂していたと考えられる。一方で、NG98-20次

調査地は沼沢湿地であり、ヨシ原が拡がっていたと考えられる。このような場所には腐植が貯まり、

酸性の水質であったと考えられる。

a亜帯期 (縄文時代中期末or後期初頭)

陸生珪藻がほとんど認められなくなり、淡水・浮遊種が高率になる。また、淡水・アルカリ種が高

率になる。花粉化石の合有量は引き続き少なく、草本花粉の割合も低くなる。再州 G98-20次調査

地周辺には沼沢湿地が増え、干陸した場所が減っていった。また、水質も改善されアルカリ性に変わ

り、ヨシなどに覆われない開放的な水面も拡がっていたと考えられる。しかし、ここで認められる沼

沢湿地が古河内湾と一連のものであるか、局地的なものであったかは不明である。

森林植生はd～ b亜帯期から変化したようすはない。
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第Ⅳ章 遺構と遺物の検討

9)ま とめ

長原遺跡東北地区のNG97-52次調査地、NG98-20次調査地における花粉分析および珪藻分析の

結果、以下のことが明らかになった。

i)花粉分析により、後期旧石器時代後半から縄文時代中期にかけての本地域における地域花粉帯を

I～ Ⅲ帯に分帯した。これらのうち、I帯 をa～ g亜帯に細分した。

ii)珪藻分析結果から、NG97-52次調査地の地域珪藻帯を97-I～Ⅲ帯、NG98-20次調査地の地域

珪藻帯を98-I～ Ⅳ帯に分帯した。

iii)花粉分析結果、珪藻分析結果を基に、調査地周辺での古環境変遷を推定した。特筆すべき点は以

下の事柄である。

① 縄文時代前期から中期初頭の時期までは古河内湾湾奥の小河川河口域であり、いわゆる「汽

水域」に位置した。

② 海水の影響を受けた最高水準は分析試料を採取した地点においてNG97-52次調査地で

TP+2.75m以上、NG98-20次調査地でTP+2.65m以上と考えられる。

③ K一 Ah層準ではコナラ亜属花粉が卓越し、しばらくしてアカガシ亜属花粉が卓越するよう

になる。

④ 縄文時代中期の間に徐々に水深が浅くなり、干上がった場所も拡がっていった。

⑤ 縄文時代中期末あるいは後期初頭には一転して水深が増し、沼沢湿地が拡がるようになった。

註)

(1)実際の試料採集個所は、NG97-52次調査については図64に、NG98=20次調査については図61に赤字で

示す。
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第 2節 土壇状遺構 と出土土器の編年的位置づけ

土壇状遺構SX701・ 702は、盛土で築かれており、その中から一括性の高い古墳時代中期の土師器

が出土した。SX701では古い段階の須恵器も共伴しており、年代を知ることのできる良好な資料となっ

ている。ここでは、土師器の出土状況などによって土壇状遺構の用途を想定し、また、土師器につい

ても編年的位置づけを行ってみたい。

1)土壇状遺構について

土壇状遺構のSX701と SX702は65m離れた場所にあり、それぞれNG98-19・ 20次調査地の西端

と東端で見つかった(図 58)。 両方とも基盤となった長原7B面層に周辺の上砂を盛ったもので、周囲

から約0.5m突出している。盛り上げた高まりの上面はさらに粘土を貼付けて平らに整形されている

が、柱が立てられていたようすはない。土壇状遺構の周辺には1段低い地面が広がっているが、SX701

の東側は盛土を採取した窪地が大半を占めている。しかし、SX702の西側では、畦畔の痕跡と踏込み

が著しい作土層を確認することができた。よって、土壇状遺構の周辺の低地には基本的に水田が広がっ

ていたと推定できる(註 1)。

土師器はすべて土壇状遺構の盛土中から出土した(註 2)。 SX701では完形に近いものや、破片であっ

ても復元すると完形に近くなるもの、また、故意に打欠いたものが含まれていた(註 3)。 滑石製・土

製の玉類なども土器に混って出土した。また、遺物がもっとも密集している場所では炭化米や炭・焼

×-154,710

NG98‐ 19次調査地

NG98‐ 20次調査地

図58 土壇状遺構SX701・ 702の位置
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第Ⅳ章 遺構と遺物の検討

土塊が見つかり、通常の煮炊 きとは異なる二次的に被熱 した土器も見つかつていることから、周辺で

火を焚いていたことは確実である。一方、SX702は刀ヽ さい破片がわずかに散在 しているのみで、SX701

のように土器は密集していなかった。しかし、炭化物の薄層が盛土中に確認できたことから、ここで

も火が焚かれていたことがわかる。

以上のように、土壇状遺構は水田面から一段高く突出し、一定の間隔を置いて′点在することから、

休憩場や作業場のような役割を持っていたと考えられる。造成の途中には盛土とともに完形に近い土

器や火を受けた土器、また玉類を埋めており、何らかの祭祀が行われていたようである。このような

地鎮のためともいえる遺物を伴う遺構は周辺の遺跡からは見つかつておらず、土壇状遺構が祭祀に係

る遺構とする想定が正しければ、今のところ長原遺跡の当地区だけに見られる特異な祭祀形態といえ

る。

2)SX701と SX702の土師器

土器はともに土壇状遺構から出土しており、盛土を行った時点で同時に廃棄された一括資料である。

出土量はSX701の方が圧倒的に多く、器種も豊富である。

SX701出土の土師器は、型式的にはある程度の時期幅が認められる。しかし、古い様相を示すもの

はいずれも全体を復元できない小さな破片であるため、盛土に用いた土の中にもともと混っていた可

能性が高い。よつて、これらを除くと、おのずと盛土を行ったころに用いられていた土器が抽出でき

る。その中でも、完形に近く復元できたものを示したのが図59である。これらをもとに土師器の特徴

を見てゆきたい。

甕は体部が倒卵形で口縁端部が肥厚するものと、体部が長胴形で口縁端部が肥厚しない直回のもの

がある。外面の調整は粗雑化したハケを多用し、内面の調整にはヘラケズリとハケを併用している。

壺は擬口縁をつくる二重回縁をもつものが多く、同様な二重回縁をもつ大型鉢も存在している。小型

丸底土器はハケによる調整は少数で、内・外面ともヘラケズリのみを行うものが多い。口頸部はすべ

て体部上端の内側に接合している。高杯は杯部の口縁端部が外反するもの、あるいはまっすぐ外上方

に伸びる椀形のものと、杯底部が水平に伸びて擬口縁をつくる大型のものが主体である。いずれもハ

ケによる外面調整が主であり、杯 。脚接合部の内面に細い棒状工具による刺突痕が見られる(註 4)。

また、脚端部の面はヘラで切つたままのものが多い。大型高杯は杯部の内・外面にていねいなヘラミ

ガキを施す装飾性が高いものと、全面をナデ調整のみで仕上げるものがある。高杯は以上の2系統が

主流である。これら以外には、杯部がラッパ状に開くものや半球形に近い薄手のもの、弥生時代後期

の要素を残すものなどさまざまな器形があるが、個体数はいずれも少数である。また、これらは接合

部の内面に刺突痕がなく、脚部には裾部を強く屈曲させて端部をナデ調整で仕上げるものが多い(註

5)。

SX702の土師器は出土量が少なく資料的には不十分であるが、破片からあえていうならば(図 60)、

壺・甕類では調整にハケが多用されており、体部内面はヘラケズリを行つている。小型丸底土器は口

縁部が短く退化している。高杯は杯部の口縁端部が外反するものと、内傾する椀形のものがある。外
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第Ⅳ章 遺構と遺物の検討

面の調整はハケやナデを行う。脚部は柱部内面を横方向にヘラケズリで調整するものが多い。よって、

SX702の土師器はSX701のものよりわずかに新しい要素が認められるが、ほぼ同時期のものといえる。

3)SX701出土土師器の編年的な位置づけ

長原遺跡では古墳時代中期以降の土器の変遷について、 1～ 5期までの区分がなされている[京嶋

覚1992・ 1993]。 近年では、[田中清美1999]に よつて 1期がさらに前半と後半に分けられている。

それによると、 1期前半の土器の様相は布留式土器の基本的な組成が崩れた段階であり、韓式系土器・

初期須恵器を含むとされている。ただし、初期須恵器の資料は未確認であつた。SX701出土の土師器

について見れば、やはり布留式土器の特徴であるいわゆる小型三種の組成は崩れているものの、高杯

の特徴や二重回縁壺・鉢の存在などから1期前半の資料とされた八尾南遺跡SE21[八尾南遺跡調査会

1981]、 船橋遺跡0-Ⅱ [原口省三他1962]の土器よりもさかのぼる要素が見て取れる。また、平底鉢

や甑に代表される韓式系土器をまったく含んでいないことは、それらが採用される以前のものである

可能性も示唆している。よって、これらは1期前半とされた土器群よりさらにさかのぼる年代が与え

られよう。並行関係にある土器は船橋遺跡0-I[原口省三他1962]、 あるいは八尾南遺跡SE26[八

尾南遺跡調査会1981]出土のものであると考えられる。また、共伴した須恵器甕は、日縁端部の形態

や頸部の接合方法からTG232型式に相当するものであり、その意味でもSX701出土の土師器は須恵

器の発生と布留式土器の終末の間を埋めることのできる資料といえる。

4)ま とめ

土壇状遺構はその立地から、水田の所々に点在する休憩場あるいは作業場のようなものであったと

推定できる。構築年代は土師器の様相やTG232型式の須恵器の存在によつて 5世紀前半でも古い時

期に求められよう。水田に係わる祭祀の中で、畦畔の中に土器を埋める水国の祭祀はいくつか知られ

ているが、今回のように盛土の中に土器や玉類を埋める例は管見では見当らない。SX701やSX702は、

このような地鎮と呼べる祭祀が古墳の築造以外でも行われていたことを示しているのである。古墳時

代の祭祀形態を考える上で、新たな資料を加えることができたといえよう。 (松本)

註 )

(1)SX701と SX702の 間に拡がる低地部分の標高はTP+6.4～ 6.5mで、ほとんど高低差がない。

(2)土師器は土壇状遺構の周囲に拡がる低地からも出土している。これらは盛土中の個体と接合することから、

もとはすべて盛土中に含まれていたと考えられる。

(3)器種は、甕 。二重回縁壺・直口壺・小型丸底土器・鉢 。高杯などがある。各器種の個体数は遺構全体を完掘

していないため確定することはできない。

(4)高杯のうち椀形のものは、口縁端部が外反・直口にかかわらず製作方法は同じである。まず、柱状部上端が

開口した脚部をつくり、その上部の外面に粘土を横方向に足したり下部に補強したりしながら杯部を成形し

ている。柱状部の開口部には粘土塊を充填して杯部の底を兼ねている。粘土塊は上方から強く押し込まれて
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いるため脚部内面に半球状に突出しており、柱状部上端と杯部内面の底は厚さ l llmも ないほど接近している。

また、突出した粘土塊の中央には先端の直径が2～ 5 nllnの棒状あるいは竹管状工具による刺突痕が見られる。

深さは4～ 10nlmで、杯部内面の底付近にまで達しているものがあるため、粘土塊がまだ十分に柔かいときに

刺していることがわかる。この刺突痕についてはさまざまな説があるが、柱状部内面を横方向に削る際のヘ

ラ先の支点とする説は、ヘラケズリを行わないものにも刺突痕が見られるためにあたらない。粘土塊は脚柱

部内面のヘラケズリののちに充填され、製作手順では比較的あとのほうであることから、充填ののちに棒を

刺すという行為はさらに最終段階であるといえる。[寺沢薫1986]は「接合部の乾燥を助けたこと」としている

が、それとともに焼成前の最終段階で行うべき重要なことは、全体を均一に乾燥させることであろう。もっ

とも乾燥しにくい脚部内面を杯部と同じように乾燥させるためには、脚部内に棒を刺して土器を宙釣りにし

て風通しをよくする必要があつたと思われる。杯底部が水平に伸びて外面に突帯をもつ大型の高杯は、基本

的には杯部が椀形のものと製作方法は同じである。しかし、脚部の上端を塞ぐものが柔かい粘土塊ではなく、

粘土板である点が異なっている。粘土板は厚さ3～ 411mほ どで、直径が脚上端の直径とほぼ等しい。また、

粘土塊ほど柔かくなかったことは、脚部内面に粘土があまり突出していないことでわかる。この粘土板を脚

上端にのせたあと、脚上部の外側に粘土を水平に貼付けて杯底部を形成している。杯底部は端部にいったん

擬口縁をつくり、その上に大きく広がる日縁部を貼付けているため、外面には明瞭な突帯状の稜線ができる。

杯・脚接合部の内面には椀形の高杯と同じように刺突痕があり、その理由も同じと考えられる。ただし、こ

ちらは中空の竹管状工具を用いているものが多い。

(5)こ れらの高杯については製作方法を明らかにすることはできなかった。たとえば130は 123・ 124と いった大

型の高杯と形態はほとんど同じであるが、杯 。脚接合部に刺突痕がない。また、114・ 115。 149と いった類

例のないものについても、杯・脚接合部に粘土塊を充填していることはわかるが刺突痕がなく、詳しい製作

方法は不明である。
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本年度の長原遺跡東北地区の調査は、八尾市との市境に近い2個所で行つた。その中でも、NG98

-20次調査では現地表下8。Omの低位段丘構成層まで調査を行うことができた。また、植生や地層の

堆積環境の変遷を追うために、花粉 。珪藻分析用の試料を採取し(図61・ 62)、 前年度に採取してお

いたNG97-52次調査の試料 (図 63・ 64)と合わせて分析を行った。これらをもとに、長原遺跡東北

地区における縄文時代から飛鳥時代にかけての調査地周辺のようすをまとめたい。

1)縄文時代

NG98-20次調査では、TP+2.6m前後の深さで第13a・ b層を埋土とする無数の生痕化石を検出

した(写真10、 図版 8)。 同様の生痕化石は、西方に約500m離れたNG97-41・ 52次調査 (図 2)で も

TP+2。 6～ 2.8mの深さで見つかつており、これらが長原遺跡東北地区で広く分布していることがわかっ

た。生痕化石は2種類あるが、いずれもカニなど小型の甲殻類がつくる巣孔と形が似ており、周辺の

環境が水辺に近かったことがうかがえる。生痕化石が形成された時期は、第13a O b層 に横大路火山

灰の火山ガラスを含むことから縄文時代早期末以降であり、縄文海進の時期と重なっていることがわ

かる。したがって、見つかつた生痕化石は当時の汀線の位置を示している可能性が高い。今まで古河

内湾で確認されている縄文海進の最高潮位は、鬼虎川遺跡 [趙哲済1999]や亀井遺跡 Dβ須孝悌・樽野

博幸1980]においてTP+2.Om前後と確認されているが、干潟や湾奥の入り組んだ地形での干満差が

しばしば lmに及ぶことを考えれば、同じ時期の生痕化石がTP+2.8m前後に形成されていても不思

議ではない。これは、NG97-52・ 98-20次調査地の花粉・珪藻分析からもいえる。分析によると、

第Ⅳ章で記した分析区分によるⅢ帯～Itt g亜帯期にかけての地層は海水の影響を受けた汽水域の特

徴が見られ、 I tt f亜帯期以降の地層は急激に淡水化が進む傾向があるという。NG97-52次調査の

長原12Ci層前後の地層やNG98-20次調査の第13a・ b層 (長原12Cii～ 13A層 )は、まさに I tt g亜

帯期に含まれ、海水が影響を及ぼしたもっとも高地に分布する地層といえるのである。しかも、生痕

化石によってカニなどの浅瀬に住む生物の繁殖が確認され、当時の水深は比較的浅かったと推定でき

る。よって、縄文海進期の長原遺跡東北地区は、最高TP+2.8m付近まで海水の影響を受けた古河内

湾の最深部、もしくは陸地から流れ出る小河川の河口域であったことが想定できるのである。

第12層から第 9層にかけては、厚い水成層と暗色帯が交互に形成されている。水成層は大規模な沖

積作用で運ばれたシルト～粗粒砂で構成される。堆積した時期は第12c～ b・ 第11～ 10・ 第9b層の3

期に大別でき、それぞれの厚さはlm前後に及ぶ。これらは下位層をほとんど浸食しておらず、穏や

かな水流で堆積しているようすが見て取れる。暗色帯は第12b～ a。 第9c層に見られ、明確な黒色を

呈している。これも緩やかな起伏はあるが、広い範囲で安定した面を保っていたことがわかる。しか
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し、今回の調査区内では遺構や遺物は見あたらず、人間が活動していた痕跡は見い出せなかった。地

層内の堆積物の状況からも乾燥した堅い地面ではなく、植物が生い茂つた湿地状の環境であつたと推

定できる。このことは花粉・珪藻分析からも裏付けられる。NG98-20次調査地の第12層 (長原12層 )

は分析区分による I tt f～ b亜帯期であり、急激に淡水化が進んで水深が浅くなる時期にあたってい

る。第12a層 (長原12A層 )の暗色帯からは、ある程度乾燥した地面に生えるキク科植物やススキなど

の花粉が検出されている。さらに、 I帯 a亜帯期にあたる第11・ 10層 (長原ll・ 10層 )からは、花粉

の合有量が減るなど、再び水深が増して開放的な水面が拡がっていたことを示す結果が得られている。

つまり、第12層以降の地層からは、縄文海進後に海水面の下降に従つて陸地からの沖積作用が強まり、

地表面の乾燥と洪水による氾濫を繰返しながら古河内湾が徐々に埋積されてゆくようすが見て取れる

のである。縄文時代前期から後期にかけてたびたび起った洪水は安定した生活を脅かし、当地は人に

とつて住みよい場所でなかったようである。洪水が治まるのは第9a層 (長原9A層 )が形成されるころ

であり、それ以降にようやく溝などの遺構によって人間の活動を明確に捉えることができるのである。

2)弥生時代から古墳時代中期

弥生時代から古墳時代中期初頭にかけては、NG98-19・ 20次調査地では大きな地形の変化はなく、

地表面は比較的安定していた。沖積作用は弱まり、水成層も厚さ5 cm以下の第8c層 (長原8C層 )のほ

かは見あたらない。古墳時代中期になると、双方の調査区で縄文時代晩期以来の微高地を利用して土

壇状遺構SX701 0 702が造られる。同時に周辺では水田が営まれ、当地区において最初の生産地とし

ての開発が行われたことがわかる。しかし、水田の作土に含まれる遺物は土壇状遺構に含まれる遺物

と時期差がないことから、耕作は短期間しか行われなかった。水田が営まれて間もなく、洪水によつ

て厚い第7a層 (長原7Bi・ 五層)が全面を覆うのである。第7a層は基本的にはラミナが水平堆積し、粒

径が細かい堆積物で構成される氾濫性の堆積層である。しかし、これらの水成層の供給源である

NR701 0 702は、下位層を激しく削りながら砂礫を運んでおり、洪水本体の勢いを示している。自然

流路はそれぞれ5世紀中頃と末頃の遺物を含んでおり、大規模な洪水は50年に1回程度の間隔で起き

ていたことがわかる。

3)古墳時代後期以降

古墳時代後期になると、NG98-20次調査地で明確な暗色帯である第6c層 (長原7Bi層の最上部)が

形成される。上面ではSD701やそれに伴う土手が造られており、安定した生活面であったことがわか

る。しかし、第6c層はNG98-19次調査地には存在しないため、双方の調査地の間に地層の堆積を大

きく変えるような遺構の存在、あるいは地形の変化が想定できる。第6c層が形成されたのちは、再び

氾濫性の堆積層である第6bi～面層(長原7A～ 7BO層 )が全面を厚く覆う。飛`鳥時代以降は洪水による

土砂の堆積と耕作が繰返されており、集落に関係する建物跡なども見られないことから、調査地の周

辺は現代にいたるまで農地として活用されていた。

-100-

(松本)



別      表



別表 1 遺物一覧
躍告
番号 遺跡・地区 調査地 層位・遺構 種類 器形 器高(crn) 口径(師 ) 底径(m) 他(cln) 備考

1 長原遺跡東北地区 NG98-19 第 7axll層 木製品 建築部材 ? 長73.8 幅7Ю 厚2.7

長原遺跡東北地区 NG98-19 第 9bii層 縄文土器 鉢 長原式

長原遺跡東北地区 NG98-19 第8層 弥生土器 壼

長原遺跡東北地区 NG98-19 第8層 弥生土器 甕 タタキ

5 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土製 勾玉 長45Cl 幅2.30 厚0.80～ 1.ω 手づくね 重H.7g
長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 滑石製 勾玉 長35 幅1.95 厚Q85 孔径0.18 ]E6.3g

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 滑石製 勾玉 長 1.10 幅0.65 厚Q30 子し4登 0.12 重0.3g

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 滑石製 臼玉 厚0.23 径0.43 孔径0.18 重Qlg以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 滑石製 臼玉 厚018～0" 径Q40 子L4登 0.15 重0.lg以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 滑石製 臼玉 厚0.18～ 0.23 雀監0.45 孔径015 重0.lg以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 滑石製 臼玉 厚0.12 径(0.3つ 子L省:(015) 重(0.lg以下)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 滑石製 臼玉 厚0.18 径0.35 孔径Q 重(0.lg以下)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 滑石製 臼玉 厚015～Q21 径0.38 孔径0. 重0.lg以下

長原遺跡東北地区
′NG98-19 SX701盛土 滑石製 臼玉 厚0"～ 025 径0.30 孔径0. 重01g以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 滑石製 臼玉 厚Q18～ Q30 径0.38 孔径0. 重Ql g以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 滑石製 臼玉 厚0" 径0.37 孔径0. 重Ql g以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 滑石製 臼玉 厚0.15 径0.35 孔径0. 重(0.lg以下)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 滑石製 臼玉 厚0.30 徴Qη 孔径o.lo 重(0.lg以下)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 滑石製 臼玉 厚021 径0,37 孔径013 重0.lg以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 滑石製 臼玉 厚0″～0.25 径0.35 孔径0.14 重0.lg以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 滑石製 臼玉 厚021 4登 0.41 子L4登 0.13 重Ql g以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 滑石製 臼玉 厚017～ Q22 径0.31 子し雀登0.12 重Ql g以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 滑石製 臼玉 厚Q"～ 0.30 4登 0.32 子L4監 0.12 重Qlg以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 滑石製 臼玉 厚0朗～0.30 径0.35 孔径0.18 重Qlg以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 滑石製 臼玉 店話0.30 径OЮ 孔径0.15 重0.lg以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 滑石製 臼玉 厚0刀 径Q38 7L4壁 0.13 重0.lg以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 滑石製 臼玉 馬認0.20 を監0.36 7L4登 0.17 重01g以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 滑石製 臼玉 厚0.20 径o.39 7し4監 0.11 重01g以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 滑石製 臼玉 厚0.30 径0.38 子し4登 0.15 重Ql g以下

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 弥生土器 甕 14.幼 15Ю

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 弥生土器 甕

“

.8) 120

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 甕 145)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 甕 αη

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 甕 (3o 15Ю

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 甕 (3o 146

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 甕 (3o

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 甕 60 内面に焦げ

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 甕 θ0 14.8

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 甕

“

.5) 頸径124

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 甕 (10.Ol 16Ю

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 甕 (135)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 甕 6.0 14

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 甕 60

44 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 甕

“

0 34

長原遺跡東北地 区 NG98-19 SX701盛 土 土 師器 甕 θ.0 144

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 甕 (3つ 6Ю

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 甕 (30

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 甕 0.1) 26

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 饗

“

.71

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 発 (3.つ

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 甕 65) 146

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 甕

“

.め

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 甕 253 体部径21.8

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 甕 121.o 体部径250 内面に焦げ

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 甕 (128) 体部径27.0

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 甕 (12の 内面に米焦げ

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 大型甕 θ0 頸径ηЮ

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 長胴甕 21.D 14Ю 体部径22.3

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 中型甕 185 134 体部径18.4 内面に焦げ
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長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 長胴甕 28.0 体部径23.9

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 長胴甕

“

.5) 口縁部に爪跡

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 台付鉢 17.υ 頸径9.4 体部径105

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 甕 2.3)

64 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 甕 12.3) 44

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 須恵器 甕 (13.o 33.8 TG232?

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 広口壺 (3.7)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 二重回縁壺 ●.助 頸径5.7

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 二重回縁壺 (5.9) 16Ю 口縁部に小孔

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 二重回縁壺 H0

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 二重回縁壺 発.0 体部径26.5

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 二重回縁壷 t27.o 140 体部径24.6

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 二重回縁壺 (17o 体部径23.7

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 二重口縁壷 (12.5) 15.6 内面に焦げ

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 大型鉢 (17.5) 224 体部径24.3

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 小型丸底土器 ●.21 体部径8.3 内面に焦げ

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 小型丸底土器 体部径9,9 頸部にヘラ記号

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 小型丸底土器 体部径9.2

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 模倣聴 体部径8.7

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 小型丸底土器 体部径10.0

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 小型丸底土器

“

.0 体部径9.9

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 小型丸底土器 2.7)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 小型丸底土器 体部径7.7

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 直口壺 (14.o 体部径13.1

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 直口壺 19。7)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 直口壺 σ。つ

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 直口壺 17.⊃ 体部径14.4

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 直口壺 (3.8)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 直口壺 15.5)

長原遺跡東北地 区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 直 口壼 6.⊃

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 直口壺 (3.υ 頸径64

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 直口壺

“

.0 100

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 直口壺

“

.υ

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 鉢 16.o 体部径H。 1

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 鉢 0.1) 体部径104

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯
長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 (H4) 口縁部に打欠き

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 脚裾部にヘラ記号

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 6.7) 口縁部に打欠き

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 0.⊃

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯

“

.0 口縁部に打欠き

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 6.5)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯

“

.0

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 00
1()4 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 6.0 74

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 16.6 107 脚裾部にヘラ記号

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 104

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯
長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 12.2

109 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 (2.7)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 (3.5)

1 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 (5.動

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 (5.D 16.6

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 0.0

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 12.2 100

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 12.0 脚柱部に刺突痕

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 (12.3)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 (12.o 164

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯
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長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯
長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 (3.⊃

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 6.0

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 2.Ol

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 20.6 125

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 164 235 135 脚裾部にヘラ記号

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 (12.9) 22.3 口縁部に打欠き

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 σ.助 22.4

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 ●.助 22.4

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 (13.カ

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 14.8)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 214

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 15.3) 杯径12.4

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 σ.9

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 (2.5) 杯径15.0 口縁部に打欠き

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 杯径12.0 口縁部に打欠き

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 (3.o 杯径13.0 口縁部に打欠き

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 15.カ 174

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 15.1)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 145)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 15.υ 17.6

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 15.υ 128

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 脚柱部に刺突痕

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 15.8) 170

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 (3.υ 174

44 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 16.9 230

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 (3.8) 杯径H.5 口縁部に打欠き

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯

“

.助 15.8

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 6.0

148 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯

“

.8)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 11.0～ 11.8 168

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 (7.0 94

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 σ.0 104

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 σ②

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 (8.8)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 (15)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 (1.0 100

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 o.8)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 0.7) 124

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 (1.υ 100

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 10.9

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 (15) 90

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 0→ 10.6

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 6.② 148

163 長原遺跡東 北地 区 NG98-19 SX701盛 土 土 師器 高 杯 (3.o 脚 裾 部 にヘ ラ記号

164 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 (8,7) 13.2 脚裾部にヘラ記号

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 σう

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 σ.0

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯

“

つ

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 (1.8)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 17.8)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯

“

.3)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯
172 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 (2.5)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 0.D

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 120

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 (10 nЮ 脚裾部にヘラ記号

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 高杯 6.1) ¬Q0

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 6.1)
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長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 (3.υ

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯 径 1.6 子L4壬 0.3 充填粘土

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 製塩土器 (3の

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 製塩土器 o.5)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 製塩土器 12.o

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 製塩土器 (15) 60
長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 製塩土器 Oa
長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 製塩土器
長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 製塩土器 8."

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 製塩土器 (3.o 4Ю

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 製塩土器 σ.1)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 製塩土器 (1.9

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 製塩土器 (3o
長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 製塩土器 (3o
長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 製塩土器 (3o 50

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 ミニチュア壺 (44)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 製塩土器?
長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 製塩土器 12.o

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 製塩土器 ? σ.3)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 ミニチュア器台 60

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 製塩土器 0.助

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 甕小片 厚0.5 側面研磨

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 甕刀ヽ片 涯認0.4 側面研磨

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 甕小片 厚0.3 側面研磨
202 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師器 鉢小片 厚0.5 側面研磨

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 甕小片 厚0.3 側面研磨
204 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 甕小片 厚0.4 側面研磨
205 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 甕小片 厚0.3 側面研磨

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師器 高杯小片 厚0.4～ 0.8 側面研磨
長原遺跡東北地 区 NG98-19 SX701盛 土 土師質 土製品 幅 1.2 長 1.9 涯髯0.6

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師質 棒状土製品 幅0.8 長(1.⊃ 厚Q5

209 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師質 棒状土製品 幅0.6 長(1.1) 厚Q6
210 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 土師質 棒状土製品 幅0.6 長ol) 涯訂0.6

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 土師質 土錘 厚(1.3) 長●.1) 孔径o3)
212 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 弥生土器 底 部 0.0
長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛土 弥生土器 底部 2.0
長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 弥生土器 底部 6め 5Ю

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 弥生土器 底部 (3.o

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 弥生土器 甕 2の
長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 弥生土器 甕 2.3)

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 縄文土器 鉢 長原式

長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701盛 土 縄文土器 鉢 長原式
220 長原遺跡東北地区 NG98-19 SX701周 辺 木製品 建築部材 長(Hl.Ol 幅σ.8) 厚oo
221 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 3e層 瓦器 椀

“

.3)

222 長原遺跡東北地区 NG98-20 第4ci層 黒色土器A類 椀 高台径7.6

223 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 5a層 土師器 皿 (1.91

224 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 5a層 土師器 杯 2.9 15.8

225 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 土師器 高杯 2.8) 210

226 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 土師器 高杯 2.0 23.6

227 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 土師器 甕 σ5)

長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 土師器 杯 14の

229 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 5a層 土師器 把手部分 厚0,7

長原遺跡東北地区 NG98-20 第6a層 須恵器 杯B蓋 (1.9 つまみ径2.8

長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 土師器 蓋 (1.21 つまみ径2.9

232 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 須恵器 杯B蓋
233 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 須恵器 杯 B蓋 (1.9

長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 須恵器 杯B蓋 (1.D 14.2 墨書

235 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 須恵器 ,
墨書

236 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 須恵器 壺
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長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 須恵器 杯 B

238 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 須恵器 杯 B (1.91 134 墨書

239 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 土師器 杯 B 墨画

長原遺跡東北地区 NG98-20 第6bi層 土師器 高杯 杯径80

長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 須恵器 杯 B 高台径70

242 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6bi層 須恵器 杯身 にOl TK209

243 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 製塩土器 σ.3) 12.8

244 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 製塩土器 16.8) 100

長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 製塩土器 0.η 100

長原遺跡東北地区 NG98-20 第6a層 製塩土器 00

長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 製塩土器

“

.8)

長原遺跡東北地区 NG98-20 第 8a層 弥生土器 甕 12.5)

長原遺跡東北地区 NG98-20 第 8a層 弥生土器 甕 25)

長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 縄文土器 深鉢 6.2)

長原遺跡東北地区 NG98-20 第 6a層 シル ト岩 砥石 長

“

.Ol 幅3.2～ 4.2

長原遺跡東北地区 NG98-20 第9a層 サヌカイト 剥片 長3.10 幅3.50 厚Q35 重3.9g 98AC163

長原遺跡東北地区 NG98-20 第 9a層 サヌカイト 景1片 長3.10 嘲目4.10 厚0.38 重50g 98AC143

長原遺跡東北地区 NG98-20 第 9a層 サヌカイト 剥片 長3』 幅1.60 厚0.70 重3.8g 98AC141

255 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 13a層 サヌカイト 剥片 長 1.65 幅4.18 厚0.42 重2.3g 98AC276

256 長原遺跡東北地区 NG98-20 第 13a層 軽石 礫 長2,78 嘲目1.72 重1.8g 98AC277

長原遺跡東北地区 NG98-20 第 13a層 軽石 礫 長 1.84 幅1.60 重0.9g 98AC281

258 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 小型丸底土器

“

.21 体部径9.3

259 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 小型丸底土器 14.o 頸径6.2 体部径H.8

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 小型丸底土器 (60

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 小型丸底土器 6.5)

262 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 小型丸底土器

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 鉢 14.D 100

264 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 弥生土器 甕 6.め

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 製塩土器 (3.o 厚0.25

266 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 製塩土器 125) 6Ю

267 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 ミーチユア甕 14.υ

268 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 甕 θ.8)

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 甕

“

.1) 16Ю

270 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 甕 θ.Ol 頸径134

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 甕 6の

272 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 甕 6.3) 5Ю

273 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 甕 (3.υ 70

274 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 甕 12.8)

275 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 甕

“

.助

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 甕 (3.o 160

277 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 甕

“

.0

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 広口壺

“

.91

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 高杯 15.つ

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 高杯 2.8) ねもと径 3.1

長原遺跡東北 地 区 NG98-20 SX702 土 師器 高 杯 0.0

282 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 高杯 (3.0

283 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 高杯 o.8) ねもと径2.9

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土 師器 高 杯

“

.0

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 高杯 14.1) 190

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 高杯

“

.1) ネュもとを監2.4

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 高杯 16.5) ねもと径2.7

288 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 高杯 6.0 ねもと径24

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 高杯

“

.5) ねもと径2.4

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 高杯 2.8)

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 高杯 6.0 100

292 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 高杯 2.5)

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 高杯 14.1)

長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 高杯 (6.o

295 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 土師器 高 杯 Oの
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296 長原遺跡東北地区 NG98-20 SX702 滑石製 臼玉 厚0"～ Q32 径0“ 子Lイ蚤014 重0,lg以下

297 長原遺跡東北地区 NG98-20 NR701 土師器 ミニチュア壺 52

298 長原遺跡東北地区 NG98-20 NR701 土師器 高杯 2.0 170

長原遺跡東北地区 NG98-20 NR701 土師器 高杯 σ.1) 10.4

長原遺跡東北地区 NG98-20 NR701 土師器 甕

“

.3)

長原遺跡東北地区 NG98-20 NR701 弥生土器 甕 15.Ol 14.0

302 長原遺跡東北地区 NG98-20 NR701 須恵器 魅 17.o 月同4登 10.8 頸径35 TK216
長原遺跡東北地区 NG98-20 NR701 須恵器 甕 46.6 24.8 TK216

304 長原遺跡東北地区 NG98-20 NR701 木製品 杭 長c22.o 噺目4.6 厚22 上半炭化

長原遺跡東北地区 NG98-20 NR702 須恵器 杯蓋 120 TK23
306 長原遺跡東北地区 NG98-20 NR702 須恵器 杯身 (3つ H0 TK23
307 長原遺跡東北地区 NG98-20 NR702 土師器 椀 最大径13.0

長原遺跡東北地区 NG98-20 NR702 土師器 長頸壺 6.8) 月同径134 頸径5.8

309 長原遺跡東北地区 NG98-20 NR702 土師器 甕 18.2 165

長原遺跡東北地区 NG98-20 NR702 土師器 小型丸底壺 (8.8)

l 長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 土師器 て字口縁皿 90～ 95

長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 土師器 て字口縁皿 94

長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 土師器 て字口縁皿

長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 土師器 て字口縁皿 15

長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 土師器 て字口縁皿

長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 土師器 て字口縁皿 14

長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 土師器 小 皿 20 84～ 8.6

長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 土師器 小 皿

長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 土師器 小 皿

320 長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 土師器 小 皿

321 長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 黒色土器B類 椀 155～ 6.8～ 64

322 長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 黒色土器B類 椀 54

長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 黒色土器B類 椀 150～ 6Ю

長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 黒色土器 B類 碗 44

325 長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 黒色土器 B類 碗

“

.8)

長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 黒色土器A類 鉢 165 27.0 片口 ?

327 長原遺跡東北地区 NG98-20 SD401 木製品 板 長 13.9 幅5.6 厚 1.o くぎ穴

328 長原遺跡東北地区 NG98T20 SD401 木製品 横櫛 長12.9 幅o21 厚Q7
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パ
鍛
朦
壼
口
К

。
ふ
く

―ト
ヘ
里
卜
＾
縮
郎
壼
口
ま

。ヽ

小
”
ｌ
Ｓ
謳
Ｃ
仁
択
月
ニ
ト
パ
縮
懸
壼
恒
К

。
ふ
く

ｎ
ｍ
里
喘
四

′
ふ
く

‐卜
ヽ
二
輸
朦
壼
口
球

。憔

卜
ヽ
１
ニ
ト
ヽ
輸
朦
壼
目
超

。ト
ト
燿
目
ま

。
い

ヽ
ふ
ヽ
く
仁
択
郷
二
縮
邸

測
゛
Ｃ
や

′
Ｈ
小
代
“
１
ニ
ト
パ
喘
眠
壼
目
К

。
い
ヽ
ふ
ト

‘
恒
択
郷
ニ
ト
パ
縮
朦
壼
口
ま

。
い
ヽ
も
ヽ
ζ
恒
楡
郷
ニ
ト
パ
喘
朦
壼
日
К

縮
噂
ロ

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
壼
目
疎

。ヽ

小
ｎ
ｍ
Ｎ
総
Ｃ
ふ

く
同
ｍ
堂
目
く

。
０

゛
掏
目
せ
輸
碧

。
〉
圏
せ
像
＝

′
゛
ヽ
Ｏ
Ｄ
区
ま
ヤ
ヤ

。ヽ

小
何
ｍ
壼
口
球

。ヽ

小
日
ｍ
Ｎ
ぐ
Ｃ
ヽ
く

同
ｍ
理
目
К

。
３
敏

′
〉
択
堂
輸
眼

。
〉
圏
二
像
＝

′
゛
築
姜
Ｄ
区
意
ヤ
ヤ

。ト
ト
ｎ
ｍ
壼
口
煮

。ヽ

ト
ロ
ｍ
壼
口
く

。
ヾ
〉

０

〉
択
）
卜
＝
ぐ
悩
Ｏ
Ｄ
ヽ
理
論
蓑

。
〉
圏
二
択
Ｈ

′
゛
ヽ
姜
Ｄ
区
ま
ヤ
ヤ

。ト
ホ
ロ

ｍ
埜
目
ま

。
ふ
く
Ｒ
ｍ
壼
目
く

。
ｅ
ｂ
調
で

悩
０
型
輸
装

。
〉
圏
思
択
＝
意

。ヽ

小
日

ｍ
壼
目
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ
壼
目
く

。
゛
ｂ
調
で

悩
０
壼
輸
害

。
〉
圏
せ
像
円
ま ０ヽ

ヽ
ｎ
ｍ
埜
目
ま

。ト
ト
ｎ
ｍ
壼
目
К

。
〉
圏
二
択
「
ま

゛
ヽ
Ｏ
Ｄ
区
ま
ヤ
，

。憔
卜
ｎ
ｍ
壼
口
疎

。卜
ヽ
日
ｍ
壼
目
く

。
ヾ
姜
測

ミ
駅
川
目
整

′
Ｄ
叫
震
築
口
К
壼
雛
嬰

。
〉
圏
二
択
調
゛
築
Ｏ
Ｄ
壇
く
ヤ
，

。
●
誉
ナ
マ掏

雛
礎
口
せ
軍
く
Ｃ
碧
Ｈ
輸
せ

。憔

ト
ロ
ｍ
燿
口
球

。ヽ

小
日
前
燿
目
く

。
３

択
燿
口
歯

′
Ｄ
Ц
震
案
口
К
壼
雄
蓑

。
〉
圏
二
楡
調

゛
ヽ
姜
Ｄ
涎
К
●
●

。
゛
誉
ｔ
伸
論
礎
口
ニ
ロ
＝
Ｃ
襲
Ｈ
輸
せ

。ト
ホ
Ｒ
田
壼
目
意

。ヽ

ホ
ｎ
ｍ
埜
口
く

。
Ｒ
卜
殴
震
案
目
К
煙
喘
蓑

。
〉
圏
二
袂
「
゛
簑

姜
Ｄ
壇
К

。
Ю
む
こ
伸
輪
雌
口
二
軍
Ｃ
Ｃ
装
Ｈ
縮

せ

。ヽ

卜
同
ｍ
燿
目
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ
壼
目
く

。
〉
眠
二
楡
「
゛
築

春
Ｄ
概
К

。
ヾ
む
十
掏ヽ

縮
雌
口
二
障
Ｈ
Ｃ
装
Ｈ
輪
雄

。ヽ

小
日
ｍ
煙
目
ま

。ヽ

小
日
ｍ
燿
口
К

。
●

姜
測
総
駅
＝
目
歯

′
Ｄ
叫
震
ヽ
国
К
で
縮
蓑

。
〉
駆
二
像
「
゛
ヽ

姜
Ｄ
鍵
く

。
゛
（
一〓
枷
縮

雌
口
〓
軍
く
Ｃ
蓑
「
喘
せ

。ヽ

卜
■
ｍ
燿
目
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ
燿
陣
К

。
く
０

Ｎ
畿
駅
川
目
整

′Ｄ
叫
目
為
旧
К
壼
輸
碧

。
ヾ
裏
＝
倒
２
３
饉
倒
二
像
Ｈ
球

０
ヾ

む
こ

掏
雛

縣

口

二

軍

К

Ｃ
襲

調

輪

せ

。
ト

ト

同

田
壼

口
疎

。
卜

小

阿

ｍ
壼

口
く

。
゛
Ｍ
為

撻

３
燃

Ｃ
挙
饉

口

。
（

０

や
旧

′
Ｄ
邸

超
］
一
晏
卜

£

壼
喘

碧

。
゛
誉
む

伸
輸
唾
ロ

ニ
日
「
Ｃ
害
引
縮
筆

。ヽ

小
同
ｍ
壼
口
意

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
掏
埒
Ｃ
ふ
く
ヽ
ヽ
壼

目
超

。
ヾ
ヨ
ヽ
鍵
３
燃
Ｏ
“
継
国

。
■
姜
伸
口

′
Ｄ
墨
く
］
一条
卜

£
壼
輸
害

。
゛
誉
ｔ
伸
輸
礎
口
二
目
調

Ｃ
害
調
輸
せ

。ヽ

小
日
ｍ
壼
目
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ
壼
目
К

。
０
´
伸
目
壼
輸
碧

。
゛
誉
ｔ
掏
輪
礎
口
せ

軍
К
Ｃ
襲
引
縮
せ

。ヽ

小
阿
ｍ
壼
日
ま

。ヽ

卜
同
ｍ
壼
陣
く

。
゛
Ｍ
案
撻
３

郷
Ｃ
“
饉
目

′
Ｄ
姜
掏
目
姜
肝
く
さ
輪
襲

。
゛
為
＝
倒
二
３
饉
倒
二
択
Ｈ
疎

。
●
誉
‡
伸
輸
雌
口
二
軍
К
Ｃ
嬰
Ｈ
喘
量

。
゛
饉
為

回
導
Ｃ
襲
＝
聟

′ヽ

小
日
ｍ
壼
目
ま

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
燿
旧
К

。
ヾ
Ｍ

鴇
撻
Ｓ
輝
Ｃ
“
雄
巨

′
Ｄ
Ｏ
中
日
壼
輪
眼

。
゛
為
Ｈ
倒
二
君
饉
倒
二
択
引
疎

（Ｅ
ｏ
）口
艇
§遍
串 ロ
§遍
臨 ロ

０
．Ｌ
Ｕ
ロ

６
↓
掟
串

∞
ゴ

即
□

●
じ
恒
騨 8: E言

Ｑ
，
出
・ロ

０
９
担
騰

∞
．菖
Ｕ
ロ

０
９
恒
臨

∞
．菖
Ｕ
口

６
９
担
曲

ヽ

【Ｕ
朦

６
↓
恒
臨

Ｑ
口
趨
・ロ

Ｃ
ｏ
じ
恒
臨

∞Ｎ
〓
即
ロ

６
一
じ
担
騰

ヽ
「
【即
日

ｅ
じ
恒
識

Ｑ
〓
一即
日

Ｃ
り
恒
誅

ヽ
口
一０
ロ

Ｃ
↓
担
串

ヽ
ゴ
Ｕ
ロ

０
９
担
朧

０
口
Ｕ
ロ

Ｃ
Ｏ
褪
識

総
臨

。
即
騰

熙
臨
星
＝

駅
聰
星
引

熙
臨
屋
＝

熙
臨
壼
＝

熙
聴
最
＝

駅
離
Ｅ
引

駅
串
場
＝

熙
臨
燈
＝

熙
昨
星
引

駅
昨
Ｅ
引

翻
♯
屋
引

熙
舗
最
引

州
臨
燈
引

熙
誅
臓
引

熙
講
最
引

駅
離
臓
引

翻
雛
臓
引

ヽ中
コ申

Ｆ
め

０
０

マ
０

０
０

ｒ
や 零 専

Φ
や

憔
熙
畷
熙
承

。
側

・
即
Ｃ
引
■
８
卜
Ｘ
∽
　
畑
羅
ぶ
２
１
∞
ｏ
ｏ
Ｚ
　
ω
憔
晨
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や

樫

。撫
ｔ
餞

思
目
球

。
゛
眼

Ｑ
【
く
Ｃ
縮
雌
ロ

。
゛
眼
ヽ
「
で
Ｃ
縮
礎
ロ

。
゛
眼
ミ
【
ぐ
Ｃ
縮
礎
ロ

。
゛
眼
毀
【
で
Ｃ
輸
雌
ロ

。
゛
眼
ヽ
「
で
Ｃ
輪
礎
ロ

。
●
銀

い
、
）
む
条

せ
峨

四

゛
秦
喘
噌
ロ

。
撫
こ
斌

二
せ
畑
目
ま

。
や
卜
樺
駅
ヽ
せ
畑

。
撫
ｔ
壕
二
峰
畑
目
ま

。
楔
こ
瞥
覆
せ
半
卜
に
超

。
゛
照

０
≧

）
む
条
せ
喘
せ

゛
晏
縮
礎

ロ

。樹
畔

。
マ
銀
終

で
Ｃ
喘
せ ０櫻

畔

。
撫
む
ｂ
収
Ｃ
烈
米
せ
Ч
こ
雛

慎
Ｃ
旧
く

。
ｅ
眼

ミ
【
で
Ｃ
競
墨

。
唱
副
Ｋ

。
Ю
眼
健
【
で
Ｃ
輸
睡

。撫
こ
業
里
斗
卜
に
ま

。
゛
銀

ａ
≧

）
む
条
二
縮
せ

゛
晏
縮
雌
ロ

。
撫
む
壕
二
せ
畑
陣
ま

。撫
こ
ｂ
選

塁
斗
ト
ロ
К

。
゛
卜
樺
駅
ヽ
せ
畑

。撫
ｔ
蟻

せ
半
ト
ロ
ま

。
゛
卜
樺
駅
ヽ
雄
畑

。
暉
く
Ｃ
極
優
黎
思
目
К

縮
朦
口

。
゛
銀
ミ
【
で
Ｃ
段
雌
□

。
Ｒ
眼
Ｑ
【
で
Ｃ
輸
せ

。
く
眼
Ｑ
】
で
Ｃ
喘
嶼

冊
Ｊ

・
引
出

。
Ｊ
暉
畔
旧
ま

。
Ｊ
興
枢
Ｓ
“
二

目
К

。
●
゛

〉
黙

枷
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．Ｎ
Ｉ
い
。ｏ

。Ｊ
Ｋ
駆
窓
旧
武

。Ｊ
К

駆
罫
旧
К

。
●
ф
〉
ヽ
伸
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
い
。０

。
Ｊ
畔
―
暉
３
鳩
二
日
ま

。
Ｊ
Ｋ
暉

口
К

。
わ
伽

〉
ヽ
中
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．倒
ｌ
ｏ
．【

。
Ｊ
廻
枢
Ｓ
“
せ
目
ま

。Ｊ

口
Ｋ
目
К

。
●
伽

Ｄ
へ

掏
褒
Ｓ
Ｃ
К
日
日
い
．ｏ

。
Ｊ
興
枢
３
鴫
二
目
ま

。
Ｊ

即
枢
Ｓ
■
二
目
超

。
●
伽
や
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
日
い
。Ｏ

。
Ｊ
韓
枢
Ｓ
■
■
目

意

。
Ｊ
楓
Ｋ
口
く

。
わ
“
掏
禦
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
日
い
．】

。
Ｊ
畔
′
興
枢
Ｓ
ヽ
二

′０
型
Ｃ
楔
ｔ
撲
壼
ロ

球

。
Ｊ
徊
Ｋ
目
超

。
わ
伽
伸
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
日
い
．ｏ

。
Ｊ
畔
′
暉
畔
０
契
Ｃ
撫
〓
撲
壼
日
ま

。
Ｊ

畔
０
契
Ｃ
暉
ｂ
選
饉
縮
半
卜

。
Ｊ
駆
３
鴫
里

目
超

。
●
伽

〉
憔
掏
烈
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．い
′
ｏ
．】

。
（煮
喘
櫻

畔
）
Ｊ
畔
′
興
Ｓ
鳩
せ
目
疎

。Ｊ
興
Ｓ
“
せ

目
く

。わ
伽
〉
檬
枷
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．い
′
ｏ
．】

。
Ｊ
暉
畔
′

口
Ｋ
目
ま

。
ヾ
銀
築
暉
ｂ
選
二
輸
半
卜

。
Ｊ

寧
畔
′
口
Ｋ
目
超

。
●
伽
掏
烈
台
Ｃ
Ｘ
Ｅ
Ｅ
ｏ
．ｏ

。Ｊ
口
Ｋ
日
ま

。Ｊ

佃
К
目
К

。●
伽
〉
ヽ
中
烈
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．【

。
Ｊ
畔
０
晨

Ｃ
撫
ｔ
螢
壼
縮
斗
ト
ロ
ま

。
Ｊ
興
枢
郷
日
ま

。
Ｊ
Ｋ
暉
罫
目
く

。
●
“
掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
電
Ｅ
ｏ
．】

。Ｊ
暉
畔
０
製
Ｃ
撫
ｔ

雄
壼
口
球

。
い
埒
蝶
ｂ
無
二
輸
斗
卜

。
Ｊ
鰹

畔
′
興
枢
郷
旧
く

。
●
゛
掏
烈
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
Ｅ
ｏ
．【

。
Ｊ
暉
囃
０
契
Ｃ
拠
ｔ
壕
蛍

輸
斗
卜
に
ま

。
Ｊ
口
Ｋ
′
興
楓
郷
口
ま

。
Ｊ

興
枢
郷
口
К

。
●
“

〉
熟
掏
製
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
日
Ｏ
．】

。
Ｊ
興
Ｓ
■
二
目
ま

。
Ｊ
岬

Ｓ
“
里
目
超

。
●
“
Ｄ
へ
掏
興
台
Ｃ
Ｋ
目
Ｅ
い
．ｏ

。
Ｊ
騨
枢
３
■
二
′
Ｋ
駆
旧
ま

。
Ｊ

暉
枢
К
目
く

。
わ
伽
Ｄ
へ
掏
興
台
Ｃ
Ｋ
目
Ｅ
ｏ
．】

。
Ｊ
口
Ｋ
目
ま

。
Ｊ
畔
目
く

。
●
伽

〉
ヽ
中
潤
Ｓ
Ｃ
Ｋ
ロ
ロ
ｏ
．】

縮
量

。
か
ヽ
ふ
い
‘
恒
択
郭
里
卜
ヽ
綸
爬
壼
目
超

。
ふ
く

―卜
ヽ
Ｖ
ト
パ
喘
邸
壼
口
ま

。
Ｈ
お
長
ヽ
１
里
卜
＾
縮
朦
燿
目
く ０

ふ

く
ｎ
ｍ
せ
卜
ヽ
輸
朦
壼
目
ま

。
か
ヽ
も
ヽ
ζ
恒
択
郷

ニ
ト
＾
喘
四
壼
日
К ０

ふ

く
同
ｍ
里
ヨ
■

′ふ
く
仁
択
製
Ｋ
製
輸
画

′
ふ
く

‐卜
ヽ
）
誉
条
ニ
ヨ
■
゛
ヽ
輸

朦
壼
目
ま

。
か
ヽ
ふ
ヽ
‘
恒
択
軽
）
誉
条
二
旧
軍
゛
ヽ
輸
四

Ｎ
埒
Ｃ
Ｈ
か
ヽ

知
可
二
漱
悩
壼
旧
超

。
゛
捻
二
週
書
壼
則
К
喘

。ド
贅
製
０
家
ヽ
輸
慎
●
●

。
ふ
く
同
ｍ
Ｓ
暉
二
日
畑

測
捻
Ｃ

）

′
ふ
く

―卜
ヽ
二
輪
郎
燿
目
球

。
い
ヽ
ふ
ヽ
ζ
Ｅ
択
郷
ニ
ト
＾
縮
回

測
埒
Ｃ

Ｈ
小
太
”
Ｈ
里
輸
邸

・
輸
慎
壼
口
く

。
Ю
ぐ
ニ
ヨ
■
壼
Ｕ
Ｋ
畷

。ミ
訴
壼
ゴ

。
ふ
く

ｎ
ｍ
Ｓ
哨
二
輸
爬
却
埒
Ｃ
）

′ふ
く

‐卜
ヽ
せ
縮
半
卜

′
ヽ
く

‐卜
ヽ
二
離
郎
壼
日

ま

。
か
ヽ
ふ
ヽ
く
仁
択
梃
せ
卜
ヽ
輸
四

測
ヾ
Ｃ
Ｈ
か
ヽ
「
可
里
縮
郎
壼
恒
К

。
ヽ
く
卜
ヽ
Ｃ
“
絆

「
０
」
せ
卜
＾
週
〓

′
ふ
く
仁
択
製
Ｋ
二
縮
画
さ

目
ま

。
い
ヽ
も
ヽ
く
恒
択
軽
Ｃ
恒
択
＝
壼
口
く

。
慎
詳
ヤ
ヤ

′）
で
柿
瞑
暉

。
ヽ
く
ヽ
ヽ
Ｓ
熙
ニ
ト
＾
喘
郎
理
目
ま

。
゛
恨
ヽ

回
凝
Ｃ
申

＝
票

。ヽ

小
ヽ
１
０
゛
壺

稿
Ｃ
恒
像
＝

′
却
捻
Ｃ
Ｈ
卜
大
ヽ
１
二
縮
爬
壼
旧
К

。
ふ
く

―卜
ヽ
ニ
ト
＾
翠
■

′
ふ
く
ｎ
ｍ
二
喘
熙

′
ふ
′ヽ
‐卜
ヽ
二
縮
邸

壼
目
式

。
ふ
く
同
ｍ
２
ト
パ
輪
半
卜

′
か
ヽ
ふ
ヽ
‘
恒
択
輝
）
（
一条
二
週
書

゛
終
縮
爬

′ヽ

ホ
ｎ
ｍ
二
餓
郎
壼
目
К

。
Ｒ
総
二
り
引
壼
邸
ス
唱

。
縦
医
暉

。
ふ
′
ヽ
同
ｍ
〕
一

゛
り
Ｎ
や
０
怒
０
ヨ
ニ
さ
唱

。
ふ
く
同
田
里
卜
＾
週
■

′ふ
く
ヽ
ヽ
ニ
ト
パ
喘

郎
壼
目
ま

。
か
ヽ
ふ
卜
‘
恒
択
郷
二
輸
四

却
ぐ
Ｃ
ψ

′
ヽ
く

，卜
ヽ
ニ
ト
パ
●

■

′
ふ
く
恒
択
駅
降
せ
喘
嶼
壼
目
К

。
マ
ぐ
せ
●
〓
壼
Ｕ
Ｋ
哨

。
総
鮨
壼
壼

。
ふ
く
同

ｍ
里
週
〓

′
ふ
く

‐卜
ヽ
せ
卜
ヽ
コ
■

′
ふ
く
仁
択
駅
Ｋ
二
縮
撻

′ふ
く

‐卜
ヽ
里

縮
郎
燿
口
ま

。
か
ヽ
ふ
ヽ
‘
恒
択
郷
二
週
■
二
潔
畷

′
ヽ
く

‐ト
ヘ
せ
日
畑

Ｎ

捻
Ｃ
ψ

′Ｈ
お
代
”
可
里
縮
慎
壼
口
超

。
●
ぐ
二
週
■
壼
趨
ス
畷

。
幾
雲
哨

。ヽ

卜
壼
旧
球

。ヽ

小
”
Ｈ
里
縮
朦
壼
目
К

。
ふ
く

―卜
ヽ
Ｎ
捻
Ｃ
キ
ヽ
ヽ
こ
詳
Ｃ
仁
択
詳
く
壼
口
意

。
か
ヽ
ふ

ヽ
ζ
Ｅ
択
郭
二
輸
熙

′ヽ

小
知
＝
Ｃ
Ｅ
択
Ｈ
二
喘
画
燿
日
く

。い
が
半
Ｓ
ヽ

。
キ
ヽ
ヽ
こ
詳

い
ヽ
＝
神
壼
目
ま

。ヽ

小
さ
目
К

綸
噂
ロ

。
゛
誉
む
枷
輸

雌

口
里
ヨ
К
Ｃ
曹
調
喘
せ

。ヽ

小
同
ｍ
壼
口
意

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
壼
旧
К

。
■
０

掏
旧
Ｄ
Ц
震
ヽ
口
く
壼
喘
襲

。
ヾ
築
引
倒
二
像
引
球

′
゛
築
姜
Ｄ
拠
く
，
シ

。
ヾ
（
一こ
掏
縮

礎

口
里
軍
К
Ｃ
襲
＝
喘
せ

。ヽ

小
ｎ
ｍ
燿
障
ま

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
壼
目
く

。
■
０

伸
旧
Ｄ
叫
震
ヽ
口
К
埜
縮
督

。
゛
ヽ
「
樹
二
像
引
ま

′
゛
裏
姜
Ｄ
拠
К
や
０

。
く
誉
ｔ
伸
輪
曖
口
二
軍
К
Ｃ
害
調
縮
せ

。憔
卜
ｎ
ｍ

壼
に
ま

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
壺
障
К

。
■
０
枷
陣
里
喘
＝

。
ヾ
ヾ
も

〉
ヽ
日
螺
憮
０

契
Ｃ
ト
ホ
ロ
ｍ
Ｓ
韻
燿
縮
襲

。
Ю
築
＝
倒
二
択
Ｈ
ま

′
゛
ヽ
姜
Ｄ
拠
く
や
０

。ヽ

小
何
ｍ
壼
口
疎

。ヽ

ト
ロ
ｍ
Ｎ
ヾ
Ｃ
ふ
く
ｎ
ｍ
燿
目
く

。
ヾ

卜
叫
田

〉
択
為
旧
К
壼
縮
襲

。
や
ヽ
「
倒
二
択
引
意

′
゛
ヽ
Ｏ
Ｄ
拠
К
ヤ
●

。ヽ

卜
同
ｍ
煙
旧
球

。ヽ

小
日
ｍ
Ｎ
捻
Ｃ
ふ
く
ｎ
ｍ
壼

目
く

。
゛
０
却
ミ
駅
＝
旧
整
Ｄ
叫
裂
ヽ
日
К
壼
輸
製

。
く
ヽ
月
倒
思
択
調
疎

。
ヾ
む
こ
掏
輸
雌
口
二
旧
Ｈ
Ｃ
襲
Ｈ

輸
せ

。ヽ

ホ
同
ｍ
饉
目
ま

。ヽ

卜
同
ｍ
堂
目
К

。
ヾ
卜
Щ
田
条
旧
К
蛍
縮
碧

。
゛
む
こ
中
輸
礎
口
思
口
調
Ｃ
蓑
＝
縮
せ

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
壼
口
ま

′ヽ

小
日
ｍ
埜
目
く

。
゛
ヽ
卜
潮
二
畿
Ｓ
壼
目
鼈

′
Ｄ
霞
震
ヽ
日
К
壼
縮
碧

。
゛
誉

ｔ
掏
撮
雌
口
せ
軍
超
Ｃ
背
「
雛
撃

。ヽ

小
日
ｍ
セ
ロ
ま

。憔
小
ｎ
ｍ
Ｎ
埒
Ｃ

ふ
く
同
ｍ
営
目
К

。
ヾ
姜
劇
ミ
塚
苺
０
く
ヽ
口
整
）
く
颯
騨

〉
詢
く
２
軍
К

′
゛
Ｃ
契
０

〉
０

〉
撤
く
契
０
３
壼
縮
害

。
や
築
Ｈ
倒
せ
３
饉
回
里
択
＝
ま

。
゛
誉
〓
掏
縮
緊
口
二
軍
超
Ｃ
蓑
＝
縮
せ

。
ヾ
む
こ
掏
縮
礎
口
望
軍
К
Ｃ
蓑
「
輸
せ

。ヽ

小
日
ｍ
燿
口
意

。ヽ

小

‐卜
ヽ

Ｎ
捻
Ｃ
ヽ
卜
ｎ
ｍ
壼
目
く

。
３
択
壼
喘
蓑

。
く
ヽ
「
樹
せ
３
饉
回
二
択
↓
ま

。
゛
誉
〓
掏
雛
曖
口
二
軍
К
Ｃ
害
Ｈ
輸
せ

。ト
ホ
ロ
ｍ
壼
目
ま

。憔
ト
ロ
ｍ
壼
目
く

。
Ｓ
択
理
論
嬰

。
く
ヽ
円
倒

〉
熙

二
３
騒
回
二
択
「
ま

。
ヾ
む
と
掏
峨
雌
口
里
ヨ
К
Ｃ
嬰
Ｈ
縮
せ

。ヽ

小
日
ｍ
饉
目
球

。ヽ

小

ｎ
ｍ
壼
口
く

。
゛

〉
０

〉
投

′
〉
択
壼
輸
碧

。
゛
為
＝
樹
里
８
饉
回
里
択
＝

。
●
む
こ
掏
喘
雌
口
二
軍
К
Ｃ
猥
調
輪
せ

。ヽ

ト
ロ
ｍ
蛍

目
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ
燿
目
く

。
３
択
埜
喘
装

。
゛
築
「
倒
里
３
饉
回
二
択
＝
ま

。
゛
む
こ
掏
輸
喚
ロ

里
ヨ
К
Ｃ
害
調
縮
せ

。ト
ホ
同
ｍ
燿
目
球

。ヽ

小
ｎ
ｍ
壼
目
く

。
゛
卜
区
ま

（こ

照

っ
曽
Ｕ
ロ

０
９
恒
臨

っ
斜
邸
ロ

含
．９
恒
臨

【．口
Ｕ
ロ

Ｃ
↓
慎
昨
§還
串 ロ

っ
ゴ
邸
ロ

Ｃ
Ｃ
恒
臨

Ｑ
い
【Ｕ
ロ

０
こ
恒
臨

〓
ＮＪ
縮
せ

Ｑ
〓
Ｕ
ロ

η
Ｒ
恒
串

Ｑ
Ｒ
Ｕ
輸
せ

０
っ
邸
ロ

０
こ

掟
串

Ｑ
Ｒ
Ｕ
輸
せ

（晨
】）恒
臨

ｅ
Ｎ
】）恒
臨

ｏ
．ｏ
゛
即
朦

６
．い
）恒
串

Ｒ
翻
濡

せ

Ｑ
〓
邸
ロ

Ｃ
】じ
担
昨

ヽ
曽
起
輸
せ

ヽ
い
】邸
ロ

η
”
恒
聴

Ｑ
ｎ
Ｊ
縮
鷺

等

“Ｕ
ロ

Ｑ
田
恒
串

∞。口
Ｕ
ロ

６
↓
恒
串

８
】酬
瀬

せ

ヽ
０
即
郎

●
じ
恒
串

ｏ
．や
邸
画

６
ｄ
恒
臨

ミ
臨

。
岬
躊

翻
聰
量
＝

熙
串
量
＝

熙
由
壼
＝

熙
臨
駐
引

燎
聴
壼
引

駅
聴
量
＝

熙
臨
場
調

駅
臨
量
引

駅
聴
慶
引

熙
臨
駐
引

熙
副
Ｋ
臨
場
調

熙
昌
哨
串
最
引

熙
劇
■
臨
屋
引

駅
瞑
哨
臨
駐
引

翻
昌
哨
聴
最
引

量
〓
輌
臨
駐
＝

駅
臨
燎
＝

霧器
卜
寸 等

０
せ

Ｏ
ゆ

ｒ
ゆ

０
ゆ お

●
ゆ

０
ゆ

∞
●

Ｏ
Φ

，
０ 8

-109-



や
樫

。
ヾ
眼
Ｑ
】
ぐ
Ｃ
輸
嶼

．　
　
　
　
。
獅
璽
＾
∞
一
０
い

。
終

よ
椰
輸
せ

。
ヾ
眼

錠
【
堂
縮
曖

ロ

。
ヾ
眠
ヽ
【
ぐ
Ｃ
輸
緊
ロ

。
ｅ
眠
ヽ
い
で
Ｃ
縮
懸

。ギ
く
Ｃ
梅
優
撃
二

縮
礎
口

。
ヾ
籠

錠
【
ぐ
Ｃ
喘
唾

ロ

。
ｅ
Ｓ
）
Ｄ
癬
椰
せ
君
く
日

。
選
畔

。
ヾ
無
８
＞
で
Ｃ
縮
噂
ロ

。
Ｓ

莉
Ｋ
３

椰
選
壼
よ
椰

。
ヾ
眼

ミ
【
Ｃ
筆
畑

。
Ю
眼
ヽ
【
Ｃ
せ
畑

。
マ
無

い
お

）
な
条
里
離
雄

゛
晏
輪
唾
ロ

。
撫
こ
量
せ
斗
ト
ロ
ま

。
撫
ｔ
ｂ
収
せ
半
卜
恒
超

。
く
Ｒ

め
ヽ

）
誉
条
二
縮
筆

゛
晏
雛
曖
ロ

Ｏ
Ｑ

卜
ざ

女

翼

）
て

い

壼
よ
椰

。
●
眼

ヽ
お

）

誉

条

二
喘

準

゛
０

除

儀

□

。
楔
ｔ

蟻
二
単
畑
目
ま

。
撫
ｔ
ｂ
よ
二
半

ト
ロ
К

。
ヾ
卜
性
択
為
せ
畑
目
К

。
申
朧

ヽ
‘

里
目
球
鍛
郎

。
ヾ
卜
悼
駅
裏
筆
畑

。
゛
卜
樺
駅
築
せ
畑

。導
郵

掏
饉
酔
腫
熙

。
●
■
樺
駅
鴇
せ
畑

麗
Ｊ

。
「
墾

。Ｊ
Ｋ
暉
罫
糎
意

。
Ｊ
畔

目
К

。
わ
゛

〉
撚

掏
禦
Ｓ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｅ
い
．【
′
ｏ
．【

。
Ｊ
К

口
意

。
Ｊ
Ｋ
目
く

。
●
伽
掏
禦
台
Ｃ
Ｋ
目
日
ｏ
．憫

。Ｊ
Ｋ
駆
′
熙
枢
郷
口
球

。
Ｊ
暉
枢
Ｋ
Ｉ

駆
畔
口
く

。
わ
伽

掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
Ｅ
ｏ
．い
′
ｏ
．ｏ

。
Ｊ
興
楓
３
■

ニ
ロ
ま

。
Ｊ
駆
畔
口
К

。
Ｓ
Ｏ

悩
伽

摯
興
Ｓ

。Ｊ
佃
Ｋ
腫

球

。
Ｊ
興
枢
陣
К

．
●
伸
掏
興
全
Ｃ
Ｋ
目
日
ｏ
．【

。
（煮
輸
駅
畔
）
Ｊ
畔
′
佃
Ｋ
目
ま

。
Ｊ
К

暉
′
Ｋ
駆
罫
目
く

。
●
御
伸
禦
台
Ｃ
Ｋ
目
日
ｏ
．【

。Ｊ
暉
畔
―
暉
枢
К
日
本

。
Ｊ
駆
枢
Ｋ
目
く

。
わ
伽
枷
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｅ
い
。ｏ

。
。
Ｊ
口
Ｋ
ロ

ま

。
Ｊ
口
Ｋ
陣
く

。
わ
゛
枷
興
Ｓ
Ｃ
Ｘ
Ｅ
Ｅ
ｏ
．【

。Ｊ
Ｋ
駆
目
意

。Ｊ

駆
枢
目
К

。わ
ф

〉
熙
伸
禦
台
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｅ
い
．ｏ

。
Ｊ
鰹
３
鳩
二
日
本

。
Ｊ
駆

Ｓ
■
２
口
超

。
●
゛

〉
黙
掏
興
全
Ｃ
Ｘ
日
日
ｏ
．】

。
Ｊ
Ｋ
駆
′
岬
枢
郷
匡
意

。
Ｊ
駆
畔
Ｉ
Ｋ

駆
罫
旧
く

。
●
佃

掏
興
台
Ｃ
Ｘ
日
日
ｏ
．ベ
ｌ
ｏ
．】

。
Ｊ
畔
０
叔
Ｃ
撫
〓
撲
せ
口
畑
壼
恒
ま

。興

枢
郷
口
く

。
わ
゛
Ｄ
へ

伸
興
台
Ｃ
Ｋ
日
日
い
．ｏ

Ｏ
Ｊ

熙
枢
郷

―
興
３
■
里
目
球

。
Ｊ
騨
枢
輝

，
興

３
鳩
ニ
ロ
く

。
●
“

〉
憔
伸
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
日
ｏ
．一

。Ｊ
興
枢
３
■
〓
に
ま

。Ｊ

枢
Ｋ
口
く

。●
伽

〉
黙
掏
烈
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．】

。Ｊ
畔
―
鯉
唯
目
ま

。Ｊ

Ｋ
駆
目
く

。●
“
〉
憔
伸
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
い
。ｏ

齢
像

。
キ
ヽ
ヽ
こ
辞
Ｃ

い
ヽ
「
神
壼
目
ま

。
ふ
く
ｎ
ｍ
堂
口
悩
К

。
キ
ヽ
ヽ
に
詳
ニ
ト
パ
喘
邸
饉
目
ま

。
ヽ
く
同
ｍ
ニ
ト
パ
詭
朦
壼
口
К

。
キ
ヽ

″
ヽ
イ
恒
択
軽
０
伸
二
日
畑

′
掏
ぐ
Ｃ
ふ
く
ヽ
ヽ
ニ
ト

パ
縮
朦
壼
目
意

。
Ｈ
卜
大
知
可
壼
縮
四

。
や
眼
築

ヽ
か
黎
ヽ
二
喘
朦
壼
目
К

。
Ｈ
卜
代

知
可

却
ヽ
く

―卜
ヽ
Ｓ
熙
燿
輪
慎

′
ふ
く

‐卜
ヽ
壼
目
軍
゛
条
離
爬

′
ふ
く

ヽ
ト

ホ
壼
縮
四
゛
条
喘
朦
壼
目
球

。
一
に
部

守
掏
ヽ
小
知
１
３
韻
Ｃ
恒
択
＝
壼
ト

パ
喘
四

′Ｈ
小
大
”
１
饉
縮
墨
壼
目
К

。
く
埒
せ
運
＝
堂
Ｕ
Ｋ
唱

。や
昧
軍

。ヽ

小
知
可
壼
喘
慎

′ふ
く
同
ｍ
二
週
卜

′
ふ
く
卜
ヽ
３
韻

Ｃ
冬
＝

「
Ｄ
」

′
）
（
一条
二
恒
軍
゛
条
縮
噸
壼
口
意

。
や
Ｓ
）
Ｄ
目
嘔

′
゛

藤
篠

回
運
Ｃ
轟
引
禦
二
旧
軍

′騒
引
禦
二
輸
画

。
ふ
く

何
ｍ
せ
ト
パ
縮
朦

′ヽ

卜
Ｅ
択
製
Ｋ
煙
輸
画
壼
口
К

。
や
総
二
週
■
壼
Ｕ
Ｋ
畷

。
総
瞑
哨
ヤ
●

。
ヽ
く

ヽ
小
（
３
暉

測
総

Ｃ
ふ
く

同
ｍ
壼
口
軍

′
ヽ
く

‐卜
ヽ
Ｓ
熙

却
禰
Ｃ
ふ
く
同
ｍ
壼
ト
パ
縮
回

′
ヽ

く

―卜

ヽ
ニ
ト
ヽ
輸
邸
壼
目
ま

。
か
ヽ
ふ
ヽ
ζ
仁
像
築
ニ
ト
パ
縮

爬
壼
目
К

。
●
ぺ
涎

）
ヽ
小
同
ｍ
壼
ふ
く
Ｃ
策
爬

′
ふ
く

，卜
ヽ
里
ト
パ
輪
朦
壼
目
疎

。
い
ヽ
ふ
ヽ

‘
恒
択
椰
せ
＝
ヽ
輸
四

′
渕
埒
Ｃ

か
ヽ
ふ
ヽ
ζ
Ｅ
択
理
せ
ト
パ
輪
睡
壼
恒
К

。
ふ
′
ヽ
同
ｍ
〕
一

ト
パ
喘
四
壼
目
意

。
「
×
ヽ
い
て
恒
択
郷
壼
匡
く

。
く
捻
せ
翠
＝
壼
邸
＜
哨

。
か
ヽ
ふ
心
‘
恒
択
艘
Ｋ
燿
喘
悩

。
小
ｔ
掏

か
ヽ
ふ
ヽ
ζ
恒
択
郭
二
雛
半
卜
壼
目
ま

。
Ｈ
卜
長
知
１
二
輸
爬

・
競
画

。
゛

饉

二
榊
騒
ヽ

回
導
Ｃ
轟
引
禦
壼
旧
К

。
゛
ヾ
二
場
引
壼
趨
К
哨

。
ミ
倭

暇

。ヽ

卜
ヽ
１
二
旧
畑

測
捻
Ｃ
ψ

′
か
ヽ
ふ
ヽ
ζ
仁
択

郷
里
週
■
壼
目
疎

。
Ｈ
お
代
“
可
壼
二
輪
爬

。ヽ

卜
ヽ
１
３
謳
Ｃ
Ｃ
択
０
本

二
匡
軍

。
Ｈ
争
代
”
可
二
縮
慎
燿
目
く

。
゛
゛
２
●
■
壼
邸
＜
喘

。
畿
術
腱

。ヽ

卜
●
１
燿
喘
慎

′
い
ヽ

も
ヽ
ζ
恒
択
巌
壼
輸
斗
卜

′ト
ト
何
ｍ
壼
卜
＾
縮
朦
壼
目
球

。
゛
眼
終

回
躍

Ｃ
申
引
禦
二
輪
慎

。ト

ト
ｎ
ｍ
二
週
Ｈ

′
か
ヽ
ふ
ヽ
‘
恒
択
郷
二
週
〓

′
か

ヽ
ふ
い
く
仁
択
駅
Ｋ
せ
縮
半
卜
壼
口
く

。
゛
捻
里
軍
＝
堂
Ｕ
Ｋ
唱

。畿
話
眠

。
か
ヽ

ふ
卜
ζ
恒
択
似
Ｋ
壼
輸
画

′
か
ヽ
ふ
ヽ
く
恒
択
郷
里
ト
パ
縮
回
壼
目
ま

．
０

こ

伸

い
ヽ
ふ

ヽ
‘
Ｓ
眠
二
縮
半
卜
２
粽
ぐ
椰

。
゛
眼
ヽ

回
導

Ｃ
壼
製
Ｄ
φ

郎

枷
輸
斗
卜

却
縮
斗
月
二
退
■
壼
口
く

。
゛
禰
二
運
■
燿
Ｕ
Ｋ
唱

。
ミ
併
曜

縮
唾
ロ

。
゛
誉
や
ヽ
掏

輸
嘘
口
二
日
Ｈ
Ｃ
害
調
喘
せ

。Ｒ
ふ
日
ｍ
壼
目
ま

。ヽ

卜
何
ｍ
Ｎ
ぐ
Ｃ
Ｈ
ト

ヽ
，
１
燿
旧
く

。
く
む
こ
設
伸
熊
窓
二
目
ま

′も
量
二
像
Ｈ
゛
案

Ｏ
Ｄ
区
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ
壼
目
ま

。
ヾ
傑
ヽ

回
導
Ｃ
申
＝
螺

。ヽ

小
日
ｍ

セ
ロ
く

。
（
姜
掏
口
せ
軍
意

′誉
Ｈ
ぐ

悩
Ｏ
Ｄ
へ
壼
喘
装

。
ヾ
卜
区
ま

〉
謳

。
キ
ヽ

″
ヽ
‘
仁
楡
郷
姜
禅
せ
目
畑

′
Ｎ
総
Ｏ

ヽ
小
ｎ
ｍ
セ
ロ
球

。
キ
ヽ

′′′
ヽ
く
仁
択
郷
姜
榊
里
調
＾
匈
壼
■
Ｃ
縮
邸

′
測

ぐ
Ｃ
Ｈ
か
ヽ
，
１
壼
旧
К

。
ｅ
春
却
段
嘩
口
）
Ｄ
彊
口

′
Ｄ
樹
回
壼
輸
朦

。ヽ

小
ｎ
ｍ
壼

目
ま

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
壼
目
К

。
く
Ｍ
築
邸
Ｃ
挙
権
悠
営
せ
縮
□
園

。
●
椰
測
畿

駅
＝
口
整

′
Ｄ
腱
震
燿
職
碧

。
く
む
こ
韻
伸
輪
礎
口

〉
圏
せ
択
＝
窯

゛
条

”

や

′
い
〉
０
掏
儀
口
緊
望
碧
収
Ｃ
餓
朦

ｅ
■
区
疎

〉
韻

。
゛
ト
ロ
熙
二
部

ヽ

。ヽ

小
ｎ
ｍ
壼
目
ま

。ヽ

卜
同
ｍ
壼
陣
超

。
ヾ
ヨ
簑
邸
Ｃ
冬
無
意

蛍
二
颯
額
国

。
い
０
中
口
二
喘
蓑

。
や
な
こ
根
伸
縮
礎
口
や
卜
駆
К
゛
奈

り

ψ

′
い
〉
０
掏
緊
口
緊
二
善
ポ
Ｃ
喘
朦
く
ヽ
区
意

〉
韻

。
や
卜
組
国
二
部

Ｎ

。
ヾ
誉
と
や
縮
朦
口
二
日
「
縮

朦
Ｃ
縮
せ

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
壼
旧
ま

。ト

ト
ｎ
ｍ
燿
口
超

。
ヾ
瑠
ヽ
郷
Ｃ
≦
無
意

壼
せ
縮
組
暉

。
■
椰
枷
旧
堂
競
蓑

。
ヾ
誉
こ
根
伸
縮
唾
口
ヾ
卜
倒
回
゛
条

り

）

′
一
〉
０
掏
礎
口
駆
二
蓑
駅
Ｃ
縮
郎

ヾ
卜
区
意

〉
韻

。
ヾ
ト
ロ
曙
二
部

Ｎ

。
ヾ
誉
〓
掏
輪
朦
口
せ
軍
超
輸
邸
Ｃ
縮
せ

。ヽ

小
ｎ
ｍ
壼
目
疎

。ト
ホ

ｎ
ｍ
燿
口
く

。
卜
椰
掏
口
壼
雛
讐

。
マ
誉
〓
設
伸
縮
唾
口
ヾ
卜
距
К
゛
条

Ｊ

や

′
一
〉
０
中
曖
口
緊
二
蓑
駅
Ｃ
縮
郎

゛
卜
区
ま

〉
謳

。
ヾ
ト
ロ
暉
二
部

Ｎ

。ヽ

卜
同
ｍ
却
゛
Ｃ
ふ
く
同
ｍ
燿
目
ま

。ト

ト
ｎ
ｍ
却
ヾ
Ｃ
ふ
く
ｎ
ｍ
壼
目
К

。
ヾ
Ｍ
ヽ
終
壼
二
縮
祖
国

。
０

´
伸
目
壼

輸
嬰

。
〉
圏
二
択
意
燿
輸
礎
□

′
⊃
Ⅸ
球

〉
韻
壼
縮
邸

。
Ю
卜
超
園
二
部

Ｎ

。ト
ト
ｎ
ｍ
饉
目
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ
壼
口
く

。
ヾ
瑠
為
郷
Ｃ
冬
熊
悠
壼
里
輸

超
国

。
ヾ
Ｍ
業

鍵
３
郷
Ｃ

“
饉
目

′
Ｄ
姜
枷
目
）
⊃
墜
震
Ｄ
へ
理
輸
蓑

。
ヾ
む
こ
設
伸
喘
唾
口
゛
条

可

ψ

′
い
〉
０
枷
礎
口
駆
せ
襲
収
Ｃ
縮
朦

゛
卜
区
ま

〉
韻

。
゛
卜
鋼
園
二
部

Ｎ

。ヽ

ト
ロ
ｍ
理
に
ま

。ト

ト
ロ
ｍ
壼
陣
く

。
゛
Ｍ
為
邸
Ｃ
“
準
懲
燿
二
競
組
日

。
や
椰
二
榮

駅
川
壼
ロ

歯

。
■
０
中
恒

′
Ｄ
殴
震
堂
喘
害

。
ヾ
む
〓
設
掏
輸
噌
口
゛
卜
倒
回

゛
晏

け

や

′
い
〉
０
伸
唾
口
緊
二
善
駅
Ｃ
縮
懸

゛
卜
Ц
球

〉
韻

。
や
■
目
日
二
部

Ｎ

。
゛
誉
ｔ
中
縮
索
口
二
軍
К
輸
郎
Ｃ
縮
筆

。ヽ

小
日
ｍ
壼
目
ま

。ヽ

小
日
ｍ
燿
目
く

。
Ｓ
ぺ
壼
段
蓑

。
〉
圏
二
択
「
意

。
゛
む
こ
掏
喘
礎
口
里
軍
К
論
郎
Ｃ
輪
せ

。ト
ト

ｎ
ｍ
壼
口
意

。ヽ

小
日
ｍ
壼
目
К

。
３
数

′
〉
ぱ
壼
雛
要

。
〉
圏
二
択
「
ま

。
゛
誉
ｔ
掏
縮
喚
ロ
ニ
軍
К
縮
朦
Ｃ
縮
せ

。ヽ

小
日
ｍ
燿
に
ま

。ト
ホ

ロ
ｍ
壼
口
К

。
゛
卜
殴
田
二
条
ヽ
食

′
〉
択
理
論
害

。
〉
圏

〉
熙

二
像
Ｈ
球

。
Ｑ
誉
む
伸
輸
雌
口
二
日
К
輪
懸
Ｃ
輸
せ

。ヽ

卜
同
ｍ
燿
に
ま

。ト
ホ
ロ
ｍ
壼
日
く

。
Ｓ
択
壼
輪
害

。
〉
圏
゛
簑

姜
Ｄ
日
国

官
こ
口
翼

●
．ヾ
即
嶼

６
●
恒
臨

∞
．いい
即
日

０
い
じ
恒
串

∞．口
即
日

ド
．０
恒
串

ヽ
綸
団
涵
駅

●
一
）恒
臨
Ω遍
臨 ロ

ｏ
．〓
即
日

Ｃ
Ｏ
恒
臨

８
遍
覇
筆

∞
．鸞
邸
ロ

Ｑ
８
傾
聴

０
慮
越

輸
せ

Ｑ
寸
【即
日

６
じ

恒
誅

い
Ｒ
Ｕ
輸
せ

∞
．２
即
日

６
．い
【）恒
騰

つ
．つ
即
ロ

６
じ
恒
臨

輸
ヽ
超
輸
せ

ミ

邸
ロ

６
い
０
位
誅

η
∞即
輪
せ

Ｒ
Ｕ
ロ

０
り
担
串

η
ｎ

瀧

せ

Ｑ
錦
０
□

ヽ
い
位
騰

ｑ
齢

覇

せ

０
．い邸
ロ

ま
恒
臨

Ｌ
∞田
論
せ

ｏ
ψ
即
日

ヽ
∞掟
朧

畿
器

。
岬
串

熙
串
最
引

駅
聴
腫
熙

冊
口
慎
聴
量
＝

側
唾
口
劇
＝
誅
最
引

個
雌
□
側
日
串
最
引

側
曖
口
回
日
串
艦
引

側
礎
口
倒
日
串
量
＝

側
曖
口
国
日
躍
最
＝

旧
礎
口
回
日
串
最
＝

側
礎
口
劇
＝
串
屋
引

漱
劇
＜
串
Ｅ
＝

臨
＝
墨
択
剛
く
誅
燈
＝

臨
引
墨
拭
劇
く
臨
燈
引

聴
＝
慎
択
劇
く
臨
燈
引

国
ぶ
郷
騰
最
＝
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０
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０
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や
樫

。
駅
畔

。
゛
眼
Ｑ
【
Ｃ
せ
畑

。
ヾ
銀

ミ
ロ
）
誉
晏
せ
せ
畑

゛
く
縮
礎
ロ

。
●
眼
マ
【
で
Ｃ
縮
雌
ロ

。椒
畔

。
゛
卜
樺
駅
築
せ
畑

。
く
眼
史
】
Ｃ
せ
畑

。
゛
は
ヽ
い
Ｃ
せ
畑

。
や
恨

ｏ
≧

）
誉
条
せ
喘
睡

゛
条
縮
礎
ロ

。
や
眼

い
ヽ

）
誉
条

二
輸
峡

゛
条
縮
壼

ロ

。
ヾ
銀
Ｑ
】
ぐ
Ｃ
喘
礎
ロ

。
く
恨

∞
≧
）
誉
条
せ
縮
回
゛
条
縮
礎
□

。
く
卜
性
駅
総
Ｃ
縮
雌
ロ

。
ヾ
銀
ヽ
「
で
Ｃ
喘
爬

。
ヾ
無
２
●
で
Ｃ
縮
礎
ロ

。凛
雌

。
く
眼
、
】
で
Ｃ
縮
礎
□

。
●
眼
Ｑ
【
Ｃ
せ
畑

。
●
眼

８
＞
）
む
条
せ
喘
せ

゛
晏
喘
礎
ロ

冊
０

・
引
墾

。
（像
縮
個
畔
）
Ｊ
畔
′
Ｋ
枢
目
ま

。
Ｊ

口
К
国
К

。
●
伽

〉
ヽ

や
烈
台
Ｃ
К
日
日
ｏ
．一

。
Ｊ
興
ヽ
日

球

。
Ｊ
韓
部
旧
く

。
●
゛
枷
創
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
●
ｏ
．【

。
Ｊ
騨
枢
３
く
二
旧
ま

。Ｊ
興
枢
３
“

せ
目
К

。
●
゛
や
興
Ｊ
米

・
興
Ｓ
Ｃ
Ｘ
Ｅ
Ｅ
い
。ｏ

。
（煮
輪
択
畔

）
Ｊ
畔
暉
′
口
Ｋ
に
ま

。
Ｊ
興
枢
Ｓ
■
せ
ロ

く

。
わ
伽

〉
ヽ
伸
禦
Ｊ
米

・
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
い
。ｏ

。
コ
ロ
Ｋ

目
ま

。Ｊ
Ｋ
目
く

。
わ
ф
伸
興
台
Ｃ
К
Ｅ
Ｅ
い
．ｏ

。
Ｊ
興
Ｓ
■
■
目
意

。
Ｊ
騨
３

■
２
日
く

。
●
ф
Ｄ
へ
掏
禦
Ｓ
Ｃ
ト
バ
ロ
●
い
．ｏ

。
Ｊ
駆
枢
ベ
ロ
ま

。Ｊ
駆

枢
Ｋ
口
超

。
●
゛
Ｄ
ヽ
枷
禦
台
Ｃ
卜
ヽ
Ｅ
Ｅ
い
．ｏ

。
Ｊ
駆
畔
′
駆
３
鳩
二
目
ま

。Ｊ
駆
畔

′
駆
３
■
せ
口
く

。
●
伽

枷
興
台
Ｃ
Ｋ
目
目
ｏ
．】

。
（煮
輸

椒
畔
）
Ｊ
駆
畔
′
窯
枢
Ｓ
■
せ
目
意

。
Ｊ
興

枢
Ｓ
■
せ
口
К

。
●
伽
伸
興
Ｓ
Ｃ
卜
ヽ
日
日
い
．ｏ

。
Ｊ
Ｋ
鯉
恒

意

。
Ｊ
Ｋ
駆
陣
く

。
わ
伸
掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｘ
目
●
い
．ｏ

。
Ｊ
興
枢
Ｓ
「
せ
口
ま

。
Ｊ

組
枢
Ｓ
「
せ
陣
く

。
●
伽
仰
興
Ｓ
Ｃ
К
目
日
い
．ｏ

。
Ｊ
興
枢
郷
目
ま

。
Ｊ
興
枢
３
■

せ
口
く

。
●
伽
伸
禦
Ｊ
米

・
禦
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
目
い
．ｏ

。
Ｊ
岬
枢
Ｓ
“
ニ
ロ
ま

。
Ｊ

騨
枢
Ｓ
“
二
目
く

。
●
伽

掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｅ
い
．】

。
（像
輸
出
畔
）
Ｊ
Ｋ
駆
―
口
Ｋ
旧
意

。Ｊ

岬
３
鳩
ニ
ロ
く

。●
伽
枷
興
台
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．【

。
Ｊ
騨
Ｓ
鳩
二
阿
ま

。
Ｊ

興
３
■
■
口
く

。
●
“

枷
興
Ｓ
Ｃ
К
日
日
ｏ
．】

。
Ｊ
駆
畔
目

ま

。
Ｊ
駆
畔
口
К

。
●
伽
掏
興
台
Ｃ
К
Ｅ
Ｅ
い
．ｏ

縮
量

。
ふ
く
恒
択
恨
Ｋ
〓
詭
墨

′ヽ

く
同
ｍ

二
燿
〓

′
ふ
く

‐ト
ヘ
ニ
ト
＾
喘
郎
営
目
ま

。
ヾ
眠
ヽ

ヽ
い
ｋ

′、
二
億
縮

ヾ
ト

く口
騨

Ｎ
縮
曖
口

′Ｈ
卜
未
知
１
思
縮
四

′
か
ヽ
ふ
卜
‘
仁
択
駆
〓
旧
軍

′
か

ヽ

ふ
卜
ζ
仁
択
製
Ｋ
里
輸
悩
壼
旧
く

。
ヾ
ヾ
せ
量
〓
燿
暉
＜
蟻

。
ミ
檬

眠

。
い
ヽ
ふ
い
ζ
恒
択
塔
二
縮
半
卜

′
ふ
く
同
ｍ
二
縮
爬

′
ふ

く

―卜

ヽ
里
卜
＾
縮
朦
壼
目
ま

。
い
ヽ
ふ
い
‘
恒
択
郷
せ
卜
ヽ
輸
眠
壺
旧
К

。
か
ヽ
ふ
ヽ
く
仁
択
艘

Ｋ
燿
輸
嶼

。
い
ヽ
ふ
ヽ
ζ
仁
択
郷
ニ
ト
＾
週
■
セ
ロ
ま

。憔
卜
，
ｌ
Ｓ
謳
Ｃ

Ｃ
択
Ｈ
せ
卜
＾
縮
回
営
旧
く

。
く
０
２
０
も
Ｓ
）

か
ヽ
ふ
ヽ
く

／
黎
製
ミ
倭

。【
小
Ｏ
Ｓ
■
３
）
ニ
ロ
畑

却
ヾ
Ｃ
や

。
か
ヽ
ふ
ヽ
ζ
恒

像
製
Ｋ
壼
喘
慎
む
旧
ま

。
Ｈ
か
ヽ
つ
可
燿
縮
半
円

。
い
に
伸
ふ
く
‐卜

ヽ
Ｃ
恒

像
「
二
握
く口
騨

′
〉
姜
終

回
導
燿
縮
半
卜

。
゛
眼
二
榊
騒
ヽ

回
導
Ｃ
申
＝
黛

せ
縮
斗
「
セ
旧
超

。
マ
ヾ
二
翠
ト
セ
邸
К
畷

′ミ
Ｈ
く
壺

゛
や
く
ヾ
Ｃ
き
択

。ト
ト
姜
３
真
Ｓ
）
せ
口
畑
壼
障
ま

。【

卜
“

可
壼
縮
半
卜

。
Ｈ
お
ヽ
つ
１
ニ
ト
＾
雛
邸
理
口
く

。
Ｓ
投
埜
測
鑢

。
ミ
併
曜

。ヽ

卜
ｎ
ｍ

′
Ｎ
捻
製
Ｄ

沢

掏
ヽ
く
何
ｍ
せ
縮
爬
壼
目
ま

。
か
ヽ
ふ
ヽ
ζ
恒
択
輝
せ
ト
パ
喘
朦
壼
日
Ｋ

０
ふ

く

ｎ
ｍ
ニ
ト
＾
縮
四
堂
目
ま

。
か
ヽ
ふ
ヽ
ζ
恒
択
輝
せ
卜
＾
縮
朦

壼
目
К

。ヽ

小
壼
口
ま

。
Ｈ
卜
大
ヽ
１
■
喘
爬
壼
口
К

。
か
ヽ
ふ
ヽ
‘
恒
択
婆
せ
卜
＾
競
四
燿
日
К

。憔
ホ
ｎ
ｍ
測
ヾ
Ｃ
ヽ
く

‐卜
ヽ
ニ
ト
＾
縮
朦

。
キ
狡

″
ヽ
ζ
恒
択
郷

゛
条
調
Ｃ
キ
ヽ

″
卜
‘
恒
像
軽
Ｃ
喘
礎
ロ
セ
望
輪
郎
Ｃ
目
ま

。
か
ヽ
ふ
ヽ
ζ
恒
像
郭
ニ
ト
パ
喘
爬

′
測
ぐ
Ｃ
Ｈ
卜
大
ヽ
１
二
輪
郎
壼
旧
超

。
Ｈ
小
太
，
１
二
縮
郎
理
目
К

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
却
埒
Ｃ
や

。
ヽ
く

‐卜
ヽ
ニ
ト
＾
縮
郎
壼
目
球

。ヽ

ヽ
燿
目
ま

。ヽ

卜
壼
障
К

。縦
舒
半

。ヽ

小
壼
口
ま

。ト
ホ
煙
旧
く

。ミ
薇
半

齢
囀
ロ

。
ヾ
む
む
枷
縮
礎
口
二
軍
超
輸
郎
Ｃ
縮
せ

。ヽ

小
日
ｍ
壼
口
球

。ヽ

卜
■
ｍ
燿
目
く

。
Ｓ
択
壼
喘
習

。
〉
圏
望
楡
Ｈ
ま

。
ｅ
む
こ
伸
輸
礎
□
二
軍
К
縮
朦
Ｃ
輸

撃

。ヽ

小
日
ｍ
却
埒
Ｃ
ヽ
く

ヽ
小
小
堂
目
ま

。憔

ホ
ロ
ｍ

′
Ｎ
総
Ｃ
ヽ
く

ヽ

小
小
さ
口
К

。
Ｓ
祉

′
〉
択
燿
縮
装

。
〉
圏
せ
楡
Ｈ
疎

′
Ｄ
拠
痙
里
条
卜
Ｒ

。
●
誉

ｔ

枷
輸
礎

口
二
軍
く
縮

邸

Ｃ
輪
せ

。
Ｒ

卜

ｎ

ｍ
燿
目
ま

。
ヽ

小

日
ｍ

測
槍

Ｃ

ふ
く

ｎ

ｍ
Ｓ
熙

壼
旧
超

。
マ

〉
０

〉
繊

′
〉
ぺ

燿
喘

装

。
〉
眠

二
ぐ
加
倒

回

。
ヾ
誉
こ
掏
縮
曖
口
二
軍
К
縮
邸
Ｃ
縮
せ

。ヽ

小
ｎ
ｍ
Ｎ

ヾ
Ｃ
ふ
く

‐卜
ヽ
壼
日
ま

。
■
涎
）
ヽ
小
掏
回
導
壼
く口
駆
Ｃ

却
縮
せ

′
ふ
そ
ｎ

ｍ
Ｓ
熙
壼
恒
く

。
ｅ
ヽ
Щ
震
二
条
ト
ミ

′
〉
択
壼
縮
装

。
〉
圏
里
で
れ
樹
回

。
゛
む
こ
枷
縮
礎
口
せ
軍
К
縮
郎
Ｃ
縮
せ

。ヽ

卜
ｎ
ｍ

セ
ロ
ま

。ヽ

小
日
ｍ
む
目
く

。
３
択
理
論
装

。
ｅ
ｂ
筆
せ
３
饉
回
里
択
「
ま

。
く
む
こ
伸
縮
曖
口
二
軍
К
輸
朦
Ｃ
縮
雄

。ヽ

ト
ロ
ｍ
壼
目
ま

。ヽ

小

ｎ
ｍ
摯
陣
く

。
０
゛
掏
目
Ｃ
≦
饉
日
３
隈
二
陣
К
Ｃ
縮
害

。
〉
圏
里
像
引
意

。
ヾ
（
ニ
ギ
伸

喘
雌
口
二
目
＝
輸
朦
Ｃ
縮
せ

。
キ
ミ

″
ヽ
ζ
恒
択
軽
０
゛
壼

悩

〉
Ｋ

′
掏
ぐ

Ｃ
ヽ
小
日
ｍ
壼
旧
ま

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
壼
口
く

。
３
択
燿
縮
善

。
〉
圏
せ
像
引
ま

。
ヾ
誉
こ
掏
縮
曖
口
せ
目
Ｈ
縮
邸
Ｃ
縮
せ

。
十
ヽ

″
ヽ
ζ
恒
択
軽

′
Ｎ

捻
Ｃ
憔
卜
同
ｍ
壼
目
ま

。
や
ヽ

″
ヽ
ζ
恒
楡
軽

椰
Ｓ
で
や

“

Ｎ
ぐ
Ｃ
ヽ

ふ

同
ｍ
壼
旧
く

。
Ｓ
択
堂
輪
碧

。
〉
医
せ
恒
択
ま

′
゛
案
０
ヤ

和
叫
震
掏
週
〓

。
ヾ
む
こ
掏
喘
礎
口
せ
目
＝
喘
朦
Ｃ
輪
せ

。Ｒ

卜
ｎ
ｍ
壼
口
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ
壼
目
く

。
Ｓ
択
壼
縮
蓑

。
〉
圏
せ
恒
択
ま

０
ト

ホ

ロ

ｍ
壼
口
ま

。
ヽ

小

日

ｍ
壼
目

К

。
Ｓ
択

理
喘
蓑

。
〉
圏

〉
熙

〓
像

Ｈ
ま

。
や
誉
こ
伸
縮
縣
口
ニ
ロ
Ｈ
縮
朦
Ｃ
縮
せ

。ヽ

小
同
ｍ

壼
目
ま

。ト
ホ
ｎ
ｍ
堂
旧
く

。
３
択
壼
縮
襲

。
●
も
華
せ
８
騒
回
せ
像
調
疎

０
゛

誉

ｔ

伸
輸
雌

口

二
日
「
輸

邸

Ｃ
縮
せ

。
キ
ヽ

″
ヽ
‘

Ｃ
恒
像
葉

Ｓ
軍

せ
目
ま

。
ヾ
誉
ｔ
掏
輸
礎
口
ニ
ヨ
超
縮
朦
Ｃ
縮
せ

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
堂
目
ま

。ヽ

小
日
ｍ
壼
目
超

。
３
択
壼
輸
蓑

。
〉
圏
二
択
調
ま

。
゛
誉
〓
伸
輸
礎
口
二
目
調
縮
朦
Ｃ
喘
せ

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
燿
口
ま

。ト
ト
ロ

ｍ
堂
口
К

。
Ｓ
繊

′
〉
択
壼
喘
襲

。
〉
圏
せ
択
Ｈ
゛
ヽ
姜
Ｄ
区
ま
せ
条
ト
ミ

。
゛
む
こ
伸
縮
礎

口
二
軍
К
縮
朦
Ｃ
輸
せ

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
壼
目
ま

。ヽ

卜
■
ｍ
壼
目
К

。
３
択
燿

輸
害

。
〉
匿

〉
純
Ｋ

Ｏ
い
“
即
К
唱
Ｃ
競
せ

′
Ｄ
区
疎

〉
韻
）

ｏ
「
二
ヽ

ト

。
Ｒ
誉
む
枷
縮
礎

口
ニ
ロ
К
縮
郎
Ｃ
縮
せ

。ヽ

小
ｎ
ｍ
燿
目
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ
壼
目
く

。
Ｓ
択
壼

策
眼

。
〉
圏

〉
榊
К

や
い
“
即
К
暇
Ｃ
喘
せ

′
Ｄ
区
ま

〉
韻
）

ｏ
↓
ニ
ト
ホ

官
こ
劇
翼

Ｒ
話

濡

量

つ
い即
日

っ
い恒
騰

い
ｎ

瀧

せ

田
即
日

Ｃ
じ
恒
臨

一
．０
劇
ロ

●
．］
）掟
臨

い
い邸
喘
せ

ｏ
卜
邸
ロ

い
∞
柾
臨

「
曽
即
輸
せ

い
。い
出
□

Ｃ
．で
】）恒
臨

Ｎ
．い
出
ロ

Ｆ
Ｏ
恒
臨

∞
９
即
日

Ｆ
じ
恒
臨

寸
．〓
邸
縮
せ

∞
．い
邸
□

Ｆ
．じ
恒
串

っ
．９
０

ロ

命
．い
）恒
臨

ｏ
．２
Ｕ
ロ

０
．０
恒
串

い
〓
即
日

Ｆ
Ｏ
）江
臨

寸
．０
即
邸

貧
．い
）延
聴

ｏ
営

Ｕ
ロ

ε
．ヾ
）担
臨

ｏ
．〓
Ｕ
ロ

貧
．↓
恒
臨

【．〓
Ｕ
颯
せ

∞
．営
即
日

Ｃ
Ｏ
）撻
聰

ヾ
．８
即
輸
せ

ヽ
．営
邸
ロ

含
．い）値
臨

総
騰

・
岬
講

臨
＝
曇
ぺ
劇
く
臨
燈
＝

臨
＝
曇
択
劇
く
臨
場
調

躊
＝
錮
択
副
く
臨
駐
＝

臨
＝
適
択
劇
く
臨
場
＝

旧
口
回
騰
最
＝

旧
□
回
串
燈
＝

旧
口
回
騰
屋
羽

冊
口
回
臨
最
＝

個
□
回
臨
豊
引

側
口
回
臨
量
＝

個
口
倒
串
駐
＝

冊
口
回
串
壼
＝

剛
口
回
聴
壼
引

側
口
回
臨
駐
引

承
串
Ｅ
引

漱
臨
最
引

呻
申

０
ト 8 あ

ゆ
∞

Φ
∞

卜
∞

∞
∞

Ｎ
Ｏ
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や
樫

。
日

い

即

暉
懲

展

。
や
ト
ギ

ミ
軍

）
で

ヽ

理
装
椰

。
゛
卜
悼

駅
築

せ

畑

。目
凛

即
慎

悠
展

。
゛
卜
ざ
女
黒
）
で
ヽ
壼

よ
椰

。
莉
≪
〓
終
軍
日

一雛
噂

口

。
゛
卜
性
駅
ヽ
ま
＾
雛
弊
風

。
目

い

即

暉

悠

展

。
中

朧

ヽ

ζ

思

旧

К
腿

風

。
゛
卜
伸

駅
裏
せ

畑

。目
ξ

即
凛
黙
属

。
前
≪
燎
里

輸
礎
口

。
ヾ
卜
悼
駅
ぐ
Ｃ
輸
雑

。目
編

即

暉
悠
喜

。
や
卜
性
体
で
Ｃ
輪
峰

。目
ξ

即

暉

懲

展

。
和
≪

〓

拠

軍

い
せ

縮
曖
□

。
゛
卜
樺
駅
で
Ｃ
颯
雑

。目
沢

即

爆
悠
展

。
゛
卜
ざ
女
軍
）
で
ト

壼
女
椰

。
ヾ
卜
性
駅
で
Ｃ
輸
峰

。
●
気
毀
】
ぐ
Ｃ
喘
雑

。
゛
気
ヽ
【
で
Ｃ
輸
礎
口
峰

。
゛
卜
ざ
よ
軍
）
で
ヽ

蛍
ｔ
椰

。
゛
眼

Ｑ
【
総
Ｃ
輸
峰

。日

劇

Ｕ

爆

懲

展

。
゛

Ｏ

Ｎ
よ

露

）
で
■
燿
よ
椰

。
前
К
燎
権
軍

Ｈ
里
縮
雌
口

。
中
朧

卜
‘
里
目

ま

・
超
昌

。
゛
■
樺
駅
ヽ
せ
畑

０
゛

Ｓ

）
Ｄ
轟
郡

二
３
く

日

。
目
日
●

Ｕ
爆
悠

展

。
゛
■
樺

駅
ヽ

せ

畑

。
゛
■
翠
よ
粟
）
で

い
燿
女
経

。
゛
卜
捧
駅
為
雄
畑

麗
Ｊ

・
引
墾

。
Ｊ
興
Ｓ
鳩
コ
Ｉ
Ｋ
暉

罫
に
ま

。
Ｊ
興
３
■
２
７
К
暉
罫

目
く

。
●
伽

掏
興
Ｓ
Ｃ
К
Ｅ
Ｅ
い
。ｏ

。Ｊ
枢
Ｋ
目
球

。Ｊ
口
Ｋ
目
К

。●
伽
〉
黙
掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｅ
い。ｏ

。
Ｊ
憔
Ｋ

′
椰
目
ま

。
Ｊ
К
暉
′
寧
３
鳩
せ

目
К

。
●
゛

掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
い
。ｏ

。
Ｊ
興

Ｓ
■
里
口
式

。
Ｊ
興
Ｓ
鳩
せ
目
К

。
●
伽
Ｄ
念

掏
潤
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
い
。ｏ

。
Ｊ
興
口
く

。
Ｊ
興
３
■
二
目
К

。
わ
伽
Ｄ
へ

掏
禦
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
い
。ｏ

。
Ｊ
Ｋ
暉
―
興
Ｓ
■

二
日
意

。
Ｊ
興
３
「
二
日
く

。
わ

ф
Ｄ
へ

掏
烈
Ｊ
憔
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．ｏ
′

η
ｏ
。
●
御

伸
興
全
Ｃ
Ｋ
■
日
い
‘

Ｏ
Ｊ

鯉

Ｓ
■
二
目
ま

。
Ｊ
暉

３
■

里

口
く

。
●
伽

掏
禦
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．】

。
Ｊ
興
目
ま

。
Ｊ
興
目
超

。
●
ф

〉

ヽ

中

興

Ｓ

Ｃ

＜

日

日

ｏ

．
Ｎ

Ｐ

ｏ

．
】

。
Ｊ
個
Ｋ
口
ま

。Ｊ
口
Ｋ

口
く

。
●
伽

掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｘ
Ｅ
日
い
．ｏ

。
Ｊ
岬
枢
郷
旧
ま

。
Ｊ
口
Ｋ

目
く

。
●
ф

掏
興
台
Ｃ
Ｘ
Ｅ
Ｅ
い
．ｏ

。
Ｊ
Ｋ
鯉
′
興
Ｓ
“
里

目
ま

。
Ｊ
Ｋ
暉

′
興
３
■
里
目
К

。
●
伽
Ｄ
へ

掏
烈
Ｓ
Ｃ
Ｘ
日
日
い
．ｏ

。Ｊ
Ｋ
暉
―
岬
３

■
里
目
ま

。
Ｊ
Ｋ
暉
′
熙
３
■
二

目
超

。
●
伽

中
烈
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
日
〇
．【

。Ｊ
興
３
■
里
′

卿
口
疎

。
Ｊ
興
３
■
〓
′
岬
目
К

。
●
伽
Ｄ
へ

掏
烈
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．【

佃
騨
昌
準

０
爆

悠
展
せ
口
К
風

。や

優

掏
段

峰

）

Ｄ
瑯

択
掏
引
禦
二
蓑
調
風

０
暉

懲
展
二
日
く
量

。ミ

侵

中
離

韓

）

Ｄ
罫

択
掏
＝
繋
２
要
「
量

０
暉

悠
展
二
日
く
量

。ミ

督

伸
輸

峰

）

Ｄ
瑯

択
掏
＝
禦
せ
碧
＝
風

０
暉

悠
展
望
目
К
風

。畿

怪

伸
縮

峰

）

Ｄ
瑯

釈
伸
＝
禦
塁
雷
Ｈ
風

０
暉

窓
展
望
目
超
量

。畿

優

掏
輪

峰

）

Ｄ
瑯

択
中
＝
禦
二
背
調
墨

０
嘔

懲
戻
二
日
К
風

。簗

侵

伸
輸

峰

）

Ｄ
瑯

択
伸
引
禦
二
襲
＝
塁

０暉

懲
喜
せ
目
超
風

。翠

侵

伸
輸

峰

）

Ｄ
瑯

択
伸
引
禦
二
蓑
＝
呂

０ミ

優

掏
縮

峰

）

Ｄ
瑯

択
掏
引
牌
里
害
＝
風

０
凛

懲
寝
二
日
К
風

。ミ

優

掏
喘

韓

）

Ｄ
瑯

釈
掏
引
禦
せ
猥
Ｈ
量

０
爆

悠
展
望
目
く
風

。翠

侵

掏
縮

蜂

）

Ｄ
餌

択
伸
引
撃
二
襲
引
風

縮
〓

。
Ｓ
姜
壼
だ
ヽ
へ
К

。
キ
ヽ

″
ヽ
‘

Ｎ
総
Ｃ
ふ

く

―卜
ヽ
壼
目
ま

。
ふ
く
ｎ
ｍ
Ｃ

い
ヽ
卜
終
二
輪
駆

′
か
ヽ
ふ
ヽ
ζ
仁
像
軽
二

漱
“
却
壼
目
К

。
悩
悩
Ｃ

ｓ
Ｓ

ヽ
‘
堂
目
Ｃ
輸
装

。
〉
圏
〓
晏
●
騒
壼
鴫
駆 。コ

い

ヽ
Ｒ
Ｋ
簗
Ｅ
Ｃ
恒
択

∞
二
輪
郭
即

。
や
ヽ

″
ヽ
く

却
捻
Ｃ
ヽ
く

―卜
ヽ
壼
口
ま

。
「
×
ふ
ヽ
ζ
恒
択
椰
Ｃ
部

゛
せ
縮
“
響
壼
目
К

。
〉
躍
二
条
ヤ
騒
壼
鍛
駆

。
Ｓ
姜
湮
ポ
ヽ
Ｒ
Ｋ

。
キ
ヽ

″
卜
ζ

Ｎ
捻
Ｃ
ヽ
く
卜
ヽ
壼
目
ま

。
ふ

く
同
ｍ
Ｃ

一
ヽ
卜
拠
二
輸
駆

′
ヽ
か
■

′、
せ
輸
≦
即
壼
目
К

。
●
瑠
築
撻
３

郷
Ｃ
挙
饉
国

′誉
＝
導
）
ト
ホ
ロ
ｍ
壼
目
Ｃ
輸
蓑

。
〉
圏
二
条
ヤ
筆
壼
輸
駆

。
キ
ヽ

″
ヽ
ζ

却
ぐ
Ｃ
ふ
く
卜
ヽ
壼
喘
挙
椰
壼
口
球

。ポ

′、
代
κ
畿
圧
Ｃ
恒
択

∞
里
縮
髯

却

。
キ
ヽ

″
ヽ
ζ
壼
目
ま

。
ヽ
く
同
ｍ
Ｃ

ｓ
ヽ
卜
欄
二
喘
翠

′
ヽ
か
ｋ
ヽ
里

縮
挙
蝉
饉
口
超

。
悩
悩
Ｃ

ｓ
Ｓ
ヽ
ζ
■
旧
Ｃ
輸
蓑

。
〉
圏
せ
晏
ヤ
騒
壼
縮
颯

。
３
０
営
ギ

′、
代
κ

。
キ
ヽ

″
ヽ
ζ

Ｎ
袷
Ｃ
ふ

く

―卜
ヽ
燿
目
ま

。
ふ
く
Ｒ
ｍ
Ｃ

（
為
卜
押
里
輸
駆

′
か
ヽ
ふ
ヽ
ζ
恒
択
郷
〓

縮
“
蝉
燿
目
超

。
悩
悩
Ｃ

ｓ
罫
ヽ
‘
壼
旧
Ｃ
輸
嬰

。
〉
圏
せ
晏
，
筆
壼
縮
撃

。
Ｓ
Ｏ
壼
ぱ

′、
Ｒ
Ｋ

。
キ
ヽ

″
い
ζ

Ｎ
埒
Ｃ
ふ
く

，卜
ヽ
壼
口
意

。
ふ
く

ｎ
ｍ
Ｃ

ｓ
ヽ
卜
押
壼
縮
暉

′
か
ヽ
ふ
卜
ζ
仁
択
郷
Ｃ
饉

Ｎ
里
縮
卜

′喘
■
Ｏ

喘
挙
却
蛍
恒
К

。
悩
悩
Ｃ

（
Ｒ

ヽ
こ
饉
目
Ｃ
輸
暇

。
〉
圏
〓
０
●
騒
壼
縮
撃

齢

準

。
ふ
く
ヽ
燃
掻
む
ロ

ま

。ヽ

ふ
Ｒ
ｍ
せ
目
畑

Ｎ
ヾ
Ｃ
や

′
ヽ
く

ヽ
ト
ホ
Ｓ
熙

里
目
軍
壼
口
К

。
い

０
中
国
二
輸
襲

′
Ｄ
区
ま
）
ヽ

卜
ｎ
ｍ
３
韻
壼
喘
雌

口

。
〉
圏
）
Ｄ
報
駆

。
ふ
く
挙
蒸
騒

堂
目
球

。ヽ

小
ｎ
ｍ
二
目
畑

Ｎ
ｅ
Ｃ
や

′
ふ
く

ヽ
ト
ト
ニ
ロ
軍
煙
目
К

。
■

０
掏
旧
二
喘
蓑

′
Ｄ
区
ま
）
ヽ

小
ｎ
ｍ
Ｓ
韻
壺
縮
曖

口

。
〉
題
）
Ｄ
日
涎

。
ヽ
く
“
撫
晏
Ｃ
部

Ｎ

単
目
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ
せ
陣
畑

却
総
Ｃ
や

′
ふ
く

ヽ
ト
ホ
せ
目
軍
”
一目
く

。
■

０
掏
目
二
縮
害

′
Ｄ
区
疎
）
憔

卜
ｎ
ｍ
Ｓ
謳
壼
縮
礎

口

。
〉
圏
）
Ｄ
題
胆

。
ふ
く
“
憮
悩
燿
国
意

。ヽ

小
日
ｍ
二
日
畑

測
ヾ
Ｃ
や

′
ふ
く
部

Ｎ
Ｃ
ふ
く
ｎ
ｍ
２
縮
＝

却
ヾ
Ｃ
ふ
く

ス
ト
ヽ
二
日
軍
壼
旧
く

。
■

０
掏
口
せ
縮
装

′
Ｄ
区
ま
）
ヽ

卜
同
ｍ
Ｓ
韻
壼
輸
礎

口

。
〉
圏
）
Ｄ
組
拠

。
ふ
く
ヽ
蒸
騒
壼
目
ま

。ヽ

小
日
ｍ
里
口
畑

Ｎ
捻
Ｃ
ψ

′
ふ
く
饉

∞
姜
伸
Ｃ

ヽ
く

ヽ
卜
小
せ
゛
和

′
ふ
く
Ｒ
ｍ
２
Ｈ
Ｃ
ふ
く

ヽ
ト
ト
里
旧
軍
壼
口
く

。
■

姜
伸
口
二
喘
害

′
Ｄ
区
ま
）
ヽ

小

同
ｍ
Ｓ
謳
壼
綸
曖

口

。
〉
圏
）
Ｄ
超
拠

。
ヽ
く
挙
撫
騒

営
目
意

。ヽ

小
同
ｍ
ニ
ロ
畑

匈
埒
Ｃ
や

′
ふ
く

ス
ト
ホ
ニ
ロ
軍
壼
口
К

。
■

０
掏
目
二
輸
襲

′
Ｄ
区
本
）
憔

ト

ロ
ｍ
Ｓ
謳
壼
喘
礎

口

。
〉
圏
）
Ｄ
目
拠

。
ふ
く
“
蒸
騒
燿
障
ま

。
ふ
く
ｎ
ｍ
二
目
畑

匈
捻
Ｃ
）

′
ふ
く

ヽ
ヽ
小
Ｃ
部

Ｎ
せ
口
軍
蛍
目
く

。
■

椰
伸
目
里
輸
装

′
Ｄ
区
ま
）
ヽ

卜

同
ｍ
Ｓ
韻
饉
喘
曖

口

。
〉
圏
）
Ｄ
目
鱈

。
ヽ
く
“
標
騒
壼
口
式

。
ふ

く

阿
ｍ
二
目
畑

却
埒
Ｃ
や

′
ヽ
く

ヽ
ト
ト
姜
゛
壼

悩
二
目
軍
蛍
目

К

。
■

０
伸
口
二
雛
害

′
Ｄ
区
球
）
ヽ

ト

ロ
ｍ
Ｓ
韻
壼
韓
礎

口

。
〉
圏
）
ゴ
趣
壇

。
ふ
く
ヽ
な
経
壼
目
意

。ト
ホ
ｎ
ｍ
二
日
畑
壼
目
く

。
■

゛
伸
目

里
縮
碧

′
Ｄ
区
ま
）
ヽ

小
日
ｍ
Ｓ
謳
壼
縮
礎

口

。
〉
圏
）
Ｄ
組
撻

。
ふ
く
“
撫
晏
Ｃ
饉

∞
蛍
ロ

球

。ヽ

小
ｎ
ｍ
ニ
ロ
畑

Ｎ
掟
Ｃ
）

′
ヽ
く

ヽ
卜
小
姜
禅
二
日
軍
壼
目
К

。
■

姜
伸
目
里
縮
碧

′
Ｄ
Ц
ま
）
ト

ト
同
ｍ
Ｓ
謳
壼
輸
礎

口

。
〉
圏
）
Ｄ
超
壇

。
ふ
く
郭
志
騒
壼
日
疎

。ヽ

小
ｎ
ｍ
二
日
畑

却
埒
Ｃ

や

′
ふ
く

ヽ
ト
ト
姜
゛
壼

悩
二
日
軍
燿
目
К

。
く
Ｍ
熙

Ｈ
姿
腱
３
郷

′
Ｄ
姜

伸
口
〓
縮
害

。
３
“
Ｄ
区
球
業

ヾ
ト
ト

ホ
ｎ
ｍ
世
論
緊
口

。
〉
圏
）
０
組
壇

。
ふ
く
ヽ
撫
騒
壼
目
ま

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
二
日
畑

Ｎ
埒
Ｏ
ψ

′
ふ
く

ヽ
小
卜
思
日
軍

測
袷
Ｃ
ふ
く
同
ｍ
Ｃ
Ｈ
〓
喚
口
壼
目
く

。
゛
Ｍ
凛

【

ヽ
撻
３
輝

′
Ｄ
姜
伸
口
二
輸
鴨

。
３
０
Ｄ
区
球
壼
輸
雌
口

。
〉
眠
）
Ｄ
目
涎

。
ふ
′ヽ
郷
な
員
壼
目
意

。憔
ト
ロ

ｍ
〓
口
畑

却
埒
Ｃ
や

′
ふ
く

ヽ
ト
ホ
姜
゛
壼

悩
Ｃ
郎

Ｎ
二
日
軍
燿
目
К

。
■

０
伸
旧
〓
縮
害

。
３
０
Ｄ
区
ま
為
役
ヽ
（
ｎ
ｍ
色
輸
唾
口

。
〉
圏
）
Ｄ
組
壇

官
こ
口
翼

η
Ｏ
田
慎

Ｑ
口
Ｕ
ロ

ミ

【掟
臨

っ
ゴ
Ｕ
ロ

Ｃ
【０
江
♯

ヽ
∞邸
慎

Ｑ
．ヽ
Ｕ
ロ

０
．い
恒
串

∞
ゴ
趨
□

Ｆ
じ
恒
騰

【．●
Ｕ
ロ

ρ
じ
撻
串

ｑ
∞
【邸
ロ

０
９
恒
臨

ｑ
卜
】即
日

６
９
恒
串

ヽ
い
【測
ロ

０
９
掟
出

ｑ
∞
】即
日

Ｃ
Ｏ
恒
出

ヽ
卜
】趨
ロ

Ｃ
Ｏ
掟
串

８

【即
慎

つ
口
即
日

Ｒ

【恒
串

Ｌ
∞邸
慎

Ｑ
一
】邸
ロ

，
９
極
臨

８

】即
適

Ｑ
口
邸
ロ

Ｃ
ヾ
【）撻
朧

畿
串

。
即
舗

雑
恒
♯
場
調

モ
担
業
星
引

韓
恒
臨
燈
引

堆
担
騰
最
引

峰
担
騰
慶
調

峰
揮
臨
屋
＝

峰
掟
業
燈
引

峰
極
騰
星
＝

峰
担
昨
量
＝

蜂
担
臨
艦
＝

峰
恒
臨
壼
＝

韓
担
誅
量
＝

嫁
恒
串
場
引

膠呻
口申

め
Φ

０
０

卜
０

∞
０

０
０

Ｏ
Ｏ
，

，
Ｏ
ｒ

Ｎ
Ｏ
一

Ｏ
Ｏ
ｒ

８

，

ゆ
Ｏ
ｒ

０
０
，

卜
〇
一

憔
憮
邸
堆
傾
Ｃ
調
■
８
卜
ｘ
∽
　
畑
服
ぶ
８

１
∞
ｏ
ｏ
ｚ
　
∞
憔
誤
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や

樫

。ロ
ロ
ロ
ヾ

Ｕ
暉
懲
喜

。
゛
卜
翠
よ
黒
）
て

林
燿
よ
椰

。
゛
卜
樺
駅
為
せ
畑

ｇ
目
ぶ
Ｕ
暉

懲
展

。
゛
卜
樺
は
で
Ｃ
縮
嶼
韓

。
゛
銀
ヽ
】
で
Ｃ
輸
雌
口
雑

。日
ξ

Ｕ

爆
懲
喜

。
く
卜
ざ
女
黒
）
で
ヽ

壼
女
経

。
゛
卜
樺
収
で
Ｃ
輸
雄

。
゛
眼
終

ぐ
ｃ
輸
に

。目
凛

即

暉
悠
喜

。
ヾ
卜
ざ
ま
翼
）
で
ト

壼
女
椰

。
゛
気

Ｑ
Ｎ
で
Ｃ
輸
蜂

。
゛
卜
樺
駅
鴇
雄
畑

。凛
悠
展
Ｃ
Ｓ
軽
燃
思
目

ま
輸
却
量

。
゛
ヽ
伸
は
ヽ
せ
畑

。口
”
口
ヽ

Ｕ
蝶
悠
展

。
ヾ
３
）
〓
根
築
ロ

憔
臨

′
い
鶏
）
Ｄ
壊
経
せ
８
Ｋ

日

。
゛
卜
翠
よ
黒
）
で
卜
壼
よ

経

。
ヾ
卜
樺
駅
ヽ
ま
＾
輸
弊
量

。目
綱

起

暉

悠

展

。
ヾ
眼

ミ

】
Ｏ
せ

畑

。
゛
卜
翠
ｔ
黒
）
で

ヽ
壼
よ
経

。
゛
卜
偉
駅
ヽ
せ
畑

。
゛
眼
ヽ
】
で
Ｃ
縮
慎
雑

。
゛
眼
ヽ
【
で
Ｃ
輪
Щ
韓

。
゛
眼
で
Ｃ
喘
ф
騨
呂
韓

。
゛
眼
総
Ｃ
鍛
φ
螂
風
雄

麗
０

。
引
出

。
Ｊ
К
枢
′
興
枢
燃
匡
疎

。
Ｊ
Ｋ
枢
′
騨
枢
郷
目
く

。
●
伸

〉
ヽ
中
劇
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．倒
′
ｏ
．】

Ｏ
Ｊ

個
Ｋ
に
ま

。
Ｊ
口
К
口
К

。
●
゛

〉
檬

掏
興
Ｓ
Ｃ
К
日
日
ｏ
．い
と
ｏ
．【

。
口
興
Ｓ
ヽ
二
に
ま

。Ｊ
騨
３
■
里

阿
く

。
●
伽
掏
興
全
Ｃ
Ｘ
ロ
ロ
ｏ
．】

。Ｊ
Ｋ
駆
罫
目
ま

。Ｊ
口
Ｋ

目
く

。
●
伽

Ｄ
へ

伸
興
Ｊ
憔
Ｃ
Ｋ

●目
ら
．ｏ
。
わ
伸

掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
ｏ
．】

。
Ｊ
興
枢
３

ヽ
二
日
球

。
Ｊ
興
枢
Ｓ
ヽ
二
日
К

。
わ
伽

〉
ヽ
中
烈
Ｓ
Ｃ
Ｘ
目
●
ｏ
．一

。Ｊ
興
枢
Ｓ
“

せ
目
球

。
Ｊ
佃
Ｋ
目
く

。
●
伽
Ｄ

ヽ

掏
興
Ｊ
憔

Ｎ
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
日
ｏ
．】

ＯＪ

К
暉
―
騨
３
“
せ
目
ま

。
Ｊ
口
Ｋ

口
く

。
●
伽

掏
興
Ｓ
Ｃ
К
日
日
ｏ
．【

。
Ｊ
興
３

■
二
′
個
Ｋ
口
ま

。
Ｊ
佃
Ｋ
？
鯉

目
く

。
●
伽

掏
興
傘
Ｓ
Ｋ
目
●
ｏ
．日

。Ｊ
興
Ｓ
■

ニ
ー
興
目
ま

。
Ｊ
廻
―
興
３
“
二

目
く

。
●
ф

掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｘ
目
目
い
。】

。
Ｊ
興

枢
３
鳩
せ
に
ま

。
Ｊ
興
枢
Ｓ
「
二

旧
К

。
●
伽

伸
禦
Ｓ
Ｃ
К
日
Ｅ
ｏ
．】

。
Ｊ
興

′
Ｋ
暉
罫
日
ま

。
Ｊ
興
Ｉ
Ｋ
駆
罫

目
К

。
●
伸

掏
烈
Ｓ
Ｃ
Ｋ
ロ
ロ
い
．ｏ

。
Ｊ
Ｋ
駆
日
ま

。Ｊ
担
Ｋ
口
К

。
●
“

〉
臨
掏
烈
Ｓ
Ｃ
Ｘ
日
日
い
。「

。
Ｊ
騨
枢
３
■
里

国
球

。
Ｊ
騨
枢
３
■
里
目
К

。
●

“

掏
烈
Ｓ

Ｃ
Ｋ

日
日
ｏ
．め
，
ｏ
．【

。
Ｊ
興
枢
輝
恒
ま

。
Ｊ
興
枢
郷

口
К

。
●
伽

伸
禦
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．】

。
Ｊ
口
Ｋ
目
意

。
Ｊ
口
Ｋ

旧
く

。
わ
伽

伸
禦
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
目
ｏ
．【

“
襲
〓
準

０
暉

窓
寝
二
日
超
露

。ミ

優

掏
輪

峰

）

Ｄ
蝶

択
中
＝
黒
二
眼
＝
風 ０蝶

懲
属
二
日
超
量

。ミ

優

掏
喘

峰

）

Ｄ
瑯

択
掏
＝
票
〓
嬰
＝
昌 ０

暉

悠
展
望
目
К
風

。磁

優

掏
輪

嫁

）

Ｄ
罫

択
掏
＝
牌
せ
嬰
＝
呂 ０

暉

悠
展
望
旧
К
露

．ミ

優

掏
輸

峰

）

Ｄ
瑯

択
掏
引
禦
二
懇
＝
風

。
Ｄ
椰
暉
悠
寝

。
い
母
展
燿
雄

Ｎ
量

。
Ｄ
椰
蝶

懲
属
二
旧
超
量

。ミ

優

中
離

雑

）

Ｄ
縣

釈
中
引
禦
二
蓑
調
風 ０凛

悠
展
せ
目
К
風

。総

優
掏
輸
峰

′）
Ｓ
回

伸
邸
引
翠
二
蓑
「
Ｒ

０
暉

悠
寝
二
日
К
風

。ミ

優
枷
縮
韓

′
）
３
回

掏
峰
引
螺
二
害
＝
風

。
Ｄ
Ｏ
慎
悠
寝

二
日
К
風

。
０
■
瓢

択
掏
引
禦
二
要
引
島

。
Ｄ
姜
暉
悠
展

せ
日
К
量

。
゛
ヽ
雪

択
掏
＝
撃
二
襲
Ｈ
塁

。
Ｄ
Ｏ
慎
懲
喜

ニ
ロ
К
島

。
゛
卜
瑯

択
伸
＝
禦
里
猥
＝
風

。
Ю
卜
瑯

択
掏
引
輯
里
製
＝
露

齢
昌

。ぱ

′、
Ｒ
Ｋ
ミ
匡
Ｃ
恒
択

∞
二
縮
“
即

′や
ヽ

″
ヽ
く

Ｎ
捻
Ｃ
ふ
く

‐ト

ヽ
世
旧
球

。
ふ
く
ｎ
ｍ
い
ヽ
卜
掏
壼
縮
駆

′
い
ヽ
ふ
卜
ζ
仁
択
郷
Ｃ
饉

ヽ
二

喘
≦
却
壼
旧
く

。
悩
悩
Ｃ

ｓ
Ｓ

卜
‘
壼
旧
Ｃ
縮
曹

。
〉
圏
）
Ｄ
目
園
壼
蹴
弊

ヨ
ト
′ヽ
Ｒ

Ｋ
ヾ
Ｅ
Ｃ
仁
択

∞
せ
肛
審
却

。ヽ

卜
何
ｍ
椰
３
■
Ｓ
）
壼
旧
球

ぺ
・ヽ

ふ

ヽ

‘
仁
択
郷
せ
週
卜

′
ヽ
い
ｋ

′ヽ
二
週
調
輸
挙
却
壼
口
く

。
や
ト
ヨ
悠
二
択
ト

′
゛
゛
掏
口
）
ｂ
「
憚
）
ヽ
小
日
ｍ
壼
輸
碧

。
〉
圏
）
Ｄ
優
園

〉
謳
煙
縮
腱

。
Ｓ
Ｏ
壼
ポ

′、
ミ
К

。
キ
ヽ

″
卜
‘
壼
目
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ
壼
縮
聴

′
ヾ
Ｓ
）
ｏ
し
ぺ

〉
騰
掏
縮
ф

螂
堂

か
ヽ
ふ
Ｃ
コ
＝

′
か
ヽ
ふ
ヽ
‘
恒
択
郷
Ｃ
郎

∞
二
論
“
爆

壼
日
К

。
ヾ

３
）
瞥
「
で

悩
９

′ｂ
＝
却
）
ヽ
卜
ｎ
ｍ
壼
喘
害

。
〉
匿
）
Ｄ
日
興
壼
喘
卑

。ポ

′、
Ｒ
Ｋ
ミ
Ｅ
Ｃ
恒
択

∞
二
縮
“
即

。
か
ヽ
ふ
卜
‘

恒
像
軽
せ
週
卜

′
却
ヾ
Ｃ
キ
ヽ

″
ヽ
ζ
思
む
調
喘
冬
即
摯
目
ま
ｔ

か
ヽ
ふ
ヽ

く
仁
択
郷
Ｃ
部

Ｎ
せ
週
卜

・
週
■
縮
挙
蝉
燿
目
К

。
〉
圏
）
Ｄ
組
国
壼
縮
黎

。潔

′、
Ｒ
Ｋ
ミ
Ｅ
Ｃ
恒
楡

∞
二
縮
“
却

。
十
ヽ

″

い
く

測
埒
Ｃ
ふ
く

‐卜
ヽ
二
喘
“
即
壼
目
ま

。
ふ
く
ｎ
ｍ
Ｃ

ｓ
築

卜
押
里
週
ト

′
ヽ
く
同
ｍ
Ｃ

い
ヽ
卜
欄
二
週
＝
燿
録
暉

′
か
ヽ
ふ
ヽ
ζ
恒
択
梃
里
週
■
Ｃ

喘
挙
蝉
壼
口
く

。
゛
ｂ
＝
導
）
ヽ

ト
ロ
ｍ
壼
雛
背

。
〉
眠
）
Ｄ
額
園
壼
縮
颯

。ば
ヽ
ミ
Ｋ
櫂
Ｅ
Ｃ
Ｃ
楡

∞
二
輸
“
却

。
キ
ミ

′′′
ヽ
く
Ｎ
捻
Ｃ
ふ
く
―卜
ヽ
〓

輸
髯
即
壼
旧
ま

。
ふ
く
同
ｍ
Ｃ

ｓ
ヽ
卜
神
二
輸
腿

′
か
ヽ
ふ
ヽ
ζ
恒
択
駆
Ｃ

部

Ｎ
里
喘
挙
蝉
壼
目
超

。
い
軍
ヽ
‘
堂
日
Ｃ
輸
装

。
〉
圏
里
条

ヤ
騒
堂
縮
撃

論
峰

。
ふ
く
冬
な
騒
Ｓ
興
饉
口
意

。ト
ホ
ｎ
ｍ
二
目
畑
壼
旧
К

。
■

姜
伸
旧
里
縮
害

′
Ｄ
区
ま
）
ヽ

卜
ｎ
ｍ
Ｓ
韻
蛍
縮
雌

口

。
〉
圏
）
Ｄ
□
胆

。
ふ
く
“
撫
氣
３
興
壼
目
ま

。
〉
圏
）
Ｄ
鍾
迎

。
ふ
く
ヽ
憮
悩
３
興
壼
口
疎

。ヽ

小

日
ｍ
里
目
畑
壼
旧
超

。
３
択
壼
喘
曹

′
Ｄ
区
疎
壼
縮
雌
口

。
〉
圏
）
Ｄ
報
肥

。
ふ
く
“
撫
騒
Ｓ
興
壼
目
ま

。ヽ

小
日
ｍ
せ
口
畑
コ
ロ
く

。
■

姜
伸
回
蛍
輸
襲

′
Ｄ
区
ま
）
ヽ

小
日
ｍ
Ｓ
謳
燿
喘
雌

口

。
〉
圏
）
⊃
題
鯉

姜ふ

lE m
堂 思

馨漏
。
ふ
く
ヽ
撫
晏
Ｓ
興
Ｓ
Ｏ
長
ヽ

却
）

悩
漱
礎
ロ
セ
ロ
意

。ヽ

′
測
ぐ
Ｃ
ヽ
く

ヽ
卜
小
Ｓ
粟
姜
゛
壼

悩
思
目
軍
壼
旧
く

。
■

′
Ｄ
区
意
）
ヽ

卜
ｎ
ｍ
Ｓ
謳
堂
雛
緊

口

。
〉
眠
）
Ｄ
組
胆

。
ふ
く

ヽ
ま
氣
Ｓ
興
Ｃ
部

Ｎ
壼
陣
疎

。
ふ
く
同
ｍ
Ｓ
熙
Ｃ
部

ヽ
せ
目
軍
壼
目
К

。
■

０
中
目
壼
縮
装

′
Ｄ
区
疎
）
ヽ

ト
ロ
ｍ
３
韻
壼
輸
唾

口

。
〉
圏
）
Ｄ
組
鍵

。ヽ

卜
燿
目
疎

。ヽ

小
仁
択

製
Ｋ
壼
輪
慎

′ト
ホ
”
可
恒
択
Ｈ
せ
口
軍
営
目
く

。
●
卜
■
思

〉
和
く
里
目

意

′Ｄ
Ｏ
枷
口
壼
輪
要

。
３
継
）
ミ
舒
半

。
●
業
Ｈ
倒
壼
輸
礎
口
）
Ｄ
橿
拠

。
ヾ
眠
ヽ

回
運
Ｃ
凛
引
禦

。ヽ

卜
壼
陣
式

。ヽ

小
恒
択
製
Ｋ
せ
縮

慎
壼
障
К

。
■
０
掏
口
里
阿
К
縮
蓑
堂
輪
礎
口

。
３
継

′
前
圏
二
総
く

、
ヽ

。
か
ヽ
ふ
ヽ

く
恒
択
製
Ｋ
二
縮
慎
壼
日
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ
二
日
畑
壼
口
К

。
ヾ
ｂ
調
で
構
０

二
像
Ｈ

′
゛
ゆ
伸
目
蛍
縮
装

。
゛
卜
区
意

〉
韻
壼
輸
緊
口

。
〉
圏
）
Ｄ
組
拠

。
ヽ
く
％
撫
騒
壼
目
ま

。ヽ

小
日
ｍ
せ
陣
畑

′
Ｎ
総
Ｃ
ふ
く

ヽ
卜
小
椰
゛
壼

悩
壼
目
К

。
Ｒ
ｂ
調
で
構
０

せ
像
＝

′
゛
ゆ
掏
目
燿
喘
襲

。
マ
ト
Ⅸ
ま

〉
謳
壼
喘
雌
口

。
〉
圏
）
Ｄ
趣
鍵

。
■
澪
）
ト
ト
ロ

ｍ
ヽ
Ｒ

掏
壼
枷
ふ
く
“
撫
騒
壼
口
球

。ヽ

卜
同
ｍ
せ
目
畑

却
ヾ
Ｃ
ふ
く

ス
ト

ト
０
゛
壼

悩
二
日
国
理
日
く

。
゛
卜
区
ま

〉
韻
壼
縮
礎
口

。
〉
圏
）
Ｄ
鋼
壇

。ヽ

ト
ロ
ｍ
壼
口
疎

。ヽ

小
日
ｍ
壼
口
超

。
〉
圏
）
Ｄ
額
涎

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
壼
目
ま

。ヽ

ト
ロ
ｍ
燿
日
く

。
〉
圏
）
Ｄ
超
拠

官
こ
国
洲

８
日即
嶼

”
卜
】即
日

斜
】掟
臨

Ｆ
じ
恒
騰

３

】即
日

６
０
恒
昨

ヽ
∞
薇題
ロ

●
０
恒
騰

０
口
測
ロ

●
じ
恒
臨

ヽ
口
邸
ロ

Ｃ
Ｏ
揮
識

８

【Ｕ
慎

Ｑ
寺
】即
日

斜

【担
聴

っ
∞
即
画

ヽ
寸
】即
日

ｑ
営
担
騰

ト
ロ
即
日

（Ｒ
】）担
臨

，

】即
慎

ヽ
口
即
日

Ｃ
Ｎ
】）担
臨

■

一即
画

∞ゴ
邸
ロ

”
曾
恒
串

６
．０
恒
串

６
０
恒
臨

０
じ
恒
臨

む
ｄ
掟
臨

ミ
串

。
即
騰

韓
恒
聰
駐
引

峰
恒
串
燈
引

雄
位
臨
場
調

峰
江
騰
壼
＝

峰
担
串
燈
引

峰
撻
臨
燈
＝

峰
恒
臨
燈
＝

峰
位
臨
壼
引

稔
恒
誅
壼
引

峰
恒
臨
量
＝

峰
掟
臨
燈
＝

蛛
掟
臨
證
＝

韓
撻
臨
駐
引

雑
撻
騰
壼
引

韓
掟
聴
最
引

暑蹴
∞
０
，

０
０
Ｆ

Ｏ
ｒ
，

ｒ
，
，

Ｏ
ｒ
一

ヾ
ｒ
，

Ｏ
Ｆ
，

卜
，
”

０
，
，

Ｏ
Ｎ
Ｆ

-113-



や
樫

。
Ｅ

ａ

ｕ

暉
駅

要

。
マ
ト
性
駅
築

せ

畑

。
目

い

趨

蝶

悠

展

。
中

朧

ヽ

ζ

せ

目

К
翠

量

。
や
卜
や
ポ
ヽ

せ

畑

。日
晨

邸
暉
懲
展

。拠
軍

ヽ
業

暉
型
３
旨
゛
晏
目
К
せ
口
軍
段

韓

。
゛
卜
ざ
よ
軍
）
で
林
壼
よ

経

。
ヾ
卜
緯
駅
ヽ
ま
さ
縮
審
量

。
ヾ
卜
緯
駅
ぐ
Ｃ
輸
峰

。
ヾ
恨
ヽ
「
で
Ｃ
輸
曖
口
雄

。目
沢

邸
凛
悠
展

。
ヾ

恨

Ｑ
【
Ｃ
量
畑

′意
バ
詭
審

塁

。
瀾
む
怒
二
せ

畑
口
ま

。
ヾ
銀

又
】
で
Ｃ
澪
進

。撫
ｔ
撲
里

せ
朝
日
疎

。
く
卜
樺
駅
縦
量
畑

。
ヾ
優
Ｑ
【
で
Ｃ
離
悩
雑

。
撫
ｔ
嶽
〓
せ

畑
目
ま

。
ヾ
卜
ざ
無
軍
）
で
ヽ

壼
よ
経

。
ヾ
ヽ
樺
駅
ぐ
Ｃ
縮
掟

艦
Ｊ

・
引
墾

。
Ｊ
興
Ｓ
“
二
′
興
口
ま

。
Ｊ
興

目
く

。
●
佃

伸
興
台
Ｃ
Ｋ
Ｅ
日
い
ｏ

Ｏ
Ｊ

Ｋ
駆
？
興
口
球

。
Ｊ
熙
目
く

。
●

゛

Ｄ
へ

掏
興
Ｓ

Ｃ
卜
ヽ
日
日
い
６

。
Ｊ
憔
Ｋ
目
ま

。
Ｊ
К
暉
罫
口
超

。
●
“
Ｄ
へ

伸
禦
Ｓ
Ｃ
Ｘ
Ｅ
Ｅ
ｏ
．【

。
Ｊ
興
口
ま

。
Ｊ
興
陣
К

。
わ
“
Ｄ
へ

伸
禦
台
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｅ
ｏ
．【

。
Ｊ
鯉
枢
Ｋ
に
ま

。
Ｊ
暉
枢
Ｋ

日
く

。
●
伽

掏
禦
Ｓ
Ｃ
Ｘ
日
Ｅ
ｏ
．】

。
Ｊ
縛

Ｓ
“
ニ
ロ
ま

。
Ｊ
興
３
「
せ
口
К

。
●
“

〉
ヽ
伸
興
全
Ｃ
Ｋ
日
日
い
．【

。Ｊ
駆

畔
０
契
Ｃ
楔
ｔ
蟻
さ
口
疎

。
Ｊ
韓

Ｓ
“
二
目
К

。
Ｓ
Ｏ
悩
伽
壼
興
台

。
Ｊ
暉
Ｋ
Ｏ
製
Ｃ
撫
〓
懸
壼

口
ま

。
Ｊ
椰
３
■
二
目
К

。
●
伽

〉
熟

枷
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
Ｅ
ｏ
．い
ｌ
ｏ
．【

Ｏ
Ｊ

興

枢

Ｓ
“
せ
目
ま

。
Ｊ
Ｋ
旧

К

。
●
伽
Ｄ
へ

掏
興
全
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．【

。
Ｊ
畔
０
契
Ｃ
撫
む

嵌
壼
目
ま

。
Ｊ
興
枢
３
“
二
日
く

。
わ
゛
Ｄ
ヽ

中
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
い
．ｏ

ψ
業
塁
韓

０暉

懲
展
ニ
ロ
痙
量

。畿

侵

掏
輸

掟

）

Ｓ
回

や
騒
＝
禦
二
悲
↓
風

０
爆

悠
展
望
匡
超
風

。簗

掻

掏
職

雑

）

Ｓ

四

枷
い
引
禦
二
蓑
引
塁

０
凛

悠
展
せ
目
К
風

。ミ

侵

掏
輸

峰

）

３

酬

枷
峰
引
禦
せ
蓑
＝
風

０凛

悠
展
せ
口
К
量

。畿

侵

伸
縮

堆

）

３
回

枷
椰
引
禦
二
蓑
調
風

０
蝶

悠
展
二
日
К
風

。ミ

怪

枷
縮

峰

）
Ｓ

四

掏
峰
引
禦
二
蓑
＝
風

。
Ｄ
椰
暉

悠
展
望
目
く
量

。ミ

優

枷
輪

峰

）
Ｓ

回

伸
椰
引
禦
二
装
調
量

。
Ｄ
Ｏ
暉

懲
展
二
日
К
風

。畿

怪

掏
縮

韓

）

Ｓ

剌

伸
峰
引
禦
里
猥
Ｈ
量

論
墨

。ボ

′、
Ｒ
К
ミ
匡
Ｃ
恒
択

∞
せ
輸
冬
螂

。
キ
ヽ

″
ヽ
ζ
仁
択
郷
せ

Ｎ
´
黎

。
キ
ヽ

″
ヽ
く

Ｎ
捻
Ｃ
ふ
く

ヽ
ト
ト
壼
目
ま

。
ふ

く
ｎ
ｍ
Ｃ

い
ヽ
卜
掏
Ｓ
熙
壼
輸
腱

。
か
ヽ
ふ
ヽ
く
恒
択
謳
Ｃ
部

Ｎ
二
輸
郷
週

堂
目
К

。
悩
悩
Ｃ

一
ぶ

い
て
壼
口
Ｃ
縮
碧

。
〉
圏
二
条
０
騒

〉
前
Ｋ
壺
縮
翠

。ぎ
ヽ
代
Ｋ
簗
圧
Ｃ
恒
択

∞
せ
縮
≦
却

。ヽ

小
日
ｍ
せ

峙
゛
婁

。
キ
ヽ

″
ヽ
ζ

測
ぐ
Ｃ
ふ
く

ヽ
ト
ト
む
口
意

。
ヽ
く
同
ｍ

Ｃ

い
ヽ
卜
終
壼
縮
腿

。
悩
悩
Ｃ

Ｋ
，
箸
ヽ
壼
喘
挙
螂

′
埜
口
く

。
ヾ
瑠
業
撻

Ｃ
郭
業
国

′誉
調
導
）
ヽ

ホ
ｎ
ｍ
壼
輸
害

。
〉
圏
二
晏
シ
騒

〉
前
＜
壼
輸
雑

。ボ
ヽ
Ｒ
Ｋ
総
Ｅ
Ｃ
恒
択

∞
せ
輸
挙
即

。
キ
ヽ

′′′
ヽ
ζ
恒
像
郷
里
Ｎ
つ
栞

。
キ
ヽ

″
い
ζ

Ｎ
総
Ｃ
ヽ
く

ヽ
小
ホ
セ
に
ま

。
か
ヽ
ふ
ヽ
く
Ｅ
択
駆
せ
卜
ヽ

翠
書

′ヽ

卜
同
ｍ
せ
●
Ｈ
輸
％
聟
壼
旧
く

。
〉
圏
二
晏
ヤ
騒

〉
和
Ｋ
壼
詭
弊

。潔
ヽ
代
Ｋ
ミ
Ｅ
Ｑ
仁
択

め
せ
縮
≦
却

。
か
ヽ
ふ
ヽ
く
仁
像
集
二

却
ゆ
栞

。
キ
ヽ

″
ヽ
く

却
ヾ
Ｃ
ふ
く

―卜
ヽ
壼
目
ま

。
悩
悩
Ｃ

ヽ
い
娑
ヽ
壼
週

卜

′
い
ヽ
ふ
い
く
恒
像
郷
せ
週
■
縮
挙
却
壼
陣
く

。
〉
圏
せ
晏
ヤ
騒
壼
職
忠

。だ

′、
代
К

畿
Ｅ
Ｃ
恒
楡

∞
二
喘
挙
却

。ヽ

卜
何
ｍ
測
総
Ｃ

ｓ
詳
口
Ｓ
興
壼
目
ま

。
●
眼

ヽ

回
運
Ｃ
申
＝
禦

。ヽ

小
同
ｍ
却
埒
Ｃ
ヽ
く
同
ｍ
Ｃ

ｓ
ヽ
卜
拠
壼
喘
翠

。
か

ヽ

ふ
ヽ
‘
恒
択
郷
Ｃ
部

Ｎ
里
道
卜

・
週
■

。
悩
悩
Ｃ

ヽ
か
半

ヽ
壼
週
＝
Ｃ

輸
挙
却
燿
口
く

。
て
い
「
導
）
憔

卜
ｎ
ｍ
壼
雛
響

。
〉
圏
二
条
ヤ
騒
壼
喘
肥

綸
準

。
ふ
く
ヽ
熊
晏
壼
縮
慎

。キ
ヽ

″
ヽ
‘
恒
像
嵯
Ｃ
ヽ
ト

ヽ
ヽ

Ｎ
ヾ
Ｃ
ψ

。ヽ

卜
●
ｍ
Ｎ
捻
Ｃ
ふ
く
ヽ
撫
軽
ニ
ロ
軍
壼
目
意

。
キ
ヽ

″

ヽ
‘
恒
択
饉
Ｃ
ヽ
卜
ヽ
ヽ
二
目
軍
せ
潔
囁

。
キ
ヽ

″
い
く
恒
像
郷
二
輪
雌
□

Ｎ
捻
Ｃ
や

。卜
ヽ
同
ｍ

′
測
ヾ
Ｃ
ふ
く
“
蒸
晏
Ｃ
部

Ｎ
で
に
軍

。
キ
ミ

″
い

く
ヽ
輝
懐

Ｎ
ぐ
Ｃ
や

′ヽ

卜
Ｎ
ぐ
Ｃ
ふ
く
“
撫
ヽ
二
縮
慎
壼
陣
く

。
卜
姜
や

口
二
縮
蓑

′
Ｄ
区
意
壼
輸
緊
口

。
Ю
誉
こ
韻

枷
輸
曖
口
せ
目
Ｈ
Ｃ
や

′
一
〉

０
掏
囀
□
駆
く
契
ｏ
３
二
輸
慎

。
ヾ
■
日
興
二
懇
罫
ヽ
螺

Ｃ
輸
礎
口

Ｎ
織
嶼

。
ふ
く
≦
撫
騒
壼
輸
適

。
キ
狡

″
卜
ζ
恒
択
鰹
Ｏ

ヽ
卜
ヽ
ヽ

Ｎ
ヾ
Ｃ
や

。卜
小
日
ｍ
測
ヾ
Ｃ
ヽ
く
ヽ
な
軽
二
目
軍
煙
恒
疎

。
キ

ヽ

″
ヽ
く
恒
像
郷
Ｃ
輸
曖
口
二
潔
哨

。
キ
ヽ

″
ヽ
く
仁
択
葉
Ｃ
ヽ
卜
ヽ
ヽ

コ

ぐ
Ｃ
や

。ト
ホ
同
ｍ
Ｎ
捻
Ｃ
ふ
く
ヽ
志
裏
Ｃ
郡

゛
壼
口
軍

。
キ
ヽ

″
ヽ
‘
挙

翼
擦

却
ぐ
Ｃ
ψ

。
ヽ
小
同
ｍ
却
捻
Ｃ
ヽ
く
ヽ
撫
軽
二
雛
慎
壼
口
く

。
■
姜
慟

目
二
輸
碧

′
Ｄ
区
意
燿
輸
曖
口

。
Ｒ
誉
ｔ
韻

掏
輸
緊
口
ニ
ロ
「
Ｃ
ψ

′
い
〉

０
掏
曖
口
駆
く
彙
ｏ
３
せ
離
慎

。
く
ヽ
日
園
二
蓋
罫
ヽ
岬
Ｃ
輸
曖
口

測
縮
曇

。
ヽ
く
ヽ
志
氣
壼
縮
画

。
キ
ミ

″
ヽ
‘
恒
択

理
Ｃ
ヽ
卜
ヽ
ヽ

測
ヾ
Ｃ
や

。ヽ

小
ｎ
ｍ
却
捻
Ｃ
ふ
く
ヽ
燕
軽
二
目
軍
壼
目
意

。
キ
ヽ

″
ヽ
‘
Ｅ
像
郷
せ
縮
曖
□
二
部
唱

′
キ
ヽ

″
ヽ
ζ
仁
像
軽
Ｃ
ヽ
卜
ヽ

ヽ

コ
総
Ｃ
）

′ヽ

小
ｎ
ｍ
却
ヾ
Ｃ
ヽ
く
“
志
晏
Ｃ
部

Ｎ
理
目
軍

。
キ
狡

″
ヽ

ζ
“
憚
懐

測
ぐ
Ｃ
や

。憔

卜
却
捻
Ｃ
ふ
く
邸
蒸
ヽ
二
千
嶼
壼
障
く

。
卜
春
枷

口
二
輸
袈

′
Ｄ
区
ま
燿
縮
曖
口

。
ヾ
誉
こ
設
掏
縮
索
□
せ
恒
「
Ｃ
や

′
い
〉

０
枷
噂
口
緊
く
製
Ｏ
Ｓ
二
縮
甕

。
Ю
卜
超
園
せ
督
罫
案
罫
Ｃ
冷
礎
回

Ｎ
輸
蜀

。ト
ホ
埜
輸
悩

。
キ
ヽ

″
ヽ
ζ
仁
像

軽
Ｃ
ヽ
卜
ヽ
ヽ

測
ぐ
Ｃ
ψ

。ヽ

ト
ロ
ｍ
Ｓ
韻

測
総
Ｃ
ふ
く
≦
蒸
晏
せ
目
軍
営

目
ま

。
キ
ヽ

″
ヽ
ζ
仁
択
軽
Ｃ
ヽ
卜
ヽ
ヽ
姜
陣

′
Ｎ
ぐ
Ｃ
ト

ホ
ロ
ｍ
壼
目
軍

。
キ
薇

″
ヽ
く
ミ
匡
Ｃ
国
日
せ
爆
Ｃ
目
軍

劇
輸
画
せ
潔
咽

。
キ
ヽ

″
い
て
冬

健
懐

聴
埒
Ｃ
や

。ヽ

小
日
ｍ
劇
ぐ
Ｃ
ふ
く
ヽ
意
騒
せ
縮
慎
饉
口
く

。
■
０
伸

目
せ
雛
碧

′
Ｄ
区
ま
壼
輸
礎
口

。
●
誉
ｔ
根
掏
輸
礎
口
二
旧
Ｈ
Ｃ
ψ

′
い
〉

０
掏
曖
口
緊
く
Ｒ
Ｏ
Ｓ
せ
輸
画

。
や
卜
組
照
二
盤
罫
築
澪
Ｃ
喘
曖
口

却
縮
画

。
キ
ヽ

″
ヽ
く
仁

択
軽
Ｃ
ヽ
卜
ヽ
ヽ
３
黒

却
ぐ
Ｃ
憔

ト
ロ
ｍ
二
日
軍
セ
ロ
ま

。
キ
ヽ

″
ヽ
く
仁

択
郷
二
輸
礎
口
せ
さ
喘

。
十
ミ

″
卜
で
仁
像
軽
Ｃ
ヽ
卜
ヽ
ヽ
３
興

測
総
Ｃ
や

′ヽ

小
同
ｍ
却
捻
Ｃ
ふ
く
挙
燕
軽
ニ
ロ
軍
理
に
く

。
■
姜
枷
目
せ
職
善

′
Ｄ

区
ま

堂
喘
唾
口

。
Ю
総
）
Ｃ

ｐ
゛
卜
組
園
二
蓋
罫
案
罫

Ｏ
輸
礎
口

Ｎ
縮
画

。
ヽ
く
≦
撫
騒
壼
縮
嶼

。憔

小
何
ｍ
せ
口
軍
壼

目
ま

。ト

ト
ｎ
ｍ
二
目
畑

却
埒
Ｃ
や

。
ふ
く
同
ｍ
里
縮
嶼

壼
旧
く

。
■
姜
伸

目
せ
策
蓑

′
Ｄ
区
意
理
論
緊
口

。
マ
誉
ｔ
授
掏
輸
曖
口
せ
恒
Ｈ
Ｃ
や

′
一
〉

０
掏
曖
□
駆
く
Ｒ
Ｏ
Ｓ
二
喘
画

。
Ｒ
卜
組
興
せ
盤
罫
築
罫

Ｃ
縮
曖
口

却
縮
墨

。ヽ

小
ｎ
ｍ
Ｎ
ぐ
Ｃ
ふ
く
卜
ヽ
ニ
ロ

軍
燿
目
ま

。ヽ

小
日
ｍ
壼
口
К

。
●
む
ｔ
銀
伸
輸
曖
口
二
目
調
Ｃ
や

′
一
〉

０
伸
礎
口
緊
く
叔
０
３
せ
輸
画

。
ヾ
卜
組
園
せ
蓋
罫
築
罫

Ｃ
輸
礎
口

却
縮
悩

。
３
姜
壼
キ
ヽ

″
ヤ
ふ
く
）
黒
壌
測
雁
■
３
せ
畑

／
余
゛
３
）

Ｄ
さ
趨
二
ｏ
，

壼
匈
椰
咽
瑯

。
悩
悩
Ｃ
Ｈ
か
ヽ
「
■
壼
輪
悩

。ヽ

卜
Π
ｍ
ニ
ロ

鋼
饉
口
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ
燿
口
軍

。ヽ

卜
恒
択
艘
Ｋ
二
縮
嶼

壼
旧
超

。
■
椰
枷

目
二
輪
害

′
Ｄ
区
慮
燿
喘
礎
口

′
ヾ
誉
‡
蝦

枷
雛
礎
口
せ
口
「
Ｃ
ψ

′
一
〉

０
伸
礎
口
緊
く
契
Ｏ
Ｓ
里
縮
画

。
ヾ
卜
組
園
せ
盤
罫
ヽ
燃

Ｃ
輸
曖
□

Ｎ
縮
慎

。ヽ

小
燿
縮
慎

。ヽ

小
ｎ
ｍ
ニ
ロ
軍
壼
目
球

。憔

小
日
ｍ
壼
口
К

。
〉
圏
二
ぐ
れ
胆
К
壼
縮
礎
口

。
ヾ
誉
〓
韻
枷
輸
礎
口
里
目
↓
Ｃ
ψ

′
一
〉

０
伸
礎
口
駆
く
型
Ｏ
Ｓ
〓
縮
画

。
ヾ
卜
鍾
園
里
督
罫
築
螺

Ｃ
輸
礎
口

測
輪
憫

。ト
ト
燿
輸
悩

。
キ
ヽ

″
ヽ
‘
３
Ｋ
Ｃ
Ｅ
択
軽
姜

゛
壼

悩

′
却
ぐ
Ｃ
ヽ
小
ｎ
ｍ
里
口
軍
堂
日
ま

。
キ
ヽ

′′′
い
ζ
３
く
Ｃ
恒
択
爆

゛
゛
壼

悩
渕
ヾ
Ｃ
ヽ
ヽ
同
ｍ
燿
陣
軍

。
キ
ヽ

″
ヽ
く
椰
゛
壼

悩
〉
Ｋ
Ｃ
“
健

懐

′
Ｎ
総
Ｃ
ヽ
小
二
輪
慎
燿
陣
く

。
■
姜
掏
恒
里
縮
讐

′
Ｄ
区
ま
壼
縮
礎
ロ

。
〉
圏
里
で
恥
拠
К
壼
喘
雌
口

。
ヾ
む
こ
銀
掏
縮
礎
口
せ
目
Ｈ
Ｃ
ψ

′
い
〉

０
中
礎
口
緊
く
型

ｏ
Ｓ
二
縮
慎

。
゛
卜
額
回
二
督
罫
築
罫
Ｃ
輸
礎
回

Ｎ
輪
憫

官
こ
］
嶼

Ｒ
【即
悩

っ
（゙
０
ロ

∞．〓
恒
臨

η
い
「即
慎

η
〔●
０
□

ヽ
コ
恒
騰

η
ＮＮ
即
日

６
Ｎ
【）恒
識

ヽ
ＮＮ
即
□

●
じ
恒
臨

ヽ
Ｒ
即
日

●
じ
位
臨

つ
【゙
０
ロ

０
一
】）撻
串

命
．し
揮
♯

∞Ｎ
【Ｕ
画

ヽ
【ｓ
邸
ロ

０
っ
枢
臨

ヽ

】即
峰

Ｃ
じ
恒
串

Ｑ
晨
即
日

０
し
恒
串

総
器

。
騨
器

韓
恒
串
最
＝

峰
位
♯
檻
＝

掟
極
串
駐
＝

韓
担
騰
燈
＝

掟
恒
串
豊
＝

峰
極
昨
星
＝

韓
撻
串
駐
引

Ｋ
撻
串
艦
引

掟
恒
離
燈
引

掟
掟
串
燈
＝

膠
"コ申

Ｏ
Ｎ

，

寸
劇
一

ゆ
Ｎ

一

Φ
劇
ｒ

卜
Ｎ
）

∞
倒
一

Ｏ
Ｎ
，

〇
∞
”

Ｎ
Ｏ
ｒ
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や
樫 。

〉
≪
韓
）
で
ヽ

里
梗
騒

掏
輸
雌
口

。日
日
一
即
駆

悠
属

。
゛
銀

Ｑ
゛
ぐ
Ｃ
喘
画
雑

。
〉
≪
〓
）
で
ヽ
せ
極
軽
掏
輸

唾

口

。
゛
眼

Ｑ
【
総
Ｃ
策
嶼
峰

。
〉
≪
韓
）
て
卜
せ
梗
軽
掏
輪

曖
口

。
ヾ
卜
伸
駅
で
Ｃ
輸
慎
雄

。
ヾ
Ｓ
）
Ｄ
蕪

経
二
３
く
日

。
収
Ｓ
）
０
悩
柵

疑
Ｋ
壼
二
目
く

。
撫
ｔ
鎖
里
せ

期
日
ま

。
゛
卜
樺
駅
で
Ｃ
縮
弊

。
●
銀
資
】
ぐ
Ｃ
輪
雌
口
堆 ０駅

畔

。
゛
眼
ミ
】
で
Ｃ
縮
礎

口
峰

。
●
籠
Ｑ
【
で
Ｃ
喘
噂
口
雑

。
●
饉
ｔ
一
ぐ
Ｃ
縮
峰 ０

媒

悠

展

Ｃ
巡

優
黎

ニ
ロ
意

Ｃ
縮

≦
憚
Ｃ
量

。
゛
卜
ざ
女
黒
）
て

ヽ
壼
よ
経

。
く
卜
伸
燎
ヽ
最
畑

。
ｅ
卜
ざ
よ
軍
）
て
■

壼
女
椰

。
く
眼
ミ
【
ぐ
Ｃ
縮
峰

。
や
恨
毀
】
で
Ｃ
縮
礎
□
峰

。
ヾ
眼
ヽ
【
く
Ｃ
縮
蛛

。
〉
≪
韓
せ
梗
軽
伸
喘

礎
口

。
ヾ
無

ミ
一
で
Ｃ
縮
慎
韓

。
゛
銀
資
】
で
Ｃ
策
雑

。
゛
眼
ヽ
】
ぐ
Ｃ
縮
雄

。
く
卜
ざ
よ
黒
）
で
ト

堂
よ
経

。
ヾ
藤

ｔ
【
で
Ｃ
輸
雄

冊
硼

。
引
出

Ｏ
Ｊ

鯉

Ｓ
“

里
目
ま

。
Ｊ

個
Ｋ
目

К

。
●
伸

〉
ヽ
掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｘ
日
属
ｏ
．【

。Ｊ
岬

Ｓ
■
■
目
ま

。
Ｊ
興
Ｓ
■
二
日
く

。
わ
伽

〉
ヽ
伸
潤
全
Ｃ
Ｘ
日
日
ｏ
】

。
Ｊ
興
枢
Ｓ

鳩
里
目
ま

。
Ｊ
興
枢
Ｓ
■
二
日
К

。
●
“
Ｄ
へ
伸
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｅ
い
。ｏ

。
Ｊ
興

Ｓ
■
二
旧
ま

。
Ｊ
口
К
口
К

。
●

佃

伸
興

台

Ｃ
Ｘ
Ｅ
Ｅ
ｏ
．ａ
，

い
ｏ

。
Ｊ
Ｋ
鯉
陣
意

。
Ｊ
Ｋ
駆
罫
日
К

。
●
伸
Ｄ
へ
掏
興
台
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｅ
い
。ｏ

。
Ｊ
駆
畔
′
興
枢
Ｓ

■
二
日
疎

。
Ｊ
興
枢
‘
「
二
旧
К

。
●
゛
Ｄ
へ

伸
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
Ｅ
い
．ｏ

。
Ｊ
Ｒ
憔
′
熙
Ｓ

“
思
口
疎

。
Ｊ
К
煮
′
興
Ｓ
“
二

日
Ｅ

。
●
“
中
興
Ｓ
Ｃ
Ｘ
Ｅ
Ｅ
ｏ
．】

Ｏ
Ｊ

К
駆
′
興
Ｓ
■
二
日
ま

。
Ｊ
駆
畔

目
К

。
●
゛
枷
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
い
．ｏ

。
Ｊ
興
枢
燃
′
ロ

Ｋ
目
ま

。
Ｊ
韓
枢
郷
目
く

。
●
“

〉
憔

掏
興
全
Ｃ
Ｋ
日
日
０
．い
ｌ
ｏ
．【

。
Ｊ
Ｋ
駆
障

式

。
Ｊ
Ｋ
駆
′
価
Ｋ
恒
К

。
わ
゛

〉
ヽ
掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
０
．い
ｌ
ｏ
．【

。
Ｊ
Ｋ
暉
窓
口
球

。Ｊ
興
Ｓ
「
二

旧
К

。
●
゛
掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
日
〇
】

。
Ｊ
К
憔
′
興
恭
日
ま

。
Ｊ
К
憔

′
興
憔
目
К

。
Ｓ
Ｏ
悩
伽
壼
興
全

。
Ｊ
興

Ｓ
■
二
目
球

。
Ｊ
興
３
■
ニ
ロ
К

。
わ
佃

〉
臨
ф
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．】

。
Ｊ
興

３
“
里
目
疎

。
Ｊ
興
Ｓ
ヽ
二
日
К

。
●
“
Ｄ
へ

枷
興
Ｓ
Ｃ
＜
Ｅ
Ｅ
ｏ
．】

。
Ｊ
Ｋ
恭
陣
疎

。
Ｊ
Ｋ
憔
目
К

。
●
伽
Ｄ
へ
伸
興
Ｓ
Ｃ
К
Ｅ
Ｅ
い
．ｏ

。
Ｊ
岬

楓
Ｓ
■
二
日
球

。
Ｊ
興
枢
Ｓ
鳩
せ

日
К

。
●
“
中
撼
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．【

“
地
〓
雄

０
鳳

悠
展
望
旧
К
風

。簗

侵

伸
喘

峰

）

Ｄ
罫

釈
掏
引
粟
思
害
Ｈ
量

０
ハ

椰
暉
思
展
せ
陣
К
風

Ｏ
Ｄ

椰
娯
悠
要
せ
目
К
風

Ｏ
Ｄ

Ｏ
凛
悠
喜
二
目
К
量

。
Ｄ
Ｏ
爆

悠
展
望
旧
く
風

。ミ

侵

掏
輪

雄

）

Ｄ
郷

択
掏
引
聟
せ
装
Ｈ
風

縮

〓

′
♪
０
埜
ヾ
ヽ
Ｒ
Ｋ

。ト
ホ
ｎ
ｍ
Ｓ
謳
さ
縮
鯉

′ヽ

卜
壼
縮
“

即
燿
目
ま

。ト
ホ
ｎ
ｍ
燿
縮
黎

。
ヾ
Ｓ
）
０
し
ぺ
伸
韓
゛
騨
Ｃ
要
＝
壼

か
ヽ

ふ
Ｃ
燿
＝

。
０
こ
枷
か
ヽ
ふ
ヽ
ζ
恒
択
郷
Ｃ
部

Ｎ
里
縮
薬
即

Ｎ
稔
掟
む
０
）

０
せ
Ｓ
襄
３
）
伸
害
Ｈ
壼
目
く

。
ヾ
ｂ
＝
憚

〉
択
）
ヽ
小
理
縮
蓑

。
〉
圏
）

Ｄ
組
国
）
０
↓
せ
ヽ
ホ
ｎ
ｍ
Ｓ
韻
堂
縮
緊

′で
゛

〉
く
キ
ヤ
ヽ
ヨ
ト
喘
挙
却

吊
雄

。憔
小
日
ｍ
増

ヾ
Ｃ
ヽ
く
ヽ
蒸
軽
二
輪
Ц
燿
目
ま

。
キ
狡

″
ヽ
く
Ｓ
Ｋ
Ｏ
゛
壼

悩
Ｃ
髯
撫
騒

′
コ
捻
Ｃ
ヽ
卜
せ
縮
壼
壼
口
К

。
●
誉
ｔ
韻
伸
縮
囀
口
二
旧
引
Ｃ
ψ

′
い
〉

０
伸
礎
口
緊
く
掟
０
３
二
縮
悩

。
Ｒ
卜
橿
国
せ
懇
罫
築
澪
Ｃ
縮
雌
回

Ｎ
縮
悩 ０ヽ

ホ
燿
輪
適

。
憔

小
知
可
恒
択
螺
二
日
軍
燿
目
ま

。憔

ホ
ｎ
ｍ
二
目
軍

′憔

小
恒
択
櫻
Ｋ
二
縮
慎
壼
目
超

。
ヾ
む
こ
設

伸
縮
緊
□
ニ
ロ
＝
Ｃ
ψ

′
一
〉

０
枷
礎
口
緊
く
型
ｏ
Ｓ
二
縮
画

。
や
卜
鍾
園
里
壼
罫
業
螺
Ｃ
縮
礎
口

Ｎ
輸
画

。卜
ヽ
日
ｍ
壼
目
ま

。卜
ヽ
日
ｍ
理
目
軍

′憔

小
恒
択
艘
Ｋ
二
喘
画
壼
口
К

。
ヾ
誉
ｔ
韻

伸
策
曖
口
里
目
引
Ｃ
ψ

′
い
〉

０
掏
礎
口
緊
く
契
Ｏ
Ｓ
里
喘
閾

。
ヾ
卜
報
国
里
奮
罫
築
瑯
Ｃ
縮
礎
口

Ｎ
縮
Ц

。ヽ

小
日
ｍ
壼
日
疎

。ヽ

ヽ

ｎ
ｍ
堂
目
К

。
Ｓ
択
理
論
猥

′も
さ
せ
君
簑
回
壼
縮
礎
口

。
〉
圏
）
⊃
超
園

。ト
ト
ｎ
ｍ
セ
ロ
ま

。ヽ

ト

ｎ
ｍ
壼
恒
К

。
３
択
燿
縮
背

′も
こ
せ
３
葉
回
壼
縮
曖
□

。
〉
圏
）
Ｄ
留
国

。ヽ

小
日
ｍ
燿
目
意

。【
ホ

ｎ
ｍ
壼
目
く

。
Ｓ
択
堂
輸
害

′も
量
二
８
雄
倒
蛍
縮
緊
口

。
〉
眠
）
Ｄ
目
日

。ヽ

小
ｎ
ｍ
堂
目
ま

。ヽ

小
日
田

セ
ロ
く

。
■
０
中
旧
二
輪
書

′も
こ
二
３
継
回
壼
輪
礎
口

。
〉
圏
）
Ｄ
目
国

。
マ
饉
ヽ

回
凝
Ｃ
轟
＝
撃

。ヽ

小
せ
半
ト
ロ
軍
壼
口
意

。ヽ

ト

何
ｍ
匈
ヾ
Ｃ
ヽ
く

‐卜
ヽ
せ
日
軍
壼
目
К

。
Ｓ
択
壼
喘
蓑

。
〉
圏
せ
冬
く

ヽ
い

。
悩
悩
Ｃ
Ｈ
卜
ヽ
「
可
“
一縮
悩

。ヽ

小
日
ｍ
二
日
軍

壼
目
ま

。ト
ト
ｎ
ｍ
二
日
軍

′ト
ト
恒
択
恨
Ｋ
二
輪
画
壼
に
く

。
Ｓ
択
壼
縮

蓑

′も
量
二
３
騒
回
理
縮
曖
口

。
゛
誉
ｔ
報
掏
縮
礎
口
せ
目
調
Ｃ
ψ

′
い
〉

０
掏
曖
口
緊
く
製
ｏ
Ｓ
二
喘
嶼

。
●
■
日
園
二
督
罫
案
螺
Ｃ
職
礎
□
却
縮
悩

。憔
ホ
壼
縮
慎

。ト
ホ
ロ
ｍ
却
総
Ｃ
Ｈ
卜
大
ヽ
１
２
日

軍
壼
旧
意

。憔

卜
ｎ
ｍ
せ
口
軍

′ヽ

小
恒
像
製
Ｋ
二
縮
慎
壼
目
く

。
３
択
理

縮
蓑

′
Ｄ
Ⅸ
ま
●
０
理
喘
墜
□

。
●
誉
こ
韻
掏
輸
礎
口
せ
目
調
Ｃ
ψ

′
一
〉

９
掏
礎
口
緊
く
製
Ｏ
Ｓ
せ
縮
国

。
ヾ
ト
ロ
園
二
盤
罫
ヽ
瑯
Ｃ
喘
噂
口

測
縮
画

。
ふ
く
何
ｍ
壼
目
ま

。
ふ
く
ｎ
ｍ
壼
目
く

。
〉
圏
）
⊃
区
ま ０ト

ホ
堂
縮
嶼

。
ヽ

卜
ｎ
ｍ
却
総
Ｃ
ふ
く

‐卜
ヽ
二
目
軍
壼
陣
ま

。
ヽ

卜
仁
像
製

Ｋ
せ
目
く

。
ヾ
卜
は
ま
壼
礎
口

。
ヾ
誉
む
授
伸
輸
礎
口
せ
障
調
Ｃ
や

′
一
〉

０
掏
曖
□
駆
く
要
ｏ
Ｓ
二
段
悩

。
ヾ
卜
組
国
せ
懇
罫
終
澪
Ｃ
喘
儀
口
匈
喘
薗

。ヽ

卜
燿
縮
慎

。ト
ホ
ｎ
ｍ
せ
旧

軍
壼
口
意

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
燿
口
く

。
ヾ
む
こ
設
掏
輸
索
口
せ
陣
Ｈ
Ｃ
）

′
い
〉

０
伸
緊
口
駆
く
■
ｏ
３
せ
縮
画

。
ヾ
卜
組
園
せ
悠
窓
ヽ
澪
Ｃ
喘
曖
口
却
喘
Щ

。ト
ホ
堂
雛
慎

。ト

ト
ロ
ｍ
却
捻
Ｃ
ふ
く
卜
ヽ
二
目
軍
燿
目
ま

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
二
目
軍

′ヽ

小
恒
択

製
Ｋ
里
喘
慎
湮
目
く

。
Ｓ
択
蛍
輸
讐
）
３
騒
回
壼
喘
礎
口

。
〉
圏
）
Ｄ
日
興

。ヽ

小
日
ｍ
”
一縮
国

。ヽ

小
日
ｍ
測
埒
Ｃ

ふ
く
Ｌ
ヽ
二
目
軍
壼
日
本

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
２
日
翻

Ｎ
ヾ
Ｃ
ふ
く
同
ｍ
Ｏ
゛
壼

悩

塁
輸
ト
ロ
ヨ
壼
目
К

。
３
ば
壼
縮
碧

′
Ｄ
区
疎
蛍
喘
礎
口

。
〉
圏
）
０
日
日

。Ｒ

卜
同
ｍ
Ｎ
埒

Ｃ
ヽ
く

―卜
ヽ
燿
ロ
ヨ
壼
口
疎

。Ｒ
小
日
ｍ
里
目
畑

却
総
Ｃ
ψ

′
ふ
く
同
ｍ
姜

゛
壼

悩
Ｃ
饉

Ｎ
二
喘
ト
ロ
軍
壼
目
К

。
ヾ
卜
区
ま
壼
雌
口

。
〉
圏
）
０
ロ
ヨ

官
こ
嘲
翼

Ｑ
い
】Ｕ
掟

６
●
恒
騰

Ｒ

【

即
峰

Ｑ
，
即
雄

０
９
使
臨

ヽ
営
即

日

●
０
掟
誅

つ
．つ
即
日

含
．じ
撻
臨

∞．〓
即
日

Ｃ
Ｓ
位
聰

っ
．ヽ
Ｕ
ロ

●
０
極
臨

ω
ヽ
）即
日

●
じ
掟
聰

ヽ
夕
【測
画

っ
．”
測
ロ

ヘ
ヽ
恒
聰

Ｑ
卜
】則
ロ

お
．０
掟
聰

ヽ
卜
【起
□

●
９
揮
聰

Ｑ
Ｒ
Ｕ
□

い
０
江
臨

コ

】則
峰

Ｃ
め）恒
臨

∞
。っ
Ｕ
ロ

Ｃ
↓
恒
鑢

３

】邸
ロ

Ｏ
Ｃ
恒
臨

Ｃ
↓
担
聴

ミ
朧

。
岬
器

蜂
忙
串
最
引

峰
位
昨
場
引

峰
使
臨
場
引

峰
柾
昨
駐
＝

峰
恒
臨
最
引

蜂
担
論
燈
＝

韓
担
鑢
霊
引

蜂
恒
聴
場
調

峰
恒
騰
最
＝

峰
担
聰
艦
＝

峰
恒
臨
最
＝

韓
恒
串
燈
引

峰
恒
臨
最
＝

峰
担
臨
壼
引

雄
恒
臨
量
＝

韓
揮
臨
燈
引

S"
口申

０
０
，

高

ｒ

崎
Φ
，

Φ
Ｏ
，

卜
∞
，

∞
０
，

０
０
，

Ｏ
ヾ
一

，
寸
”

Ｎ
ヾ
，

０
●
ｒ

寸
寸
”

０
●
，

０
●
Ｆ

卜
ヾ
Ｆ

等
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や
撃

。
く
無
ミ
】
二
せ
畑

。
゛
卜
樺

択
）
誉
条
二
輸
量
゛
晏
喘
画
雑

。
く
卜
樺
駅
で
Ｃ
喘
風

。
゛
眼
ヽ
】
で
Ｃ
輸
風

。
゛
卜
性
駅
ぐ
Ｃ
喘
風

。
ヾ
眼
Ｑ
】
で
Ｃ
縮
腿
露

。
●
眼
Ｑ
【
ぐ
Ｃ
雛
翠
量

。
Ю
饉
Ｑ
薇
で
Ｃ
輸
翠
呂

。
゛
饉
Ｑ
【
で
Ｃ
穀
撃
風

。
゛
恨
Ｑ
】
総
Ｃ
職
駆
風

。
゛
気
Ｑ
】
ぐ
Ｃ
縮
駆
風

。
゛
眼
Ｑ
【
で
Ｃ
縮
肥
風

。
゛
気
毀
【
ぐ
Ｃ
縮
腱
鷺

。
０
眼
颯
【
で
Ｃ
綸
撃
呂

。中
朧

い
く
二
旧
К

腿
呂

。
゛
眼

錠
】
ぐ
Ｃ
輪
贈
量

。申
朧

ヽ
‘
二
旧

痙
駆
露

。
゛
眼

ｔ
国
で
Ｃ
縮
呂

麗
Ｊ

・
引
出 。

Ｊ
口
Ｋ
Ｉ
興

口
ま

。
Ｊ
Ｋ
駆
′
興
３
■
〓
目
К

。
●
伽

〉
熟
掏
陣
哨
Ｃ
Ｋ
日
日
い
．【

。Ｊ
口
К
日
ま

。
Ｊ
口
К

口
超

。
●
伽

掏
禦
台
Ｃ
Ｋ
日
Ｅ
ｏ
．一

。Ｊ
佃
К
口
球

。
Ｊ
口
Ｋ

旧
く

。
●
“

伸
禦
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
Ｅ
ｏ
．【

。靱
畔
′
口
Ｋ
口
ま

。
Ｊ
口
К
目

К

。
●
伽

伸
禦
台
Ｃ
卜
ヽ
日
日
い
．ｏ

。
Ｊ
騨
３
■

ニ
ー
岬
目
ま

。
Ｊ
韓
３
■
せ
口
超

。
●
伽
Ｄ
ヽ

掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
Ｅ
ｏ
．】

。Ｊ
興
枢
躯
目
ま

。
Ｊ
興
枢
郷
目

К

。
●
伽

伸
禦
全
Ｃ
卜
ヽ
日
日
い
．ｏ

。
Ｊ
口
Ｋ
口
疎

。
Ｊ
硼
К

目
超

。
●
伽
伸
興
台
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．“

ＯＪ

興

３

■
里
目
ま

。
Ｊ
興

Ｓ
■
彗

匡
К

．
●
“

中
潤
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
い
．】

。Ｊ
興
枢
輝
目
ま

。Ｊ
岬
枢
腿

恒
超

。
わ
伽

中
興
台
Ｃ
Ｋ
日
日
い
．】

Ｏ
Ｊ

岬
３
■
２
回
ま

。
Ｊ
興
３
■
〓
旧

К

。
わ
“

勲
場
合
Ｃ
卜
ヽ
目
日
い
．Ｏ

。Ｊ
襲

楓
Ｓ
■
■
目
球

。
Ｊ
騨
枢
３
■
せ

目
Ｅ

。
●
“

中
撼
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
０
．】

。
Ｊ
Ｋ
駆
目
ま

。
Ｊ
興
３
■
二

口
超

。
わ
伽

伸
潤
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
Ｅ
ｏ
．】

Ｏ
Ｊ

騨
Ｓ
■
〓
目
ま

。
Ｊ
興
３
■
〓
旧

К

。
●
“

中
撼
Ｓ
Ｃ
卜
ヽ
ロ
ロ
い
．ｏ

。Ｊ
興

Ｓ
“
二
目
ま

。
Ｊ
興
３
■
二
目
К

。
●
伽
Ｄ
へ

枷
興
Ｓ
Ｃ
Ｘ
目
日
い
．Ｏ

。
Ｊ
К
駆
罫
口
球

。
Ｊ
Ｋ
鯉
罫

旧
超

。
わ
伽

枷
烈
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
日
い
。Ｏ

。
Ｊ
襲
枢
３

■
二
目
ま

。
Ｊ
興
枢
３
■
二
目
К

。
●
“
Ｄ
へ

中
囀
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
日
い
．Ｏ

“
騨
〓
雄 Ｄ

姜
暉

ぶ
喜
二
日
К
量

。凝

優

掏
雛

韓

）

Ｄ
蝶

釈
掏
＝
撃
二
蓑
＝
風

。
Ｄ
姜
暉
思
喜

。総

侵

掏
縮

峰

）

Ｄ
瑯

択
枷
引
禦
二
害
「
風

。
Ｄ
姜
蝶
悠
展

。ミ

経

伸
輸

掟

）
Ｄ
蝶

択
掏
＝
禦
二
害
調
風

縮

風

。暉

′、
Ｒ
Ｋ
滋
Ｅ
Ｃ
仁
択

や
さ
部
卜

′ヾ

，、
Ｒ
Ｋ
畿
Ｅ
Ｃ
恒
択

Ｎ
壼
部
円

。
゛
埒
饉

Ｎ
せ
輸
駆
燿
ば

ヽ
Ｒ
Ｋ

。ヽ

小
ｎ
ｍ
壼
喘
弊

′ヽ

卜
■

ヾ
Ｃ
キ
ヽ

″
ヽ
ζ
二
縮
“
蝉
壼
目
ま

。ト
ホ
ｎ
ｍ
却
捻
Ｃ
ヽ
く
同
ｍ
Ｃ

ｓ
ヽ

卜
欄
壼
喘
撃

′
か
×
ふ
ヽ
ζ
恒
択
軽
〓
退
〓

′ヽ

小
ｎ
ｍ
二
燿
＝
縮
“
却
燿

目
Ｅ

。
０

０
中
国
）
い
「
翠
）
は

ヽ
日
ｍ
壼
論
慇

。
〉
圏

〉
前
＜
二
晏
ヤ
堅

。
Ｓ
姜
壼
ぱ

′、
ミ
К

。ふ
卜
ｎ
ｍ
ゆ
測
喘
聴

・
縮
％
蝉
壼
目
ま

。ト
ト
ロ
ｍ
理
職
駆

。
マ

し

ぺ
掏
輸
゛
螂

Ｃ
装
Ｈ
壼

か
ヽ
ふ
Ｃ
翠
＝

。
か
ヽ
ふ
ヽ
く
恒
択
郭
Ｃ
饉

∞

二
輸
“
即

′
Ｎ
捻
契
誉
０
）
０
二
Ｓ
，
Ｓ
）
掏
蓑
調
壼
陣
К

。
゛
瞥
■
導

〉

ぱ
）
【
卜
Ｒ
ｍ
壼
喘
繰

。
〉
圏
）
Ｄ
目
国
）
０
↓
里
ト
ホ
ｎ
ｍ
Ｓ
韻
壼
輸
翠

。
キ
ヽ

″
ヽ
く
二
仁
像
郭
思
Ｎ
゛
裏

。
Ｓ
Ｏ
■
ギ

′、
Ｒ
Ｋ

。ト

ホ

同
ｍ
壼
縮
翠

′ヽ

小
日
ｍ

′
却
ぐ
Ｃ
十
ヽ

″
ヽ
ζ
二
琥
挙
却
饉
目
球

。ヽ

ト

ｎ
ｍ
燿
縮
螺

。
く
）
ぺ
掏
輸
ф
騨
Ｃ
碧
Ｈ
壼

い
ヽ
ふ
Ｃ
●
Ｈ

。
悩
悩
Ｃ

ヽ
い

半

ヽ
壼
翠
卜

′
い
ヽ
ふ
ヽ
‘
恒
択
郭
二
●
＝
輸
挙
却
壼
目
К

．
ヾ
ｂ
「
導

〉

択
）
ヽ

小
日
ｍ
壼
喘
猥

。
〉
圏
）
Ｄ
組
園
）
０
↓
里
ヽ

小
日
ｍ
Ｓ
謳
堂
喘
颯

。
３
椰
壼
ギ

′、
Ｒ
Ｋ

。
ヽ
く
ｎ
ｍ
壼
喘
翠

。
キ
ヽ

″
ヽ
‘

Ｎ
捻
Ｃ
ふ
く

―卜
ヽ
〓
輸
“
却
壼
口
意

。ヽ

小
ｎ
ｍ
燿
喘
禦

。
い
ヽ
ふ

ヽ
‘
恒
択
軽
Ｃ
部

ヽ
二
喘
“
蝉

′
Ｎ
埒
契
む
０
）
０
二
Ｓ
■
３
）
伸
猥
＝
壼

目
К

。
卜
姜
掏
日
）
ｂ
Ｈ
憚
）
ヽ

小
ｎ
ｍ
壼
輸
装

。
〉
圏
）
Ｄ
報
園
壼
縮
翠

。
ヾ
ば
い
や
回

導
Ｃ
轟
引
禦

。
Ｓ
゛
壼
ポ
ヽ
Ｒ
Ｋ

。ヽ

小
同
ｍ
埜
縮
審

′ト
ホ
ｎ
ｍ
せ
輸
“

蝉
理
目
ま

。ト

ホ
ｎ
ｍ
壼
週
卜

′
か
ヽ
ふ
ヽ
‘
仁
択
郷
二
●
■
堂
輸
審

。
い

ヽ
も
ヽ
ζ
恒
択
郭
誉
型
゛
“
測
製
０
怪

０
■
壼
翠
卜

′
悩
悩
Ｃ

ヽ
い
姜

′、
饉

週
調
輸
ヽ
即
壼
目
К

。
■
０
掏
日
）
ｂ
Ｈ
導
）
ヽ
ふ
同
ｍ
壼
輸
眼

。
〉
圏
）

Ｄ
組
園
せ
螢
朧
）
憔

ト
ロ
ｍ
Ｓ
韻
壼
輸
翠

′ぐ
゛

〉
く
，
０
築
翠
卜
縮
挙
蝉

。ヽ

小
ｎ
ｍ
壼
琥
弊
燿
口
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ
壼

段
撃
壼
目
К

。
゛
瞥
Ｈ
で

悩
０

′
゛
０
中
旧
）
ｂ
＝
導
）
ヽ

小
日
ｍ
営
輸
蓑

。ト
ト
ｎ
ｍ
壼
段
腿

壼
口
ま

。ト
ホ
ロ
ｍ
燿
縮
駆
壼
日
超

。
゛
ｂ
＝
導

〉
択
）
ヽ
小
日
ｍ
壼
喘
襲

。卜
ヽ
日
ｍ
壼
縮
駆

壼
旧
ま

。卜
ヽ
同
ｍ
壼
輸
審
蛍
口
К

。
゛
ｂ
調
導

〉
択
）
ト
ト
ｎ
ｍ
燿
段
害

。ヽ

卜
同
ｍ
壼
輸
撃

摯
口
意

。ヽ

小
ｎ
ｍ
壼
縮
弊
壼
旧
く

。
゛
ｂ
＝
翠

〉
択
）
ヽ

ト
ロ
ｍ
壼
輸
碧

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
二
縮
駆
壼
目
球

。ト
ト
ｎ
ｍ
二
策
審
壼
目

く

。
Ｒ
ｂ
＝
で

悩
０
●
●

′ｂ
Ｈ
Ｊ
）
ヽ
小
日
ｍ
堂
雛
襲

。
〉
圏
）
Ｄ
鋼
国

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
２
輸
駆

堂
口
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ
二
輸
螺
壼
口
く

。
ヾ
ｂ
調
導

〉
択
）
ヽ

ト
ロ
ｍ
湮
縮
害

。ふ
卜
ｎ
ｍ
里
縮
審

営
口
ま

。憔
卜
ｎ
ｍ
〓
輸
駆
壼
日
超

。
゛
ｂ
Ｈ
Ｊ

〉
択
）
ヽ
卜
ｎ
ｍ
壼
輸
嬰

。ト
ホ
何
ｍ
壼
鍛
駆
蛍
口
球

。
ふ
く
ｎ
ｍ
Ｃ
郎

Ｎ

営
喘
撃
埜
目
К

。
悩
悩
Ｃ

ｓ
Ｓ
ヽ
ζ
壼
目
Ｃ
喘
警

。
〉
圏
〓
条
ν
騒
理
論
翠

。ポ

′、
Ｒ
Ｋ
畿
Ｅ
Ｃ
Ｅ
択

∞

二
輸
“
即

。ヽ

ホ
ロ
ｍ
壼
縮
継

′
十
ヽ

″
ヽ
ζ
里
輸
“
却
壼
日
球

。
ふ
く
同

ｍ
Ｃ

い
為
卜
神
Ｓ
暉
饉
部
卜

′
ふ
く
ｎ
ｍ
Ｓ
熙
壼
郎
＝

。
ふ
く
同
ｍ
Ｃ
饉

Ｎ

〓
職
暉
壼
口
く

。
悩
悩
Ｃ

い
軍
卜
‘
壼
目
Ｃ
縮
猥

。
〉
圏
望
●
ヤ
騒
壼
輸
尊

。ポ

′、
へ
Ｋ
総
Ｅ
Ｃ
恒
択

∞
里
喘
“
却

。ヽ

小
日
ｍ
里
離
撃

′
キ

ヽ

′′′
ヽ
‘
二
輪
郭
蝉
壼
目
ま

。
ヽ
く
口
ｍ
Ｓ
熙
二
輪
駆

′
か
ヽ
も
ヽ
ζ
仁
択

郷
二
輪
“
却
燿
目
く

。
悩
悩
Ｃ

ｓ
Ｓ

ヽ
‘
壼
輸
曹

。
〉
圏
〓
条
ヤ
騒
理
輸
腱

。ピ

′、
Ｒ
Ｋ
畿
Ｅ
Ｃ
恒
択

∞
二
珀
壼
■
Ｏ
輸
“
岬

。
キ
ミ

″

卜
ζ
壼
縮
“
却
壼
日
ま

。
ふ
く
同
ｍ
Ｃ
郎

Ｎ
壼
縮
駆

′
悩
悩
Ｃ

ヽ
い
嶋

′、
壼

論
“
椰
壼
目
К

。
悩
悩
Ｃ

ｓ
Ｓ
ヽ
ζ
壼
目
Ｃ
輸
襲

。
〉
圏
二
条
ヤ
騒
壼
縮
駆

縮
雄

。ヽ

小
日
ｍ
Ｎ
ぐ
Ｃ
ふ
く
“
志
騒
壼
輸
図

。ヽ

ト
ロ
ｍ

′
測
総
Ｃ
ふ
く

‐卜
ヽ
〓
目
軍
壼
口
ま

。ヽ

卜
同
ｍ
饉
口
К

。
■
０
伸
口
二
輸
害

′
Ｄ
区
ま

〉

和
Ｋ
壼
喘
礎
口

。
Ｓ
姜
゛

〉
０
壼
唾
口
駆

。
〉
圏
〉
前
ス
）
Ｄ
組
国
二
巌
罫

ぺ
一×
ふ
ヽ
ζ
恒
択
郷
せ
輸
図

′ヽ

卜
ｎ
ｍ
〓
口
軍
壼
目
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ
せ
輸
墨
堂
目
К

。
〉
圏
）
Ｄ
目
国

（Ｅ
ｏ
）口
洲

薔

】Ｕ
慎

”
〓
―

８

【趨
ロ

Ｑ
言
恒
串

●
．Ｑ
即
嶼

Ｃ
じ
恒
聴

ヽ
ｏ
】Ｕ
慎

Ｃ
じ
恒
離

∞
営
Ｕ
慎

●
じ
揮
聰

ヽ
い
】即
慎

分
じ
恒
臨

Ｑ
【】Ｕ
図

６
じ
担
臨

Ｑ
９
邸
画

Ｃ
じ
恒
離
§恩
串当

ヽ

】邸
墨

Ｃ
ｅ
恒
臨

Ｑ
會
即
適

●
し
担
識

３
邸
画

６
９
恒
臨

ｏ
．い
即
画

６
じ
掟
臨

０
曾
即
慎

ｅ
ｄ
担
騰

”
ヽ
Ｕ
慎

●
ｏ
掟
臨

営

】邸
画

Ｃ
ｏ
恒
臨

劇
一
】邸
図

Ｆ
じ
恒
昨

ミ
騰

。
騨
串

蜂
恒
串
檻
＝

雑
担
串
最
引

峰
揮
騰
健
引

雄
恒
臨
最
引

掟
掟
臨
量
引

雄
担
騰
壼
＝

雑
担
業
量
＝

蜂
恒
騰
艦
＝

進
掟
臨
壼
引

雑
担
臨
最
＝

蛛
恒
串
燈
引

雑
恒
昨
壼
引

雑
恒
串
量
＝

峰
恒
騰
屋
引

蜂
恒
串
燎
＝

雄
恒
串
燈
引

層出
０
ヾ
，

０
ゆ
”

Ｎ
ゆ
，

８

ｒ

高

ｒ

０
０

ア

り
０
中

卜
０

，

Ｂ

ｒ

０
ゆ
”

０
り
，

，
０
，

Ｎ
Ｏ
”

８

一

８

，
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や
撃

。
゛
卜
樺
駅
ぐ
Ｃ
縮
風

。
゛
卜
樺
駅
ぐ
Ｃ
輪
量

。
゛
眼
ヽ
い
で
Ｃ
喘
呂

。
゛
眼
錠
【
で
Ｃ
縮
緊
昌

。
゛
眼
Ｑ
【
峰
Ｃ
縮
量

。
゛
卜
捧
駅
で
Ｃ
輸
撃
量

。
ヾ
眼
終

で
ｃ
輸
腿
風

。
゛
籠
錠
】
で
Ｃ
縮
燿
量

。
゛
無
Ｑ
〓
く
Ｃ
輸
撃
露

。
゛
銀
２
●
モ
Ｃ
雄
駆
風

。
中
温

ヽ
ζ
せ
日

К
翠

。
ヾ
無

錠
【
で
Ｃ
段
審

風

。
ヾ
３
）
Ｄ

雄
椰

。
゛
気

Ｑ
【
ぐ
Ｃ
輸
聴

風

。
で
Ｏ
縮
“
椰
Ｃ
風

。
で
Ｃ
縮
郷
却
Ｃ
風

ξ
日
ぶ
暉
懲
冨

。モ
Ｃ
引
掟
雲
択

冊
０

。
引
出

。
Ｊ
興

枢
Ｓ
■
二
目
ま

。
Ｊ
熙
枢
Ｓ
■
二

旧
く

。
●
伽
掏
烈
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
い
。ｏ

Ｏ
Ｊ

興
３
■
里
旧
球

。
Ｊ
岬
３
■
思

口
く

。
●
伽
Ｄ
も
や
興
Ｊ
憔
Ｃ
К

日
興
〓

。●
伽
掏
烈
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
８
〓

。
Ｊ
興
Ｓ
■
〓
目
ま

。Ｊ
即
３
鴫
二

に
く

。
●
伽
掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｘ
日
日
ｏ
．【

。
Ｊ
熙
枢
‘

鳩
せ
目
ま

。
Ｊ
興
楓
Ｓ
“
里
恒
К

。
●
伽

〉
ヽ
中
潤
Ｓ
Ｃ
Ｘ
目
日
い
．ｏ

。
Ｊ
熙
枢
３

“
望
目
ま

。
Ｊ
興
枢
Ｓ
“
二
日
К

。
●
伽
Ｄ
へ

掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．【

。
Ｊ
Ｋ
暉
罫
目
球

。
Ｊ
興
枢
Ｓ
■
■
に
く

。
●
伽
Ｄ

へ

伸
興
Ｊ
憔

・
烈
台
Ｃ
К
日
Ｅ
ｏ
．】

。
Ｊ
興

３
■
〓
旧
球

。
Ｊ
細
Ｓ
鴫
里
目
К

。
わ
伽

〉
ヽ
掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
目
い
．】

。
コ
暉
Ｋ
口
ま

。Ｊ
暉
К
目
超

．
●
伽

〉
ヽ
中
興
Ｓ
Ｏ
卜
＾
日
日
い
．ｏ

。Ｊ
Ｋ
駆
目
ま

。
Ｊ
即
枢
Ｓ
鳩
二

旧
く

。
●
“
掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｘ
日
日
０
．一

。
Ｊ
佃
Ｋ
旧
球

。Ｊ
口
К
目
К

。
●
ф
Ｄ
ヽ
掏
興
Ｓ
Ｃ
К
日
Ｅ
い
。ｏ

。
Ｊ
興

Ｓ
■
二
旧
球

。
Ｊ
興
３
■
■
旧
超

。
●
“

〉
熟
枷
禦
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
日
０
．【

。
Ｊ
暉
畔
目
ま

。
Ｊ
口
Ｋ

口
く

。
●
伽

枷
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
●
ｏ
．】

。
Ｊ
Ｋ
暉
目
ま

。
Ｊ
К
暉

目
く

。
●
“
伸
興
台
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．】

。Ｊ
Ｋ
暉
目
ま

。
Ｊ
К
駆

目
К

。
●
“
掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
ｏ
．”

。
Ｊ
興
枢
郷
旧
憮

。
わ
伽
Ｄ
へ

中
網
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
●
い
。ｏ

“
襲
風
準

Ｏ
Ｄ

Ｏ
暉

思

裏

風

。
櫂

侵

枷
輸

蛛

）

Ｄ
罫

択
掏
引
螺
せ
習
調
風 ０

一

゛
暉

懲

展

。
引

撃

契
Ｄ
郭
択
二
襲
Ｈ
風

縮
昌

。だ
ヽ
Ｒ
Ｋ
ミ
Ｅ
Ｃ
恒
択

∞
せ
田

審

・
即

。
キ
ヽ

″
ヽ
ζ

つ
縮
駆

′
十
ヽ

″
ヽ
‘

Ｎ
捻
Ｃ
ふ
く
ヽ
ヽ
二
縮
“
蝉

壼
目
意

。
ヽ
く
ｎ
ｍ
Ｓ
熙
Ｃ
饉

Ｎ
二
縮
噂

′
か
ヽ
ヽ
い
‘
Ｅ
択
郷
Ｃ
饉

゛
〓

縮
髯
即
壼
目
く

。
悩
悩
Ｃ

ｓ
Ｓ
い
‘
壼
口
Ｃ
輸
製

。
〉
題
二
晏
ヤ
騒
壼
縮
螺

。ボ

′、
へ
К
畿
匡
Ｃ
仁
択

∞
二
輸
“
却

。
キ

ヽ

″
ヽ
く

つ
輸
審

′
キ
ヽ

″
卜
‘

測
埒
Ｃ
ふ
く

‐卜
ヽ
二
輸
挙
即
営
日
疎

。
ふ

く
ｎ
ｍ
Ｃ

い
ヽ
卜
押
３
暉
ニ
ヨ
ト

′
ふ
く
何
ｍ
Ｃ

い
ヽ
卜
欄
３
熙
里
週
調
燿

喘
撃

。
か
ヽ
ふ
卜
ζ
仁
択
郷
Ｃ
部

Ｎ
〓
喘
“
却
壼
口
く

。
悩
悩
Ｃ

ｓ
摯

卜
ζ

燿
旧
Ｃ
離
眼

′為

゛
卜
＝
導
）
憔
卜
■
ｍ
壼
縮
鯉

。
〉
圏
）
Ｄ
鋼
国
壼
喘
翠

。ぱ

′、
Ｒ
Ｋ
ミ
Ｅ
Ｃ
恒
択

∞
二
輪
郭
即

。
キ
ヽ

″
ヽ
く
測
埒
Ｃ
ふ
く

‐卜
ヽ

せ
喘
さ
却
壼
目
ま

。
ふ
く
同
ｍ
Ｃ

ｓ
為
卜
欄
里
輸
暉

。
悩
悩
Ｏ

ヽ
い
■

′、
壼

輸
挙
即
壼
目
К

。
悩
悩
Ｃ

ｓ
Ｓ
ヽ
‘
燿
口
Ｃ
縮
腿

。
〉
圏
）
Ｄ
鋼
園
壼
輸
翠

。ヽ

卜
同

ｍ
二
段
螺
壼
口
球

。ヽ

ホ
ｎ
ｍ
ニ
ヨ
ト

′
ヽ
く
ｎ
ｍ
Ｃ
い
ヽ
卜
神
二
燿
＝
輸

駆
壼
掴
く

。
ヾ
卜
＝
導
）
ヽ

卜
ｎ
ｍ
壺
目
Ｃ
喘
害

。
〉
圏
二
長
●
騒
営
輸
暉

。言
ヽ
へ
К
ミ
匡
Ｃ
仁
択

∞
二
喘
“
却

。ト
ホ
同
ｍ
壼
輸
腿

。
キ
薇

″
卜
‘
二
輸
“
蝉
燿
目
ま

。ト
ホ

同
ｍ
２
週
卜

′
ふ
く
同
ｍ
Ｃ

ｓ
為
卜
押
３
熙
Ｃ
部

゛
壼
縮
暉

。
か
ヽ
も
ヽ
ぐ

恒
像
郷
Ｃ
部

ヽ
二
輸
“
却
壼
目
К

。
Ｓ
ぱ
壼
縮
要

。
〉
圏
望
条
ヤ
騒
壼
縮
駆

。ポ

′、
Ｒ
Ｋ
翠
Ｅ
Ｃ
恒
択

∞
二
輪
郭

却

。
■
ミ

′′′
ヽ
‘
里
輸
“
却
壼
に
ま

。ト

ホ
ロ
ｍ

′
Ｎ
Ｏ
Ｃ
ふ
く
何
ｍ
Ｃ

ｓ

ヽ
卜
欄
壼
縮
駆

′
か
ヽ
ふ
ヽ
‘
仁
択
郭
せ
喘
“
却
壼
陣
К

。
゛
卜
＝
導
）
十

ヽ

″
ヽ
‘
仁
択
梃

劇
埒
Ｃ

ｓ
撃
ヽ
ζ
壼
目
Ｃ
峨
襲

。
〉
圏
）
Ｄ
報
国
壼
縮
駆

。ぱ

′、
へ
κ
ミ
匡
Ｏ
恒
択

∞
里
喘
≦
即

。ト
ト
ロ
ｍ
二
縮
駆

′
キ
ヽ

″
ヽ
‘

Ｎ
槍
Ｃ
ヽ
く

‐卜
ヽ
二
縮
“
却
壼
に
ま

。ヽ

小
同
ｍ
里
韓
審

′
か
ヽ
ふ
ヽ
ζ
Ｅ

択
郭
二
輸
挙
椰
営
日
く

。
ｓ
Ｓ
ヽ
ζ
燿
目
Ｃ
喘
嬰

。
〉
圏
）
０
額
国
壼
縮
駆

。ト
ホ
ｎ
ｍ
二
輸

翠
燿
日
球

。
ふ
く
同
ｍ
Ｃ

ｓ
ヽ
卜
神
里
輸
出

′
悩
悩
Ｃ
ヽ
か
ｋ

′ヽ
壼
週
卜
輸

“
即
壼
目
く

。
ｅ
ｂ
＝
導
）
ヽ
ト
ロ
ｍ
壼
喘
蓑
翠

。
〉
圏
）
Ｄ
鍾
園
壼
輸
翠

。だ

′、
Ｒ
κ
ミ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
楡

∞
二
縮

“
蝉

。ヽ

ふ
ｎ
ｍ
ｕ
縮
翠
蛍
目
式

。ト

ホ
同
ｍ
二
輸
牢

′
い
ヽ
も
ヽ
‘
恒
像

郷
二
喘
さ
却
壼
目
く

。
悩
悩
Ｃ

ｓ
Ｓ
ヽ
ζ
饉
喘
装

。
〉
圏
）
Ｄ
報
国
営
喘
翠

。ト
ホ
ｎ
ｍ
蛍
縮
翠

′
キ
ヽ

″
心
ζ

二
縮
“
却
壼
目
ま

。ト
ホ
ｎ
ｍ
二
喘
審
壼
日
く

。
悩
“
Ｃ

ｓ
軍

卜
‘
壺
論
碧

。
Ｈ
か
ヽ
，
１
二
輸

暉
壼
口
く

。
Ｈ
小
代
ヽ
１
二
縮
騨
壼
目
く

。
悩
悩
Ｃ

（
Ｓ
ヽ
く
壼
口
Ｃ
縮
碧

。
Ｄ
０

営
ぱ

′、
Ｒ
Ｋ

。
い
ヽ
ヽ
い
ζ
仁
択
爆

却
捻
Ｃ
ヽ
卜
壼
陣
球

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
二
峨

翠
壼
口
К

。
３
択

′ｂ
「
Ｊ
）
ヽ
ホ
ｎ
ｍ
壼
縮
襲

。
〉
圏
二
晏
●
緊
埜
輸
腿

。
キ
ヽ

″
ヽ
ぐ
二
喘
邸
却
壼
目
ま

。
い
ヽ
ふ
い
ζ
Ｅ
択
軽
Ｃ
部

Ｎ
せ
燿
卜

′
ヽ
い
娑

，ヽ
二
週
Ｈ
輪
郭
却
理
旧
К

。
キ
ヽ

″
卜
ζ
恒
択
郷
〓
測
０
■

。
キ
ミ

″
ヽ
ζ
Ｎ
ぐ
Ｃ
ふ
く

―卜
ヽ
せ
輸
“

却
壼
に
ま

。
か
ヽ
も
ヽ
く
恒
択
郷
ニ
ヨ
ト

′
ヽ
い
■

，ヽ
二
翠
＝
職
％
即
燿
旧
К

縮
堆

官
こ
眠
洲

∞
営
Ｕ
画

Ｃ
じ
恒
串

ｑ
一
】即
慎

Ｃ
じ
担
聰

Ｑ
い
【Ｕ
慎

Ｃ
Ｏ
）掟
騰

ｏ
．曽
則
慎

命
じ
恒
語

ヽ
【】Ｕ
慎

命
じ
担
臨
§遍
串撻

Ｑ
】】Ｕ
撻

Ｑ
９
Ｕ
慎

６
●
恒
臨

潟

】邸
撻

Ｆ
ｄ
恒
昨

Ｑ
ｓ
ｕ
慎

含
．じ
担
串

9日
掟 即
準慎

Ｑ
●
Ｕ
慎

含
．じ
恒
臨

含
．０
担
串

●
０
恒
串

８

即
言

ヨ

邸

８

揮
臨

ミ
器

。
即
賄

蜂
担
聴
燈
引

峰
恒
昨
屋
引

韓
恒
臨
臓
引

峰
掟
串
壼
引

峰
恒
昨
最
引

峰
恒
臨
臓
引

雑
恒
騰
Ｅ
引

嫁
恒
臨
臓
引

雑
恒
串
量
引

Ｋ
撻
騰
星
引

韓
担
臨
臓
＝

蜂
担
串
最
引

雑
恒
串
駐
引

峰
恒
串
最
引

峰
恒
串
最
＝

S出
8 ０

り
，

卜
０
”

８

一

０
卜
，

Ｎ
卜
，

０
卜
，

寸
卜
，

崎
卜
”

Φ
卜
Ｆ

∞
卜
，

０
卜
，

―117-



や
樫 。
ヾ
銀
終

ｃ
単
畑

。
ぐ
Ｃ
ｔ
椰
Ｃ
雛
せ

。
゛
眼
ヽ
「
で
Ｃ
輸
礎
□

。
Ю
銀
錠
【
で
Ｃ
縮
礎
ロ

。
Ｒ
銀
Ｑ
【
ぐ
Ｃ
輪
睫
ロ

撥

壼
樹
臨

。
゛
眼

Ｑ

【
Ｃ
せ

畑

。
●
銀
０
「
で
Ｃ
縮
曖
ロ

。
ヾ
猟
ヽ
】
く
Ｃ
雛
噂
ロ

０
ヾ

銀

Ｑ
は
）

（
一
条

二
輸

嘔

゛
晏

雑

朦

。
ヾ
恨
Ｑ
「
で
Ｃ
縮
曖
□

。
゛
照

０
＞

）
誉
条
二
喘
爬
゛
条
輸
曖

ロ

。
ま
く
Ｃ
輸
索
ロ

。
女
く
Ｃ
喘
緊
ロ

。
女
く
Ｃ
縮
索
ロ

。
ま
く
Ｃ
輸
雌
ロ

。
女
く
Ｃ
喘
曖
ロ

。
●
銀
ヽ
い
く
Ｃ
輪
雌
ロ

麗
Ｊ

・
引
墾

。
Ｊ
興

３
“
里
口
ま

・
く

。
●
伸
掏
興
Ｓ
Ｃ
К
目
目
い
。ｏ

。
Ｊ
駆
畔
目
意

。
Ｊ

興
枢
３
“
ニ
ロ
く

。
わ
゛

伸
製
台
Ｃ
Ｘ
目
目
ｏ
．【

。
Ｊ
輻

Ｓ
く
せ
目
疎

・
К

。
わ
伽
伸
興
台
Ｃ
К
目
８
．【

ＯＪ

個
Ｋ
目
ま

・
К

。
●
“
掏
興
Ｓ
Ｃ
К
Ｅ
Ｅ
Ｏ
．“

。
Ｊ
興

Ｓ
■
せ
目
ま

・
く

。
わ
佃
掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｘ
目
●
ｏ
．】

。
Ｊ
興

Ｓ
“
二
匡
式

・
К

。
●
伽
枷
禦
全
Ｃ
Ｋ
目
目
い
．ｏ

。Ｊ
騨
Ｓ
鳩

せ
目
ま

・
く

。●
゛
〉
ヽ
掏
禦
Ｓ
Ｃ
Ｘ
日
日
ｏ
．【

。Ｊ
駆

Ｋ
旧
ま

・
く

。わ
゛
〉
ヽ
伸
禦
台
Ｃ
Ｘ
日
日
い
【

。Ｊ
興
Ｓ
“

せ
目
ま

・
く

。わ
伽
〉
檬
掏
興
全
Ｃ
Ｋ
日
日
い．】

。Ｊ
ロ

Ｋ
口
意

・
К

。わ
伽
〉
ヽ
掏
禦
台
Ｃ
Ｘ
Ｅ
Ｅ
い。一

。
Ｊ
興
枢
３
■
せ
ロ

ま

。
Ｊ
Ｋ
鰹
目
К

。
●
“
伸
禦
台
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｅ
ｏ
．【

。Ｊ
駆
К
目
意

。
Ｊ

駆
Ｓ
“
せ
口
く

。
わ
“

中
興
Ｓ
Ｃ
К
Ｅ
Ｅ
ｏ
．一

。
Ｊ
興
枢

３
“
二
目
ま

・
К

。
わ
０
伸
興
Ｓ
Ｃ
Ｘ
目
●
ｏ
．【

。Ｊ
ロ

К
目
ま

・
К

。０
゛
〉
ヽ
中
興
台
Ｃ
Ｋ
目
●
い．】

ＯＪ

田
部
目
ま

・
く

。
●
伽

掏
興
台
Ｃ
К
日
日
い
．ｏ

。Ｊ
興
枢

３
“
二
日
ま

・
超

。
わ
伸
掏
興
全
Ｃ
Ｋ
目
●
ｏ
．【

。
Ｊ
駆

Ｓ
■
里
目
ま

・
く

。
わ
“
掏
興
全
Ｃ
Ｋ
目
目
ｏ
．】

縮
攣

。
ふ
く
何
ｍ
せ
輸
斗
卜

′
ヽ
く

‐卜
ヽ
せ
輸
半
↓
壼
目
ま

。
か
ヽ
ふ
ヽ
く

Ｃ
Ｅ
択
郷
３
漂
せ
縮
半
卜

却
輪
朦

′
測
ヾ
Ｃ
Ｈ
か
ヽ
“
Ｈ
壼
目
К

。
ミ
併
曜

０
ふ

く
卜
ヽ
３
熙
壼
に
ま

。ヽ

小
ｎ
ｍ

′
対
捻
Ｃ
Ｈ
卜
ヽ
，
１
壼
旧
К

。や
括
腱

。
ヽ
く
同
ｍ
Ｓ
韻

〉
黙
せ
競
半
卜
饉
口
ま

。ト
ホ
，
１
で
口
К

。
ふ
く
卜
ヽ
二
輸
朦

′
Ｎ
埒
Ｃ
ヽ
く
ｎ
ｍ
せ
卜
＾
縮
回
理
ロ

疎

。
い
ヽ
ふ
い
く
Ｃ
恒
択
郷
望
ト
パ
喘
朦
壼
口
К

。
゛
ミ

゛
ぺ
や

掏
ミ
瞑
暉

０
ふ

く

―卜
ヽ
せ
ト
パ
喘
朦
セ
ロ
ま

。
い
ヽ
も
ヽ
‘
Ｃ
Ｅ
択
纏
ニ
ト
パ
詭
邸
営
口
К

。
ふ
く
卜
ヽ
せ
詭
斗
卜

Ｎ
職
朦

′
匈
埒

Ｃ
ふ
く
同
ｍ
せ
輸
爬
壼
目
ま

。
か
ヽ
ふ
ヽ
く
Ｃ
恒
像
軽
せ
ト
パ
雛
懸
壼
口
К

。
い
ヽ
ふ
ヽ
く
仁
択
輝
ニ
ト
＾
縮
朦
セ
ロ
超

。
ふ
く
ｎ
ｍ
理
口
ま

。
か
ヽ
ふ
卜
ζ
恒
像
駆
せ
ト
パ
縮
回
燿
口
К

。
か
ヽ
も
ヽ
‘
恒
択
郷
せ
卜
ヽ
輸
郎
壼
目
К

縮
唾
ロ

。ヽ

小
日
ｍ
堂
口
ま

。卜
ヽ
日
ｍ
Ｎ
ヾ
Ｃ
ふ

く
同
ｍ
壼
目
く

。
３
択
饉
縮
要

。
〉
圏

〉
熙
二
３
睡
回
二
像
＝

′
〉
叫
キ
ヤ

。ヽ

小
同
ｍ
測
捻
Ｃ
ふ
く
卜
ヽ
壼
目

ま

。憔

卜
同
ｍ
壼
目
く

。
３
択
壼
縮
装

。
〉
眠
二
択
Ｈ
意
二
ぐ
れ
誕
く
ヤ
ヤ

。ト
ト
ｎ
ｍ
に
ま

・
К

。
Ｓ
択
さ
喘
蓑

。
〉
圏
二
択
調
意
せ
で
恥
壇
К
ヤ
ヤ

。ヽ

小
同
ｍ
壼
口
疎

。ヽ

卜
同
ｍ
Ｎ
ヾ
Ｃ
ふ
く
同
ｍ
Ｓ
熙

壼
目
К

。
３
択
壼
輪
蓑

。
〉
圏
二
択
引
疎

。ヽ

小
日
ｍ
´
Ｎ
目
疎

・
く

。
ヾ
卜
区
疎

〉
前
К

や
い
ヽ
Ｕ
Ｋ
喘
Ｃ
喘
せ

。ヽ

小
日
ｍ
掏
Ｓ
Ｃ
ふ
く
ヽ
ヽ
理

口
意

。
ヽ
く
同
ｍ
Ｃ
部

∞
壼
旧
く

。
Ｓ
択
壼
喘
襲

。
〉
圏
せ
ｇ
饉
回
せ
択
Ｈ

０
ト

ホ

ｎ

ｍ

′
却
ぐ

Ｃ

ふ

く

，卜

ヽ
セ

ロ
ま

。
ヽ

く

同

ｍ
Ｓ
熙

せ
週

Ｈ

掏
ぐ

Ｃ

ふ

く

同

ｍ
Ｓ
哨

壼
口

痙

。
●

〉
０

〉
軍

′
〉
択

壼
縮

蓑

。
〉
匿

〉
莉
＜

せ
択
＝

。ヽ

小
日
ｍ
Ｎ
捻
Ｃ
ヽ
く
ヽ
ヽ
壼
日
本

。
ふ

く
同
ｍ
Ｓ
熙

二
週
＝

′
測
総
Ｃ
ふ
く

ｎ
ｍ
Ｓ
暉
壼
口
痙

。
〉
圏
二
択
「
ま

。
マ
誉
こ
掏
縮
邸
口
ニ
ロ
Ｈ
縮
朦
Ｃ
輸
せ

。ヽ

小
日
ｍ
ｐ
Ｎ
目

球

・
く

。
マ
椰
却
ミ
駅
川
目
歯

′
Ｄ
叫
震
案
目
К
壼
詭
蓑

。
〉
圏
せ
択
＝
意

。ヽ

卜
ｎ
ｍ
゛
却
目
ま

・
超

。
ヾ
誉
〓
伸
縮
朦
口
せ
目
＝
縮
朦

Ｃ
縮
せ

。
●
０
却
翠
駅
＝
陣
整

′
⊃
叫
震
熟
口
К
理
論
碧

。
〉
圏
二
像
「
ま

ま総
・p
くヽ

Ｏ
Ю

ヽ

ヽ

ヾ
誉

〓

伸
輸

郎

口

ニ
ロ

調

縮

朦

Ｃ
縮

せ

。ヽ

小

日

ｍ

ｐ

測
目

。
Ｒ
姜

聴
ミ

駅
＝
口
歯

′
ゴ
Ц
震
案

旧

К

壼
輸

襲

。
〉
圏

せ
択
「
意

０
や

ヾ
）
ヽ

ヽ

ヽ

ヾ
誉

〓

枷
輪

邸

口

せ
目

Ｈ

輸

郎

Ｃ
輸

せ

。
ヽ

ト

ロ

ｍ

や
ヽ
日

ま

・
К

。
く
Ｏ

Ｎ
ミ

駅
＝
口
歯

′
Ｄ
叫
震
縦

口

К

セ
策

蓑

。
〉
圏

二
択

「
ま

。
ヾ
む
こ
伸
縮
師
口
せ
恒
＝
縮
邸
Ｃ
輪
せ

。ヽ

小
ｎ
ｍ
゛
測
目
ま

・
К

。
゛
奏
Ｎ
翠
駅
＝
陣
整

′
Ｄ
殴
震
Ｄ
へ
ヽ
目
く
壼
輪
害

。
ヾ
ｂ

量
二
択
Ｈ
疎

。
゛
む
〓
枷
輪
郎
口
二
目
Ｈ
縮
朦
Ｃ
喘
せ

。ト
ト
向
ｍ
´
Ｎ
目
意

・
К

。
●
Ｏ

Ｎ
畿

駅
川
口
整

′
Ｄ
叫
目
築

目
К

壼
縮
悲

。
゛
ｂ

量

二
像
「
ま

。
ヾ
む
こ
枷
輸
朦
口
せ
口
「
縮
邸
Ｃ
輸
せ

。ヽ

小
日
ｍ
゛
却
目
ま

・
К

。
゛
椰

Ｎ
ミ

駅
―――
旧
整

′
Ｄ
Ц
震
築

目
К

埜
縮
眼

。
く
ｂ

量

里
択
＝
ま

。
ｅ
誉
〓
伸
輪
郎
口
二
旧

＝
輸
朦
Ｃ
喘
せ

。ヽ

ト
ロ
ｍ

′
Ｎ
槍
Ｃ
ふ
く

‐卜
ヽ
壼
目
意

。ヽ

ト
ロ
ｍ
摯
目

К

。
■
０
枷
日
せ
曹
＝

′
Ｄ
叫
震
ヽ
口
く
壼
輪
習

。
０
も
彙
〓
ヽ
＝

∽
キ
ヤ

（Ｅ
ｏ
）口
襲

め
．い
邸
縮
せ

い
．卜
即
日

貧
．っ
）恒
臨

∞
．〓
邸
輸
せ

貧
．３
Ｕ
師

６
．３
延
騰

∞
．２
Ｕ
□

６
．０
）担
串

ｏ
．い
即
□

６
．い
）延
臨

∞
．い
遡
口

０
．い）担
臨

〇
．〇
】̈
０
ロ

ｒ
．ヾ
）恒
識

ｏ
．コ
Ｕ
ロ

命
．い
）掟
臨

ｏ
口
即
日

含
．寸
）延
誅

ヾ
．曽
邸
朦

６
．い
）恒
業

ｏ
．曽
即
日

Ｃ
．い
）担
昨

含 Q

給遍
騰 □

ｏ
．〓
即
日

貧
．め
）健
臨

ｏ
．曽
Ｕ
ロ

命
．］
）恒
聰

貧 Q

撻通
臨 ロ

ｏ
．コ
Ｕ
ロ

↑
．い
）位
臨

ｏ
．口
邸
□

Ｃ
ｔ
恒
離

ｏ
．〓
Ｕ
ロ

ａ
．↓
担
眸

総
臨

・
岬
串

臨
＝
慎
択
副
く
鑢
場
調

離
＝
曇
択
劇
く
臨
最
＝

臨
調
適
択
副
く
鑢
證
＝

串
＝
曇
択
劇
く
鰺
場
＝

臨
＝
悩
択
劇
く
臨
場
引

承
誅
慶
引

熙
臨
駐
鋼

駅
離
最
＝

熙
臨
駐
＝

熙
騰
Ｅ
＝

熙
論
艦
引

熙
臨
場
引

熙
臨
燎
＝

熙
職
場
引

熙
騰
星
引

熙
誅
最
引

側
口
慎
串
燈
＝

S"
口申

∞
６
Ｎ

０
ゆ
劇

Ｏ
Φ
倒

ｒ
Φ
Ｎ

Ｎ
Φ
劇

∞
Φ
Ｎ

∞
Φ
倒

０
０
Ｎ

Ｏ
卜
倒

，
卜
Ｎ

せ
卜
劇

Φ
卜
”

∞
卜
Ｎ

憔
憮
邸
承

・
側

・
熙
Ｃ
引
ヨ
∞
ｏ
卜
ｘ
∽
　
畑
膿
ぶ
ｏ
Ｎ
Ｉ
∞
Ｏ
ｏ
Ｚ
　
寸
憔
晨
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や
樫

。目
沢

Ｕ
暉
思
展

。
●
籠
錠
い
で
Ｃ
輪
峰

。目
Я

劇
暉
黙
喜

。
ｅ
籠

ぐ
Ｃ
颯
嶼
峰

。
女
く
Ｃ
縮
雌
口
韓

。
よ
く
Ｃ
輸
礎
口
Ｋ

。
ヾ
眼
く
Ｃ
縮
慎
峰

Ｏ
Ｒ

無

０
【
ぐ
Ｃ
輸
曖

口
嫁

０
ヾ

無

ｔ
一
ぐ
Ｃ
段
礎

口
峰

。
ヾ
無
で
Ｃ
縮
量
雑

。
ヾ
眼
で
Ｃ
縮
量
嫁

。
Ю
眼
ぐ
Ｃ
喘
風
雑

。
ヾ
饉
で
Ｃ
輸
呂
雄

。
よ
く
Ｃ
縮
駆
雄

。
ｔ
く
Ｃ
縮
腿
量

。
女
く
Ｃ
雛
緊
量

。ｔ
く
Ｃ
輸
審
量

。ヾ

卜
樺
駅
ぐ
Ｃ
輪
風

。
ま
く
Ｃ
喘
弊
風

冊
Ｊ

・
引
墾

Ｏ
Ｊ

駆

口
球

。
Ｊ
襲

枢

Ｓ

「

里
口

К

。
●
“

〉
檬

掏
興
全
Ｃ
Ｋ
日
日
い
．】

。
Ｊ
興
３
■
二
に
ま

。
Ｊ
興

口
К

．
●
伽

伸
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
日
日
い
．ｏ

。
Ｊ
廻
３
■
二
日

珠

・
く

。
●
゛
掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
ロ
ロ
い
．【

。
Ｊ
口
К
ロ

ま

・
く

。
●
伽
掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
目
〇
．】

。
Ｊ
興
枢
郷
旧
ま

。
Ｊ
個
Ｋ

口
く

。
●
伸

掏
興
合
Ｃ
К
日
日
ｏ
．【

。Ｊ
興
Ｓ
“
二
日

本

・
く

。
●
゛
掏
興
台
Ｃ
Ｋ
目
目
ｏ
．【

。
Ｊ
Ｋ
駆
口
球

。
Ｊ
岬
楓
Ｓ
ヽ
二

旧
く

。
わ
伽

掏
烈
台
Ｃ
К
日
日
い
．【

。Ｊ
興
枢
３
鳩
二
障

ま

・
超

。
●
“
枷
興
Ｓ
Ｃ
К
Ｅ
日
い
。Ｏ

。
Ｊ
興
Ｓ
■
二
日

ま

・
く

。
●
“
伸
興
Ｓ
Ｃ
Ｘ
目
目
ｏ
．゙

。
Ｊ
組
Ｓ
■
二
日

本

・
く

。
●
佃
伸
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
目
ｏ
．】

。
Ｊ
岬
枢
Ｓ
「
二
日

本

・
く

。
わ
伸
掏
興
台
Ｃ
Ｋ
目
目
ｏ
．】

。
Ｊ
興
３
■
２
旧

ま

・
く

。
●
佃
伸
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
ロ
ロ
ｏ
．】

。
Ｊ
興
３
■
二
阿

ま

・
К

。
●
伽
伸
興
Ｓ
Ｃ
К
目
日
い
．】

。
Ｊ
鯉
旧

ま

・
く

。
わ
伸
掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
ロ
ロ
ｏ
．一

。
Ｊ
暉
３
■
二
目

球

・
く

。
わ
ф
伸
禦
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
・
ｏ
．【

。
Ｊ
口
Ｋ
ロ

球

・
く

。
わ
伽
掏
興
Ｓ
Ｃ
Ｋ
目
●
ｏ
．【

。
Ｊ
駆
３
■
望
目

球

・
К

。
●
伽
枷
禦
Ｓ
Ｃ
Ｘ
ロ
ロ
ｏ
．ａ

ψ
地
〓
準 。

爆
悠
寝
二

日
К
風

。
怪
ミ

伸
輪
峰

′
゛

Ｃ

Ｃ

瑯

択

引

牌

二
猥

＝

風

。
暉
悠
展
望

日
К
風

。
経
ミ

掏
輪
峰

′
゛

Ｃ

Ｃ

郵

択

＝

禦

里
眼

引

風

。
Ｄ
Ｏ
暉
懲
展
望
口
К
風

伸

]:
習 ト
J餌
風 釈

詭
墨

。
キ
ヽ

″
ヽ
‘

測
総
Ｃ
ふ
く
【
ヽ
里
縮
挙
却
壼
目
ま

。
ポ

′、

Ｒ
Ｋ

ミ

Ｅ
Ｃ
Ｃ
択

∞
二
匈

雪
書

′
〉
熙

３
椰

翠

壼
輸

冬

却

。
キ
ヽ

″
ヽ
く

営
目
ま

。
い
ヽ

も

ヽ
ζ

恒
択

集

Ｃ
部

Ｎ
■
輸

“

却

壼
口

く

。
〉
圏
二
く

０
緊

理
織

聴

′
♪
苺
壼
だ
ヽ
ミ
Ｋ

。ト
ホ

堂
目
ま

。
か
ヽ
ふ
ヽ
ζ
恒
択
郭
里
輸
挙
却
燿
回
超

。
〉
眠
二
条
●
緊
理
喘
聴

。
Ｓ
姜
壼
だ
ヽ
Ｒ
Ｋ

。
キ
ヽ

″
ヽ
く
測
埒
Ｃ
ふ
く
―卜
ヽ
壼
目
ま

。
か
ヽ

ふ
ヽ
ζ
恒
択
郷
Ｃ
饉

Ｎ
〓
半
＝
Ｃ
喘
挙
即
壼
目
く

。
〉
圏
二
会
，
筆
堂
喘
聴

。Ｓ
Ｏ
壼
ポ
ヽ
代
К

。
キ

ヽ

″
い
く

Ｎ
ぐ
Ｃ
ヽ
く

―ト
ヘ
壼
目
ま

。
か
ヽ
ヽ
い
て
仁
像
郷
Ｃ
郎

ヽ
理
旧
く

。だ

′、
Ｒ
Ｋ

ミ

Ｅ
Ｃ
恒
択

∞
二
巨
Ｃ
輸
翠

Ｎ
輸
冬
即

。
ヽ

小
せ
輸
暉

′
十
ヽ

″
ヽ
ζ
二

縮
挙
却
理
口
球

。
ふ
く
同
ｍ
Ｃ

ｓ
ヽ
卜
拠
壼
輸
弊

′
か
ヽ
ふ
ヽ
ζ
恒
択
軽
二

縮
髯
却
壼
旧
く

。
悩
悩
Ｃ

ｓ
Ｒ
ヽ
く
壼
口
Ｃ
輪
嬰

。
〉
圏
里
条
０
緊
堂
策
颯

。ヽ

小
却
捻
Ｃ
キ
ヽ

″
ヽ

ζ
壼
国
ま

。憔
卜
ｎ
ｍ
Ｃ

い
ヽ
卜
押
二
縮
黎

′
い
ヽ
ふ
ヽ
ζ
恒
択
郭
せ
喘
髯

蝉
営
口
く

。
悩
悩
Ｃ

ｓ
Ｓ

ヽ
ζ
世
障
Ｃ
縮
碧

。
〉
眠
）
Ｄ
鍾
鵬
０
０
理
縮
翠

。だ

′、
Ｒ
Ｋ
ミ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
択

∞
二

巨
Ｃ
輸
審

Ｎ
縮
“
翼

。ヽ

小
Ｎ
ぐ
Ｃ
キ
ヽ

″
ヽ
‘
壼
旧
球

。
ヽ
く
同
ｍ
Ｃ

ｓ

ヽ
卜
掏
壼
口
く

。
い
に
掏
К
小
日
ｍ
壼
匡
Ｃ
輸
嬰

。
〉
眠
里
晏
●
騒
理
颯
翠

。ぱ

′、
へ
Ｋ
ミ
Ｅ
Ｃ
恒
択

め
二
喘
“
却

。ヽ

小
Ｎ
ｅ
Ｃ
キ
ヽ

″
ヽ
ζ

燿
目
意

。
ヽ
く
ｎ
ｍ
Ｃ

ｓ
ヽ
卜
神
Ｃ
部

ヽ
二
輸
翠

′
か
ヽ
ふ
ヽ
‘
仁
択
椰

二

縮
髯
即
営
目
く

。
悩
悩
Ｃ

ｓ
Ｓ
ヽ
く
壼
目
Ｃ
喘
蓑

。
〉
圏
里
晏
●
騒
理
離
緊

。
３
姜
壼
暉

・、
Ｒ
К

。
キ
狡

″
卜
‘
３
興
Ｃ
Ｃ
択
軽

測

゛
Ｃ
ふ
く
ヽ

ヽ
壼
目
ま

。ヽ

小
日
ｍ
２
輸
弊

′
か
ヽ
ふ
い
ζ
恒
択
軽
Ｃ
軽

Ｎ

里
縮
冬
即
壼
国
く

。
Ｒ

〉
０

〉
択
壼
縮
碧

。
〉
圏
）
０
日
回
里
窓
諄
壼
縮
駆

。ポ

′、
へ
К
ミ
匡
Ｃ
恒
択

∞
里
肛
Ｃ
輸
澤

Ｎ
喘
“
却

。ヽ

小
ゆ
却
口
ま

・
К

。
ヾ
ヨ
為
撻
Ｃ
調
騒
国

′
Ｄ
ヽ

小
ｎ
ｍ
壼
喘
讐

。
〉
圏
里
条
●
騒
壼
縮
腿

鴫
準

。
ヽ
く
“
撫
晏
壼
口
ま

。
ヽ
く
ヽ
小
ホ
里
目
目
壼
旧
く

。
０

０
伸
目
里
喘
襲

′
ゴ
区
意
）
Ｒ
ふ
同
ｍ
Ｓ
韻
壼
縮
礎

口

。
〉
圏
）
Ｄ
目
魃

。ヽ

卜
Ｎ
ぐ
Ｃ
ふ
く
髯
蒸
晏
壼
目
ま

。
〉
圏
）
Ｄ
組
概

。ヽ

卜
゛
匈
目
球

・
К

。
３
椰
Ｄ
Ц
意
ヽ

い
に

掏
ト
ホ
同
ｍ

。
い

０
掏
目
二
喘
眼

′卜
や
区
ま
壼
輸
喚
口

。
〉
囲
）
Ｄ
額
概

。
ふ
く

―卜
ヽ
壼
恒
ま

′ヽ

小
燿
旧
く

。
３
姜
Ｄ
区
ま
ヽ

や
に
掏

ヽ
小
日
ｍ

。
ヾ

〉
０

〉
択
伸
輸
害

′ト
ヤ
区
ま
壼
喘
礎
口

。
〉
圏
）
Ｄ
鋼
把

。
ふ
′ヽ

卜
ヽ
Ｓ
興
Ｃ
＝
＾
部
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が

長原遺跡東北地区の本格的な発掘調査も7年 目を迎え、ここに4冊 目の報告書を上梓す

ることができた。これまで行ってきた10件余りの調査は地区全体から見るとわずかな面積

であるが、調査するごとに遺跡は次々と新たな情報を与えてくれるもしかし、その一方で

我々は情報の出現に追いついているのだろうか。発掘はやり直しがきかない一度きりの実

験である。調査・研究を行う者は、あふれるほどの情報の中から真実を正しく理解するた

めに常に基本に立ち返り、恐lluして取り組む必要があろう。

末筆ながら、本書を成すにあたり関係各位から多大なご協力を賜った。記して深謝の意

を表したい。また、今後とも文化財保護と当協会事業へのご理解とご支援を賜るようお願

いする次第である。

(趙 哲済)
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Notes

The following symbols are used to represent

archaeological features, and others, in this text

SB

SD

SE

SK

SP

SX

Building

Ditch

Well

Pit

Posthole

Other feartures
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ENGLISH SUMMARY

Outline and progress of the research
This volume details the results of excavations undertaken at the northeastern sector of the

Nagahara site in 1998 prior to land rezoning in Eastern Nagayoshi, situated in south-eastern
part of Osaka City. Two excavations, NG98- 19, 20 in the eastern sector of the planned sector
for land rezoning, were carried out between July 1998 and January 1999, totaling approxi-
mately 588 square meters.

At research area 98-20, investigation was carried out on soil 8m below the present surface.
With the results of poller/diatom analysis, the environmentalhistorical changes in the north-
eastern sector of the Nagahara site from the Jomon to the Asuka period were clarified.

Following is a summary of the main results.

Results of the investigation
1. The Jomon period
The coast line of the Jomon period marine transgression and the change of sea levels

during the Jomon period has been clarified. T'he Jomon period high tide mark for the investi-
gated area has been found at approximately TP +2.8m(TP:Tokyo.Peil), this may have been
either the inner most point of the former Kawachi Bay, or at the mouth of a small stream. The
fossilized impressions of living creatures were found at TP +2.6m. Similar fossils had previ-
ously been found at NG97-4I,52 from TP +2.6m to 2.8m, and so the fossils are widely
distributed around this area. There are two types of fossils and they are similar in form to a
crab nesting-hole, and so we can assume that this area was close to the water at that time. The
results of the pollen/diatom analysis also support this assumption. The strata from which the
fossils were recovered also contained Yoko-ooji volcanic ash (Akahoya volcanic ash). Based
on this, the fossils have been dated to the Initial Jomon period, and therefore correlate to the
time of the Jomon period marine transgression. It is therefore highly possible that these
fossils indicate the position of the coastline at that time. In previous investigations at the
Kitoragawa and Kamei sites, the high tide mark of the former Kawachi Bay, for this period,
was determined at approximately TP +2.0m. The current result of TP +2.8m is not unreason-
able.

Strata Beds 12 to 9 consist of alternating bands of thick aqueous and dark soil. It appears
that the lowering of the sea level allowed the accumulation of soil from the land to increase
and thus the former Kawachi tsay was gradually buried. The results of the pollen/diatom
analysis indicate the presence of a swampy environment for this period. From the Early to
Late Jomon period there is an evidence of extensive flooding which would have rendered this
area unsuitable for habitation and so far there have been no features or remains recovered
from this period.

2. The Yayoi to the Middle Kofun period
No major changes in the landscape were detected from the Yayoi to the early Middle

Kofun period. From the Middle Kofun period onwards however there is an evidence of de-
velopment in this area. The remains of paddy fields were detected on and around the soil
mound features SX701 and702. From the examination of the remains, it is apparent that they
were used for only a short period of time. After the construction of the fields, two natural
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smeams (NR 70I,702) appeared, and floods associated with these streams deposited soil over

the entire area. R.emains of the Middle Kofun period were found from the streams, the re-

mains of the mid 5th century from NR 701 and the end of 5th century from NR. 702, which

show that there have been large-scale flooding approximately several decades apart associ-

ated with the streams.

3. After the tr-ate Kofun period

The former bank and channel of aLate Kofun period stream (SD 701) were found. lFrom

the .Asuka period onwards, there is a continuing pattern of flood deposited soil followed by

evidence of cultivation and no evidence of stnrctures within the investigated area.

Further Reading

Osaka City Cultural Properties Association
1998-2000 Archaeological Report of the Eastern sector of the Nagahara sites Voh. n-

nII, Osaka. (In Japanese, with English summary)

Osaka City Cultural Properties Association
1978-1999 Archaeological Reports of the Nagahara sites Vols. I-Vnn, Osaka. (nn Japa-

nese, with English summary)

Osaka City Cultural Properties Association
1989-2000 Archaeological Reports of the Nagahara and Uriwari sites Vols. I-XV,

Osaka. (In Japanese, with English summary)
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